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学生の潜在能力を引き出す

問う力，考える力，表現する力を鍛錬する

説得し，説得される喜びを知る

（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

英語１

人間文化学

専門ゼミ

https://portos.yamanashi-eiwa.ac.jp/Kyoin/web/Syllabus/WebKogiIchiran/UI/WSL_KogiIchiran.aspx参照

以下は、専門ゼミナールのシラバスである。

（１）学生による授業評価

おおむね良好。

（２）同僚教員等による授業評価

特段の評価制度無し。

アメリカ文学，特に，詩を中心に研究してきた。

言葉に秘められた謎を解明しながら、詩作品全体のテーマとメセージを探る。

現代日本に生きる我々が反省するよすがとなる。

1977年 ～1997年 主として，アメリカの１９世紀文学を中心に探求した。

1998年 ～2008年 主として，17世紀の詩人や20世紀の詩人を研究した。

英詩を読んで、日本語でディベートする

『アメリカ文学案内』（朝日出版社、2008）

「オーラルからヒューマンへ　文学の効用：アメリカ詩を読む」（第３０回千葉県私学教育研修会
英語科研修会　於日出学園、２０１８．１１．２７）

英語４技能の根底にある「問う力」「考える力」を涵養する。

学生の「学び」への意欲、自主的な研究に向かうきっかけを用意する。

履修学生、同僚からの批判やコメントをもとにさらに教育を改善してゆく。

主として，日米比較の観点を取り入れながら、エズラ・パウンドなどに学ん
でいる。

～2020年2009年

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

「読む」力を鍛えるために、調べる力、問いを作る力、問いの答えを考える力、そして、それらを言
葉で表す力を１年間かけてじっくり鍛えてゆきます。その第一段階に当たるこのクラスでは、アメ
リカ文学史の初期に書かれた詩作品を取り上げながら、まずは、辞書・辞典、事典、検索などの
あらゆる情報網を駆使して作品の核心に迫ります。

教
育
能
力

研究業績

研究の特徴

研
究
経
歴

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

教育業績

教育理念、方針、方法
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（１）著書

『見つめあう日本とアメリカ：新しい異文化の交差を求めて』（南雲堂、1995）

『アシャーの湖』（松柏社、2015）

『少しは政治のことを考えよう』（松柏社、2018）他多数。

（２）学術論文

「バートルビーの倫理と資本主義の良心」（フェリス女学院紀要51, 2016)

　　　　　　　　

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

Poetics in Emily Dickinson

W.B.Yeats & Modernism

2019年 3月 発表「エズラ・パウンドとアメリカ性」

北海道アメリカ文学会第190回研究談話会

1992年 4月 ～1998年 日本アメリカ文学会本部幹事（編集室担当）

2010年 4月 ～2013年　　日本エズラ・パウンド学会会長

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月 特記すべき評価制度無し。

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

2018年 4月

2018年 4月

2018年 4月

2018年 12月

2019年 4月

2020年 4月

2020年 4月 図書館長

「アドリエンヌ・リチ「別れ：悲しみを禁じて」再読：アメリカとアメリカ詩の相剋」
(山梨英和大学紀要１７号, ２０１９）

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

研
究
実
績

［愛と虚構の相克：「レモン哀歌再読」」(山梨英和大学紀要18号, ２０20）

東京学芸大学, 立教大学、フェリス女学院大学において、アメリカ文学を専攻する院生
を指導している。

山梨英和大学アセンブリ検討委員会委員長

山梨英和大学メイプルカレッジ改革検討委員会委員長(〜19,3）

山梨英和大学英語教育改革検討委員会委員長

山梨英和大学カリキュラム改革検討委員会委員長

サービス活動業績

山梨英和大学教務部担当長

山梨英和大学メイプルカレッジ副委員長
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（２）出前講座

2011年 10月 都立新宿高校

（３）公開講座

2007年 4月 立教セカンドステージ大学

（４）学外審議会・委員会等

1996年 4月 ～2004年 日本私立大学連盟教員研修運営委員会委員

2001年 4月 ～2002年 日本大学基準協会相互評価委員

（５）その他

年 月

②人格陶冶を視野に入れたリベラルアーツ教育の精神で、毎年、卒業生を送り出して
いる。

③他者へのリスペクト、他者と等身大な自己の認識を獲得する。

①「専門ゼミナール」「卒業研究ゼミナール」等での教育実践の展開を図る。

②アメリカ詩と戦争のテーマを深める。

③いい創作をする。

第３０回千葉県私学教育研修会　英語科研修会　於日出学園
（２０１８．１１．２７）

11月2018年

①人文学の基本を若い学生へ教授することで、自己相対化、また、人生や社会を相
対化する視点を身につける。

2020年5月1日最新データ入力日

専門的目標

専門的成果

アドバイザー活動実績

成果と目標

後進育成活動実績

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

日々のオフィスワーにおいて、アドヴァイザーとして、アカデミックな助言をしている。
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2002年 2月 延世大学神科大学神学科（卒業、神学士、B.T.）

2004年 2月 延世大学法科大学法学科（卒業、法学士、B.L.）

2006年 2月 延世大学連合神学大学院修士課程（卒業、神学修士、Th.M.）

2013年 3月 京都大学大学院文学研究科修士課程（修了、文学修士、M.A.）

2014年 2月 延世大学大学院博士課程(卒業、神学博士、Ph.D.)

2020年 3月 京都大学大学院文学研究科博士課程(修了、文学博士、Ph.D.)　

2007年 6月 基督教大韓監理会(韓国メソジスト教会)トンニョ教会伝道師

2009年 4月 日本基督教団兵庫教区・甲陽園教会　(担任牧師)

2015年 4月 日本基督教団京都教区・丹後宮津教会　(主任牧師、2017年3月まで)

2016年 4月 京都大学文学部哲学基礎文化学系　(非常勤講師、2017年3月まで)　

2016年 4月 明治学院大学キリスト教研究所　(協力研究員、2020年3月まで)　

2019年 4月 明治学院大学　(非常勤講師、2020年3月まで)

2006年 2月27日

2015年 12月29日 「韓国出版学術賞」(韓国出版文化協会・韓国出版研究所が授賞)

2018年 12月20日 「世宗優秀学術図書」(大韓民国(政府)文化体育観光部が選定、翻訳書)

2006年 3月 韓国教会史学会　(韓国、 한국교회사학회)　会員

2006年 9月 韓国基督教歴史学会　(韓国、한국기독교역사학회)、会員(理事)

2012年 3月 日本基督教学会　(日本)　会員

2012年 3月 京都大学基督教学会　(日本)　会員

2012年 3月 「アジア・キリスト教・多元性」研究会(日本)

2013年 9月 キリスト教史学会　(日本)　会員

2016年 9月 日本宗教学会　(日本)　会員

2014年 4月21日

2017年 8月21日

2009年 4月22日

2009年 4月26日

e-mail  hong@yamanashi-eiwa.ac.jp

専　任　教　員　職　務　業　績　集

学
　
歴

受
賞
歴

実
務
経
験

所　属

人間文化学部人間文化学科

「最優秀論文賞」、「アンダーウッドの『教会と国家』認識研究」韓国神学大
学協議会(KAATS)

専門分野 神学、キリスト教学、キリスト教史学

基督教大韓監理会(韓国メソジスト教会)宣教師派遣
→日本基督教団宣教師承認

山梨英和大学

生年（西暦）

1976年

職名

准教授

性別

男

取得学位称号 神学博士、文学博士

資
格
・

免
許
・

特
許
等

所
属
学
会

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

ﾎﾝ　ｲﾋﾟｮ
洪　伊杓

自動車運転　免許　(韓国)

自動車運転　免許　(日本)

牧　　　師　(基督教大韓監理会・正会員)

宣　教　師　(基督教大韓監理会・日本キリスト教団承認)

2009年 4月
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

(２)作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

教
育
改
善
活
動

教育業績

a. キリスト教主義大学として山梨英和大学が最も基本的な必修科目としている「キリスト教概論」
の授業は150‐200名の大型講義であるので、より効果的な教授法を備えるため、動画制作、レ
ジュメの開発、興味を誘発する資料の編集などに取り組む。

b. 日本基督教団東海教区山梨分区など地域の諸教会との交流、そして地域のキリスト教と連な

る社会福祉機関(YMCA, YWCA, フードバンク山梨など)との連携を通して、地域のキリスト教文

化や歴史、現状ともコミュニケーションできる学びを目指して指導する。韓国や台湾、中国、北米
など隣国のキリスト教団体や学校、組織との交流も活性化することによって世界宗教であるキリ
スト教の魅力を味わうことができるように企画する。

キリスト教概論1

何よりも建学の精神「敬神・愛人・自修」を基盤とするキリスト教教育に専念する。キリ
スト教関係科目における講義だけではなく、その他あらゆる教育活動の場においてキ
リスト教精神に基づいた取り組みを行っていきたい。具体的には、教育の一環として
聖書の語る「奉仕」活動や、講義における聖書やキリスト教文化などの学習に加え、
近隣のキリスト教会、キリスト教関係施設を中心とした地域社会との連携による実践
的な教育現場を学生たちに提供することで、机上の学びに留まらない活動としての教
育を積極的に取り入れていきたい。大人数の授業では、講義を中心とする内容が中
心になることもあるが、少人数の場合にはアクティブ・ラーニングを用いるなど、相手
の意見に耳を傾けることのできる人材、相手に自分の意見を誠実に述べることのでき
る人材育成に励みたい。また、日韓関係をはじめアジア的な観点に基づいて、山梨英
和大学の学生たちが隣国への理解、さらには国際理解をより深め、開かれた討論と
相互理解を模索していく国際的な感覚と視野を持つことができるような教育及び指導
を考えている。山梨英和大学の学生たちが社会に出てゆくにあたって、キリスト教(聖
書)の教えの核心をとらえた、この社会における理想的な人格を形成し羽ばたいてい
けるような指導を行う。

教育理念、方針、方法

聖書及び日本基督教団出版局などから出版されているキリスト教基礎の教科書などを参考にし
ながら独自の配布物を作成し、授業で用いる。その際、聖書が私たちに語ろうとしていることが何
なのかを自分なりに整理して学生たちに伝えるよう努める。重点を置いた点は、聖書を通して自
分自身を見つめなおすこと、そして自分の中にある先入観や偏見に気づき、新たな世界観に出
会うことである。

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

2016年2月から1年間、京都大学が実施した「2016年度文学研究科プレFDプロジェクト事前研修
会」参加。効果的な授業運営や教授法について研修。(京都大学文学部学長名義の修了書交付)

2020年度、新型ウイルス事態によって遠隔授業が行われ、動画制作やPPTなどを活用した学生
との円満なコミュニケーションをとるための多様な試み。

山梨英和大学はキリスト教学校であるため、必修科目として指定されている科目である。大学創
立の背景や歴史、建学の精神について学び、キリスト教の根幹である「聖書」を用いて様々な
テーマについて学ぶ。その中で、「聖書」やキリスト教をより理解しやすくするため映像や音楽な
どを用い、〈聖書的なものの考え方〉、〈聖書的思考〉が、現代におけるさまざまな課題をいかに解
決するのか、関心の新たな探究のための手掛かりとする。
　「聖書」を真剣に学ぶことが、これからの人生にとってどのような意味を持つかに留意し、そのた
めにも「聖書」の言葉にできるだけたくさん触れ、その言葉によって生かされてきた人たちの生涯
やエピソードも紹介する。

キリスト教概論、宗教と思想、キリスト教と山梨英和、キリスト教と現代社会、
日韓関係史、韓国語

教
育
能
力
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

2006年

2013年

2014年

2015～
2017年

2016年～

2020年

（１）著書

(著書)

2006年4月16日『恵星教会25年史』(単著)、ソウル：基督教大韓監理会恵星教会

2008年11月30日『大田第一教会100年史』(共著)、大田：基督教大韓監理会大田第一教会

（訳書）

2016年10月12日『アンダーウッドの最後のメッセージ：彼等は何を語ったのか』(共著) 、ソウル：
延世大学アンダーウッド紀念事業会編、(第1部「アンダーウッドはこうのように語った」pp.15-90.
担当)

2012年11月20日、基督教思想編『原子力とわたしたちの未来 韓国キリスト教の視点から』(共訳)
大阪：かんよう出版、(総389頁；pp.23-53、131-138、219-234、261-269、293-299。担当、韓国語
→日本語)

2013年5月18日、賀川記念館編『일본협동조합의 아버지, 가가와 도요히코』(日本の協同組合

の父、賀川豊彦) (単訳) ソウル：다행　(総230頁、日本語→韓国語)

2011年8月15日『時代のように訪れる朝を待つ：「日韓併合」101年、キリスト者たちの対話』(共
著)、東京：新教出版社　(pp.43-57。担当)

2015年6月25日『信仰の足跡を訪ねて：日本関東・関西のキリスト教遺跡』(共著) 、ソウル：韓国
基督教歴史研究所

研究の特徴

研
究
経
歴

日本と韓国のキリスト教史、特に両国における欧米宣教師たちの伝道・教育活動と初
期のキリスト教受容者の思想を考察して来ました。日韓関係史においては両国のキリ
スト教がいかに相互影響を与えたか、日韓の国家・民族の象徴が宗教の象徴とどの
ような関係を形成してきたかを究明する研究も行っています。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

研究業績

初年度のため特になし

初年度のため特になし

延世大学大学院で「アンダーウッドの『教会と国家』認識」について研究し、修士論文
を提出。

京都大学大学院で「海老名弾正の神道理解」について研究し、修士論文を提出。

定期刊行物の雑誌『キリスト教文化』に「シンボルから見る日韓の歴史と宗教文化」に
ついて連載し、単行本の出版を目標として研究を行っている。

延世大学大学院で「植民地期における韓国キリスト教の日本認識：『内地』概念を中
心に」という研究を行い、博士論文を提出。

京都大学大学院で「海老名弾正の神道理解と社会思想形成」という研究を行い、博士
論文を提出。

日本基督教団信濃町教会研究助成によって「松山高吉の宗教及び神学思想と聖書
翻訳の再評価 」という研究を遂行、報告書を提出。

2015年8月30日人物で見る延世神学100年』(共著) 、ソウル：延世大学神科大学同門会編、(アペ
ンジェーラー(pp.32-66)、松本卓夫(pp.185-222)担当)

2011年8月15日『시대처럼 올 아침을 기다리며』(共著) 、ソウル：大韓基督教書会　(pp.51-69.

担当)
研
究
実
績
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（２）学術論文

2013年3月25日「松本卓夫と朝鮮半島」『関西学院史紀要』第19号、関西学院学院史編纂室

2018年2月26日、深井智朗著『신학을 다시 묻다』(神学の起源：社会における機能) (単訳) ソウ

ル：비아　(総211 頁、 日本語→韓国語)

2011年3月25日「W.R.ランバス宣教師と朝鮮半島」『関西学院史紀要』第17号、関西学院学院史
編纂室

2016年3月「朝鮮半島における聖書翻訳再考察―キリスト教受容の立場を中心に」『アジア・キリ
スト教・多元性』第14号

2016年3月「武断統治期(1910-1919)における韓国キリスト者の「内地=日本」認識」『アジア・キリ
スト教・多元性』第14号

2016年2月「東アジアにおけるラトゥーレット(K. S. Latourette)の認識と受容過程　― 日・中・韓3
国の比較を中心に ―」【査読あり】『明治学院大学キリスト教研究所紀要 紀要』第48号

2015年2月6日、林公著『아침독서의 이상과 실천』( 朝の読書―その理念と実践) (共訳) ソウ

ル：행복한아침독서　(総231頁、 pp.111-231．担当 　日本語→韓国語)

2014年3月25日「海老名弾正の神道理解研究－神道の類型論的分析を中心に－」『アジア・キリ
スト教・多元性』第12号

2014月12月「松山高吉と海老名弾正の神道理解に関する比較分析」【査読あり】『基督教学研
究』 第34号、京都大学基督教学会

※【査読】の有無明記

2018年2月26日、Robert Schildgen著『가가와 도요히코 평전』(Tyohiko Kagawa : Aposle of Love

and Social Justice) (共訳) ソウル: 信仰과知性社 　(総566 頁、 pp.146-566．担当、英語→韓国

語)
2018年12月26日、土井健司著『기독교를 다시 묻다』(キリスト教を問いなおす) (共訳) ソウル:信

仰과知性社　(総223頁、日本語→韓国語)

2011年9月25日「アンダーウッド夫人狙撃事件の真相と意味」【査読あり】『韓国基督教와歴史』第

35号、韓国基督教歴史研究所

2013年3月25日「韓国プロテスタント・キリスト教史の叙述方法論的考察―諸史観の比較分析と
研究傾向を中心に」『アジア・キリスト教・多元性』、アジアと宗教的多元性研究会、第11号

2015年9月25日「일제하 한국 기독교이의 ‘내지=일본’ 개념 수용과정 : 무단통치기를 중심으

로」【査読あり】『韓国基督教와歴史』第43号、韓国基督教歴史研究所

2015年9月1日「일본에서의 라투레트(K. S. Latourette) 인식과 수용과정」【査読あり】『韓國敎

會史學會誌』第41号

2015年2月27日、深井智朗著『사상으로서의 편집자』(思想としての編集者：　現代ドイツ・プロテ

スタンティズムと出版史) (単訳)、ソウル：한울　(総273頁、 日本語→韓国語)

2015年3月5日、南山宗教文化研究所編『기독교와 불교, 서로에게 배우다』(キリスト教は仏教

から何を学べるか) (共訳) 、ソウル：정우서적、(総414 頁 ；pp.125-208．担当、 日本語→韓国語)

2015年7月「松山高吉と植村正久の関係形成過程とその意味」【査読あり】『キリスト教史学』第
69集

2015年3月「海老名弾正の『神道的キリスト教論争の再考察』」『アジア・キリスト教・多元性』第13
号

研
究
実
績
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2010年2月号「東アジアの永遠な友、ランバス(1)」『基督教世界』第951号、基督教大韓監理会、
「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年3月号「韓国における南メソジスト教会の開拓者、ランバス(2)」『基督教世界』 第952号、基
督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年4月号「同胞のため祈りなさい、ランバス(3)」『基督教世界』第953号、基督教大韓監理会、
「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年5月号「私はずっと見守っている! (I shall be constantly watching!)、ランバス(４)」『基督教
世界』第954号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年6月号「ベーツ(Bates　C．J．L.)と彼の弟子たち(1)」『基督教世界』第955号、基督教大韓監
理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2009年11月号「上海と祖国との伝令使、李明濟牧師(1)」『基督教世界』第948号、基督教大韓監
理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2009年12月号「使徒ルカの後裔、李明濟牧師(2)」『基督教世界』第949号、基督教大韓監理会、
「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年1月号「メソジスト教会牧師の模範、李明濟牧師(3)」『基督教世界』第950号、基督教大韓
監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2017年3月「松山高吉の伝統宗教理解－「神道・儒教・仏教」三教を中心に」『アジア・キリスト教・
多元性』第15号

2017年3月「文化統治期(1920-30)における韓国キリスト者の『内地=日本』認識」『アジア・キリスト
教・多元性』第15号

2018年1月「海老名弾正の「植民地民」理解―海老名弾正の『土人』と吉野作造・石川三四郎の
『土民』の比較を中心に」【査読あり】『明治学院大学キリスト教研究所紀要』第50号

2018年3月「松山高吉の日本組合基督教教会からの離脱―海老名弾正との関係を中心に」『ア
ジア・キリスト教・多元性』第16号

2018年7月「海老名弾正と賀川豊彦の社会思想比較―時代を超えた二人の論争をめぐって」【査
読あり】『キリスト教史学』第72号

2019年3月「海老名弾正の黒住教理解」『アジア・キリスト教・多元性』第17号　

（その他、書評・雑誌など）

2016年3月「高橋五郎の神道理解―『神道新論』・『諸教便覧』を中心に」 【査読あり】『基督教学
研究』 第35号、京都大学基督教学会

2016年9月「에비나　단조의 자유주의 신학과 神道 이해 – 한국 교회와의 관련성을 중심으

로」『韓国 基督教와 歴史』第45号

2017年2月【査読あり】「朝鮮伝道論をめぐる海老名弾正の『内地=日本』認識―柏木義円・吉野
作造との比較を中心に―」【査読あり】『明治学院大学キリスト教研究所紀要』第49号

2009年9月号「ペンは刀より強い！―信仰と勇気のエプワース(Epworth)青年、李吉用(1)」『基督
教世界』 第946号 、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2009年10月号「ペンで国を救おう！―信仰と勇気のエプワース(Epworth)青年、李吉用(2)」『基督
教世界』 第947号 、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

研
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2012年1月号「松本卓夫(2)- 朝鮮の青年たちと出会う」『基督教世界』第972号、基督教大韓監理
会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2012年2月号「松本卓夫(3)- 朝鮮のキリスト教教育のみは守って行きたい」『基督教世界』第973
号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年9月号「ベーツ(Bates　C．J．L.)と彼の弟子たち(3)―実践する知性人、洪顯卨」基督教世
界』第957号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年10月号「1910年を眺めた第3の死線－ハールバット・ハリス・ランバス」『基督教世界』 第
958号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年11月号「浅川兄弟の韓国への愛―韓国の土になった日本人キリスト者(1)」『基督教世界』
第959号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2010年12月号「浅川兄弟の信仰と生涯― 韓国の土になった日本人キリスト者(2)」『基督教世界』
第960号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

「楊花津外人墓地に葬られた曽田嘉伊智夫婦― 韓国の土になった日本人キリスト者(3)」2011年
1月号『基督教世界』第961号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」
連載

2011年2月号「日韓の平和を導いた使徒、曽田嘉伊智夫婦― 韓国の土になった日本人キリスト
者(4)」『基督教世界』第962号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」
連載

2011年3月号「車美理婦人(1)：3.1独立運動と女性解放運動は一つ！」『基督教世界』第963号、

基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2011年4月号「車美理婦人(2)：女性解放運動と徳成女子大学の搖籃、韓国メソジスト教会」『基督

教世界』第964号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2011年5月号「牧園神学の伝統における隠された開拓者たち(1)-シャープ宣教師からレーンス監
督まで」『基督教世界』第965号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人
物」連載

2010年7-8月号「ベーツ(Bates　C．J．L.)と彼の弟子たち(2)―『奉仕する延世大学』の定礎者、朴
大善」『基督教世界』第956号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」
連載

2011年6月号「牧園神学の伝統における隠された開拓者たち(2)-スウェーラー(W.C.Swearer)、
アーメント(C. C. Amendt)、徐太源の神学への情熱」『基督教世界』 第966号 、基督教大韓監理
会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2011年7-8月号「牧園神学の伝統における隠された開拓者たち(3)- 都益瑞( Charles D.
Stokes)、 徐偉廉(Shaw, William Earl)とレーンス(Richard Rainesの神学教育」『基督教世界』 第
967号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2011年9月号「徐偉廉(Shaw, William Earl)とレーンス(Richard Raines)監督の農村教会への愛：仁
友学舎と大田牧者館の物語」『基督教世界』 第968号 、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残し
たメソジスト教会の人物」連載

2011年10月号「許吉來(Howard,Clara)宣教師の農村教会への愛：大田保育大学と明徳学舎の物
語」『基督教世界』 第969号、基督教大韓監理会、「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連
載2011年12月号

「松本卓夫(1)- 玄海灘を渡り、朝鮮に来る」『基督教世界』 第971号、基督教大韓監理会、「歴史
に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

研
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（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

2018年9月1日「『복음과 세계』편집 동향, 2018년 5-７월」(『福音と世界』編集動向2018年5-７月

号) 『기독교사상』(基督教思想)第717巻、2018年9月号

2019年9月号「君が代を聞きながら守る主日礼拝-時論：揺れる日韓關係におけるキリスト者の役
割」『基督教世界』第1056号、基督教大韓監理会

2017年3月「한밭 대전의 3.1정신과 감리교 신앙」(大田の3.1精神とメソジスト信仰) 『基督教世

界』(The Christian World)、基督教大韓監理会

2017年5月31日「シンボルから再発見する日韓の歴史と宗教(二)三つ葉のクローバ(Shamrock)と
三位一体」『キリスト教文化』第9号、2017年春号、かんよう出版

2017年12月25日「シンボルから再発見する日韓の歴史と宗教(三)　三足烏の東征、八咫烏の西
征」『キリスト教文化』第10号、2017年秋号、かんよう出版

2018年2月「일본에서 바라본 ‘혼밥’」(日本から見た「個食・孤食」)  『새가정』(新家庭)第65巻第

707号, 2018年2月号

2018年6月1日「『복음과 세계』편집 동향, 2018년 1-4월」(『福音と世界』編集動向2018年１-４月

号) 『기독교사상』(基督教思想)第714巻、2018年6月号

2012年3月号「松本卓夫(4)- 平和を造って行く人」『基督教世界』第974号、基督教大韓監理会、
「歴史に痕跡を残したメソジスト教会の人物」連載

2013年3月25日「書評：『基督教思想』編『原子力とわたしたちの未来 : 韓国キリスト教の視点か
ら』『キリスト教学研究室紀要』、第１号、京都大学文学研究科

2014年3月25日「書評、『天皇制国家と女性： 日本キリスト教史における木下尚江』」（教文館、
2013）『キリスト教学研究室紀要』京都大学文学研究科

2015年1月2日「한국 그리스도인들의 중층적 차별의식, 그 모순의 형성사」(韓国キリスト者の

中層的差別意識、その矛盾の形成史) 『기독교사상』(基督教思想)第673巻、ソウル、大韓基督

教書会

2016年11月「『世越(セウォル)号』が引き戻した『歳月(セウォル)』- この「世」を「越」えるための一
座を目指す-」『キリスト教文化』 第6号、2015年秋号、かんよう出版2015年10月31日

2016年秋号「シンボルから再発見する日韓の歴史と宗教(一)十字架上の新月」『キリスト教文化』
第8号、かんよう出版

2016年12月「최태민･최순실의 국정농단과 우리 신앙의 자세」(崔太敏・崔順實の国政壟断と

わたしたちの信仰姿勢) 『基督教世界』(The Christian World)、基督教大韓監理会

競争的資金採択課題
2015年(2017まで3年間)「松山高吉の宗教及び神学思想と聖書翻訳の再評価 」日本
キリスト教団信濃町教会の研究助成

2018年6月23日「シンボルから再発見する日韓の歴史と宗教(四)　菊と刀か、菊と平和か」『キリ
スト教文化』第11号、2018年春号、かんよう出版

研
究
実
績

13



（学会発表・講演など）

2014年7月26日「日清・日露戦争時期における韓国キリスト教の日本認識 」第4回東
アジアキリスト教交流史研究会、「世紀転換期と東アジアのキリスト教―日清・日露戦
争をめぐって」シンポジウム、福岡女学院大学

2009年8月17日「近代アジアの宗教象徴体系の変容過程に関する研究－韓国及び日
本の国家象徴体系との相互作用を中心に」第1回東アジア宗教文化学会国際学術大
会、北海道大学

2010年10月7日「日本YWCAの日韓キリスト教關係史的意味－朝鮮 YWCAの初期設
立過程を中心に」第7回日韓YWCA 協議会： 日韓YWCA 歴史セミナー、韓国 YWCA連
盟(ソウル)

2015年3月7日「武断統治期(1910-1919)における韓国キリスト者の日本認識―「内地」
概念の受容過程を中心に」キリスト教史学会西日本部会、関西学院梅田キャンパス

2015年7月11日「近代日本キリスト者における神道理解の類型論―その全体像と研究
の展望」京都大学基督教学会研究発表会、京都大学

2015年3月26日「高橋五郎の神道理解-『神道新論』・『諸教便覧』を中心に」日本基督
教学会近畿支部会、神戸女学院大学

2014年11月22日「일본 초기 그리스도인의 신도 이해와 자기신학화―마츠야마 다

카요시와 에비나단조를　중심으로 」(日本の初期キリスト者の神道理解と自己神学

化―松山高吉と海老名弾正の比較を中心に) アジアキリスト教史学会(韓国)秋季学
術大会、長老会神学大学(ソウル)

2013年3月10日「海老名弾正の神道理解―神道の類型論的分析を中心に」日本基督
教学会近畿支部会、神戸国際大学

2013年9月10日「海老名弾正をめぐる「神道的キリスト教」論争の再考察」日本基督教
学会第61回学術大会、西南学院大学

2013年

2014年9月9日「松山高吉と海老名弾正の神道理解の比較分析」日本基督教学会全
国大会、関西学院大学

2014年9月20日「松山高吉と植村正久との信頼関係とその意味」キリスト教史学会、
同志社大学

2014年3月28日「松山高吉の日本組合教会からの離脱と海老名弾正」日本基督教学
会近畿支部会、京都大学

2004年～
2010年

2013年1月21日「宣教師研究の東アジア的観点－ W.R.ランバスの事例を中心に」成
均館大学－山東大学2013年国際学術大会、山東大学外国語学院

2013年1月26日「韓国プロテスタント・キリスト教史の研究傾向考察」東アジアキリスト
教交流史研究会第1回ワークショップin　神戸、神戸学生青年センター

2004年７月「李承晩の基督教思想研究－制憲と政府樹立過程に反映された彼の思想
を中心に」「今月の監理教(メソジスト教会)の人物」発表会、監理会神学大学(ソウル)

2006年2月4日「アンダーウッドの教会と国家(Church & State)認識」第241回韓国基督
教歴史学会学術発表会、韓国基督教歴史研究所(ソウル)

2007年12月8日「韓国近代憲法の形成とキリスト教」、法と社会理論学会第一回後続
世代学術大会、高麗大学

2008 年2月2日「アンダーウッド夫人狙擊事件の真相と意味」第261回韓国基督教歴史
学会学術発表会、韓国基督教歴史研究所(ソウル)

2015年1月10日「무단통치기 한국 기독교인의 일본 인식―내지(内地) 개념으로 본

유형론적 검토 」第331回韓国基督教歴史学会学術発表会、韓国基督教歴史研究所

(ソウル)

2015年2月13日「松山高吉研究の現況と課題」同志社人文科学研究所社会 キリスト
教社会問題研究会（CS)研究発表、同志社大学

2015年

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

2014年
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2016年

2016年9月11日「松山高吉の伝統宗教理解－「神道・儒教・仏教」三教を中心に」日本
宗教学会第75回学術大会パネル発表、早稲田大学

2016年9月14日「海老名弾正の会衆主義と吉野作造のデモクラシー」日本基督教学会
第64回学術大会、広島女学院大学

2016年10月 28-29日「일본 기독교 유적의 특수성과 보편성 – 한일 기독교 유적의

특성 비교와 해설 사례를 중심으로」(日本キリスト教遺跡の特殊性と普遍性―日韓

キリスト教遺跡の特性比較と解説事例を中心に―) アジアキリスト教史学会(韓国)国
際セミナー(テーマ:　Christianity and Communication : History and Prospect )、韓国学
中央研究院韓国学融合研究センター(ソウル)

2016年11月5日「문화통치기(1920-30) 한국 기독교인들의 ‘내지=일본’ 인식」(文化

統治期(1920-30)における韓国キリスト者の『内地=日本』認識) 第350回 韓国キリスト
教歴史学会学術発表会、韓国キリスト教歴史研究(悅松齋、ソウル)

2015年8月1日「東アジアにおけるラトゥーレット(K. S. Latourette)の受容過程とその認
識―日中韓三国を中心に」東アジアキリスト教交流史研究会、明治学院大学

2015年9月4-6日「朝鮮半島における聖書翻訳再考察―キリスト教受容者の立場を中
心に」　日本宗教学会：パネル発表、創価大学

2015年9月11日「近代日本キリスト者における神道理解の類型論とその歴史的意義」
日本基督教学会第63回学術大会、桜美林大学

2015年10月10日「에비나단조의 자유주의 신학 수용과 신도 이해 ― 한국 기독교

와의 관련성을 중심으로 」(海老名弾正の自由主義神学受容と神道理解-韓国キリス

ト教との関連性を中心に) 第339回韓国基督教歴史学会学術発表会、韓国基督教歴
史研究所(ソウル)

2017年3月4日「海老名弾正の植民地民理解－吉野作造・石川三四郎の『土民』概念
との比較を中心に」第11回キリスト教史学会西日本部会、関西学院大学梅田キャンパ
ス(大阪)

2017年9月15日「海老名弾正と賀川豊彦の社会思想比較―時代を超えた二人の論争
をめぐって」キリスト教史学会、聖心女子大学

2017年10月6日　「『内地』とは何か―日韓キリスト者の認識と比較ー」第五回南山宗
教研究会  （南山大学）、南山宗教文化研究所

2017年

2018年 3月 6日「松山高吉の説教から見た神学思想―『聖書講義並講演』(1880-
1886)を中心に」2018年度明治学院大学キリスト教研究所3月研究会、明治学院大学

2018年3月26日「海老名弾正と中島重の『神の国』理解」日本基督教学会近畿支部
会、同志社大学

2018年9月12日「海老名弾正の弟子たちの神道理解―吉野作造・柏木義円・石川三
四郎・中島重を中心に」第66回日本基督教学会、南山大学

2019年10月26日「日韓キリスト者の「土人」概念の内面化過程―帝国日本の海老名
弾正と植民地キリスト者との比較を中心に―」　企画研究会「帝国日本のキリスト教と
その周辺」(東アジア思想文化研究会、科研費基盤研究(C))、立命館大学　 衣笠キャ
ンパス学而館第一講義室

2019年3月31日「松山高吉の宗教理解と聖書翻訳事業」信濃町教会研究助成報告及
び講演会、日本キリスト教団信濃町教会

2019年4月4日「日韓關係とアジアの未来：『内地』概念の変遷をめぐって」「アジア共同
体論」学部授業の特別講義、聖公会大学(ソウル、ミカエル館301号室)

2019年5月23日「明治学院研究①-植村正久」、明治学院研究①【学部授業の講義】、
明治学院大学白金台キャンパス2号館  2101教室

2019年10月25日「記憶と継承‐日韓キリスト教遺跡の比較　‐」2019年アジア神学セミ
ナー【講義】明治学院大学81会議室

2015年

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

2019年

2018年
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2006年 4月

2008年 11月

概ね高い評価を得ている。

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

（１）講演会

後進育成活動実績

『大田第一教会100年史』(共著)、大田：基督教大韓監理会大田第一教会

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

宗教委員会、大学運営評議会、個人情報保護委員会、
ハラスメント防止委員会

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

『恵星教会25年史』(単著)、ソウル：基督教大韓監理会恵星教会

2019年11月12日「3.1独立運動100年と日韓關係とアジアの未来：『内地人』と『土人』
概念をめぐって」「アジア平和共同体論」学部授業の特別講義、協成大学(韓国・水原)

特になし

特になし

特になし

『信仰の足跡を訪ねて：日本関東・関西のキリスト教遺跡』(믿음의 흔적을

찾아 : 일본 간토・간사이 편) ソウル：韓国基督教歴史研究所共同研究プ

ロジェクト

大学院生指導

アドバイザー活動実績

6月

「朝鮮半島における聖書翻訳再考察―キリスト教受容者の立場を中心に」
日本宗教学会パネル発表(創価大学)

2015年 9月

2016年 9月
「松山高吉の宗教及び神学思想と聖書翻訳の再評価 」日本宗教学会第75
回学術大会パネル発表、早稲田大学　(日本基督教団信濃町教会研究助
成)

2020年 4月

続き

2015年

「近くて遠い国、こんなに違う日韓の習慣」、午後１時‐3時、関西学院高等
部3階大会議室、関学高等部育友会国際交流部主催

アジアサンデー集会 〜韓国併合は終わったのか：植民地時代が日韓キリ
スト教会に残した問題」午後2：30‐4：30、日本基督教団兵庫教区播州地区
地区社会部主催、(場所：姫路教会)

2012年 9月11日

11月172013年

「松山高吉の宗教理解と聖書翻訳事業」、信濃町教会研究助成報告及び
講演会　 日本キリスト教団信濃町教会

3月31日2019年

学
会
等

発
表
・

役
員
参
加

サービス活動業績

社
会
貢
献
活
動
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（２）出前講座

年 月

（３）公開講座

（４）学外審議会・委員会等

年 月

（５）その他

①欧米人の観点ではなく、アジア人の観点と立場からキリスト教史と思想について新
たな解釈の地平を拓くこと。
②キリスト教神学以外にも歴史学、文学、人類学、社会学、法学など隣接する学問分
野との学際的かつ立体的研究を行うことによって人文学領域における幅広い視野を
提供すること。
③変化する世界において、キリスト教神学及び歴史研究がどのような現代的意味と可
能性を持つのかを究明すること。

専門的成果

韓国および日本のキリスト教史を主に研究してきたため、欧米宣教師による開拓伝道
と初期キリスト者たちの歴史をアジア的な観点に基づいて分析・説明することが可能
である。
また、学部時代に神学のみならず法学を専攻したため、社会思想史的なアプローチを
試みることによって、キリスト教と社会、そして教会と国家などの問題に至るまで幅広く
扱うことができる。

「隣人として、家族として、生きる」、第32回 日韓交流信徒大会、日本基督
教団兵庫教区・在日大韓基督教会西部地方会共同主催、講演会

1月11日2016年

専門的目標

最新データ入力日 2020年5月1日

明治学院研究①-植村正久」 明治学院研究①【学部授業の講義】 明治学
院大学白金台キャンパス2号館  2101教室

5月23日2019年

「記憶と継承‐日韓キリスト教遺跡の比較」、2019年アジア神学セミナー【講
義】 明治学院大学81会議室

10月25日2019年

成果と目標

2019年 11月12日
「3.1独立運動100年と日韓關係とアジアの未来：『内地人』と『土人』概念を
めぐって」、「アジア平和共同体論」学部授業の特別講義、協成大学(韓国・
水原)

「近代日本キリスト者の神道理解‐神道と信教の自由との関係は?」、午前
10：00‐12：30、日本基督教団京都教区両丹地区委員会、「信教の自由を
守る日」講演会 丹波新生教会亀岡会堂、日本基督教団東京教区　信濃町
教会講演会

2月11日2016年

「日韓關係とアジアの未来：『内地』概念の変遷をめぐって」、 「アジア共同
体論」学部授業の特別講義　 聖公会大学(ソウル、ミカエル館301号室)

4月4日2019年

社
会
貢
献
活
動
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1973年 3月 横浜国立大学経済学部卒業

1979年 3月 一橋大学大学院経済学研究科博士課程修了

年 月

年 月

年 月

中央大学商学部　(企業経済学）　

立教大学経済学部　(企業経済学）

青山学院大学国際マネジメント研究科

　(コーポレート・ガバナンス）

年 月

年 月

年 月

1975年 月 日本経済学会

1985年 月 組織学会

1995年 月 進化経済学会

1999年 月 Society for the Advancement of Socio-Economics

年 月

年 月

年 月

年 月

e-mail

2000年4月 ～ 2008年3月　

2010年9月 ～ 2011年9月　

ﾐﾔﾓﾄ ﾐﾂﾊﾙ
宮本　光晴

性別

男

取得学位称号 博士(経済学）

 m.miyamoto@yamanashi-eiwa.ac.jp

経済学  経済政策

山梨英和大学

生年（西暦）
（公表可否）

1948年

職名

特任教授

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

1996年4月 ～ 2005年3月　

専　任　教　員　職　務　業　績　集

学
　
歴

受
賞
歴

実
務
経
験

所　属

人間文化学部人間文化学科

専門分野
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　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）
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双方向の授業を図る。

教科書的な知識だけでなく現在進行中の出来事についての理解を図る。

（１）教育方法実践例 毎回課題や小テストを行うようにする

新聞、雑誌の記事を随時紹介する

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

グローバル経済論概要

特になし

（１）学生による授業評価

特になし

（２）同僚教員等による授業評価

特になし

21世紀に入ってグローバル経済はますます拡大しています。他方、グローバリズムに
対する不信や反感もまた活発化しています。そこで、講義の前半部では、国際貿易と国
際収支そして外国為替市場の仕組みを説明し、グローバル経済の基礎理論の理解を
図ります。次に後半部では、多国籍企業の行動と国際分業の仕組みを説明し、グロー
バル・バリューチェーンの観点から東アジア経済の経済発展を説明します。そのうえで
グローバル経済の課題を、金融(グローバルマネー)、雇用(国際労働移動)、情報
（GAFAのプラットフォームビジネス）の面から説明します。

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教
育
能
力

担当授業科目
経営学Ⅰ、クローバル経済論、金融学、山梨の地場産業、地域企業の経営論、
専門ゼミナール、卒業プロジェクト研究

教育業績

教育理念、方針、方法

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価
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企業行動を社会経済学的視点から研究した

雇用制度を国際比較の観点から研究した

コーポレートガバナンスを国際比較の観点から研究した

JILJP特別研究員として日本企業の経営と雇用の実証分析を行った

社会経済学の視点からESG研究を行っている

（１）著書

2018年　The New Japanese Firm as a Hybrid Organization (Springer )

2014年　『日本の企業統治と雇用制度のゆくえ：ハイブリッド組織の可能性』(ナカニシヤ出版）

2004年　『企業システムの経済学』 （新世社 、韓国語版 2005）

（２）学術論文

2016年 なぜ日本の雇用システムは強靭か：制度比較の観点から『組織科学』 50. 2

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

労働政策研究・研修機構「企業の経営戦略と人事処処遇制度等の総合分
析」

2017年 Change and continuity in Japanese corporate reform , Japan Forum, 29.3 (SOAS
London)

1975年 ～ 1985年

1985年 ～ 1995年

1995年 ～ 2005年

2005年 ～ 2015年

2015年 ～

社会経済学的視点から企業・産業の国際比較を行う

2003年 ～ 2008年

専修大学社会知性開発センター「イノベーション・クラスター形成に
向けた川崎都市政策への提言」

2004年 ～ 2008年

研究業績

研究の特徴

研
究
経
歴

研
究
実
績

2016年 How do Japanese employees react to shareholder-oriented corporate governance?;
29th SASE Annual Meeting, University of Lyon

査読誌：組織科学、日本労働研究雑誌、British Journal of Industrial Relations, Socio-Economic
Review

2016年 Diversification of Japanese Firms: how hybrid organizations evolved through corporate
governance reform, Evolutionary and Institutional Economics Review, 13. 1, 121-149

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

大学院生指導
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年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

（２）出前講座

年 月

（３）公開講座

年 月

（４）学外審議会・委員会等

労働政策研究・研修機構　特別研究員

（５）その他

2008年6月～2016年6月　 東洋鋼鈑株式会社　社外監査役

①

②

③

総務省「独立行政法人の給与水準の公表に関する勉強会」 座
長

2003年 ～ 2004年

サービス活動業績

成果と目標

後進育成活動実績

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

アドバイザー活動実績

社
会
貢
献
活
動

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

（１）講演会

専門的成果

2003年10月 ～ 2020年3月　

22



①

②

③

2020年5月1日最新データ入力日

専門的目標
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1975年 3月 東京都立千歳高等学校 卒業

1977年 4月 早稲田大学社会科学部社会科学科 入学

1978年 4月 明治大学文学部文学科演劇専修 入学

1979年 4月 和光大学人文学部人間関係学科2年次編 入学

1983年 3月 同上大学 卒業（文学士）

1984年 4月 国際基督教大学大学院教育学研究科教育心理学専攻博士前期課程 入学

1986年 6月 同上大学院修了（教育学修士）

1988年 4月 成城大学大学院文学研究科コミュニケーション専攻博士後期課程 入学

1992年 5月 同上大学院所定単位取得後 退学

1990年 4月 北沢保健福祉センター・精神障害者デイケア・グループワーカー（2004年3月まで）

1993年 4月 お茶の水医療秘書専門学校非常勤講師（精神保健等担当）（1995年3月まで）

1993年 4月 ISCカウンセリング研究所非常勤講師（カウンセリング入門）（2001年3が（2001年3月まで）

1993年 4月 神奈川県立平塚看護専門学校非常勤講師（医療と倫理担当）（2001年3月まで）

1995年 4月 文教大学女子短期大学部専任講師（人間関係論等担当）（1999年3月まで）

2001年 4月 府中看護高等専修学校非常勤講師（（医療心理学担当）（2004年3月まで）

2002年 4月 横浜市教育委員会スクールカウンセラー（中学校派遣）（2005年3月まで）

2003年 4月 神奈川県藤野町教育委員会スクールカウンセラー（小中派遣）（2004年3月まで）

2005年 4月 神奈川県教育委員会スクールカウンセラー（県立高校派遣）（2007年3月まで）

2004年 4月 浜松学院大学現代コミュニケーション学部准教授（2009年3月まで）

2009年 4月 岩手大学教育学部・大学院准教授（2011年3月まで）

2011年 4月 山梨英和大学人間文化学部教授（大学院兼任）（現在まで）

1990年 1月 日本集団精神療法学会会員（現在に至る）

1990年 3月 日本心理臨床学会会員（現在に至る）

1995年 3月 日本ブリーフサイコセラピー学会会員（現在に至る）

1995年 4月 日本臨床死生学会会員（評議員）（現在に至る）

1995年 4月 日本保健医療社会学会会員（現在に至る）

2001年 9月 日本多文化間精神医学会会員（現在に至る）

2001年 9月 日本家族研究・家族療法学会会員（現在に至る）

2002年 4月 日本精神保健福祉学会会員（現在に至る）

2004年 10月 日本質的心理学会会員（編集委員）（現在に至る）

2007年 10月 日本コミュニティ心理学会会員（現在に至る）

2010年 4月 日本人間性心理学会会員（現在に至る）

受賞歴 年 月 特になし

2000年 4月 臨床心理士資格取得（登録番号07853）

2000年 4月 精神保健福祉士資格取得（登録番号05828）

2019年 4月 公認心理師資格取得（登録番号22319）

e-mail j.tashiro@yamanashi-eiwa.ac.jp

資
格
・
免

許
・
特
許

等

学
　
歴

実
務
経
験

所
属
学
会

ﾀｼﾛ　ｼﾞｭﾝ
田代　順

男 1956年 教授
人間文化学部人間文化学科

大学院人間文化研究科臨床心理学専攻

取得学位称号 教育学修士 専門分野 臨床心理学

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属
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　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料
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（１）教育方法実践例

c、森岡正芳編　田代順、岸本寛史他「臨床ナラティヴアプローチ」所収「いじめ魔王の冒険」（2015年）

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

d、宮脇稔、大野太郎、藤本豊、松野俊夫編「健康・医療心理学」所収「リフレクティング」「オープンダイアローグ」

「ナラティブ・メディスン」（2018年）

e、能智正博編集代表「質的心理学辞典」所収「カタルシス」「ナラティブ・テクスト」「物語学」

技術の中の次の項目４節ケースワーク、５節グループワーク、８節その他の方法・援助技術の中の次の

項目　5）心理療法／カウンセリング、6）家族への心理的援助、7）コンサルテーション、8）ネットワーキン

グ、9）心理教育、10）セルフヘルプグループ、11）スーパービジョン（228ｐ　担当部分88ｐ～100ｐ）

b、田代順　千原美重子、津田尚子、田島佐登史他「発達のための臨床心理学」以下の担当部分

6章　発達のための心理臨床的な支援-7節　家族療法による支援　12章　精神障害と心理臨床-トピッ

クス12「（境界性）人格障害」（210p 担当部分105-107p、189p）

では（ほとんど）話題にならないような「知的素材」が話し合われることによって、学生同士の（知的な）

「考え」が双方に伝わるという利点もある。指名されてコメントあるいは質問をすることにより、コミュニケ

ーションを支えるそれらの力が身につくという点も（授業を通しての）学生のコミュニケーション能力の育

成につながる。

（２）作成した教科書、教材等

a、田代順、西田恵子、岡本多喜子、大島道子他「社会福祉要説」所収　第６章社会福祉の方法・援助

面接のコミュニケーション技法を応用して）授業実践として展開している。

b、コメント力／質問力＝コミュニケーション力を鍛える授業実践

前回の授業のノートやテキストを見直させ、それを2人1組あるいはグループでの話し合いを通して対話型

で「復習」させつつ、話し合いの結果を指名した学生にフィードバックしてもらう。話し合いの流れで出てき

た質問でも感想-コメントでも可としている。学生自身が他学生と対話することを通して、いわば他者の

見方も含んだ「対話的知」と言うべきものが生成してきて「新たなる知」が析出してくる。同時に日常会話

通して、他者と関わり合うことで「生きること」全般についての能動性・積極性を引き出すと思

われる。これは同時に、体感的、実感的にコミュニケーション能力を学生同士が相互にボトム

アップすることにもつながると思われる。

a、積極的な双方向・参加型授業の試み

上記においても記述したが、ゼミなど少人数の授業はもとより、大教室の多人数の授業においても、教員

と受講学生が活発に「やりとり」できるコミュニカティブな授業構成を目指しており、それへの試行を（臨床

ていく。このようにして，学生参加型の対話型授業を行い、学生自らも授業を構成し創っている

という積極的・能動的な参加意識を培うことが，授業という教育実践に取って重要だと考えてい

る。なぜなら，先述した他者との「やり取り」をとおして、コミュニケーションの稽古のみならず、

(学生という、どちらかといえば一方的に)教育される側の受動性を低めて，このような対話型参

加型の授業は、逆に学ぶ側の主体性・能動性を積極的に引き出すからである。

　このことの教育効果は，単に知識の（対話的）拡大のみならず、他者とのやり取り（対話）を

教育業績

教育理念、方針、方法

　これまでの大学教育で行われてきたような、教員から学生への一方的な教授ではなく、

大教室においても双方向で互いに「やり取り」できる授業を構成することを、自分の大学教育に

おける理念、方針、方法としている。授業の流れの中で、学生同士に話し合って欲しい／考え

合って欲しいテーマが出てきたら、積極的に受講生同士(そばに座っている人同士)で、2人1組

やグループになり、話し合いをすることを学生に求める。その話し合いの結果を，指名された

学生が教員にフィードバックし，それに教員がコメントを加えて返す。あるいは、話し合って

いるうちに出てきた質問でも可とし、それに教員が回答するという形を基本として授業をすすめ

教
育
能
力
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2020年度：
臨床心理学概論、臨床心理学特論、コミュニティワーク、心の健康教育に関する理論と実
践、臨床心理面接特論、臨床心理実習、専門ゼミナール、卒業研究

現任校においては、個人的に同僚教員の授業を見学にいき、その教員のわかりやすい説明や話し方は、自

分の授業の（学生への）「わかりやすさ」を促進する上で大変参考になった。

研究業績

研究の特徴

近年は主として「オープンダイアローグ」や「リフレクティング」という家族療法由来の、セラピ
ストも含め、集まった人々が（ある意味）「よってたかって」対話を展開することを通して、「話し
合う」構造をもつ集団的事例検討におけるグループスーパーヴィジョンの仕方、一般企業や
専門職研修におけるミーティング（話し合い）の仕方、集団心理療法におけるナラティヴなア
プローチ等への応用として実践し、それへの検討を行っている。

表するのがいやだ」との回答も（少数だが）見受けられた。コミュニケーション能力と発表力を高めるためにも

ぜひ、乗り越えてもらいたいところだ。

（２）同僚教員等による授業評価

前々任校の浜松学院大学において、専門の近い教員同士がそれぞれの授業に見学して、コメントしあうとい

う試みをした。私の授業を参観した教員からは「徹底した双方向授業の展開で、学生がどんどん真剣に取り

組んでいくのが手に取るようにわかった」と肯定的な評価をもらった。

※興味が湧くよう話し合いの時間を設けていて良かった。

※意見の交換が面白かった。聴く、話すのメリハリがあって、しっかりとした授業だった。

※話し合いを大切にする授業で、自分以外の人の意見も聞けてとても良かった。

※参加型の講義でみんなの意見が述べられるという点がとても良かった。

※対話形式が新鮮だった。

このような授業形式を取る場合、仕方のないことだが、「指名されるのが怖くて緊張した」「みんなの前で発

教
育
改
善
活
動

家族療法の話し方をグループワークに応用した授業実践

「双方向授業にむけて」ということで授業のあり方の工夫をした。知識の一方的伝授ではない、教員と学生、

学生同士の「やり取り」を活性化してのコミュニカティブな授業展開を可能にするものとして、家族療法由来の

「話し合い方」を応用してのグループワークの仕方を授業に取り入れ、授業の双方向性と活性化を図った。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

（１）学生による授業評価

演習・講義へのアンケート評価；対話型・参加型の授業実践に関し、学生の授業評価アンケートの自由記述

において、下記のような評価をもらった。

※新しいスタイルの授業形態だった。疑問・質問などフィードバックする形はとてもいいと思う。

セラー研修

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

演習・講義の方針としては、徹底的に双方向・参加型のコミュニカティブな授業をめざしている。授業はどれも

冒頭、必ず、前回の授業の「見返し」を入れ、それについて学生同士が対話をするように求める。

授業への頭の切り替えと動機付け／準備状態（レディネス）を高めていく。授業に入ると知識の（教員からの）

一方的な教授ではなく、（授業の）流れの中で出てきたテーマについては、学生同士対話しながら考え合う

方式で授業を構成している。つまり、こうして、他者とのコミュニケーション能力を磨きつつ、（教員が話し合い

の結果を返すよう求めるので）コメント力、質問力も同時に鍛えられる授業構成となっている。

a、リフレクティング・プロセスを事例検討／ミーティングに応用する；岩手県臨床心理士会スクールカウン教
育

能
力
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1993年

1995年

　　2004年　

2009年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

（１）著書

1；別冊宝島279「わかりたいあなたのための心理学入門」所収　道又爾（編）田代順「「すべての男性は「女

性」である」（他者という問題群②の章）」、95-98p　宝島社　1996年

2；「社会福祉要説」所収　今泉礼右（編）田代順「第６章社会福祉の方法・援助技術の中の以下の項目担当

４節ケースワーク、５節グループワーク、８節その他の方法・援助技術の中の次の項目；5）心理療法／カウ

あとがき　、85～126p、173～178p、185～187p　弘文堂　2008年

4；「ナラティヴからコミュニケーションへ-リフレクティング・プロセスの実践-」所収　田代順　矢原隆行編、以

下の項目担当

第2部；リフレクティング・プロセスの実践

第5章；学校コミュニティへのアプローチ

同上  教授　前年度に引き続き、「死と死に逝くこと」「トラウマ」「セクシュアリティ」に

ついてのナラティヴなアプローチによる臨床研究（インタビューによる精神誌研究）

同上　教授　「ナラティヴなアプローチ」の研究の展開→「心理教育」と「グループアプローチ」におけ

る。また、「トラウマ」に対する、インタビューベースの精神誌的研究を展開している

同上　教授　「ナラティヴ・セラピーおよびアプローチ」の研究展開→「事例検討」「カウンセリング」

「グループスーパービジョン」。また、「オープンダイアログ」というナラティヴカウンセリングの研究

研究に従事（2009年3月まで）

岩手大学教育学部　准教授　「学校現場におけるトラウマ」研究、「臨床実践およびコミュニケー

ションの仕方」としての家族療法技法・リフレクティング・プロセスの応用研究に従事（2011年3月

まで）

山梨英和大学　教授　「死と死に逝くこと」、「トラウマ」、「セクシュアリティ」についてのナラティヴ

なアプローチによる臨床社会学的研究（サイコグラフィ作成＝精神誌的研究）

東京大学医学部保健学科保健社会学教室　研究生　「死と死に逝くこと」および「子どもの死」

についてのフィールドワーク調査と研究に従事（1995年3月まで）

文教大学女子短期大学部家政科　専任講師　「地域精神保健」および「ブリーフサイコセラピ

ー」の臨床実践と研究に従事（1999年3月まで）

浜松学院大学現代コミュニケーション学部　准教授　「精神障害者の社会復帰グループ」への臨

床実践と研究、「死と死に逝くこと」および「トラウマ体験」へのインタビュー研究／臨床社会学的

同上　教授　ナラティヴアプローチおよびナラティヴ・セラピーの実践研究の展開→地域医療・地域

の効果研究

同上　教授　臨床実践におけるナラティヴアプローチ（リフレクティングやオープンダイアローグ実践）

の研究。

同上　教授　リフレクティング・トークのスーパーヴィジョンへの応用実践の研究他アウトサイダー

ウィットネスやリメンバリング等のナラティヴセラピーの実践とその研究

第9章；各実践へのリフレクションと振り返り

5；「発達のための臨床心理学」以下の項目担当

6章　発達のための心理臨床的な支援-7節　家族療法による支援　

12章　精神障害と心理臨床-トピックス12「（境界性）人格障害」

ンセリング、6）家族への心理的援助、7）コンサルテーション、8）ネットワーキング、9）心理教育、10）セルフ

ヘルプグループ、11）スーパービジョン」、88-100p　同文書院　2000年

3；「小児がん病棟の子どもたち」、田代順　1-200p  青弓社　2003年

第6章；精神障害者家族グループへの応用実践

研
究
経
歴

同上　教授  ナラティヴ・アプローチ（リフレクティング）についての以下の応用実践研究
1） 体験グループへの適用とその展開
2） リフレクティングによるスーパービジョン
3） 解決志向リフレクティング

福祉に連関する医療-福祉ネットワークに関わる職員に対するナラティヴなアプローチによる研修

研
究
実
績
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際大学）2008年

1、不妊症セルフヘルプグループにおける語りのポエティクス-病気/障害とグループ体験への語りとその変容

を巡って　立教大学・ライフストーリー研究会（代表；桜井厚・立教大学教授・社会学）2007年

2、私が、他者を通して、私に語り継ぐということ-「いじめ」というトラウマタイズされた

体験とその語りを巡って-　立教大学・ライフストーリー研究会2007年

3、ナラティヴからコミュニケーションへ-リフレクティング・プロセスの実践-　日本心理学会ワークショップ企画

（田代順-浜松学院大学　花田里欧子-京都教育大学　三澤文紀-茨城キリスト教大学　矢原隆行-広島国

ープスーパービジョン- 「集団精神療法」第28巻2号（193ｐ-198ｐ）日本集団精神療法学会2012年

7、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その4）-as if work（アンダーソン）とリフレクティング・プ
ロセスの応用　2014年

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）（2005年以降のものを提示）

10、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その6）-多声的対話グループによるナラティヴな集団
的「自例」検討の試み-「集団精神療法」第32巻2号,日本集団精神療法学会2016年

11、ナラティヴなグループアプローチの理論と実践を架橋する-リフレクティング・プロセスの体験とナラ
ティヴなグループについての心理教育を通して-「集団精神療法」第34巻1号,日本集団精神療法学会
2018年

8、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その5）-多声的多重対話グループの試み；オープンダイ
アローグとアウトサイダーウィットネスの応用によるポリフォニックなアプローチを通して-「集団精神療
法」第31巻2号（147p-153p）日本集団精神療法学会2015年

出版　2012年

4、ナラティヴなグループアプローチを体験する「集団精神療法」第26巻2号（146ｐ-150ｐ）日本集団精神療法

学会2010年

5、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その2）-リフレクティング・プロセスを応用したグループはいか

に震災に向き合ったか-「集団精神療法」第27巻2号（150p-154p）日本集団精神療法学会2011年

6、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その3）-リフレクティング・プロセスを応用した事例検討とグル

リフレクティング、オープンダイアローグ、ナラティヴ・メディスン

医歯薬出版　2018年

2、デイケアグループにおける「雑談」の治療的意義と効果-「物語ること」を通して「現実」へ-「精神療法」第3

心理学」第8巻6号（823p-828p）金剛出版2008年

6巻2号（84ｐ-91ｐ）金剛出版　2010年

3、いじめ魔王の冒険-スクールカウンセリングにおけるいじめの「外在化」と「心理教育」-「精神療法」金剛

1、がんの子どもの母親支援-ナラティヴなグループ・アプローチとコミュニティ心理学的視点を通して-「臨床

カタルシス、ナラティブ・テクスト、物語学

新曜社　2018年

8、「健康・医療心理学」宮脇 稔 大野 太郎 藤本 豊  松野 俊夫 (編)　以下の項目を担当

6、「臨床ナラティヴアプローチ」所収　森岡正芳編　田代順「いじめ魔王の冒険-学校コミュニティにおけ
るナラティヴアプローチによる心理教育の試み　195-210p ミネルヴァ書房　2015年

（２）学術論文（2005年以降のものを提示）

12、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その8）-体験グループにリフレクティングを応用する-
「集団精神療法」第34巻2号　日本集団精神療法学会2018年

105-107p、189p　保育出版社　2010年

7、「質的心理学事典」能智正博(編集代表）香川秀太、川島大輔、サトウタツヤ、柴山真琴、鈴木聡志、
藤江康彦(編）　以下の用語を担当

9、加害者の思考・行動を「教育」する‐加害者臨床「臨床心理学」第16巻6号（695p-699p）金剛出版2016
年

研
究
実
績
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1、個人；科研費（リフレクティングプロセスについての共同研究）にほぼ毎年申し込んでいるが、

最終採択候補まで残るのだが、残念ながら採択に至ったことはない。今後も積極的に外部資金

獲得につとめるつもりである。

6、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その3）-リフレクティング・プロセスを応用した体験グループと

事例研究=-日本集団精神療法学会ワークショップ企画2012年

22、日本質的心理学会　編集委員(査読担当）2012年～

21、日本保健医療社会学会　査読委員　2012年～

11、ナラティヴなアプローチによる集団的「自例/事例」検討-対話を巡る対話と対話についての話し合い
-日本人間性心理学会自主企画（田代 順-山梨英和大学　高松里-九州大学）2016年

12、家族問題についてのライフストーリーレビュー-対話と話し合いの「重ね合い」による「治まり」-日本
家族研究・家族療法学会自主シンポジウム（田代順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看護専門学校
大西郁子-心理コンサルタント）2016年

7、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その4）-as if work（アンダーソン）とリフレクティング・プ
ロセスの応用による事例検討・グループスーパービジョンの試み-  =日本集団精神療法学会ワーク
ショップ企画　2014年

13、オープンダイアローグ、リフレクティングプロセスをベースとした対話構築型多声的アプローチによる
「自例」検討の試み-ナラティヴ・コロキウム（田代順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看護専門学校
大西郁子-心理コンサルタント）2017年

20、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その9）－リフレクティングによる体験グループの展開-
日本集団精神療法学会・大会ワークショップ企画（田代順-山梨英和大学　望月洋介-浜松医科大学）

4、質的研究のリフレクティング・プロセス、リフレクティング・プロセスの質的研究-その試論に向けて-日本質

的心理学会・自主シンポジウム企画での報告（田代順-岩手大学　三澤文紀-茨城キリスト教大学　矢原隆

行-広島国際大学）2009年

5、グループの〈会話のしくみ〉を変える、臨床の場が変わる－ケース検討やグループ・ワークにおけるリフレ

クティング・プロセスの展開－　日本心理臨床学会自主シンポジウム報告2010年

16、 ナラティヴなグループワークを体験する（その8）体験グループにリフレクティングを応用する-日本
集団精神療法学会・大会自主ワークショップ（望月洋介-浜松医科大学　田代順-山梨英和大学）2018
年

9、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その6）
―多声的対話グループによるナラティヴな「事例／自例」検討の試み-日本集団精神療法学会ワーク
ショップ企画　2015年

18、沖縄「体験」を語る-ナラティヴなグループワークを通して語り合う「わが内なる沖縄」-日本質的心理
学会・大会会員企画シンポジウム（田代順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看護専門学校　大西郁子-
東京都SC）2018年
19、「支援者支援」のための対話実践-「解決志向リフレクティング」の試み-ナラティヴ・コロキウム（田代
順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看護専門学校　大西郁子-東京都SC　古谷順子-山梨英和大学）

14、3人でやるナラティヴなブリーフ型「事例検討」の試み-リフレクティング・トークとリメンバリング・トー
クを通して-日本ブリーフサイコセラピー学会・自主シンポ（田代順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看
護専門学校　大西郁子-心理コンサルタント）2017年

15、ナラティヴなアプローチをナラティヴな仕方で学ぶ／実践する-日本人間性心理学会大会・大会ワー
クショップ（田代順-山梨英和大学　高松里-九州大学）2017年

10、「問題経験のナラティヴをきく」話し合いの仕組み-ナラティヴなグループアプローチによる「問題経
験」の聞き方-日本保健医療社会学会ラウンドテーブル2016年

8、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その5）-多声的多重対話グループの試み；オープンダイ
アログとアウトサイダーウィットネスの応用によるポリフォニックなアプローチを通して-日本集団精神療
法学会ワークショップ企画　2015年

23、加害者の思考・行動を「教育」する‐加害者臨床　2016年11月　「臨床心理学」第16巻6号(金剛出版)

研
究
実
績

競争的資金採択課題

17、「自」例を語り合う：ナラティヴなアプローチによる互助的「ケーススタディレビュー」の試み-日本人間
性心理学会・大会自主企画（田代順-山梨英和大学　板倉えりか-帝京看護専門学校　大西郁子-ナラ
ティヴアプローチ研究所　古谷順子-山梨英和大学）2018年
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2005年 3月

2006年 5月

2008年 9月

2009年 9月

2010年 3月

2010年 9月

2011年 3月

2012年 3月

2013年 11月

2014年 3月

2014年 10月

3、「いじめ体験」への語り　日本心理臨床学会　

4、学校コミュニティへのナラティヴ・アプローチ-「いじめ」に対するコミュニティへの予

防的介入をめぐって　日本コミュニティ心理学会

ワークを通して-　日本保健医療社会学会　

共同研究を進められる環境である。Andersonは臨床実践の知は関係のなかで、当事者とともに

作っていくものと考える。関係性、コミュニティのなかで生まれた知こそ人を実際に活かし、支え、

さまざまな実践場面で活用され、ナラティヴアプローチの主軸の一つとなっている。

2013年度における以上の科研費共同研究は、より具体的に展開し、研究者それぞれのフィールド

における発表を展開している。筆者に関しては、「心理教育」の分野におけるナラティヴアプローチ

の研究に従事している。その「内容」は、学校における「いじめへの心理教育」のナラティヴな展開

また人に変化を起こさせるものである。セラピーの場は「クライエントから情報をもらってそれを

セラピストの地図で整理するのではない。」クライエントは不確かであるが、何かを見せようとして

いる。それまでの知識や情報による地図が面接者の頭のなかにあるとこの何かが見えなくなって

しまう。セラピストは無知(Not-Knowing)の姿勢で積極的な会話の参加者となる。この姿勢は、

共同研究；代表者　森岡正芳（神戸大）

基盤研究A「ナラティヴアプローチによる生活史の構築」の研究分担者

臨床実践知の構成的枠組み

生活史の構成は物語を生み出すという人間の基本的な特徴が基盤である。研究の枠組みとして

Anderson,H.（Houston Galveston Institute）の協働アプローチ（collaborative Approach）を敷衍

して研究を行う。研究グループのこれまでの交流で、Andersonとは、直接研究協力を依頼し、

2、学内共同；心理コースの教員との共同研究が科研費に採択されている。（中断事例の研究；

研究代表黒田教授）研究分担者

3、科学研究費補助金-2012年度採択（分担研究者）

で、ナラティヴなコミュニティへの心理教育の研究である。

2005年以降を記載

5、ナラティブなグループアプローチを体験する‐リフレクティング・プロセスを応用した

グループアプワーク‐日本集団精神療法学会ワークショップ主催

6、日本心理臨床学会自主シンポジウム報告(田代順‐岩手大学　三澤文紀‐

茨城キリスト教大学　矢原隆行-広島大学　花田里欧子-京都教育大学

1、小児がん病棟における母親のナラティヴグループ-リフレクティング・プロセスを応

用したナラティヴプラクティスによる病棟「生活力」の回復-　日本ブリーフサイコセラ

ピー学会　2005年

2、病棟での入院生活を支える-小児がん病棟における入院児の母親へのグループ

よる臨床物語論の構築と公共化」(研究代表、森岡正芳神戸大学教授)　シンポジウム

7、ナラティブなグループアプローチを体験する(その2)‐リフレクティング・プロセスを応用

したグループはいかに震災に向き合ったか-日本手段精神療法学会ワークショップ主催

8、ナラティブなグループアプローチを体験する(その3)リフレクティング・プロセスを応用

した体験グループと事例研究　日本集団精神療法学会ワークショップ主催

9、記憶とアイデンティティの深層へ-ライフストーリーの知-(主催)神戸大学大学院人間

発達環境学研究科・学術week2013　(共催)平成25年度科研基盤研究A「生活史法に

日本人間性心理学会

10、ナラティブなグループアプローチを体験する(その4)　-as if work(アンダーソン)と

リフレクティング・プロセスの応用による事例検討・グループスーパービジョンの試み-

競争的資金採択課題

日本集団精神療法学会ワークショップ主催

11、「いじめ」の精神誌-「いじめ」というトラウマ体験への語りとアイデンティティ　

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加
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2015年 3月

2016年 3月

2016年 5月

2016年 8月

2019年 3月

2019年 3月

2019年 8月

2019年 9月

2019年 9月

2006年

2012年 毎月

2014年 10月

2011年～（現在）

①臨床心理事例研究における事例指導

②ケース・スーパービジョン

③大学院ゼミにおける「死と喪失」に関わるテキストの講読授業を通しての指導

④修士論文指導（主に死と喪失、セクシュアリティに関わるテーマでの修論指導）

⑤臨床心理士の職域についての指導

⑥電話相談実習のスーパービジョンと指導

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

①臨床実践・研究に関わる評価；リフレクティング・プロセスの「話し方」をベースにしたグループワーク、

研究会での報告では「生き生きとした臨場感」あふれる報告との（ドキュメンタリストとしての）評価もあり、

インタビューサイコグラフィという領域での（今後の）業績進展が期待されている。この流れ／評価から2

の共同研究報告会・討議会に参加(継続中）

試み；オープンダイアログとアウトサイダーウィットネスの応用によるポリフォニックな

②臨床社会学領域；臨床関連の事象（身内の死や喪失を経験した当事者、トラウマからのサバイバーが

持つ「回復力」）に関わるインタビューを精力的に行っている。カウンセリングに技法（傾聴と共感等）を活

用してのインタビューには定評があり、「ものの見事に本質を語らせる」（共同研究者の社会学者からの

評価）と過分な評価をいただいた。その結果を人々の「精神誌（サイコグラフィ）」という形でまとめており、

リフレクティング・プロセス研究会（代表；田代順、矢原隆行；広島国際大学）；

元々は家族療法技法であるこのアプローチ法を研修や事例検討、

ポジウム等主催。（継続中） 

セラピスト、クライエント、コ・セラピスト（的な対話者）の3人でやる面接法を応用実践して、臨床コミュニ

グループワーク等へ応用実践するための研究会。関連学会でのシン

大学院生指導

「いじめ」の精神誌-「いじめ」というトラウマ体験への語りとアイデンティティ-日本人間
性心理学会

15、ナラティブなアプローチによる集団的「自例/事例」検討-対話をめぐる対話と対話に

アプローチを通して-日本集団精神療法学会ワークショップ主催

12、ナラティブなグループアプローチを体験する(その5)　-多声的多重対話グループの

2005年以降を記載

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

13、ナラティブなグループアプローチを体験する(その6)-多声的対話グループによる

ナラティブな「事例/自例」検討の試み-日本集団精神療法学会ワークショップ主催

14、「問題経験のナラティブをきく」話し合いの仕組み-ナラティブなグループアプローチ

による「問題経験」の聞き方-日本保健医療社会学ラウンドテーブルディスカッション主催

科研費共同研究分担研究者として、研究代表者　森岡正芳氏が所属する神戸大学

ついての話し合い-日本人間性心理学会自主企画(田代順；山梨英和大学

ダイアローグ」の試み-日本人間性心理学会ワークショップ主催

高松里；九州大学)　役員参加；日本臨床死生学会（評議員として毎年参加）

16、ナラティヴなグループアプローチを体験する（その9）‐リフレクティングによる体験グループの展開‐

日本集団精神療法学会ワークショップ主催（田代順;山梨英和大学、望月洋介;浜松医科大学）

17、「支援者支援」のための対話実践‐「解決志向リフレクティング」の試み-ナラティヴ・コロキウム

18、ナラティヴ・アプローチへの心理教育-対話実践を読み解く-日本臨床心理学会ワークショップ主催

19、解決志向リフレクティング；ナラティヴな「支援者支援」の試み-日本臨床心理学会

ケーションの深化とケアの進展など臨床的な効果をあげている。

ワークショップ主催

20.支援者支援のための解決志向リフレクティング-日本で実践可能な簡易版「未来語りの

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

つの学会からの「査読委員」の依頼がきて、主にナラティヴなアプローチの論文審査に携わっている。
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2009年 4月 岩手大学教育学部；広報委員、学生委員（2010年3月まで）

2010年 4月 国際交流委員、情報処理セキュリティ委員（2011年3月まで）

2011年 4月 学生委員、進路支援委員（2012年2月まで）

2012年 4月

2012年 8月

2013年 4月 大学院オープンキャンパス・コーディネーター

2014年 4月 心理臨床センター統括責任者

2016年 4月

2016年 4月 年3月

2017年 4月 11月

①担当の基礎ゼミナールの学生と茶話会を開催して、親睦に努めた。

②メンタルな問題のある基礎ゼミ学生に対して、相談室と連携しての対応。

⑤担当留学生のケア（成績、出入国管理等に関わる）的面接

（1）講演会 以下2005年以降のものを掲載

2005年 6月 神奈川県立高校；スクールカウンセラーとして勤務する高校において、教員を対

象に高校生の精神保健の問題についての講演

2005年 7月 神奈川県立高校→スクールカウンセラーとして勤務する高校において、生徒を対

象にした、思春期、青年期に好発しやすい問題行動、精神疾患（摂食障害、リス

トカット、不登校、いじめなど）についての講演をグループワーク方式・体験学習

講演を行った。

2006年 5月 神奈川県立高校　→高校教員を対象とした、生徒の精神保健に関わる教育講演。

思春期～青年期に好発しやすい統合失調症の兆候と病態を解説した。

2006年 6月 神奈川県立高校→高校教員を対象とした、「不登校」をめぐる講演。

2007年 10月 神奈川県公立中学教師対象→スクールカウンセラー先の中学教師を対象とした

「不登校とイジメ」を巡る講演。

2008年 11月 グリーフカウンセリングセンター→当該センターにおける秋期講座でのワークシ

ョップ型講義＝リフレクティング・プロセスのスタイルでグループワークをしながら

の体験学習講演である。

2009年 6月 岩手県公立中学校→子どもとの対話や指導におけるコミュニケーションの取り方

について、臨床的なコミュニケーションの技法を応用しての「やり方」について述

べた。

2010年 7月 岩手県臨床心理士会→スクールカウンセラー研修の講師として、学校コミュニテ

ィへのアプローチについての具体的実践とやり方についてのワークショップを行

った。

2011年 9月 グリーフカウンセリングセンター→死別経験者に対するグループワーク的講演

2012年 9月

2013年 9月

特になし

グリーフカウンセリングセンター→グリーフカウンセリング技法としてのナラティヴなアプローチ

グリーフカウンセリングセンター→グリーフカウンセリング技法としてのナラティヴなア
プローチ

③成績不振で欠席の多い留学生に対する面接指導

④基礎ゼミナール所属の全学生に対しての面談と状況把握

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績

アドバイザー活動実績

電話相談事業（県の委託）統括責任者～

大学院FD・SD委員会　委員長～20年3月

心理臨床センターセンター長～19年11月

大学院入学者選抜会議委員、大学院入試問題作成委員、心理コース出前講義担当
コーディネイター（隔年で継続担当）

大学院オープンキャンパス・コーディネーター

社
会
貢
献
活
動

後進育成活動実績

サービス活動業績
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2014年 9月

2015年 3月

2015年 11月

2016年 3月

2011年 10月 山梨県立甲府南高校→心理学入門の授業を高校2年生を対象に行った。

2012年 5月 山梨英和学院高校→心理学についての初歩的授業を高校3年生を対象に行った。

2013年 10月

（３）公開講座

2015年 10月 ～哀しみと喪失の心理学（山梨英和大学メイプルカレッジ・公開講座）

2017年 5月 山梨英和大学 地域連携セミナー開催

2017年 10月 グリーフワーク講義（山梨英和大学メイプルカレッジ・公開講座）

2018年 10月

2019年 10月

（４）学外審議会・委員会等

2005年 4月 日本臨床死生学会評議員（現在に至る）

2011年 4月

2013年 4月

（５）その他

年 月

③研究成果の発信等；学会報告や研究会活動ほか、実際の臨床場面や事例検討会等にお

同研究）」を積極的に行っている。それら、当事者の対象は、「小児がんの子供と家族」であっ

たり、「いじめの被害のサバイバー」「長期にわたって看取りをおこなった家族メンバー」「脳梗

塞後の片麻痺当事者」などであり、参与観察をメインとする現場へのフィールドワークや彼ら

へのインタビューを通して、「病棟」や「病気」の「社会的構成」、また、トラウマや「障害」ととも

に「生き延びること」の意味、関係者や社会との連関、トラウマや「障害」への思いの質的全

体性を明らかにしてきた。

ワーク／集団心理療法、心理療法面接や研修・ミーティング、事例検討等に実践して多大な

成果を挙げている。また、このアプローチに特化した「学際的」研究会を社会学者や臨床心

理学者、社会福祉学者らと立ち上げ、様々な学会において、積極的にシンポジウム等を行

って、このスタイルのコミュニケーションのあり方、様々な現場における応用実践の試み等に

ついて発表・討議して、研究と臨床実践を深めている。

②精神誌研究；臨床の基礎研究につながると思われる「当事者研究（あるいは当事者との共

日本質的心理学会編集委員（現在に至る）

日本保健医療社会学会査読委員（現在に至る）

グリーフカウンセリングセンター→グリーフワークと死についてのワークショップ-体験
学習授業

成果と目標

①リフレクティング・プロセスの応用実践研究；臨床実践のみならず、コミュニケーション法と

して有効なナラティヴアプローチのひとつ「リフレクティング・プロセス」を応用してのグループ

グリーフカウンセリングセンター→グリーフカウンセリング技法としてのナラティヴなア
プローチ

山梨県立甲府西高校→心身のリラックスに関わるワークショップ的授業を行った。

静岡県臨床心理士会主催（講師）→リフレクティング・プロセスとオープンダイアログを
体験する
-グループスーパービジョン（集団事例検討）におけるリフレクティング・プロセスの応
用実践と「自例（悩み）」に対するオープンダイアログによるグループカウンセリングの
試み

グリーフカウンセリングセンター→グリーフワークにおけるナラティヴ・アプローチとそ
の実践-社会構成主義、物語、リメンバリング

社
会

貢
献

活
動

支援者支援のための臨床心理学（山梨英和大学メイプルカレッジ・公開講座）

支援者のための臨床心理学（山梨英和大学メイプルカレッジ・公開講座）

専門的成果

社
会
貢
献
活
動
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身の視座も含みこんだ複眼的視座で（臨床実践の基礎的研究ともなり得る）臨床の精神誌を

つくっていく。

③震災被災、虐待、いじめなどを経験させられた「当事者」に対する聞き取り調査を行い、その実態

②精神誌研究；心理臨床や社会福祉分野においては、「当事者（との共同）研究」がますます

盛んになる傾向にある。また、当事者との「協働」というのが重要なキーワードとなりつつあ

る。その状況を踏まえながら、インタビューを通し、（福祉分野も含む）当事者からの「病い／

を、その当事者の語りから描き出す精神誌的研究を実践し、トラウマ低減に対するアプローチの工夫と

トラウマワークを行い、トラウマに対する社会学的・心理学的アプローチを充実させていく。

最新データ入力日 2020年5月1日

障害／トラウマ」についての語りを精神誌としてまとめる作業を今後も展開して、当事者自身

のそれらへの「意味づけ／思い」を引き出しつつ、同時にそれらがどのように「社会的」にも構

成されているのかを見ていく。以上を通して、臨床をする側の視座のみならず、「当事者」自

いて、上記①の成果を応用実践している。②については、その記録と検討・考察を学術誌に

掲載したり、また本として出版して社会に広く還元している。

専門的目標

①リフレクティング・プロセスの応用実践研究；立ち上げた研究会（リフレクティング・プロセス

研究会）をベースに、関連（かつ学際的）諸学会（質的心理学会、心理臨床学会、保健医療社

会学会等）で積極的に（この応用実践の）シンポジウム等を開催して、その応用実践をより理

論的、技法的に「洗練」させていくのを目標としている。また、リフレクティング・プロセスという

コミュニケーション技法をベースにした一般向けの新書を書いて、この技法のミーティングや

研修等への応用実践が社会的に拡がるようにして行く。

続き
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1977年 3月 山梨県立甲府第一高等学校　卒業

1977年 4月 早稲田大学第一文学部　入学

1982年 3月 早稲田大学第一文学部日本文学専攻　卒業

2000年 4月 山梨大学大学院教育学研究科教科教育専攻国語教育専修　入学

2002年 3月 山梨大学大学院教育学研究科教科教育専攻国語教育専修　修了

年 月

1986年 4月 山梨県立甲府昭和高等学校　教諭

1988年 4月 山梨県教育委員会　文学館準備室主事

1989年 4月 山梨県立文学館　学芸課主事

1993年 4月 山梨県立塩山高等学校　教諭

2002年 4月 山梨県立甲府城西高等学校　教諭

2018年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科　専任講師

2020年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科　教授

年 月

年 月 なし

年 月

1982年 4月 早稲田大学国文学会

2000年 4月 山梨大学国語国文学会

2018年 4月 初年次教育学会

年 月

1982年 3月 中学校教諭一種免許状（国語）［東京都教育委員会］

1982年 3月 高等学校教諭一種免許状（国語）［東京都教育委員会］

2002年 3月 高等学校教諭専修免許状（国語）［山梨県教育委員会］
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

 『現代文Ｂ』［文部科学省検定済教科書　高等学校国語科用］（2017年2月 教育出版）

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

日本語スキル1，2、山梨学ab、日本文学講読ⅤⅥ、

国語科指導法ⅢⅣ、教育実習事前・事後指導、

グローバルスタディーズ専門ゼミナールⅠⅡⅢⅣ，卒業研究プロジェクトⅠⅡⅢⅣ

教育業績

教育理念、方針、方法

教
育
能
力

1年次必修科目「コミュニケーションスキル」のライティング授業では、論理的な思考力と表現力を
育成した。グループ活動を中心とするアクティブラーニングを取り入れ、主体的で対話的な授業を
構築した。「論証モデル」（根拠に基づく理由づけによって主張する）を理解し、視覚的な「思考
ツール」とワークシートを活用して、対比的・構造的な思考を実践することによって600字程度の
「考察文」を作成させた。さらに「論証型レポート」の作成方法、文献検索、引用・出典の記載方法
を指導し、1600字程度のレポートを執筆し、自己評価・分析を行わせた。受講生が各自の「思考
のデザイン」の方法を確立し、「アカデミック・ライティング」の基礎を習得する教育方法を開発して
いる。

担当授業
科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

思考力と表現力を育成し、他者と対話しながら、自らの課題や社会の課題に対して的
確に分析し、主体的に解決する人間を育成することが教育の理念であり、目標であ
る。そのために、思考と表現の構造化、それを可視化するワークシートの開発と活用、
個人・グループ・全体という授業形態の組織化など、新しい教育方法を試みている。

以下、2020年度「日本文学講読V」のシラバスからの抜粋。

概要
「日本文学講読」シリーズの中で近代文学や現代文学の作品を丁寧に読み、受講者の読解力や
分析力を育成することを目標とする。グループ活動や発表などのアクティブラーニングを取り入れ
て、主体的で対話的な学びを構築する。
今年度の「日本文学講読Ⅴ」と「同Ⅵ」は、芥川龍之介の晩年の作品を読む。昭和二年、芥川は
谷崎潤一郎との論争において「『話』らしい話のない小説」を提唱し、「最も詩に近い小説」「最も純
粋な小説」を志向し、初期の物語性の高い作品から離れていった。「講読Ⅴ」では、その具現化で
ある『蜃気楼』の関連作品『海のほとり』を起点にして、『死後』『年末の一日』『点鬼簿』を巡り、
『蜃気楼』で「『話』らしい話のない小説」の構造を掘り下げ、最後の虚構作品とされる『夢』を終着
点とする行路を歩んでいく。晩年の作品によく登場する「識域下の我」、「意識の閾の外」のものに
焦点を当てて、夢や無意識をモチーフとするテキストの構造についても分析する。

到達目標
１　芥川龍之介の作品を自分自身の問題意識に基づいて分析し読解することができる。
２　芥川作品に対して自分の問題意識でテーマを設定し、課題レポートを作成することができる。
３　芥川作品の語りの構造を理解する。
４　芥川作品に現れた夢や無意識のモチーフについて考察する。
５　芥川と日本近代文学・世界文学というテーマについての知識を得る。

講演「書くことの指導の在り方について」（2017年7月　「授業力を磨く！『書くこと』指導研修会」
主催・山梨県総合教育センター）

発表「思考シートによる構造化」授業の試み（2017年1月「思考と表現のデザイン」教育－高大接
続フォーラム　主催・山梨英和大学）

発表「小論文連携授業ver.3―山梨英和大学との連携の試み―」（2015年2月 山梨県高大連携教
職員セミナー　主催・大学コンソーシアムやまなし）

発表「小論文連携授業―山梨英和大学との連携の試み―」（2013年2月 山梨県高大連携教職員
セミナー　主催・大学コンソーシアムやまなし）
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

なし

1988年 山梨県立文学館で芥川龍之介資料を研究し、常設展・企画展等を担当した。

～1993年

2000年 山梨大学大学院で、芥川龍之介『歯車』を中心とする晩年の小説を研究した。

～2002年

2018年 山梨英和大学で日本近代文学・日本語表現教育を研究している。

授業計画表
第1回　芥川龍之介の晩年の作品／「話」らしい話のない小説、『羅生門』との比較
第2回　「海のほとり」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「鮒」の夢と「識域下の我」、「海の
ほとり」と「蜃気楼」
第3回　「死後」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「僕自身」と「夢の中の僕」、全集版本文
「フロイドは」の削除（検問）、芥川とフロイト
第4回　「年末の一日」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「水鳥」の夢と「夢の中からがた
がた言う音」、芥川と夏目漱石
第5回　「点鬼簿」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「僕の母」「僕の姉」「僕の父」家族の
物語、内藤丈草の句、芥川と俳句
第6回　「蜃気楼」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「運転手」の夢、「意識の閾の外」の
「いろんなもの」、芥川と無意識
第7回　「夢」の語りの構造とモチーフの分析／作中の「それから先の夢の記憶」と「その夢の中
の出来事」、芥川とゴーギャン
第8回　芥川龍之介と夢／芥川の初期作品・中期作品における夢のモチーフ、日本近代文学に
おけるフロイト・精神分析受容の一つの系譜

成績評価の方法
課題レポート ５０％、授業ワークシート・課題文の記述 ４０％、授業中の発表・活動等 １０％　の
割合で総合的に評価する。芥川作品について「自分自身の問題意識に基づいて考察している」
「語りの構造を理解している」「夢や無意識のモチーフについて分析している」等の評価規準に
よって、課題レポートを評価する。

教科書・参考書
教科書：『芥川龍之介全集６』（ちくま文庫）、芥川 龍之介、筑摩書房、840円+税、ISBN:4-480-
02086-1
参考書：『夢解釈Ⅰ (フロイト全集第4巻)』・『夢解釈II (フロイト全集第5巻)』、Ｓ・フロイト(著)新宮
一成(訳)、岩波書店、ISBN-10: 4000926640・4000926659

日本近代文学研究では、記号論・構造主義の方法に基づいて、テクストの語りの枠
組、モチーフの構造的関係の分析を中心にして研究しているのが特徴である。日本語
表現教育では、論証モデル・議論モデルを基軸にして、思考の構造の可視化によって
アカデミックライティングの基礎力を育成する方法を開発している。

研
究
経
歴

教
育
改
善
活
動

学内のFDSD等に参加して、教育についての改善を心がけている。初年次教育学会に所属してい
るので、特に１年次学生に対するライティングの授業の方法、評価方法についての改善の事例報
告、研究論文を読み、授業の改善に役立ている。初年次教育学会の研究会や研究大会にも積
極的に参加し、先進的な研究を学ぶことによって、自分の教育に対するリフレクションをたえず試
みている。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

初年次教育のライティング等の授業で思考の過程を図示して考えるワークシートを活用している
が、受講生は思考を分かりやすく整理し表現することができると評価している。文学講読の授業
でもワークシートを利用して学生のテクスト分析や記述能力を高め、グループ活動を導入する方
法が学生から一定の評価を得ているが、今後さらに改善して教育の質を高めていきたい。

研究業績

研究の特徴

代
表
的
シ
ラ
バ
ス
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（１）著書

「篠原春雨・中沢春雨」（『山梨の作家〈2〉』　毎日新聞甲府支局編集　1995年9月 共著）

『生誕百年記念 芥川龍之介展』図録（山梨県立文学館 1991年10月 共著）

（２）学術論文

「『歯車』の主体」［芥川龍之介研究］（修士論文、2002年3月）

「芥川龍之介《夢》の位相－語る存在の行き詰まり－」（「述論」第１号、1998年12月）

『転移する「こころ」（一）』（「偶景１」、1998年8月）

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

「思考の構造化による読解と記述」（「エデュカーレ」特別号、 2019年4月　第一学習社）

「『高校国語』を探究する書」（「国語教室」第104号、2016年11月　大修館書店）

「小川洋子『バックストローク』を読む（後編）」（「高校メルマガ」22号、2010年６月　教育出版）

「小川洋子『バックストローク』を読む（前編）」（「高校メルマガ」21号、2009年6月　教育出版）

なし

2019年 5月

年 月

年 月

年 月 なし

年 月

年 月

年 月

年 月

なし

競争的資金
採択課題

学
会
等
発
表
・

役
員
参
加

「大学入学共通テスト平成30年度試行調査国語記述式問題－ 思考の構
造化と可視化による分析」 ( これからの高校国語教育研究会・早稲田大
学）

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

大学院生指導

研
究
実
績

「思考の仕方を捉え、文化を深く考察する―随筆、歌詞、評論を関連付けて読む―」
　（『変わる! 高校国語の新しい理論と実践―「資質・能力」の確実な育成をめざして』大修館書店
2016年11月　共著）

「手探りで進む－主体的・対話的で深い学びのために」（「これからの国語教育」紀要第2号、2019
年3月）

「国語教育のこれまでとこれから」（大滝一登・幸田国広・佐藤和彦・河手由美香・小林一之・十文
字富美絵） （『変わる! 高校国語の新しい理論と実践―「資質・能力」の確実な育成をめざして』大
修館書店　2016年11月）

調査「学校運営（学校会議）について」（「平成２１年度海外派遣プログラム報告書『学校評価と学
校運営』ドイツ」 独立行政法人教員研修センター2010年3月）

報告「キャリア教育を推進するための指導者の養成を目的とした研修」（「平成20年度研究紀要
（第41号）」　山梨県高等学校教育研究会進路指導部会　2008年年3月）

「文学館・原稿・欲望」（「DOME」Vol.10、 1993年10月　日本文教出版）
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これまでのところ研究能力に対する客観的評価は特にない。

2019年 4月 フルーエンシ－科目連絡者

2019年 4月 国際交流担当主任・国際交流室運営会議委員

2019年 4月 カリキュラム改革検討委員会委員（日本語教育改革委員会副委員長）

2019年 11月 学内パソコン検討委員会委員

2020年 4月 緊急対策本部委員

2020年 4月 進路部運営会議委員

2020年 4月 国際交流担当主任・国際交流室運営会議委員

なし

年 月

（２）出前講座

2018年 5,7,12月

2018年 9,10,11月

2018年 6月

2018年 10月

2018年 11月

2018年 12月

2019年 5,7,12月

2019年 6月

2019年 9月

2019年 9,10,11月

（３）公開講座

2018年 10月 山梨英和大学　「高校生対象小論文対策講座」講師

2019年 5,7,10月 山梨英和大学　「思考と表現－小論文講座」講師

長野県赤穂高等学校 「ロックの歌詞を読んで日本語表現を考える」

山梨県立甲府城西高等学校・山梨英和大学連携講座

甲斐清和高等学校　「志望理由書講座」

北杜市立甲陵高校　「小論文講座」

山梨県立甲府西高等学校  「ロックの歌詞を読んで日本語表現を考える」

山梨県立甲府城西高等学校・山梨英和大学連携授業「小論文」

山梨県立身延高等学校　「志望理由書講座」

サービス活動業績

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

アドバイザー活動実績
担当するグローバルスタディーズ専門ゼミナールの学生たちに対するアドバイザー活
動、学修・研究・学生生活・進路などについての面談や支援を積極的に行っている。

後進育成活動実績

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

山梨県立甲府城西高等学校・山梨英和大学連携授業「小論文」

山梨県立甲府城西高等学校・山梨英和大学連携講座

山梨県立身延高等学校　「志望理由書講座」

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価
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（４）学外審議会・委員会等

年 月 なし

（５）その他

年 月

最新データ入力日 2020年5月1日

社
会
貢
献

活
動

成果と目標

専門的成果

①国語表現教育

国語教育の分野では、高校生や大学生の思考力や表現力を育成する学習方法や教
材を開発してきた。「思考の仕方を捉え、文化を深く考察する―随筆、歌詞、評論を関
連付けて読む―」（『変わる! 高校国語の新しい理論と実践―「資質・能力」の確実な育
成をめざして』大修館書店2016年11月）では、三つの作品を横断的に読み、多様な視
点を持つことで、桜という言語文化的な主題を考察する自身の授業実践を記述し、分
析した。生徒の思考力を育成するために、対比・対立関係とその媒介・統合という三項
関係の思考を構造的に視覚化し図示するためのワークシートを開発し、思考の可視
化の方法に基づくアクティブラーニング型の授業を構築した。また、『現代文Ｂ』［文部
科学省検定済教科書　高等学校国語科用］（平成29年2月 教育出版）の編集協力者
として、収録された全教材を分析し、教科書課題ノート等を執筆した。テクスト分析の
方法による教材研究と授業実践を論文「小川洋子『バックストローク』を読む（前偏・後
編）』にまとめた。

②日本近代文学（芥川龍之介）

大学・大学院を通じて、日本の近現代文学、主に芥川龍之介の作品について研究して
きた。山梨県立文学館では所蔵の芥川の原稿や草稿等の資料を調査し、常設展の芥
川コーナーのデザインや芥川の評伝映画の構成・脚本を担当した。また「生誕百年記
念芥川龍之介展」を企画し、その図録を執筆した。
修士論文では、欧米のテクスト理論や精神分析理論に基づいて晩年の代表作『歯車』
を詳細に読解した。『歯車』は多様な作品を引用したり参照したりして、「歯車」のように
多様なモチーフやテーマを連結させ意味を産出していく。その複雑な間テクスト性
（intertextuality)と換喩的な連鎖の構造を分析した。『転移する「こころ」（一）』では、夏
目漱石『こころ』の二人の語る主体（「学生」と「先生」）の関係性をジャック・ラカン『フロ
イトの技法論』の「想像的備給による転移」に基づいて分析し、プラトン『饗宴』のソクラ
テスとアルキビアデスの対話と『こころ』の二人の対話の同型性を指摘した。

専門的目標

①日本語表現教育

　大学の初年次教育、学生の思考力と表現力の育成の方法と教材の開発、具体的に
は「日本語ライティング・スキル」のための授業方法とワークシート等の開発のための
研究を推進していきたい。論理的な思考の多くは三つの要素から成る論理の構造を
持つ。対象を二つの要素に分けて「二項対立」的な論理を基軸とするもの。「二項対
立」的な関係からその媒介項や中間項を示すもの。二つの対立する要素（正・反）を
「弁証法」的に統合して新たな第三の要素（合）を作り出すもの。その三要素の構造を
可視化するための図示やワークシートを活用し、思考力と表現力を向上させる授業の
方法論を構築するのが教育分野での目標である。そのために、分析的推論・《論証モ
デル》（スティーヴン・トゥールミン『議論の技法』、弁証的推論・《議論モデル》（カイム・
ペレルマン『説得の論理学―新しいレトリック』）などの言語哲学・修辞学研究の成果
を活かしていきたい。

②近代文学（芥川龍之介）研究

　芥川晩年の作品に現れる「夢」や「無意識」のモチーフ、フロイトの精神分析理論が
与えた影響、ストリンドベリ等の外国文学との間テクスト的関係性、芥川とキリスト教と
いう重要なテーマを中心に研究していきたい。さらに、芥川を起点にそれ以前の時代
に遡行したり逆にそれ以降の時代へと展開したりすることで、芥川が探究したモチー
フやテーマを中心とする近現代文学の系譜、世界の諸言語に翻訳されている芥川龍
之介の現代性と国際性についても考察したい。また、大正時代から昭和初期までの時
代において、精神分析という新しい知が日本近代文学の作家や作品に与えた影響に
ついても調査したい。
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１９８４年 ３月 早稲田大学第一文学部　日本文学専攻　卒業

１９８７年 ３月

１９９１年 ３月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

１９８４年 ３月 中学校教諭一級普通免許状（国語）

１９８４年 ３月

１９８７年 ３月

１９９３年 ５月 普通自動車運転免許

e-mail

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属

ｺｽｹﾞ　ｹﾝｲﾁ
小菅　健一

男 １９５９年 教授 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号 文学修士 専門分野 日本近現代文学・表現論・表象文化

学
　
歴

早稲田大学大学院文学研究科（博士前期課程）　日本文学専攻　修了

早稲田大学大学院文学研究科（博士後期課程）　日本文学専攻　単位取得満期退学

実
務
経
験

特になし

受
賞
歴

特になし

所
属
学
会

　 １９８１年４月～現在　早稲田大学国文学会

　 １９８８年４月～現在　日本近代文学会

　 １９８９年４月～現在　早稲田大学国語教育学会

　 １９９１年４月～現在　昭和文学会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

高等学校教諭二級普通免許状（国語）

高等学校教諭一級普通免許状（国語）

非公表
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書
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その他の研究活動
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　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績
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　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動
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　　　専門的成果
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

まんが論

（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

教育業績

教育理念、方針、
方法

担当する学生の問題意識とニーズの多様性に対して、十分に応えられるように、内容
やレベルの幅が広く、情報量が多い講義を行い、一人一人が自分に見合った成果や満
足が得られる教育を目指している。学生には参加意識を持って、自発的・積極的に臨
めるようなインタラクティブな講義になるように授業を進めている。そのために、学生が
興味・関心の持てるものをということで、様々な表現ジャンルから教材化出来るものを
探し、授業で取り上げるので、受講生の学習意欲が喚起されるので、良い評価をしても
らっています。

教
育
能
力

安定教材や定番教材よりも、現代文化（サブカルチャー）の様々なジャンルのものを教材化して、学
生が驚くようなものから授業が展開していくような方法を実践している。視聴覚教材として使うDVD
やビデオ、CDの内容選択に工夫を凝らしている。そして、授業によっては、様々なタイプのワーク
ショップ的な実践作業を多く取り入れている。

町田守弘　編「新しい表現指導のストラテジー」（東京法令出版　平成１２年５月）に論文「切り結ぶ
映像と〈ことば〉ーイメージ喚起力活性化の試み」を寄稿。

第３８回中部地区私学教育研修会（２０００年１０月）において、「〈ことば〉を生かすー国語教育の意
義と可能性ー」という基調講演と研究発表会のコメンテイターをする。

２００７年１月山梨県立甲府城西高校の教職員を対象に、「日本語表現力を向上させるための指導
方法」というテーマで講演をする。

２０１１年５月山梨県立富士北稜高校での県内の国語教員の研修会において、「言語活動の充実ー
ことば・表現・ものの見方や考え方」という講演をする。

担当授業科目
まんが論、コミュニケーションスキル、卒業研究、基礎ゼミ、専門ゼミ、展開ゼミ、
日本文学史、日本語スキル、現代文化論、現代芸術論、近現代文学論

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

　現代文化を代表しているサブ・カルチャー（ポップカルチャー）の絶対的な中心の場所に位置して
いるものが“まんが”文化であることは、誰もが認める普遍的なことである。この事実に関しては、自
分たちの日常生活における、様々な局面での圧倒的な“まんが”の作品やキャラクターの氾濫ぶり
を見てみれば簡単に確認出来るはずだ。ただし、現在の“まんが”をめぐる実態と、その影響や存在
意義といったことを精緻に観察して、詳細な読解や分析を加えていったならば、作品やキャラクター
が玉石混交のカオス状態であることに対して、異議を唱える者は一人もいないと思う。そこで、“まん
が”作品に対するきちんとした評価基準・価値尺度を、この授業の受講者一人一人が自分なりに確
立して、一つ一つの“まんが”作品に対して、良いものは良い悪いものは悪いと是々非々できちんと
向き合っていくことが出来るようになるために、現代“まんが”の開祖であり、神様でもある手塚治虫
から現在までの、問題意識の高い代表的な作家（表現者）たちの作品、さらには、社会的な問題作
やインパクトのあった雑誌などを考察していくことで、現代の“まんが”文化の実態と本質に迫ってい
く講義になる。

教
育
改
善

活
動

FD研究会には時間が許す限り参加して、自分の講義や演習に生かせるものは取り入れています。
「授業改善のためのアンケート」の改善して欲しい点に挙げられたことに関しては、自分で注意する
とともに、そういった傾向（話すスピードが早くなる）が出た時には、指摘するように授業の初回にお
いて必ず話しています。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

「授業改善のためのアンケート」によれば、講義において使用する視聴覚教材、プリント、テキストが
授業の内容理解に非常に役立つとともに、興味・関心を呼び、面白くて勉強になったという好意的評
価を多く頂いています。ただし、盛り沢山の内容をこなしていく時に、時々、早口になってしまうので、
もう少しゆっくり話して下さいという要望をもらうことがあります。

本学においては、教員が他の教員の授業に参加して、相互に評価するという制度はまだ取り入れて
いないので、ありません。
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立正大学教養学部　非常勤講師

１９９４年

和洋女子大学

（１）著書

（２）学術論文

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

特になし

１９８２年 １０月 「『眠れる美女』論」（第４９回　川端文学研究会）

１９８３年 ８月

１９８４年 ８月

１９８８年 １１月

研究業績

研究の特徴

　〈ことば〉の持っている映像（イメージ）喚起力を言語映像論と措定して、その対義概念
である映像言語論と合わせて、表現論ということで学部時代から一貫して研究してい
る。作品論や読者論的なアプローチも組み込みながら、文学研究の狭い枠組みに留ま
らないで、影響関係にある映画やアニメ、演劇、マンガ、音楽といった文化事象にも範
囲を広げながら、作品創作や表現活動としての国語教育にまで手を伸ばして、表現論
を駆使した総合的な文化論の研究を幅広く繰り広げていくことを考えている。

研
究
経
歴

１９８７年～１９９４年

山梨英和短期大学国文学科　専任講師　１９９８年　助教授　２００２年　山梨
英和大学人間文化学部人間文化学科へ改組

２００２年～２０１３年 愛知淑徳大学文化創造学部　非常勤講師

２００４年～現在 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科　教授

２００６年～２００８年

研
究
実
績

「『時は過ぎゆく』論ー時間論再考の視点からー」（共著）（『論考　田山花袋』桜楓社　１９８５年２月）
「『父母への手紙』論ー〈私〉という表現装置」（共著）（『日本文芸の系譜』笠間書院　１９９６年１０月）
「古賀春江の表現原理論ー同心円としての絵画と詩ー」（共著）（『日本文芸の表現史』おうふう　２０
０１年１０月）　　専攻としている川端康成と表現論をめぐって書いた、それぞれの時点の代表的な論
文。

「『浅草紅団』論ー空像としての都市〈浅草〉ー」（｛国文学研究」第９６集　１９８８年１０月）　　「川端
康成における大正十二年の意義ー“作家”以前の問題をめぐってー」（「日本文藝論集」第２７号　１
９９４年９月）　　「『美しい日本の私ーその序説』論ー小説論としての読みをめぐってー」（「山梨英和
短期大学紀要」第２８号　１９９５年１２月）　　「『美の存在と発見』論ー小説論としての可能性と限
界」（「山梨英和短期大学」第２９号　１９９６年１２月９月）　　「川端康成の表現意識の確立ー文学と
美術の結節点からー」（「国文学」　２００１年４月）　川端康成をめぐる研究論文の主要なもの。「『当
選の日』ー生活者と作家の相克」（「太宰治研究　第十九輯　２０１１年６月）。

「〈考現学〉の方法ー“事実”の“再現”としての修辞学ー」（国文学　解釈と鑑賞」１９９１年１月）
「コミックメディア論試稿ー“言語芸術”と“映像芸術”の融合ー」（「山梨英和短期大学紀要」第３２号
１９９８年１２月）　　「広告表現における音・映像・〈ことば〉ー佐藤雅彦の“ルール”の教材化をめぐっ
てー」（「月刊　国語教育研究」No.３３２  １９９９年２月）　　「『ロバート・メイプルソープ』の写真行為
論序説ー〈見えている〉ものを〈見る〉ことをめぐってー」（「国文学」１９９９年８月）　　「《言語映像》と
《映像言語》による表現論の結節点ー押井守論の前提としてー」｛「山梨英和大学紀要」第５号　２０
０６年１２月）　　「押井守論（１）ー表現原理の基底にあるもの」（「山梨英和大学紀要」第１１号　２０
１３年２月）　表現論によって展開した代表的な文化論。　　「キリスト教と人間文化学　「沈黙」と「深
い河」をめぐる遠藤周作のキリスト教観―日本人にとって神とは―」（「山梨英和大学紀要」第１７号
２０１９年３月）

２０１４年３月５日　「『梶井基次郎』の流儀――〈美〉をめぐる意識と表現」（『梶井基次郎全集（上）
檸檬』　大韓民国　ドンチョン社）

競争的資金採択課題 特になし

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

「『東京の人』論」（第５２回　川端文学研究会）

「川端康成における言語映像試論」（第５６回　川端文学研究会）　川端文学
専門家の前で卒業論文の成果を発表したもの。

「習作期における川端康成の〈表現〉意識」（昭和６３年度　早稲田大学国文
学会　大会）　修士論文に取りあげた問題との関連性から、新たな課題として
取り組んだテーマだった。
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１９９５年 １２月 「表現装置としての〈私〉ー「父母への手紙」論ー」

（第１０１回　川端文学研究会）

２０１１年 現在 早稲田大学国語教育学会　委員

年 月

年 月 特になし

年 月

特になし

２０１０年４月～２０１２年３月　学生部委員会委員

（１）講演会

１９９５年 ６月

（２）出前講座

２００４年 ３月

２０１２年 ６月

２０１３年 ６月、１０月、１２月

２０１３年 ３月

２０１５年

２０１７年 １月

２０１７年 ５月、１０月、１２月

２０１７年 １０月

２０１８年 １月

高大連携講座    山梨県立甲府城西高等学校

学
会
等
発

表
・
役
員

参
加

共
同
研

究
・

受
託
研
究

の
実
績

平成２４年度大学ガイダンスセミナー　inやまなし　模擬授業

大学院生指導

研
究
能
力

に
対
す
る

評
価

自己の研究能力に対して、同じ学問領域の学内外の専門家から、評価に関するヒアリングなどを本
学はまだ行っていないので、ありません。

サービス活動業績

学
内
委
員
会
・

作
業
部
会

等
活
動
実
績

２００９年４月～２０１２年３月　エクステンション委員会　委員長

２０１１年４月～２０１２年３月　国際交流委員会　委員

２０１２年４月～　日本語・日本文化コース　コースコーディネイター

２００８年　新カリキュラム検討作業部会

アドバイザー活動実績

担当している基礎ゼミナール（１，２年生）、専門ゼミナール（３年生）、卒業研究（４年
生）を受講する学生たちの、履修・生活・部活・進路などの相談をうけて、アドバイスを
行っていくという一般的な活動を、オフィスアワーに限らず昼休みや空き時間に行って
いる。

後進育成活動実績
大学院での講義や演習を担当したことがないため、具体的な形での後進育成活動の
実績はありません。

山梨県立文学館で行われた井伏鱒二展の関連講演として、「井伏鱒二の戦
後作品を読むー『遥拝隊長』論ー」を行う。

山梨県韮崎市市民教養講座「日本語の豊かさ・おもしろさ・むずかしさー丸い
卵も切りよで四角ー」を、中央公民館の市民教養講座の講義として行う。

山梨県立甲府城西高校・山梨英和大学 高大連携小論文講座
「思考と表現」講師　高校１年生「産業社会と人間」講演会講師

山梨県立甲府城西高校・山梨英和大学連携フォーラム
「思考と表現のデザイン」教育　企画・主催・報告

社
会
貢
献
活
動

文部科学省指定SPH（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）
山梨県立甲府工業高校（国語科）「新しいものの見方と考え方」
講演会講師・アドバイザー

山梨県立甲府城西高校・山梨英和大学連携授業　小論文演習授業　講師

山梨県立甲府城西高校・山梨英和大学連携授業　小論文演習授業　講師
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２０１８年 １１月

２０１９年 １２月

（３）公開講座

２０１４年 １０月

２０１８年 ５～６月

２０１８年 １０月

２０１９年 ５～６月

２０１９年 １０月

（４）学外審議会・委員会等

２００８年 ４月

２０１３年 ９月

２０１４年 ２月

２０１５年 ９月

２０１６年 ９月

２０１７年 ４月

２０２０年 ４月

（５）その他

２０１０年４月～２０１２年３月

キャンパスネットやまなし企画運営委員会　委員

２０１１年 １２月

２０１２年 ６月

２０１２年 １０月

２０１３年 ５月

２０１３年 ８月

２０１３年 ８月

社
会
貢
献
活
動

平成２８年度「幼児教育テレビ番組放送事業」
企画提案審査会委員（山梨県教育庁社会教育課）

専門的成果

山梨県立甲府城西高校・山梨英和大学高大連携小論文講座
　「思考と表現」講師

　「梶井基次郎の世界　―詩的精神に彩られた文学の四季―」
（メイプルカレッジ講座）

「キリスト教と人間文化学　遠藤周作『死海のほとり』試論　―イエス像とキリ
スト教信仰をめぐって」（メイプルカレッジ公開連続講座）

令和２年度「幼児教育テレビ番組放送事業」規格提案審査会委員（山梨県教
育庁社会教育課）

山梨県立甲府城西高校　１年次生全体授業「産業社会と人間」講演会講師

「日本近代文学作品の心像風景を読む」（メイプルカレッジ講座）

「キリスト教と人間文化学　「沈黙」と「深い河」をめぐる遠藤周作のキリスト教
観
―日本人にとって神とは―」（メイプルカレッジ公開連続講座）

甲府市地域創生戦略会議委員

山梨県文学館協議会委員

富士山の世界文化遺産登録実現に向けての山梨県制作のCMの審査

第２８回国民文化祭・やまなし２０１３PRのための山梨県制作のCMの審査

第２８回国民文化祭・やまなし２０１３夏のステージCMコンペ審査委員

第２８回国民文化祭・やまなし２０１３秋のステージCMコンペ審査委員

第９回放送文化大賞　関東・甲信越・静岡地区審査会審査委員

成果と目標

大学コンソーシアムやまなし　委員

山梨県文学館　協議会委員

平成２５年度第２回山梨県文学館協議会　出席

「おもてなし条例」制定に伴う県民向け啓発のための山梨県制作のCMの審査

こうふ開府５００年記念事業実行委員会主催事業専門部会委員

①　文学作品や文化事象の読解・分析の作業に生かしていた表現論の様々な技法を、
作品の創作や制作の理論に応用することによって、自己表現に興味や関心のある多く
の学生の指導に一定の成果を上げることが出来た。

②　〈ことば〉や表現ということを眼目にした、文学作品はもちろんのこと、様々な文化事
象の教材化の作業も一段落つき、個々の教材の吟味・内容精査によって、読む・聞く・
考える・書く・話すという、人間の表現活動の流れに基づいた体系的な学習活動の枠組
みが出来上がった。

山梨県立図書館協議会委員（現在に至る）

２００９年５月～現在 山梨県立文学館　年間文学講座　講師　（２００９年度川端康成、２０１０年度
芥川龍之介、２０１１年度太宰治、２０１２年度夏目漱石、２０１３年度村上春
樹）

「生命を巡る〈ことば〉と“物語”に触れる――手塚治虫の『火の鳥』論――」
（平成２５年度コミュニティーカレッジ講座　大学コンソーシアムやまなし）
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専門的成果

専門的目標

最新データ入力日

③　本来、専門にしている文学における作家や作品の研究と、サブカルチャーと呼ばれ
る様々な文化事象の研究が、表現論という視点と読者論（享受者論）という視座によっ
て、二本立てで行ってきたことが相乗作用して、それぞれの研究活動を効果的に進め
ていくことが出来た。

①　文章表現や絵画表現、映像表現による創作や制作を希望する学生の能力の開
花、開発、発展に寄与する指導を行うことで、より高い完成度を目指させて、表現欲求
を持つ学生に対して、自己表現の奥深さに気付かせて、卒業後も表現活動を継続して
もらう。

②　人間文化の基本になっている〈ことば〉、そして、その〈ことば〉を駆使することによっ
て成立する表現、さらに、自分たちを取り巻いている文化事象を意識させて、自覚的な
コミュニケーション活動の実践によって、日常生活をより豊かなものにしていく指針とな
るような授業展開を行う。

③　卒業論文のテーマとした、言語映像論と映像言語論の相関性と原理論を、文学作
品や文化事象、マンガやアニメーション、日本語表現の問題の読解・分析、理論化・教
材化の作業を通して、いっそう進化・深化させていく。

専門的目標

2020年5月1日
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1979年 3月 岐阜県立大垣東高等学校卒業

1979年 4月 千葉大学人文学部人文学科心理学専攻入学

1983年 3月 千葉大学人文学部人文学科心理学専攻卒業

1983年 4月 慶応義塾大学大学院社会研究科社会学専攻修士課程入学

1985年 3月 慶応義塾大学大学院社会研究科社会学専攻修士課程修了

1985年 4月 慶応義塾大学大学院社会研究科社会学専攻博士課程入学

1989年 3月 慶應義塾大学大学院社会学研究科社会学専攻博士課程単位修得退学

1984年 4月 千葉県柏児童相談所嘱託判定員（1988年3月まで）

1988年 4月 青山学院大学生相談センターカウンセラー（1994年3月まで）

1988年 5月 国立千葉病院精神神経科嘱託臨床心理士（1994年3月まで）

1989年 4月 産能短期大学通信教育部非常勤講師（2005年3月まで）

1994年 4月 茨城大学人文学部専任講師（1997年3月まで）

1996年 4月 茨城県スクールカウンセラー（1999年3月まで）

1997年 4月 茨城大学人文学部助教授（2004年9月まで）

1998年 4月 みとカウンセリングルームどんぐりコーディネーター（現在に至る）

1998年 4月 みとカウンセリングルームどんぐりカウンセラー（2009年3月まで）

2004年 4月 放送大学茨城学習センター兼任講師（2009年3月まで）

2004年 4月 茨城大学大学院教育学研究科学校臨床専攻兼任（2009年3月まで）

2004年 4月

2004年 10月 茨城大学人文学部教授（2009年3月まで）

2009年 4月

2009年 4月 茨城大学大学院教育学研究科学校臨床専攻非常勤講師(2016年３月まで)

2009年 4月 山梨英和大学人間文化学部教授

2009年 4月

2007年 3月 茨城大学2006年度推奨授業受賞　教養科目「こころの科学」

年 月

年 月

1986年 4月 日本心理臨床学会（現在にいたる）

1996年 4月 日本ロールシャッハ学会（現在にいたる）

2000年 4月 包括システムによる日本ロールシャッハ学会（現在にいたる）

2001年 4月 日本精神分析学会（現在にいたる）

1995年 4月 臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会　No０４２２１）

年 月

年 月

e-mail

2005年 2月

2018年 5月

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

土浦協同病院非常勤臨床心理士（2016年3月まで）

h.kuroda@yamanashi-eiwa.ac.jp

放送大学大学院臨床心理学専攻兼任教授（修士論文研究担当2020年3月
まで）

山梨英和大学大学院人間文化研究科兼任

取得学位称号

実
務
経
験 常磐大学大学院人間科学研究科非常勤講師（心理寮法特論2009年3月まで）

英国Tavistock Clinic 思春期部門留学（文部科学省平成16年度海外先進
教育実践による派遣　2006年2月まで）

受
賞
歴

専門分野 臨床心理学

学
　
歴

所　属

ｸﾛﾀﾞ ﾋﾛｼ
黒田　浩司

男 １９６０年 教授
人間文化学部人間文化学科

人間文化研究科臨床心理学専攻

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦）

社会学修士

職名
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

黒田浩司　茨城大学2006年度表彰授業報告

2020年度

担当授業科目

心理療法特論Ⅰ、投映法特論、臨床心理査定演習、臨床心理実習、臨床心理事例研
究、修士論文（以上大学院）

代
表
的

シ
ラ
バ
ス

授業の方針としてはそれが講義であっても、演習であっても、授業の中に実習をできるだけ取り
入れ、学生自身が深く問題に関与し、積極的に取り組むように努力している。そのためにかなり
ボリュームのある資料を用意し、受講生の提出したデータを授業の中でもちいるようにしている。
卒業論文研究につながるようにレポートとして提出するように求めている。

教
育
改
善

活
動

a. 教養教育科目人文分野専門部会長（2006年～2008年度、茨城大学）
茨城大学全学の人文分野の教養教育科目の専門部会長として授業の質をよくするために授業
アンケートやFD研修会、シンポジウム、シラバス改善のための点検評価、などをおこなった。
b. 山梨英和大学FD推進委員（2009年～2015年度）
FD推進委員として、研究会の講師を務め、FD研修会の企画、開催、記録・報告などをおこなっ
た。特に2014年度からはFD/SD推進委委員長(2015年度は大学院FD委員長も務める)として、
FD/SD研修会を積極的に企画し、講師・司会も務めている。

心理的アセスメント、心理演習Ⅱ、サービスラーニングⅡ、山梨の地場産業Ⅱ、高齢
者の心理と健康、地域コミュニティＰＢＬ、インターンシップ、専門ゼミナール、卒業研究
(以上学部)

教育業績

教育理念、方針、方法

大学教育において学問の基本を学ぶことは、その学問の理念や緒理論を理解するだ
けでなく、対象を多様な観点から考察しうる学問的態度を見につけることが肝要と考え
られる。この学問的な態度には批判的な観点も同時に持ちつつ、机上の論理にならな
いように現実の事象や実際的場面とかかわることが含まれ、これが実践的な学問的
能力となり、知識および良識ある社会人の育成につながるものと考える。
　教養科目、専門科目、大学院科目のすべての領域において、この基本的な理念や
諸理論と実際的な問題をつなぎ、授業の中で主体的考える機会を多く取り入れてお
る。教養科目においては心理学の基本的な実験や、心理テスト、カウンセリングの実
習を取り入れ、なおかつ精神障害者に対する偏見については課題を出し、実践を通し
て考察をすることを求めており、受講生が心理学や精神病の現実を知り、社会の様々
な事象を心理学的に考察することの面白さを体験できるように心がけている。

教
育
能
力

a. 大学における精神障害に関する心理教育の試み
大学の教養科目において、偏見の少なくない精神障害に対する正しい知識を習得してもらうため
に、受講生自身が心理教育を受けるだけでなく、最低2名の周囲の人（家族、友人など）に心理教
育をおこなう実践を求め、その成果をレポート課題として提出を求めた。教室で受身的に聞くだけ
でなく、自らが心理教育活動に参与することによりこの問題に対する積極的な態度がより培われ
た。
また、学部専門科目においてはその授業の中で、精神病院デイケアとの交流会や作業所ボラン
ティアなどに学生に積極的に関与させ、精神障害を抱えている人との実際のかかわりを通して、
この問題を深く考察されている。

a.黒田浩司"臨床心理アセスメント（２）知能検査と質問紙法"、"臨床心理アセスメント（３）投映法
"、"コミュニティ援助（１）危機介入とコンサルテーション"「臨床心理学概説」馬場禮子（編著）ｐ６
７－７７、ｐ７８－８８、ｐ１４０－１４９、放送大学教育振興会、1999/2003

b.黒田浩司”施行法・記号化について――片口法とその修正点”、”ケース５　精神病水準の現れ
①――反応継起がある程度理解できる事例”　「力動的心理査定--ロールシャッハ法の継起分
析を中心に」　馬場禮子（編著）ｐ３４－７４、ｐ２８３－３１１、岩崎学術出版社、2017
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

現在同僚による授業評価はおこなっていない、今後の課題である。

2015年

2015年

2014年

2010年

2004年

1999年

（１）著書

３．黒田浩司"SCT"　「投映法研究の基礎講座」津川律子（編著）p139-152.遠見書房、2012

研
究
実
績

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

授業への全体的評価（授業アンケートより）：興味深く役に立つ資料が多く配布され、心理臨床や
社会の現場の問題が授業の中でプレゼンテーションされることに対して学生は高く評価してい
た。
精神障害の心理教育に関する課題が授業の中で課せられることについては負担が大きいと記述
する学生も見られたが、自らが参与することでこのような問題の核心に触れたように感じる受講
生も少なくなく、受講生の積極的にものごとに参与する姿勢や自己評価が高まった印象を受けて
いる。
改善してほしい点：受講生の多くが提出したレポートについてフィードバックを欲しいと希望してい
たが、すべてにコメントをつけて返却することができず、今後改善が必要であると思われる。現在
は授業の最後の時間にいくつかのレポートについてコメントし、代表的な質問に対してコメントを
返しているのみとなっている。また、試験をおこなう科目についてはいくつかの科目で試験後の授
業の中で問題の意図と解答例を解説しているが、受講生からは「どのように解答すれば良いか
の参考になり、とても勉強になった」との評価が得られており、今後はなるべくすべての科目で実
践してゆきたいと考えている。

2005年

2004年

１．黒田浩司”施行法・記号化について――片口法とその修正点”、”ケース５　精神病水準の現
れ①――反応継起がある程度理解できる事例”　「力動的心理査定--ロールシャッハ法の継起
分析を中心に」　馬場禮子（編著）ｐ３４－７４、ｐ２８３－３１１、岩崎学術出版社、2017

２．.黒田浩司”見立ての困難事例を心理アセスメントから理解する：SCT・描画法による総合的検
討”「「臨床のこころ」を学ぶ心理アセスメントの実際：クライエントの理解と支援のために」高橋靖
恵（編著）p23-45、金子書房、2014

４．黒田浩司"現代の精神分析１-自我心理学の立場による精神分析的療法"　「やさしく学べる
心理療法の実践」窪内節子（編著）p1-22.培風館、2012

地域がんセンターにおける臨床心理と他職種の効果的なコラボレーションに関する研
究（現在まで）

研究の特徴

心理臨床におけるアセスメントと臨床心理学的地域援助が主な研究テーマになってい
る。アセスメントに関しては投映法のロールシャッハテスト、およびSCTをもちいての、
クライアントの内面を精神力動的にアセスメントする技法について研究を継続してお
り、境界性人格、非行少年、発達障害者に関して多数の学会発表がある。
臨床心理学的地域援助に関しては、精神障害に関する心理教育、思春期・青年期の
臨床心理的問題の地域援助、地域がんセンターのおける他職種と心理臨床家の協働
に関する研究を継続している。思春期・青年期の臨床心理学的問題の地域援助につ
いては、このテーマに関して1年間英国Tavistock Clinic思春期部門への留学経験が
あり、その後も毎年Tavistock Clinicを訪問して、英国の研究者との交流を続け、ロンド
ンでのアウトリーチ実践について日本での応用の可能性を探っている｡

研
究
経
歴

山梨英和大学にて効果的なサービスラーニングにおけるアクティブラーニングに関する研究（現在まで）

茨城大学にて授業を通じての精神障害や発達障害に関する心理教育の実践とその
効果の測定の研究に従事（現在まで）

思春期・青年期の心理的問題に対する効果的な地域支援に関する研究（現在まで）

投映法心理検査による心理臨床アセスメントに関する研究（現在まで）

山梨英和大学にて臨床心理士の効果的な教育訓練システムについて従事（現在まで）

地域におけるCCRCの展開と多文化共生コミュニティの創生に関する研究（現在まで）

投映法心理検査における対象関係のアセスメントに関する研究（現在まで）

研究業績
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（２）学術論文（最新のものから）

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

研
究
実
績

9．黒田浩司：“医療スタッフ・職員に癒しが生じるとき”『癒しの環境』（癒しの環境研究会）,
Vol.17,p.78-80,2012.

１3．黒田浩司"ロールシャッハ･テストにおける力動的理解の現在"『臨床心理学』、第5巻第29
号、P621-627.2005.

１．Hiroshi Kuroda The Rorschach response of Borderline Personalities.   Symposium:An Effect
of Psychopathological Assessment in the Rorschach.  The 20th Coference of International
Sciety of the Rorschach and Projective Techniques. In Tokyo,Japan,2011.

10．黒田浩司：“境界性人格のロールシャッハ反応 : 過剰病理化か、深い解釈か”『山梨英和大
学心理臨床センター紀要』,Vol.７,p.6-11,2011.

⒒．黒田浩司"看護師の自己評価とプロ意識――臨床心理士からみた看護師のストレスと悩み
――"『看護管理』、第18巻、第1号、p20-24.2008.

12．黒田浩司"コミュニティベースの臨床心理学的援助の新しい可能性"茨城大学人文学部紀要
『人文コミュニケーション学科論集』、第1号、p23-39,2006

4．髙橋昇・黒田浩司・小海宏之・髙橋靖恵・中原睦美：”これからの心理アセスメント教育を考え
る：第21回大会　教育・研修委員会企画ミニシンポジウム”　『ロールシャッハ法研究』,第22
巻,pp.54-63,2018.

5．黒田浩司：”山梨におけるCCRC の可能性と課題”　『山梨英和大学紀要』　第１６号、pp65-
77,2018.

１．黒田浩司：”心理検査におけるサイエンスとアート：有用な心理検査所見を構成するサイエン
スとアート、ロールシャッハ法を中心に”　『山梨英和大学紀要』　第１8号、pp40-57,2020.

8．黒田浩司：“境界パーソナリティのロールシャッハ反応 : 過剰病理化か、深い解釈か”『ロール
シャッハ法研究』,第15巻,pp.26-29,2012.

５．黒田浩司"はじめての人のための「学びのガイドライン」"、"大学院修了後のスーパーヴィジョ
ンの体験から"　「臨床心理士の基礎研修」日本臨床心理士会（編）p5-17、p188-191.創元社、
2009

など

７．黒田浩司"臨床心理アセスメント（２）知能検査と質問紙法""臨床心理アセスメント（３）投映法
""コミュニティ援助（１）危機介入とコンサルテーション"「臨床心理学概説」馬場禮子（編著）ｐ６７
－７７、ｐ７８－８８、ｐ１１４０－１４９、放送大学教育振興会、1999/2003

８．黒田浩司･馬場禮子"ロールシャッハ･テスト"「臨床心理学大系第6巻人格の理解②」安香宏・
大塚義孝・村瀬孝雄（編）、ｐ２５－５１、金子書房、1992.

９．黒田浩司・山本和郎"コンサルテーション"「メンタルヘルスハンドブック」上里一郎・飯田眞・内
山喜久雄・小林重雄・筒井末春（監修）５６－６、同朋舎、1989

7．黒田浩司：”神田論文へのコメント—クライアントの不安から理解できること”　岐阜大学心理教
育相談研究　第12号　pp12-14、2013.

6．黒田浩司：”すべての心理職が心理検査にできるというのは幻想である”　こころの科学　第１
８７号　pp12-14、2015.

６．黒田浩司"コンサルテーションに役立った例（妄想反応）"、"ひきこもり青年の内面理解（分裂
的性格）"、"SCT（文章完成法）"、"WAI（Who am I）"、"Barrier and Penetration Scales"、"クー
パーの防衛尺"「心理査定実践ハンドブック」氏原寛・岡堂哲雄・亀口憲治・西村洲衛男･馬場禮
子・松島恭子（編）p34-37、p38-41、p231-235、p364-368、p379-382、p388-392.創元社、2006

2．黒田浩司：”やまなし未来創造教育プログラムCCRC コースの取り組みの現状と課題”　『山梨
英和大学紀要』　第１7号、pp53-64,2019.

3．黒田浩司：”SCT（Sentence Completion Test:文章完成法）の臨床的活用について”　『山梨英
和大学紀要』　第１６号、pp44-64,2018.

54



2011年10月～2012年9月　　

平成23年度日本臨床心理士資格認定協会研究助成

『初学者のケース担当における体験をコンテインする教育・訓練システム

2005年2月～2006年2月　　     

 文部科学省平成16年海外先進教育研究実践プログラム

2019年 5月

2019年 9月

2018年 9月

2017年 10月

2017年 7月

2016年 11月

2015年 11月

2015年 11月

2014年 11月

2014年 8月

2014年 7月

2013年 11月

研
究
実
績

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

２．Chair Person for the Lecture:Suicide Prevention by Dr. Thomas Shaffer.  The 20th
Conference of International Scoiety of the Rorschach and Projective Techniques. In
Tokyo,Japan,2011.

４．学術雑誌「ロールシャッハ法研究」編集協力委員（2011年度、2013年度、2014年度、2016年
度）

f.学術雑誌「包括システムによる日本ロールシャッハ学会誌」編集委員（2006年度より）

g.学術雑誌「Rorschachiana」Editial Borad．（2004年～2017年）

黒田浩司"FDを多く示した40代男性事例：内省・自己点検は肯定的なサイ
ンか？”　包括システムによる日本ロールシャッハ学会第25回大会論文集
跡見学園女子大学

黒田浩司"ORTによる対象関係査定の試み”　日本ロールシャッハ学会第
23回大会論文集　京都大学

の研究』代表
競争的資金採択課題

Hiroshi Kuroda  Rorschach responses of social withdrawal syndrome
named “Hikikomori” in Japan..　The 21th Conference of International
Society of the Rorschach and Projective Techniques. In Istanbul,Turkey.

深澤桂樹・小林あずさ・手川真由美・黒田浩司　”統合失調症者に見られる
SCTの特徴”　日本ロールシャッハ学会第17回大会抄録集　Pp48.　11月花
園大学

黒田浩司"ORTによる対象関係査定の試み”　日本ロールシャッハ学会第
20回大会論文集　国際交流センター

黒田浩司”有用な心理テスト解釈を構成するサイエンスとアート”　日本心
理臨床学会第37回大会　会員企画シンポジウム３「心理アセスメントにおけ
るサイエンスとアート」　神戸国際会議場

Hiroshi Kuroda , Yoshiharu Matsuse, Yasue Takahashi and Noboru
Takahashi  Preliminary study of application of Object Relations Technique
to Japanese students.　The 22th Conference of International Society of
the Rorschach and Projective Techniques. In Ｐａｒｉｓ, Ｆｒａｎｃｅ.

望月梨央・黒田浩司”ストーカー行為に関する基礎研究――複視経路・等
至性モデル（TEM）を用いた加害者研究――”　日本心理臨床学会第33回
大会発表論文集P511

黒田浩司”ロールシャッハを学ぶ意欲、使いこなすのに重要なこと、包括シ
ステムによるロールシャッハ認定資格”　日本ロールシャッハ学会第21回大
会　教育・研修委員会企画ミニシンポジウム「これからの心理アセスメント
教育を考える」　札幌国際大学

黒田浩司"ロールシャッハ法の所見を心理療法に活用するのが難しかった
ケース”　日本ロールシャッハ学会第18回大会論文集　p31　佛教大学

土橋拓真・黒田浩司"精研式文章完成法を用いた自我発達水準の測定”
日本ロールシャッハ学会第19回大会論文集　大正大学

長田庸子・黒田浩司"SCT（文章完成法テスト）にあらわれる抑うつの傾向”
日本ロールシャッハ学会第19回大会論文集　大正大学

３．Hiroshi Kuroda "W Face Response on the Rorschach Test.　Tthe 19th conference of
International Society of the Rorschach and Projective Techniques.in　Lueven,Belgium　2008.

e.学術雑誌「心理臨床学研究」編集協力委員（2014年度、2012年度、2011年度、2010年度、およ
び2009年度）
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2013年 8月

2013年 8月

2013年 7月

2013年 6月

2012年 9月

2012年 9月

2012年 9月

2012年 9月

2011年 9月

2011年 9月

2011年 9月

2011年 7月

2011年 7月

2011年 7月

2010年 10月

2010年 9月

2010年 7月

2009年 10月

2009年 9月

2009年 7月

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

国際ロールシャッハおよび投映法学会第20回東京大会組織委員

黒田浩司”精神病的不安を抱える青年期事例”日本ロールシャッハ学会第
14回大会、帝塚山大学

黒田浩司"医療現場におけるコミュニティ支援プログラムの展開の試み;地
域がんセンター緩和ケアチームとのコラボレーション"日本コミュニティ心理
学会第12回大会、東北大学

Hiroshi Kuroda  W Face Response of Borderline personalities on the
Rorschach

Test.  The 20th Conference of International Society of the Rorschach and

Projective Techniques. In Tokyo,Japan.

黒田浩司･森稚葉・小野綾子・田中健夫・馬場禮子”効果的な心理臨床教
育・訓練システムに関する研究（３）”日本心理臨床学会第29回大会、東北
大学
黒田浩司"地域がんセンター緩和ケアチームとのコラボレーション"日本コ
ミュニティ心理学会第13回大会　立教大学

黒田浩司"変化することへの強い抵抗を示すクライエントの心理療法"日本
心理臨床学会第28回大会、東京国際フォーラム

黒田浩司”境界性人格のSCTにみられる対象関係”日本ロールシャッハ学
会第13回大会、大妻女子大学

飯島文子・黒田浩司　“臨床の場で『人を育てる』ということ－プリセプター
の新人看護師指導プロセス分析”　日本コミュニティ心理学会第14回大会
上智大学

黒田浩司･森稚葉・奥村弥生　“効果的な心理臨床教育・訓練システムに関
する研究(8)－初学者の体験をコンテインする教育・訓練システムの研究 ”
日本心理臨床学会第31回大会　愛知学院大学

森稚葉・黒田浩司・奥村弥生　“効果的な心理臨床教育・訓練システムに関
する研究(９)－初学者の体験をコンテインするためのスーパービジョンの検
討”　日本心理臨床学会第31回大会　愛知学院大学

高橋理恵・黒田浩司　“児童養護施設における施設心理士導入の実際Ⅲ”
日本心理臨床学会第31回大会　愛知学院大学

小宮山志保・黒田浩司　“自死に関する臨床心理士の研修と自死のとらえ
方の実態”　日本心理臨床学会第31回大会　愛知学院大学

黒田浩司･森稚葉・小野綾子・篠原恵美　“効果的な心理臨床教育・訓練シ
ステムに関する研究(4)－ケースカンファレンスを学びの多いものにするた
めのアクションリサーチの試み－”　日本心理臨床学会第30回大会　福岡
国際会議場（九州大学）

高橋理恵・黒田浩司　“児童養護施設における施設心理士導入の実際Ⅱ”
日本心理臨床学会第30回大会　福岡国際会議場（九州大学）

深澤圭樹・小林あずさ・手川真由美・黒田浩司　“SCTから見る対象関係－
発達障害者・境界例者に特徴的な反応に着目して－”　日本心理臨床学会
第30回大会　福岡国際会議場（九州大学）

細川明子・黒田浩司”「看護師のやりがい」に関する臨床心理学的研究”
日本心理臨床学会第32回大会発表論文集　Pｐ360　パシフィコ横浜

山本智美・黒田浩司　”うつ病休職者のリワークプログラムにおける心理的
変化”　日本心理臨床学会第32回大会発表論文集　Pｐ413　パシフィコ横
浜
細川明子・黒田浩司　”「看護師のやりがい」に関するコミュニティ心理学的
研究”　日本コミュニティ心理学会第16回大会発表論文集Pp64-65.　慶應
義塾大学日吉キャンパス
黒田浩司　”包括システムに力動的解釈を統合する試み”　包括システム
による日本ロールシャッハ学会第19回大会発表論文集　Pp28-29.　山梨英
和大学
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2008年 10月

2015年 11月

年 日

年 月

年 月

大学院指導教員（山梨英和大学大学院）

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

2015年度

2014年度 1.SCT（文章完成法）にあらわれる抑うつ傾向

2.SCT（文章完成法）を用いた自我発達水準の測定

2013年度

2112年度

的変化

2011年度 1.自死に関する臨床心理職の研修とスティグマの実態

2010年度 1.児童養護施設における心理的援助と他職種との連携:施設心理士の

発展を目指して

2.臨床の場で『人を育てる』ということ:プリセプターの新人看護師指導プ

ロセス分析

2020年 4月

2019年 4月

2018年 4月

2017年 4月

続き

2.小学校における学生ボランティアが活動することで生じる相互作用に関
する研究

大学院生指導

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等

活
動
実
績

1．青年期の交際関係における暴力に関する心理学的研究

山梨英和COC+推進室コーディネーター、COC+CCRCコース代表、地域連
携主任、メディア情報担当長、情報メディアセンター改革検討委員

1．高齢者臨床領域におけるコミュニティ支援の可能性

2．描画法の青年期の社交不安症へのアセスメント活用

1．老年期の自尊感情と本来感に関する研究：心理的・社会的要因、ソー
シャルサポートの授受評価要因などとの関連において

2.ORTの基礎研究

1.慢性身体疾患を有する人の自己感に関する研究

3.緩和ケアに従事する医療従者の心理的苦悩に関する研究

サービス活動業績

ORTによる対象関係の査定について

山梨英和COC+推進室コーディネーター、COC+CCRCコース代表、地域連
携主任、メディア情報担当長

黒田浩司"自己臭恐怖を訴える青年期事例"日本ロールシャッハ学会第12
回大会、新潟青陵大学

1.ストーカー行為に関する基礎的研究

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

2.痴呆性高齢者に対するコラージュ療法の導入が与える効果

山梨英和COC+推進室コーディネーター、COC+CCRCコース代表、地域連
携主任

サイコロジカルサービス領域長、山梨英和COC+推進室コーディネーター、
COC+CCRCコース代表、心理臨床センター所長代行

投映法心理検査によるアセスメントについては学界において中心的役割を果たすと期待されて
おり、国際学会の組織員や国際学会誌の編集委員、ワークショップや基礎講座の講師の依頼を
多く受けている。
臨床心理的地域援助においてもこの領域の第一人者と評価されており、他大学や家庭裁判所調
査官の研修などにおいて講演や研究報告の依頼を何度か受けている。

1.「看護師のやりがい」に関する臨床心理学的研究

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の

実
績

山梨市生涯学習課　山梨市生涯学習計画調査

2.少年の動物虐待に関する基礎研究

3.うつ病を中心とした気分障害患者のリワークプログラムにおける心理
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2016年 4月

2015年 4月

2014年 4月 学長特別補佐（大学評価・地域連携推進担当）、FD・SD推進委員長

2013年 4月 学長特別補佐（学生ｻﾎﾟｰﾄ担当）、FD・SD推進委員会委員

2012年 4月 学長特別補佐（学生ｻﾎﾟｰﾄ・学生会館建設担当）、FD・SD推進委員会委員

2011年 4月 心理臨床センター長、学生部長、広報委員会、進路支援委員会

2010年 4月 心理臨床センター長、入試委員会、FD推進委員会

（１）講演会

2020年 2月

2019年 11月

2019年 10月

2019年 10月

2019 年 ７月

2019年 3月

2019年 2月

2018年 11月

2019年 9月

2017年 9月

2017年 ３月

2017年 2月

2016年 11月

2016年 10月

社
会
貢
献
活
動

黒田浩司「事例の理解について」甲府少年鑑別所拡大研修会

黒田浩司「自殺を考える人の心理とそのかかわり方」笛吹市職員のための
自殺予防研修会

黒田浩司「人が変われるときに生じていること」甲斐清和高等学校通信制
講演会

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動

実
績

黒田浩司「ゲートキーパー養成講座（初級）」笛吹市ゲートキーパー養成講
座　笛吹市

黒田浩司「人間関係でトラブルをおこさない対処のしかた」山梨県立甲府城
西高校平成28年度「しなやかな心の育成」講演会

黒田浩司「自殺予防研修会（管理職向け）：対策の必要性と上司・同僚とし
てできること」笛吹市自殺予防対策職員研修会

学長特別補佐（大学評価・地域連携推進担当）、FD・SD推進委員長、大学
院FD推進委員長、山梨英和COC+推進室コーディネーター、COC+CCRC
コース代表

黒田浩司「地域住民が感じる地域コミュニティへの不安」　平成28年度県民
コミュニティカレッジ×COC+やまなしMiraiリーダー養成セミナー

後進育成活動実績

学会におけるワークショップや家庭裁判所調査官の研修において、面接やアセスメン
トに関する研修の講師を務め、後進育成活動を行っている。また、2012年度より山梨
ロールシャッハ研究会を主宰し、ロールシャッハ法を中心とした臨床心理アセスメント
の専門家の育成を継続している。

2019年度は大学院生指導教員、卒業研究、専門ゼミナールで総計28名の担当学生
のアドバイザーを務めた。構成的エンカウンターグループなどの手法を用いて学生間
のコミュニケーションを促進したり、異なった学年間の交流を活性化させる工夫をして
いる。また、希望する学生には地域連携活動にも積極的に送りだし、活動を支援して
いる。

アドバイザー活動実績

学長特別補佐（大学評価・地域連携推進担当）、FD・SD推進委員、山梨英
和COC+推進室コーディネーター、COC+CCRCコース代表

黒田浩司「CCRC超入門」　COC+やまなし未来創造教育プログラムCCRC
コース　CCRC=生涯活躍のまち　入門セミナー

黒田浩司「コミュニティ支援の理念と実践」　甲府少年鑑別所拡大研修会

黒田浩司「現代における地域援助（コミュニティ支援）の必要性とその方法」
甲府市少年鑑別所拡大研修会

黒田浩司「CCRC：サ高住（サービス付き高齢者住宅）に住む選択肢」COC+
やまなし未来創造教育プログラムCCRCコースMiraiサロン　人生100年時
代60代からの住処をどう考えるか

黒田浩司「自殺予防研修会（一般職員向け）：対策の必要性と上司・同僚と
してできること」笛吹市自殺予防対策職員研修会

黒田浩司「SCTの臨床的活用」平成29年度茨城県施設心理職・児童相談
所心理司合同研修会

黒田浩司「現代の若者のこころをどのように理解するか」南アルプス市平
成28年度子ども若者育成支援推進大会講演会
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2016年 7月

2016年 ７月

2016年 ３月

2016年 2月

2015年 6月

2015年 7月

2015年 3月

2014年 6月

2014年 2月

2013年 11月

2012年 10月

2012年 2月 黒田浩司「英国心理臨床の最新事情」　岐阜大学総合メディアセンター

2012年 1月

2011年 4月

2011年 2月

2010年 12月

2010年 ９月

（２）出前講座

2019年 10月

2019年 8月

2018年 10月

2018年 9月

2018年 8月

2018年 7月

黒田浩司"テストバッテリー"家庭裁判所調査官補研修、裁判所研修委員
研修所

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　長野県立岡谷南
高校

黒田浩司“精神分析の世界”　山梨英和大学オープンキャンパス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立甲府昭
和高校

黒田浩司”心理学の知見を活かしたコミュニケーション”　山梨英和大学高
校生談話室

黒田浩司“心理検査の世界”山梨英和大学オープンキャンパス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立韮崎高
校

社
会
貢
献
活
動

黒田浩司”リーダシップ能力と対人関係能力の育成”群馬県小児医療セン
ター看護部リーダーシップ研修

黒田浩司　「対話とカウンセリング:死にたいという人とともに歩む」山梨いの
ちの電話　2015年度相談員養成（公開）講座

黒田浩司「英国対象関係論の展開：投影同一化の理解と活用」岐阜大学
大学院教育学研究科特別セミナー

黒田浩司「教員のためのカウンセリング入門」甲斐清和高等学校校内研修
会

黒田浩司「テストバッテリー」家庭裁判所調査官養成課程第7期　後期合同
研修　裁判所職員総合研修所（埼玉県和光市）

黒田浩司「被災者支援の基礎知識」　山梨英和大学心理臨床センター　東
日本大震災支援プログラム準備のための研修会

黒田浩司「教育相談とは：現代の教育相談に必要とされる実践力」山梨県
教育相談センター研修会

黒田浩司「生涯学習のための心理学入門」山梨県生涯学習センター生涯
学習指導者養成講座

黒田浩司「子どもたちと向き合うために」山梨県立塩山高等学校教育相談
研修会

黒田浩司「子どもの笑顔をとりもどそう！いじめ・不登校・ひきこもり　解決と
ネットワーク」平成25年度峡東地区人権のための講演会

黒田浩司「現代社会の家族・若者の心理と諸問題～～カウンセリングの現
場から」調停制度９０周年記念講演　甲府家庭裁判所

黒田浩司「教育相談とは：現代の教育相談に必要とされる実践力」甲府市
教育委員会研修会

黒田浩司"自殺企図の高いクライアントのリスクアセスメントとかかわり"山
梨英和大学心理臨床センター地域貢献セミナー、山梨英和大学

黒田浩司「SCTの臨床的活用」平成28年度茨城県施設心理職・児童相談
所心理司合同研修会

黒田浩司「CCRC先進地視察報告：Share金沢について」　COC+やまなし未
来創造教育プログラムCCRCコース　第2回みらいサロン
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2017年 8月

2017年 7月

2016年 12月

2016年 7月

2015年 11月

2015年 10月

2014年 11月

2014年 11月

2013年 9月

2012年 8月

2012年 9月

2012年 9月

2011年 10月

2011年 10月

2011年 7月

2010年 6月

2010年 8月

（３）公開講座

2016年 10月

2015年 10月

2011年 10月

2011年 10月

2010年 10月

黒田浩司"こころの諸問題とその支援方法"長野県立諏訪高等学校

黒田浩司"こころの諸問題とその支援方法"山梨英和大学オープンキャン
パス模擬授業

社
会
貢
献
活
動

黒田浩司“精神分析の世界”山梨英和大学オープンキャンパス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学とは？”　山梨県立甲府第一高校

黒田浩司“心理検査の世界”山梨英和大学オープンキャンパス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学とは？”　山梨県立日川高等学校

黒田浩司“入門心理学－心理学とは？”　山梨県立甲府昭和高等学校

黒田浩司“こころの諸問題とその支援方法”山梨英和大学オープンキャン
パス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立韮崎高
校

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立山梨高
校

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立甲府東
高校

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立山梨高
校

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立甲府西
高校

黒田浩司“入門心理学－心理学とは？”　山梨県立甲府第一高校

黒田浩司“精神分析の世界”山梨英和大学オープンキャンパス模擬授業

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　甲斐清和高校

黒田浩司”現代のコミュニケーションの問題を臨床心理学的に考える”山梨
英和大学メイプルカレッジプログラム

黒田浩司”現代のコミュニケーションの問題を臨床心理学的に考える”山梨
英和大学メイプルカレッジプログラム

黒田浩司“震災時にはどのようなことが起きるのか？”　大学コンソーシア
ムやまなし・県民コミュニティーカレッジ「こころのケア」－臨床心理士にでき
ること

黒田浩司“入門心理学－心理学で何がわかるのか？”　山梨県立甲府西
高校

黒田浩司”臨床心理学による自己探訪”山梨英和大学メイプルカレッジプロ
グラム

黒田浩司”臨床心理学による自己探訪”山梨英和大学メイプルカレッジプロ
グラム
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2009年 2月

（４）学外審議会・委員会等

2020年 7月 甲府市子ども権利擁護委員

2020年 6月 キャンパスネットやまんし企画運営委員会

2019年 7月 日本女性会議　2021 in 甲府　準備委員

2019年 6月 山梨県再犯防止推進計画策定委員会委員長

2019年 5月

2018年 11月 甲府市地方創生戦略会議委員（2019年11月まで）

2018年 8月

2018年 5月

2017年 8月

2017年 5月

2016年 6月 山梨県生涯活躍のまち・やまなし研究会会長（2017年3月まで）

2016年 5月

2013年 8月

2013年 5月

2012年 5月

2009年 4月 日本心理臨床学会選挙管理委員（2010年3月まで）

2009年 4月

2007年 5月

2007年 4月 日本臨床心理士会研修委員（2009年3月まで）

200４年 4月 包括システムによる日本ロールシャッハ学会編集委員（2014年3月まで）

（５）その他

2015年 12月

2015年 2月 平成26年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2014年 6月 平成26年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2013年 6月 平成25年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2013年 10月 平成25年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2012年 6月 平成24年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2012年 10月 平成24年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2011年 10月 平成23年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

2011年 6月 平成23年度家庭裁判所調査官専門研修　講師（事例検討）

黒田浩司”こころの病と不適応について学ぶ”放送大学茨城学習センター公開講座

社
会
貢
献
活
動

笛吹市自殺対策計画策定ワーキンググループ　アドバイザー

甲州市子どもフェスタ実行委員(2018年12月まで )

包括システムによる日本ロールシャッハ学会理事（2018年6月まで）

成果と目標

甲州市子どもフェスタ実行委員(2016年12月まで )

包括システムによる日本ロールシャッハ学会第20回記念大会組織委員（学
生ボランティア委員長、プログラム副委員長2014年5月まで）

平成27年度甲府家庭裁判所調査官研修会　講師（事例検討会　TAT）

甲州市子どもフェスタ実行委員(2017年12月まで )

笛吹市第二次総合計画審議会　副会長（2018年3月まで）

日本心理臨床学会　代議員（甲信越・北陸地区　2017年3月まで）

包括システムによる日本ロールシャッハ学会第19回大会大会長(2013年6月まで)

国際ロールシャッハ及び投映法学会第20回日本大会組織員（財務担当　2011年8月まで）

テストバッテリーのおける文章完成法（SCT）の活用に関する研究：投映法心理検査の
中では、比較的多く利用されるが、その解釈手続きや信頼性・妥当性が十分に検討さ
れていなかった文章完成法（SCT）に関して、境界性人格、精神病者、非行少年、発達
障害者のデータを収集し、数量的文責と質的分析をおこない、そのアセスメントの有
効性について実証的に考察をおこなった。また、ロールシャッハテストや描画法と組み
合わせることによって多面的にクライアントを理解する手法についても検討し、より有
効なテストバッテリーの活用について考察をおこなっている。
臨床心理学的地域支援については地域における実践をいくつか継続しており、心理
臨床家が関連する他職種をサポートすることにより、より効果的な地域援助が実践で
きる可能性を見出している。
研究成果に関しては学会発表などを通じて発信しており、その結果、研究成果にもと

専門的成果

甲州市子どもフェスタ実行委員(2018年12月まで )
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2020年5月1日

専門的成果

投映法によるアセスメントも臨床心理学的地域援助に関しても、研究成果の発表は国
内にとどまっており、今後は国際学会での発表や国際的な学会誌への論文投稿を目
標としている。今後は、この領域における国際学会にも深く関与してゆきたいと考えて
いる。
また、臨床心理学的地域援助や心理教育に関しては山梨の地を拠点とした活動をお
こなってゆきたいと考えている。一つのテーマとして「自死問題」をとりあげ、この問題
にどのような地域支援ができる可能性があるかについて検討している。

専門的目標

づく専門家や関連する領域（例えば看護職、福祉職など）からの研修・講演いらいなど
幅広く発信している。

最新データ入力日
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1979年 3月 神奈川県立川和高等学校　卒業

1980年 4月 武蔵大学　人文学部社会学科　入学

1984年 3月 武蔵大学　人文学部社会学科　卒業

1987年 4月 上智大学カウンセリング研究所　専門カウンセラー養成課程　入学

1989年 3月 上智大学カウンセリング研究所　専門カウンセラー養成課程　修了

2000年 4月

2002年 3月

2010年 4月

2013年 3月

1984年 3月 株式会社　キッツ　入社　　

1987年 2月 株式会社　キッツ　退社

1987年 4月

2000年 4月

2006年 4月

2010年 4月 法政大学　学生相談室　心理カウンセラー　(2013年3月まで）

2010年 4月

2010年 4月

2011年 7月 最高裁判所　司法研修所　カウンセラー　(2013年3月まで）

2012年 4月

2013年 4月

2013年 4月

2013年 4月

2015年 4月

2015年 4月

2017年 6月

2018年 4月

2018年 4月

2018年 4月

1987年 4月 日本カウンセリング学会　正会員（2012年まで）

1987年 4月 日本人間性心理学会　正会員（現在に至る）

1988年 4月 日本学生相談学会　正会員（現在に至る）

池袋カウンセリングセンター(現市ヶ谷カウンセリングセンター）カウンセラー(現在に至る）6月2009年

2006年 5月 日本学生相談学会　奨励賞　（実践活動奨励賞）

山梨英和大学大学院　人間文化研究科　教授　（兼任）　（現在に至る）

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属

ﾀｶﾊｼ  ﾋﾛｺ
高橋　寛子

女 非公開 教授
人間文化学部人間文化学科

大学院人間文化研究科臨床心理学専攻

神奈川大学大学院人間科学研究科兼任講師
「臨床心理実習Ⅰ」「臨床心理実習Ⅱ」                (2013年3月まで）

京都大学大学院　教育学研究科　臨床教育学専攻　博士後期課程入学

京都大学大学院　教育学研究科　臨床教育学専攻　博士後期課程単位取得退学

取得学位称号 文学修士 専門分野
心理臨床学、スーパーヴィジョン学、フォーカシングと
体験過程、学生相談

学
　
歴

大正大学大学院　文学研究科臨床心理学専攻　修士課程入学

大正大学大学院　文学研究科臨床心理学専攻　修士課程修了　修士（文学）

受
賞
歴

実
務
経
験

東京家政大学　学生相談室　専任カウンセラー　(2010年3月まで）
（2005年4月～2010年3月　保健センター学生相談室　主任カウンセラーを拝命）

東京家政大学臨床相談センター　相談員　（兼務、2002年3月まで）

日本精神技術研究所　フォーカシング個別指導担当　（2018年3月まで）

京都大学大学院教育学研究科ティーチングアシスタント
「心理テスト初級実習」「心理テスト中級実習」 （2013年3月まで）

高千穂大学　人文科学部　児童教育学科　兼任講師
「カウンセリング論Ⅰ」・「カウンセリング論Ⅱ」　(2013年3月まで）

放送大学大学院　客員准教授

山梨英和大学人間文化学部　教授　（現在に至る）

放送大学大学院　客員教授　（2019年3月まで）

山梨英和大学　人間文化学部　准教授

山梨英和大学大学院　人間文化研究科　准教授　（兼任）

山梨英和大学　心理臨床センター　相談員（兼務）　（現在に至る）

山梨大学　工学部　兼任講師　（2019年3月まで）

笛吹市子育て支援センターえいわ　臨床心理士　（現在に至る）

所
属
学
会
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1992年 4月 日本心理臨床学会　正会員（現在に至る）

1993年 4月 日本臨床心理士会会員（現在に至る）

1998年 4月 日本フォーカシング協会　会員（現在に至る）

1984年 3月 中学校教諭1級・高等学校2級教諭普通免許状（社会科）

1993年 3月 臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会／第3754号）

1996年 ３月 認定カウンセラー（日本カウンセリング学会／第０１６６号）

2000年 ２月 フォーカシング・トレーナー　（（米）Ｔｈｅ　Ｆｏｃｕｓｉｎｇ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　）

2003年 6月 大学カウンセラー（日本学生相談学会／第040070号）

2019年 2月

e-mail 非公表

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

公認心理師（文部科学省・厚生労働省登録／第803号）
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

教
育
能
力

④高橋寛子．2016．「TAEを用いた体験の言語化への試み～大学院生の病院実習体験の深まりと限界～」．
日本人間性心理学会第35回大会．口頭発表

③高橋寛子．2017．「心理臨床教育におけるＴＡＥの意義－体験の俯瞰化から普遍化・構造化へ－」．第３回
ジェンドリン学会・TAE質的研究シンポジウム合同大会．口頭発表

①高橋寛子．2018．「専門家養成に役立てるTAE －セラピスト養成－」．第4回TAE質的研究シンポジウム．招
聘講演

⑤高橋寛子．2015．「TAEを用いた体験の言語化への試み～大学院生の病院実習体験の深まりと限界～」．
暗在性哲学と質的研究の会　（於：法政大学）　口頭発表

大学院における事例研究法などに応用できる新たな質的研究法として、さらに心理臨床家育成のための教育
方法としてTAE(Ｔhinking At the Edge)を実践し、その教育効果に関する研究を行い、学会において発表した。

②高橋寛子．2017．「心理臨床スーパーヴィジョンと体験の言語化　」．京都大学大学院臨床実践指導学研究
会シンポジウム．口頭発表

教育業績

④大学院授業では、実践演習を重んじるとともに、公認心理師・臨床心理士として必要な基盤づくりを図るた
めの体験学習を積極的に取り入れている。個別指導の場であるスーパーヴィジョンにおいても、情緒的側面で
の配慮もきめ細かく行いながら、実践的指導にあたっている。また、自ら臨床心理士・公認心理師として、山梨
英和大学心理臨床センター・民間の有料カウンセリング機関において複数事例を担当し実践を行っている。修
士論文指導においても、各自の関心に基づく研究テーマを尊重し、フィールドワーク等の実践的研究を心理臨
床的視点から深めることにより、学会発表や紀要への論文投稿を推奨し、個別指導に力を力を注いでいる。

特になし

教育理念、
方針、方法

学生の主体性・自律性を育む教育を模索し実践している。それは、自身の長年の心理臨床実践に
基盤を置く人間理解ともつながるものである。殊に、青年期という過渡期にある学生たちの体験を
重視した授業を展開していく。実感からの自己理解、自己表現を深めることにより、学生たちが真
の自信を得て他者や社会とつながることができるよう学びの機会を提供している。大学院生に対し
ては、心理臨床実践を生かした授業展開や臨床実践指導、研究指導を試みながら、他者の痛みに
深く共感でき、社会で他者とつながり協働していくことのできる高度な専門家の育成を目指してい
る。

①実践的グループワーク・アクティブラーニングを取り入れることで、体験を通しての授業に取り組んだ。そこ
から身体的実感の賦活、他者とのコミュニケーション、自己表現能力の向上を図るとともに、多面的なコミュニ
ケーション能力の育成を行なっている。また、毎回授業後にリアクションペーパーを促すことによって、生きた
体験を重視できるよう工夫を行った。それらの実践をもとに『学生相談から切り拓く大学教育実践　－学生の
主体性を育む－』（学苑社、編著）を著し、広く大学教育に携わる教職員への発信と共有とを図った。

②講義科目においては、心理臨床実践例も織り込みながら、映像や図などを用い視覚的にもわかりやすい授
業を行なっている。毎回授業後にはリアクションペーパーを用い、双方向のコミュニケーションを図りながら学
生からの質疑にも対応している。

③専門ゼミナールでは、演習などを盛り込み体験を通して学びつつ、卒業研究を目指したきめ細かな指導を
実践している。3年生前期では広く文献を読みプレゼンテーション・ディスカッションを深め、後期は各学生の関
心に取り組み専門学会誌の論文を読むなど、思春期・青年期心理を主なテーマとしながら、貧困や動物殺処
分に関する問題など多岐にわたるテーマ・研究法による指導を行っている。
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（１）学生による授業評価

研
究
経
歴

教
育
能
力

⑧高橋寛子.　2012.　セラピストTAEによる実践から研究への推進過程　―グループセラピストTAEを巡って―.
第１回TAE質的研究国際シンポジウム口頭発表．

⑨高橋寛子．2011．「セラピストTAEの心理臨床実践研究への適用とその意義」．
日本ジェンドリン学会第1回大会ラウンドテーブル口頭発表．

心理臨床に生じるプロセスについて、とくに体験過程理論（Gendlin.E.T.)からの考察を試みる実践
的研究を行っている。また「フォーカシング」を軸として、暗在性（the implicit)へのかかわりから、事
例研究、心理臨床基礎教育、体験の言語化や研究法について検討している。心理臨床実践者の
育成のために必要とされるシステムづくり、セラピスト・フォーカシングを用いた対人援助職（教員、
保育士、福祉職、看護職）への支援活動についても実践的研究を行い、臨床心理士養成のための
訓練・教育の軸ともなる事例検討やスーパーヴィジョンのあり方や実習について、教育方法や効果
について検討・考察を行っている。さらに実践として、山梨県糖尿病医療学研究会に所属し、医療
従事者との事例検討に参加、また認定こども園での子育て支援活動により子育て中の母親への支
援、関わる保育者支援などを通して地域支援活動を行い、研究成果を論文にまとめている。

⑥高橋寛子．2015．大学院におけるスーパーヴィジョンの現状と課題．山梨英和大学大学院ＦＤ研修会口頭
発表

授業評価アンケートにより、講義科目においても演習科目においても、満足度が高いことが明らかになってい
る。学生・大学院生の自由記述欄に、「深く考えさせられる授業であった」「難しいテーマだがわかりやすく説明
されていた」など肯定的なものが多数であった。今後の検討事項としては、より学生同士のディスカッションが
活性化するような工夫を行っていくことが必要であると考えている。

⑩高橋寛子・得丸さと子．　2011．セラピストの「実践知」を言葉に開く　－「象徴的定位」（Symbolic-
Orientation）が創出されるまで－．日本人間性心理学会第30回大会口頭発表．

担当授業科目

＜2020年度＞
学部：基礎ゼミナール、専門ゼミナール、心理学的支援法Ⅰ、芸術と心理療法、心理演習Ⅰ、卒業
研究
大学院：　臨床心理面接特論、臨床心理実習ⅠA、臨床心理実習ⅠB、臨床心理実習ⅠC、臨床心
理事例検討、心理療法特論Ⅱ、修士論文

「芸術と心理療法」では、人が生きる営みに深く沿う心理療法の世界について、人間文化学の観点を含みつつ
芸術や表現との接点を切り口として考察を深める。本講義においては心理療法を芸術や表現の視点から読
み解き，人が生きる上で表現するとは何か，どのような意味を持つのかについて，事例も提示しながら考えて
いく。
本授業では、到達目標を （１）心理療法（人間）にとっての表現することの意味と機能について説明することが
できる。（２）心理療法（人間）の創造性における言語的表現と非言語的表現の働きについて説明できる。（３）
心理療法における表現を通してセラピストとクライエントの「関係性」を読み解くことが出来る、に置き、教員自
らの心理臨床実践を踏まえながら、学生自らが現代社会に生きる者としてこころのテーマについて考えること
のできる土壌とを育んでいく。

研究業績

研究の特徴

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

①ＦＤ研修会議に参加し、授業へと還元することができた。双方向の授業展開を心掛け、Google classroomを
全授業において有効活用している。また、毎回授業後の感想シートを授業展開に活かすことを心掛けている。
さらに心理臨床教育やスーパーヴィジョンの在り方や効果、ケースカンファレンスの持ち方などについて実践
的研究を行い知見の共有に積極的に取り組んでいる。

②心理臨床教育の方法論の実践と研究を行っている。学部・大学院において、心理臨床家育成のための教
育方法としてTAE(Ｔhinking At the Edge)を導入し、新たな教育改善として研究発表も行っている。

③大学院の事例検討の持ち方、スーパーヴィジョンのあり方について、さらに実習授業の評価基準作成など
について、学生への調査なども行いながら他の教員と協働しながら、よりよい教育改善のための活動にあたっ
ている。

教
育
能
力
に
対
す
る

評
価

1987年～2010年

・大学学生相談専任カウンセラーとして、主に青年期の教育臨床における心理臨床実
践と事例研究を行ってきた。また、、学内教職員にむけての啓蒙的教育活動や、精神
的健康における予防活動、学生支援システムの構築に向けて実践と研究とを積み重ね
てきた。さらに、他職種（看護職、福祉職、教員）との連携システムづくり・キャンパス全
体を視野に入れた実践活動を行い、研究発表や論文執筆を行った。

⑦坂井新・○高橋寛子・日下紀子・田中久美子・北岡美世香・河本緑．2012．“生きた体験”に基づく現場実習
指導の在り方～心理臨床実践指導者へのインタビュー調査から考える～．日本心理臨床学会第31回大会口
頭発表．

教
育
改
善
活
動
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（１）著書 

（２）学術論文

1．高橋寛子（2018）心理臨床教育における体験の言語化とその意義　―TAEの‘Dipping＆Crossing’による俯
瞰化・普遍化・構造化－．山梨英和大学紀要第16号　1-14．（査読あり）

2.高橋寛子（2018）心理臨床大学院でのスーパーヴィジョンと体験の言語化における課題　心理臨床スーパー
ヴィジョン学第4号．22－26．（査読なし）

4．高橋寛子（2016）心理臨床における危機　-思春期・青年期における学校臨床での危機と持ち堪える能力-
臨床心理事例研究第43号京都大学大学院教育学研究科心理教育相談室紀要　11-13.（査読なし）

3．高橋寛子（2017）フォーカシングによる傾聴と『身体知』の活用　Monthly Book MEDICAL REHABILITATION
№208　リハビリテーションに役立つ心理療法　23-29．（査読なし）

8．高橋寛子　(2013）　学生相談における喪失との関わり　－親との死別体験を扱った複数事例からの実践的
考察－　京都大学大学院教育学研究科紀要第59号　457-469.　(査読あり）

5．森稚葉・○高橋寛子（2016）子育て支援ボランティアスタッフにとっての臨床心理士との協働体験
山梨英和大学紀要第14号　34－42．(査読なし）

9． 高橋寛子　(2013）「見えるもの」への関わりと「見えないもの」への関わり　－学生相談カウンセラーの「身
体的実感」を手がかりとして－　法政大学学生相談室年報第44号　38－46．(査読なし）

10． 高橋寛子　（2012）心理臨床における曖昧さとそこにとどまる能力－‘Negative Capability’と‘暗在性’
（The Implicit）からの考察－京都大学大学院教育学研究科付属臨床教育実践研究センター紀要 第16号 65-
76.　(査読なし）

7．高橋寛子　（2014）　『セラピストTAEによる実践から研究への推進過程　―グループセラピストTAEを巡って
―』　TAE質的研究　国際シンポジウム報告書　104－110． .(査読なし）

2010年～2012年

・京都大学大学院教育学研究科博士後期課程　臨床実践指導学講座　に在籍し、長年
の心理臨床実践を基軸としながら、心理士養成に関わる諸問題について、特にスー
パーヴィジョン・事例検討について研究を行ってきた。また心理臨床事例の研究法に関
する研究として、新たな質的研究としてのTAE(Thinking At the Edge)の適用について、
実践研究を進め、数編の単著論文を執筆し、心理臨床実践と教育に関する共同研究を
もとに学会発表を行った。

2013年～現在

山梨英和大学専任教員として、教育臨床での実践や研究を推し進めている。青年期の
身体的実感を賦活させ主体的自己表現、他者との関係の構築を促進するための手掛
かりとして「体験過程やTAE（Thinking At the Edge)をいかに活用していくか」 に関する
研究を進めてきたが、現在は、心理士養成のための臨床心理実習、スーパーヴィジョ
ン・事例検討などにおいて実践的教育法や効果についての研究を積み重ねている。ま
た、地域支援の一環として、子育て支援に関わり、地域で保育士・保健師・子育て中の
母親などにむけての講演会や研修会講師として携わっている。

４．高橋寛子 （2010）　第5話　傷みの通過点　『12人のカウンセラーが語る12の物語』　杉原保史・高石恭子
編　ミネルヴァ書房　95-117.

５．高橋寛子　（2009）　風景構成法の事例研究第１節　「ある摂食障害女性の心理療法過程」　現代のエスプ
リ『風景構成法の臨床』　皆藤章編　ぎょうせい　155-181．

６．皆藤章・○高橋寛子・川㟢克哲　（2009）　風景構成法の事例研究　第２節　ケースカンファレンス　現代の
エスプリ　『風景構成法の臨床』　皆藤章編　ぎょうせい　182-202.

７．高橋寛子　（2004）　『カウンセリング大事典』　小林司編　新曜社　「イラショナル・ビリーフ」「内潜的条件づ
け」「キャリアガイダンス」「結婚」の項目を担当

6．坂井新・〇高橋寛子・日下紀子・田中久美子・北岡美世香・河本緑　（2015）　心理臨床実践指導者に必要
とされるもの　-実習指導から臨床実践へ－　心理臨床スーパーヴィジョン学創刊号　91-99.（査読あり）

11．高橋寛子　(2012）身体的実感と自律性とを育む学生相談　－自己臭を訴える女子学生の喪失へのかか
わりから－　学生相談研究第33巻1号　1-12.　(査読あり・原著論文）

研
究
経
歴

研
究
実
績

１．高橋寛子　（20１6 ）　12章　心理臨床の「実践知」から言語化へのプロセス　『「主観性を科学化する」質的
研究法入門』　末武康弘・諸冨祥彦・得丸智子・村里忠之編　金子書房　190－203．

２．高橋寛子　（2015）　第3章　身体的実感を育む－「隠す」関係から「感じあう」関係への心理教育的支援『学
生相談から切り拓く大学教育実践－学生の主体性を育む－』　窪内節子監修　設樂友崇・高橋寛子・田中健
夫編著　　学苑社　43－64．

３．高橋寛子　（2012）　第6章　学外実習・留学・インターンシップ－教育機関としての責任と個人の学ぶ権利
－　　 『学生相談と発達障害』　高石恭子・岩田淳子編著　学苑社　115－135．
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（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

【報告書】

2018年 3月

2016年 10月

2014年 3月

2013年 10月

2013年 9月

2012年 3月

2011年 3月

2010年 3月

2010年 12月

2009年 3月

2009年 3月

2009年 3月

2009年 3月

2008年 3月

2008年 3月

2008年 3月

2003年 3月

【国際会議発表、学術論文査読】

2019年度

2018年度

2017年度

2015年度

2015年度

2013年度

シンポジウム『私が実践するスーパーヴィジョン』　皆藤章・高橋靖恵・浅田剛正・浦野エ
イミ・　　高橋寛子・鍛冶美幸・岡村裕美子他．心理臨床スーパーヴィジョン学第4号．30
－43．

セラピストの危機状況とセラピストフォーカシングによる変容プロセス
日本人間性心理学会第32回大会プログラム・発表論文集, 50-51.

15．高橋寛子　(2003）学生相談における“つなぐ場”としての役割　－対人関係に障害をもつ学生とのかかわ
りから－　学生相談研究　第23巻31号　253-263．（査読あり）

『学生相談研究』(日本学生相談学会誌)　事例研究論文、1論文の査読担当。

山梨英和大学後援会報『かけはし』サイコロジカル・サービス領域執筆

12．高橋寛子　（2011）セラピストの「実践知」を言葉へと開く試み－「TAE」（Thinking At the Edge）の心理臨床
実践研究への適用‐京都大学大学院教育学研究科付属臨床教育実践研究センター紀要 15号　69-82.(査読
なし）

13． 高橋寛子　(2007）私の学生相談－21年間の歩みを振り返って－　学生相談研究　第28巻2号　143-156．
（査読なし、編集委員会からの依頼論文）

14．上野容子・山本洋子・〇高橋寛子　(2005)　学生相談の歩みと今後の展望　東京家政大学研究紀要第４５
集（１）人文社会科学　高橋寛子執筆分　192-196．(査読あり）

高橋寛子・青井純子・鈴木陽子．面接・受付・コミュニティルームの連動と協働．東京家
政大学保健センター報告書第１号．47－50．

16．高橋寛子　（2003）　現実的な問題と並行して内的課題に取り組んだ女子学生の事例　－さまざまな“支
え”を通して－　大正大学臨床心理学専攻紀要　第６号　35-55．（査読あり）

17．高橋寛子　（1992）　女子学生におけるSelf-Imageと進路成熟との関連に関する一研究　上智大学カウン
セリング研究所紀要第14号　8-21.(査読あり）

山梨英和大学　チャペルだより第17号　『人生への出立』　執筆

山梨英和大学後援会報　『かけはし』　基礎ゼミだより執筆．

『事例から学ぶ技法と理論』 ． 第49回全国学生相談研修会報告書
『コミュニケーション能力を高める心理教育』． 第48回全国学生相談研修会報告書．28
－29．
『フォーカシングの基礎と応用』 ．第47回全国学生相談研修会報告書．34－35．

「社会人大学院生から」．京都大学大学院教育学研究科ニュースレター．

学生相談室と教職員との連携について－狭山キャンパスにおける事例と教員へのアン
ケート調査から－東京家政大学保健センタ－学生相談室報告書第2号20-28.

『心理臨床学研究』（日本心理臨床学会誌）　研究論文、1論文の査読担当。

学生支援における学内連携と協働に向けて．東京家政大学保健センター報告書第１
号．9－17．

『certification weeklong に参加して』．日本フォーカシング協会ニュースレター．

『京都大学大学院教育学研究科紀要』（京都大学）研究論文、1論文の査読担当。

『北里大学薬学部学生相談室開室20周年に寄せて』．北里大学薬学部学生相談室活
動報告書20周年記念号．pp．13．

『事例から学ぶ技法と理論』．第46回全国学生相談研修会報告書．48－49．

教員と学生相談室との連携事例について．東京家政大学保健センター報告書第2号．9
－12．

『インテーク』．第45回全国学生相談研修会報告書．28－29．

『人間性心理学研究』（日本人間性心理学会誌）　事例研究論文、1論文の査読担当。

『心理臨床学研究』(日本心理臨床学会誌）事例研究論文1論文の査読担当。

『人間性心理学研究』（日本人間性心理学会誌）　事例研究論文、1論文の査読担当。
『学生相談研究』（日本学生相談学会誌）事例研究論文、1論文の査読担当。

研
究
実
績
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2010年度

2008年度

特になし

2019年 9月

2018年 ９月

2018年 ３月

2017年 11月

2017年 ９月

2017年 9月

2017年 4月

2016年 8月

2013年 9月

2013年 ３月

2012年 12月

2012年 9月

2011年 12月

2011年 10月

2011年 5月

2009年 5月

2008年 1月

2007年 10月

2007年 5月

2006年 11月

2002年 5月

高橋寛子．（2017）．日本人間性心理学会第36回大会自主企画　企画者・話題提供者．
『Presence＝Being with＝Unconditional positive regardという構造を考える』

梅津碧・〇高橋寛子．（2017）．日本人間性心理学会第36回大会　口頭発表
『子育て支援センターを利用する母親の育児体験への一考察－高齢出産女性を中心と
して』

北原可奈子・〇高橋寛子．（2017）．日本心理臨床学会第36回大会口頭発表『対人援
助職の感情体験に関する研究－“触れられない感情”に着目して－』

『学生相談研究』（日本学生相談学会誌）事例研究論文、2論文の査読担当。

高橋寛子．（2016）．日本人間性心理学会第35回大会　口頭発表
『TAEを用いた体験の言語化とその意義；大学院生の病院実習体験の深まりと構造化』

高橋寛子.（2012)．セラピストTAEによる実践から研究への推進過程　―グループセラピ
ストTAEを巡って―．第１回TAE質的研究国際シンポジウム口頭発表．

『学生相談研究』(日本学生相談学会誌)　事例研究論文、1論文の査読担当。

高橋寛子．2017．「心理臨床教育におけるＴＡＥの意義－体験の俯瞰化から普遍化・構
造化へ－」．第３回ジェンドリン学会・TAE質的研究シンポジウム合同大会．口頭発表

高橋寛子．（2018）．第4回TAE質的研究シンポジウム　招聘講演　『専門家養成に役立
てるTAE ―セラピスト養成―』

高橋寛子．（2013）．日本人間性心理学会第32回大会自主シンポジウム口頭発表　『危
機対応におけるセラピストフォーカシングの可能性　－リスナー／ガイド体験から－』

木下直紀・天下谷恭一・堀川聡司・河野一紀 ・日下紀子・水野綾香・中藤信哉・坂井
新・○高橋寛子・田中久美子・山口昂一．(2013)．精神分析的心理療法の効果研究に
ついての展望．卓越した大学院拠点形成支援国際フォーラム　ポスター発表．

坂井新・○高橋寛子・日下紀子・田中久美子・北岡美世香・河本緑.（2012）．“生きた体
験”に基づく現場実習指導の在り方　～心理臨床実践指導者へのインタビュー調査から
考える～．　　日本心理臨床学会第31回大会口頭発表．

高橋寛子．「セラピストTAEの心理臨床実践研究への適用とその意義」．日本ジェンドリ
ン学会第1回大会ラウンドテーブル口頭発表．

高橋寛子・得丸さと子．（2011）．セラピストの「実践知」を言葉に開く　－「象徴的定位」
（Symbolic-Orientation）が創出されるまで－．日本人間性心理学会第30回大会口頭発
表．
高橋寛子．（2011）．多彩な身体症状を訴える女子学生との面接過程－母との一体感
からの解放．日本学生相談学会第29回大会ワークショップ　―実践から研究へ―　口
頭発表．

高橋寛子．（2008）．様々な身体症状を訴える女子学生の事例．第41回全国学生相談
研究会議　事例発表

高橋寛子・山本洋子・青井純子．(2007)．新入生に対するメンタルヘルスチェックリスト
の結果分析～女子学生の19年間の変化について～．第45回全国大学保健管理研究
集会ポスター発表．

高橋寛子．（2007）．さまざまな自傷行為をくり返しながら成長を遂げた女子学生の事
例．日本学生相談学会第25回大会ワークショップ事例発表

高橋寛子．（2002）．学生相談における“つなぎの場”としての役割．日本学生相談学会
第20回大会口頭発表

高橋寛子（2019）第38回日本人間性心理学会　シンポジウム『交差概念の拡張につい
て考える』　企画者・話題提供者

高橋寛子．（2009）コミュニティルームを拠点とした学生支援活動の変遷と意義 ．日本
学生相談学会第27回大会ワークショップ事例発表

高橋寛子．（2006）．気持ちとからだが切れていると訴える摂食障害の女子学生の事例
第44回全国学生相談研修会事例発表

高橋寛子（2018）第37回日本人間性心理学会自主企画企画者・話題提供者　『ジェンド
リンの「交差」概念を多面的に検討する－生命体における交差現象から言葉と状況の
交差まで』

競争的資金採択課題

【学会発表】

続き

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加
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2000年 5月

1996年 5月

1992年 5月

2014年 5月

2013年 9月

2010年 5月

2009年 5月

2009年 5月

2008年 5月

2019年～
現在

2015年～
現在

2013年

2012年

2012年

2011年

2007年

【学会等の役員参加】

日本学生相談学会第32回大会　ワークショップ講師
『セラピストのためのフォーカシング』

日本学生相談学会第28回大会　研究発表座長

木下直紀・天下谷恭一・堀川聡司・河野一紀 ・日下紀子・水野綾香・中藤信哉・坂井新
・○高橋寛子・田中久美子・山口昂一．(2013)．精神分析的心理療法の効果研究につい
ての展望．卓越した大学院拠点形成支援国際フォーラム．

日本人間性心理学会第32回大会　研究発表座長

橋口英俊・山本洋子・〇高橋寛子．（1992）．メンタル・ヘルス・インベントリーに関する研
究　　（その１）（その２）．日本カウンセリング学会第25回大会口頭発表．

第28回日本心理臨床学会春季大会　ワークショップ講師
『セラピストのためのフォーカシング』

坂井新・○高橋寛子・日下紀子・田中久美子・北岡美世香・河本緑.（2012）．共同研究。
“生きた体験”に基づく現場実習指導の在り方についての研究を行い、心理臨床実践指
導者へのインタビュー調査と質的分析とを行った。その成果について、日本心理臨床学
会第31回大会（2012）において、共同発表を行った。

高橋寛子・田中久美子（2012)共同研究：セラピストTAEによる実践から研究への推進過
程について共同研究を行い、「グループセラピストTAE」によって生じた様々なプロセス
や相互作用について検討した。その成果を第１回TAE質的研究国際シンポジウム（２０
１２）で発表した。
高橋寛子・得丸さと子．（2011）．共同研究：セラピストの「実践知」を言語化する試みを
行い、共同研究としてセラピストTAE(Thinking At the Edge)を実施し、「象徴的定位」
（Symbolic-Orientation）を中核とした独自の言語の創出と概念が抽出された。その経
過と新たな質的研究法についての考察を、日本人間性心理学会第30回大会において
発表した。

高橋寛子・橋口英俊．（1996）．REBTの効果に関する研究Ⅰ－対人恐怖症の女子学生
の事例－（その１）（その２）．日本カウンセリング学会第29回大会口頭発表

日本学生相談学会第２６回大会　研究発表座長

日本学生相談学会第27回大会　事例研究発表座長

＜大学院研究指導・修士論文題目＞
・2020年度：1名の修士論文指導を担当
・2019年度：2名の修士論文指導を担当。
・2018年度：4名の修士論文指導を担当。
・2017年度：1名が、2016年度：3名が修士論文を提出し、その指導を行った。
・2019年度修論：「心理臨床家のイニシエーションに関する研究：「心理士になる」ことの内的な体験に着目し
て
・2018年度修論：「青年期後期における家族関係の捉え方の変化に関する研究：一人暮らし経験の有無に着
目して」　「心理臨床家のクライエント理解にメタファーが果たす役割：“よく考え，感じることから紡ぎ出される
言葉」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・2017年度
修論「若年無業者が無業状態を抜け出すに至った心理的プロセスとその要因　－“とまり木となる他者”に着
目して－
・2016年度修論　「障害者支援施設職員の感情への対処に関する研究-対人援助職の“触れられない感情”
に着目して」　「子育て支援センターを活用する母親の育児体験への一考察-高齢出産女性を中心として-」
「中年期母親の子離れ体験に関する研究；心理的子離れ体験の語りからの分析」
いずれもフィルードワークをもとにした実践的研究である。
・2015年度修論：「学校生活における“居ずらい感”とその抱えの様式に関する研究」
・2014年度：「青年期における日常的な解離体験の意味づけに関する研究」、「屈折した甘えが青年期の自立
に及ぼす影響」
・2013年度：「青年期における被受容感と対象関係の関係について：質問紙と母子画による検討」「一般女子
学生における摂食障害傾向と家族関係に関する一考察」（副査として審査）

高橋寛子．（2000）復学学生を中心としたサポートネットワークへの試み．日本学生相談
学会第18回大会口頭発表

高橋寛子・山本洋子・青井純子．(2007)．共同研究：大学新入生に対するメンタルヘル
スチェックリストの結果分析に関する共同研究を行った。女子学生の19年間の変化に
ついて統計的に分析し、その成果について、第45回全国大学保健管理研究集会
（2007）においてポスター発表を行った。

セラピスト・フォーカシングの対人援助職への効果に関する共同研究

高橋寛子他8名．山梨大学地域未来創造センター　ＣＯＣ∔部門　子育て支援コース担
当として共同研究・教育及び支援活動に携わっている。
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2019年度

サービス活動業績

①山梨英和大学大学院において、大学院生および特別研修生、修了生に向けてスーパーヴァイ
ザーとしてケーススーパーヴィジョンを個別面談で実施し、１回1時間のスーパーヴィジョンセッショ
ンを毎週4セッション（4時間程度）担当し、心理臨床の実践的指導を行っている。これらは毎年、年
間約150回～200回（200時間）となる。これらは、心理臨床家を育てるための中核となる臨床実践
指導であるため、大学院生個々の課題に沿い、ケースごとに合わせてきめ細かな指導を心掛けて
いる。（2013年度～現在）

②2019年度は大学院生の修士論文指導2名を担当している。また2018年度は山梨英和大学大学
院修士課程3名、放送大学大学院修正課程1名、計4名の研究・論文指導を行った。各自の研究
テーマを深め修士論文執筆に向けての研究指導を担当している。（2013年度～現在）

③2013年・2018年と二度にわたり、甲信・中部地方の5大学院（愛知教育大学大学院、岐阜大学大
学院、信州大学大学院、静岡大学大学院、山梨英和大学大学院）大学院生約40名に対して心理
臨床に活かすためのセラピストフォーカシングの講義・実習を行った。さらに、大学院修了生に向け
ても、個人スーパーヴィジョンや研修会、事例検討会講師などの機会を通して、後進の指導に当
たっている。

⑤神奈川大学大学院においてクリニカルスタッフとして臨床心理専攻の大学院生の臨床実践指導
を3年間て行った。インテーク面接指導、ケースカンファレンスなど実践指導によって臨床心理士と
しての基礎的能力の土台を築くための個別指導を行った。また、「臨床面接技法」に関する実践的
教育を担当し、「フォーカシング」「描画法」を用いた実践的な個別セッションによる指導を行った。
2017年度から放送大学大学院において特任教授として、修士論文・研究指導、論文審査などに携
わり、1名の修士課程大学院生の研究指導に当たった。

研
究
能
力

に
対
す
る

評
価

・長年の学生相談心理臨床実践における大学コミュニティのシステムづくりや連携への貢献に高い評価を得
て、2006年に日本学生相談学会から奨励賞（実践活動奨励賞）を授与された。　前勤務校においては、保健セ
ンター学生相談室　専任カウンセラーとして主任カウンセラーを命じられ、2010年まで学内組織の管理や中核
的実務を担い、他職種との協働を担い、多くの非常勤カウンセラーのまとめ役として機能した。

2019 年度は、以下の学内（外）委員会活動の委嘱を受け活動している
・サイコロジカル・サービス領域長
・教務担当主任
・大学経営協議会委員
・大学運営評議会委員
・大学中長期計画実行委員会委員
・大学評価・改革推進会議委員
・学生サービス部運営委員会委員
・ハラスメント調査委員長
・学生パソコン検討委員会委員
・アッセンブリ―検討委員会委員
・三英和合同企画プロジェクトチームメンバー
・心理臨床センター管理運営委員会委員
・学部入学者選抜委員会委員
・大学院入学者選抜委員会委員
・大学院FD・SD推進委員会委員
・危機管理委員会委員
・カリキュラム検討委員会委員
・宗教委員会委員
・宗教主任選考委員会委員長
・心理臨床センター管理運営委員会委員
・山梨英和COC＋推進委員会子育て支援部門委員
・山梨英和学院評議員

④山梨英和大学大学院において、「臨床心理実習」「事例検討」「臨床心理面接特論」「心理療法特
論Ⅱ」などの授業を担当し公認心理師・臨床心理士を育成している。また、精神科医療機関や地域
の中高などで外部実習指導をおこなっている。加えて、カウンセラーに必要とされる傾聴訓練や面
接技法に関する実習を行い、対人援助職に必要とされる基礎的人間力の育成を行っている。
（2013年度～現在）

大学院生指導
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2018年度

2017年度

2016年度

2015年度

2020年度

2019年度

2018年度
学部では、2年生～4年生まで19名のアドバイザーを担当。うち3名は留学生である。また、大学院
修士課程では、1年生1名、2年生2名、特別研修生1名計4名のアドバイザーを担当し、学業・研究
指導と並行して、学生生活・進路など修学面での支援や指導を行っている。

学部では、2年生～4年生まで16名のアドバイザーを担当。うち１名は留学生である。また、大学院
修士課程では、1年生1名、2年生１名、特別研修生1名計３名のアドバイザーを担当し、学業・研究
指導と並行して、学生生活・進路など修学面での支援や指導を行っている。

「宗教委員会委員」、「大学院入試委員」、「大学院ＦＤ推進委員会委員」、「心理臨床センター紀要
編集委員」　として、学内各種委員会で活動した。
その他、２０１３年１１月「クリスマス点火祭のメッセージ」、２０１３年１２月「クリスマス礼拝司式」を
担当し、「チャペルだより」の執筆なども行った。

以下の学内（外）委員会活動の委嘱を受け活動している。
・「サイコロジカル・サービス領域連絡者」
・「宗教委員会委員」　「クリスマス礼拝司式」
・「学長選考委員」
・「宗教主任選考委員」
・「ＣＯＣ＋　子育て支援部門　担当」
・山梨英和学院評議員

以下の学内（外）委員会活動の委嘱を受け活動している
・サイコロジカル・サービス領域長
・宗教委員会委員
・心理臨床センター管理運営委員会委員
・山梨英和COC＋推進委員会子育て支援部門委員
・大学院入学選抜者会議委員
・大学院ＦＤ推進委員会委員
・山梨英和学院評議員

2018年度は、以下の学内（外）委員会活動の委嘱を受け活動している
・サイコロジカル・サービス領域長
・教務担当主任
・大学経営協議会委員
・大学運営評議会委員
・大学中長期計画実行委員会委員
・大学評価・改革推進会議委員
・学生サービス部運営委員会委員
・ハラスメント調査委員長
・心理臨床センター管理運営委員会委員
・学部入学者選抜委員会委員
・大学院入学者選抜委員会委員
・大学院FD・SD推進委員会委員
・危機管理委員会委員
・カリキュラム検討委員会委員
・宗教委員会委員
・心理臨床センター管理運営委員会委員
・山梨英和COC＋推進委員会子育て支援部門委員
・山梨英和学院評議員

①（2013年～現在）　山梨英和大学大学院において、大学院院生に向けてスーパーヴィジョンを年
間150～200時間程度担当している。修了生に向けても個人スーパーヴィジョンやグループスー
パーヴィジョン、研修会講師などを務め、後進の育成に取り組んでいる。担当ケースが安全に意味
あるプロセスをたどれるよう、実践的指導を行いながら後進の育成に積極的に関与し、自身の心理
臨床活動や研修にも時間を割くことを自らに厳しく課している。

学内では以下の役割の委嘱を受け、活動した。
・心理臨床コース・コースコーディネータ
・社会連携センター委員会委員
・宗教委員会委員
・学生サービス部委員会委員
･ＣＯＣ＋子育て支援部門　担当
・大学院入試委員

2014年度
「心理臨床コースコーディネータ」　「宗教委員会委員」　「学生サービス部運営委員会委員」　「入試
委員会委員」など各種委員会の委嘱を受け、活動した。

2013年度

学部では、1年生17名、3年生11名、4年生4名計32名のアドバイザーを担当。うち1名は留学生であ
る。また、大学院では2年生1名、特別研修生1名計2名のアドバイザーを担当している。

後進育成活動実績

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活
動
実
績

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績
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2019年 10月

2018年 10月

2017年 11月

2017年 10月

2016年 11月

2016年 ４月

2011年 6月

2010年 12月

（２）出前講座

2020年 7月

2020年 6月

2019年 11月

2019年 7月

2018年 9月

2018年 8月

2018年 7月

2017年 10月

2017年 7月 山梨英和大学大学院オープンキャンパス模擬授業

2017年 6月

2016年 7月 あさなぎクリニック　臨床心理研修会講師

2016年 10月

2016年 10月

2015年 10月

2015年 10月

2015年 8月

2015年4
月～現在

2014年 7月

山梨英和中学高等学校PTA教養講座講演会講師
　『中高生の心理と親の関わり　－よりよい親子関係を築くには？－』

後進育成活動実績

星槎国際高等学校甲府校　模擬授業

山梨英和大学　オープンキャンパス模擬授業

山梨県教育庁主催　高校教職員メンタルヘルス研修会講師　　『今日から始められる！
こころのセルフケア』

②神奈川大学大学院において、臨床心理士を目指す大学院生のスーパーヴィジョンを担い、臨床
家としての基盤づくりに関与した。（2010年～2013年）

③フォーカシング個別指導、セラピストフォーカシングセッション、フォーカシングワークショップなど
で公認心理師・臨床心理士を目指す大学院生や現役心理士の育成やスーパーヴィジョンに携わっ
てきた。（2002年度～現在）。また、地域の臨床心理士や本学大学院修了生に向けて研修機会を
提供するなど、積極的に後進の育成に関与している。

④民間カウンセリングセンターにおいて、臨床心理士へのスーパーヴィジョンを行い、若手～中堅
臨床心理士の育成に継続的に関与している。（2010年～現在）

山梨英和大学大学院オープンキャンパス模擬授業　「はじめてのフォーカシング」

山梨県立甲府昭和高校主張講義『臨床心理学 －からだからのメッセージを聴くとは?
－』

山梨英和大学院修了生ネットワーク研究会　事例検討会講師

山梨英和大学　オープンキャンパス模擬授業

山梨英和大学　高校生談話室　ビデオ模擬授業

山梨県笛吹市『子育て支援センターえいわ』臨床心理士として子育て中の母親への支
援・心理面接・講演会・研究活動

山梨英和大学大学院　オープンキャンパス　ビデオ模擬授業

山梨県立甲府昭和高校出張講義　『心とからだのメッセージを聴く』

山梨英和大学大学院生修了生研修会講師（『セラピストのためのフォーカシング』）

山梨英和大学大学院オープンキャンパスにおける模擬授業

山梨県臨床心理士会子育て支援委員会主催　研修会・講演会講師。
『支援するこころ、支援されるこころ　～支援者がいきいきと元気でいるために～　』
一般者に対する講演とともに臨床心理士らに向けて研修会講師を務めた。

北杜市子育て世代包括支援センター　子育て応援フェスタ　講演会講師

山梨県笛吹市　保育所（園）職員研修　講演会講師。
『子育て支援・親支援  ～切らない支援・つなぐ支援に向けて～』　と題して、
笛吹市保育園園長・保育士ら約200名に向けて講演会講師を務めた。

山梨県立甲府城西高校 模擬授業『臨床心理の世界』

（１）講演会

埼玉県臨床心理士会　東日本大震災支援特別プロジェクト研修会講師
『震災支援者のためのセラピスト・フォーカシング』

中部地区臨床心理5大学院研究会　臨床心理演習講師　『フォーカシングを臨床に活か
す』

山梨英和大学　高校生談話室話題提供者　「心理臨床の世界をワークで体験してみよ
う！」

埼玉県学校臨床心理士研究会　東部地区研修会講師
『スクールカウンセラーのためのセラピスト・フォーカシング』

社
会
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山梨県教育庁主催　高校教職員メンタルヘルス研修会講師　　『今日から始められる！
こころとからだのセルフケア』

山梨県立巨摩高校　出張講義
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2014年 2月

2013年 １１月

2013年 10月

2013年 9月

2012年 1月

2011年 11月

2010年 10月

2009年 11月

2008年 11月

2008年 11月

2007年 11月

2005年～
2003年

2003年 8月

（３）公開講座

2019年 11月

2018年 10月

2015年 6月

2014年 10月

2014年 10月

（４）学外審議会・委員会等

なし

（５）その他

2020年～
現在

1月～現在

2015年～
現在

2012年 1月

2011年 3月～8月

2011年 5月～

2009年
7月～現

在

2010年 5月

2003年 ～現在

山梨英和大学メイプルカレッジ講師　対人援助職に役立つ臨床心理学
『対人援助職のためのセラピストフォーカシング』

第46回全国学生相談研修会講師　『事例から学ぶ理論と技法』

「対人援助職のためのセラピストフォーカシング　ワークショップ」講師

第45回全国学生相談研修会講師　『インテーク』

大正大学文学部臨床心理学科「臨床心理学技法演習」「技法テーマ研究B」ゲスト講師

池袋カウンセリングセンターにおいて、臨床心理士として心理面接を行い、臨床実践お
よび若手臨床心理士へのスーパーヴィジョンをおこなっている。

「対人援助職のためのセラピストフォーカシング　ワークショップ」講師
（主催：フォーカシングトレーナーズ）

日本精神技術研究所フォーカシングセミナー（ベーシックコース・アドバンスコース）講師

中部地区臨床心理5大学院研究会　臨床心理演習講師『フォーカシングを臨床に活か
す』

日本聖書神学校において「青年期と摂食障害」についての講義

山梨英和大学　メイプルカレッジ講師　『こころのメッセージを聴く』　連続講座

第47回全国学生相談研修会講師　『フォーカシングの基礎と応用』

山梨県糖尿病医療学研究会　事例検討会

山梨県県民コミュニティカレッジ（地域ベース講座）「サイコロジー・トュデイ」講師
第5回「臨床と心理学の背景にあるもの」担当講師

埼玉県入間市健康福祉センター精神保健技術者研修会講師

京都大学学際融合教育研究推進センター分野横断プラットフォーム構築企画
心理臨床の知・哲学の知からの創造的意味生成へのプロセス－暗在性（the implicit）と
出会い体験するワークショップ－』　共同企画者・講師

東日本大震災緊急支援電話相談ボランティア相談員として活動。（日本臨床心理士会・
東京臨床心理士会・日本精神衛生学会共催）

京都大学大学院教育学研究科　「こころの支援室」東日本大震災震災支援者のための
電話相談相談員として活動

笛吹市子育て支援センター　臨床心理士として活動。子育て支援心理相談面接・スタッ
フ研修・母親支援などの活動を行っている。

山梨県立山梨高校　模擬授業

山梨英和学院高校　模擬授業

山梨英和大学メイプルカレッジ講師　対人援助職に役立つ臨床心理学
『対人援助職のためのセラピストフォーカシング』

日本聖書神学校「臨床牧会訓練」において「フォーカシング」に関する集中講義

山梨英和大学　メイプルカレッジ講師
『こころとからだの声を聴く　－初めてのフォーカシング体験講座－』　連続講座

第49回全国学生相談研修会講師　『事例から学ぶ理論と技法』

第48回全国学生相談研修会講師　『コミュニケーション能力を高める心理教育』
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①

③

②

専門的目標

専門的目標

成果と目標

③

最新データ入力日

①

学部教育においては、学力、コミュニケーション力低下という課題に向けて教育実践の
展開を図る。長年の心理臨床実践活かしつつ、知識のみならず全人的に「育て、育む」
教育の模索を試みつつ、他の教員との情報共有や共同研究に積極的に関与し、さらな
る発信に努める。

大学院において公認心理師・臨床心理士養成に関わる諸問題に対し、個別のきめ細や
かな指導とともに、カリキュラム全体を視野に入れつつ、効果的な教育システムづくりに
寄与する。

専門的成果

長年学生相談での心理臨床実践において、立ち上げから組織づくりを担い、他職種と
の協働・連携システム・予防的活動・事例研究の蓄積を通して、組織に生きる臨床心理
士として実践活動と理解とを深めてきた。また個別的支援にとどまらず地域への支援や
組織の活性化に関わり、体系だった実践研究の蓄積として論文執筆によって公刊され
た。

②

教育・司法・医療・福祉関連など多くの臨床現場での実践や臨床心理士・公認心理師教
育、他職種との連携の蓄積は、心理臨床センターでの臨床実践、大学院生や研修生へ
の教育、実習指導、組織運営に関与する際に十分活かされている。「臨床実践指導学」
という日本唯一の博士後期課程講座での学びや研究は、大学院教育のシステムづくり
に関与する基盤として活かされるとともに、「スーパーヴィジョン学」の展開を行ってい
る。

自身の研究テーマである、「暗在性」（the implicit）と「体験過程理論」の臨床適用とをさ
らに推し進める。大学・大学院教育（心理臨床教育）への活用や「体験の言語化」「対人
援助職支援」など実践研究を体系づけるとともに、学部・大学院の教育・実務への貢献
や地域支援にも惜しみなく貢献することを目標とする。

大学教育全体を視野に入れた授業づくりや人間教育への展開を模索している。これら
は、身体的実感を伴った学生・大学院生の主体性を伸ばす教育実践や研修システムに
活かされり、『学生相談から切り拓く大学教育』などの著書の編著などによって、広く世
に発信した。

2020年5月1日
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1982年 3月 山梨県立都留高等学校　卒業

1982年 4月 山梨大学教育学部特殊教育学科　入学

1985年 3月 山梨大学教育学部特殊教育学科　卒業

2013年 4月 東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程　入学

2015年 3月 東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程　修了

2015年 4月 東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻博士課程　入学

2018年 3月 東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻博士課程　修了

1985年 4月 医療法人回生堂病院　心理科　臨床心理技術者

1989年 6月 山梨県都留児童相談所　心理判定担当　非常勤心理判定員

1990年 4月 山梨県中央児童相談所　判定指導課　主事：心理判定員

1992年 4月 山梨県都留児童相談所　心理判定担当　主事・主任：心理判定員

1998年 4月 山梨県障害者相談所　知的障害担当　主任：心理判定員

2001年 4月 山梨県立精神保健福祉センター　副主査・主査：臨床心理技術者

2006年 4月 山梨県発達障害者支援センター　主査：臨床心理士

2009年 4月 山梨県中央児童相談所　診断育成課　課長

2013年 4月 山梨県福祉保健部子育て支援課　児童対策企画監

2015年 4月 山梨県都留児童相談所　所長

2016年 4月 山梨英和大学人間文化学部教授

2016年 4月 山梨英和大学大学院人間文化研究科兼任

年 月 特になし

年 月

年 月

1996年 日本心理臨床学会　正会員(現在に至る）

1998年 日本ロールシャッハ学会　正会員（現在に至る）

2000年 日本発達心理学会　正会員（現在に至る）

2005年 日本思春期青年期精神医学会　正会員（現在に至る）

2009年 日本児童青年精神医学会　正会員（現在に至る）

2004年 臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会　No11803)

2018年 公認心理師（No20370)

年 月

年 月

e-mail m.kobayashi@yamanashi-eiwa.ac.jp

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課地域移行・障害児支
援室　発達障害対策専門官

2011年 4月

実
務
経
験

資
格
・

免
許
・

特
許
等

所
属
学
会

専　任　教　員　職　務　業　績　集

受
賞
歴

所　属

人間文化学部人間文化学科
人間文化研究科臨床心理学専攻

専門分野

山梨英和大学

教授

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

生年（西暦）性別

女
　

１９６２年

職名

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏﾘｺ
小林　真理子

学
　
歴

臨床心理学取得学位称号 修士（社会福祉学）
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

　基礎ゼミナールでは、講義中の配慮や個別による支援が必要な学生が複数名おり、保健室や
学生相談室並びに図書室との連携をもって授業を進めてきた。専門ゼミナールにおいても、自身
のこころの課題をもちつつ、心理学に関心をもつ学生も多いため、学生自身の体験と臨床心理学
の知識とを繋ぎ合わせるとともに、新たな関心を研究へ結びつけていけるよう考慮しながら進め
ている。（現在教育方法についての確立はしていないが、アクテビティを用いたグループワークを
取り入れながらまずは進めている。）

　心理学系の授業においては、多くのアクティビティを取り入れ、多様なコミュニケーションを体験
してもらえるように配慮し、十分なウオーミングアップを行った。後半では、実践でも役立てるよう
ロールプレイや事例を多く取り入れての演習を行っている。

　公認心理師試験資格に必要な科目を複数持つことになり、福祉心理学や関係行政論など、こ
れまでの実務経験での事例を講義に多く盛り込めるものと思われる。

　「発達障害プラクティス　－子どもから大人までー」精神科治療学Vol 29 増刊号 　　障害者（児）
臨床心理学特論　において、テキストとして利用
  「障害者。障害児心理学」公認心理師の基礎と実践13　遠見書房　障害者・障害児心理学にお
いて、テキストとして利用

　2016年7月　「思春期・青年期臨床を教えること　児童福祉領域の臨床」　第29回大会　本思春
期青年期精神医学会　大会テーマ「思春期・青年期臨床を学ぶことと教えること」

障害児・障害者心理学および福祉心理学においては、これまでの臨床実践を踏まえて、事前学
習としてこれまでの経験や実例をあげて、見学実習にいく前の準備をしてもらう。支援のための
他機関連携や地域連携に視野をひろげていけるよう、さまざま心理臨床の領域の現在の課題や
将来像などについて最新のものを取り入れるように指導している。

教
育
改
善
活
動

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教
育
能
力

【教員間情報提供による授業改善】

○学生の「学び」への意欲、自主的な研究に向かうきっかけづくりを狙って、過去の授業計画・内
容の精査を教員間で行い、それぞれの専門分野での授業提供を行う方向である。また、特別な
配慮の必要な学生について、学生サービス部、保健室、学生相談室などと情報共有を行い、可
能な限り適切な支援に向けて取り組む方向である。

〇大学院の事例検討について、アセスメントの重視、面接の構造・方法についても再検討してい
く必要があると感じており、それに基づく専門科目の講義内容を再構成していこうと現在検討中
である。

教育 理念、 方針、 方法

　大学教育において、専門についての理論や必要な技術を習得することはまずは基
本であり、重要である。一方、学校（school)は、古代ギリシア語で(schole　スコレー）で
その意味は暇であり、最高の暇つぶしの場所であるとも言える。最高の暇つぶしは、
「学び」とは何かを問いながら、学び方を学ぶことであると考え、この二つのことに豊か
な時間が費やせることが大切である。
　教育の方法としては、これまでの対人援助職としての実践知と培った技術を教育の
場に取り入れ、生き生きとした実践と理論の統合を図れるようにしたい。また、実践の
場での支援の現状と課題を明らかにし、学生たちが新しい発見をでき、研究内容への
関心を深められるよう心掛けている。

教育業績

担当授業科目
2020年度　【学部】専門ゼミナール、障害者・障害児心理学、福祉心理学、関係行政
論、卒業プロジェクト　【大学院】障害者（児）臨床心理学特論、臨床心理基礎実習、臨
床心理実習、修士論文
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

（１）著書

10．近藤直司　小林真理子他　（2009）　アスペルガー症候群とひきこもり　　『別冊発達30　アス
ペルガー症候群の子どもの発達理解と発達援助　榊原洋一編著』　ミネルヴァ書房　pp.158-165

8．小林真理子　（2014）　学齢期・思春期に利用できる制度と社会資源　『精神科治療学　Vol 29
増刊号　発達障害ベストプラクティス　子どもから大人まで』　「精神科治療学」編集委員会　星和
書店　pp.211-214

研
究
実
績

研究の
特徴

研
究
経
歴

1．小林真理子（2020）「精神障害者への必要な支援」　公認心理師の基礎と実践13　障
害者・障害児心理学　遠見書房　pp147～167

2005年～2010年　ひきこもりや発達障害（児）者に関しての支援技術

2011年～2013年　発達障害（児）者の支援システム

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

 2．小林真理子（２０１９）　第2章３発達障害　二訂　介護職員初任者研修テキスト第２巻　人間と
社会・介護２　一般財団法人長寿社会開発センター　ｐｐ376～381

1989年～2015年までは地方公務員（2011年～2012年国家公務員）心理専門職として、対人援助
職や福祉行政に従事してきた。その業務の中で、対人援助サービスにおいて必要である支援技
術や支援システムについて、実践事例を通して研究を行ってきた。

 3．小林真理子（２０１８）　第6節発達障害の特徴と生活上の障害　障害の理解Ⅰ（50～51）　第5
節発達障害の原因・種類　障害の理解　二訂　介護福祉士養成実務者研修テキスト　第8巻障害
の理解Ⅰ・Ⅱ　一般財団法人長寿社会開発センター　ｐｐ50～51　　ｐｐ109～114

○専門ゼミナールでは、これまでの実践援助事例や支援の現状と結びつけた理論説明のため強
い関心を示している。（が今後はこれまでの実践を体系化してテキストにしていきたい。）

4．小林真理子（２０１８）　法制度からみた発達障害支援　作業療法ジャーナル7月増刊号VOL52
No8 三輪書店　ｐｐ702～708

○

研究業績

5．小林真理子　内山登起夫編著　子ども・大人の発達障害診療ハンドブック　年代別にみる症例
と発達障害データ集（2018）「１．法制度」「２．福祉制度（学齢期）」「福祉制度「成人期）明治図書
pp.200-211）

6．樋川隆　小林真理子（２０１７）発達障害のあるかたの権利や財産を守る成年後見制度や日常
生活支援事業『LD ADHD＆ASD学び方の違う子へのサポート』明治図書　pp.18-21

7．小林真理子　（２０１５）発達障害にある成人たちの生活の現状と課題―二次的問題（二次障
害）への予防的視点　　『発達障害のある子の自立に向けた支援』　金子書房　pp.47-52

9．小林真理子　（2011）　Q＆A　『こころのりんしょうà la carte　Vol.30 No.2 子どものこころの病を
診る』　星和書店　P155,168,187
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（２）学術論文

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

学
会
等
発

表
・

役
員
参
加

12月

6．近藤直司　岩崎弘子　小林真理子　（2007）　青年期ひきこもりケースの精神医学的背景　精
神神経学雑誌　第109号　第9号　pp.834 -843 　（査読あり）

7．近藤直司　小林真理子　有泉加奈絵　（2003）　青年期ひきこもりケースの精神療法的アプ
ローチ　日本外来精神医療学会誌　第2巻　第1号　（査読なし）

8．近藤直司　小林真理子　（2002）　青年期ひきこもりケースの精神療法　星和書店　精神科臨
床サービス　第2巻3号　（査読なし）

9．近藤直司　河西文子　小林真理子　（2002）　思春期不適応の予防を目的とした母子支援の試
み　思春期青年期精神医学　第12巻第2号　（査読なし）

1．「臨床家として駆け出しの頃を振り返って」上智大学臨床研究　第42巻　pp9～19（2019）

2．日本発達障害ネットワーク（JDDネット）改訂版・発達障害児のための支援制度ガイドブック
唯学書房　（2015）

13．小林真理子　近藤直司他　（2002）　ひきこもり　『いまを読み解く保健活動のキーワード　尾
崎米厚他編集』　　医学書院　pp.182-184

１．小林真理子（２０１８）　法制度からみた発達障害支援　作業療法ジャーナル7月増刊号VOL52
No8 三輪書店　ｐｐ702～708

２．小林真理子　（2012）　発達障害に関連した法律と支援制度　小児内科Vol.44 No5　文栄堂
pp.789-793　（査読なし）

3．小林真理子　（２012）　発達障害者支援のこれまでと今後　ＬＤ研究　第12巻　第4号　pp.435-
438　（査読なし）

4．近藤直司　小林真理子　宮沢久江　（2008） 広汎性発達障害をもつ青年期ひきこもりケースの
心理療法について　思春期青年期精神医学　JSAP 2008 Vol.18 No2 pp.130-137　（査読なし）

5．近藤直司　小林真理子他　（2008）　ひきこもりと広汎性発達障害　　臨床精神医学　第37巻
第12号　アークメディア　pp.1565-1569　（査読なし）

11．小林真理子　近藤直司他　（2002）　ひきこもり　『いまを読み解く保健活動のキーワード　尾
崎米厚他編集』　　医学書院　pp.182-184

12．小林真理子　近藤直司他　（2005）　発達障害とひきこもり　『現代のエスプリ別冊うつの時代
シリーズ　ひきこもる若者たち　村尾泰弘編集』　至文堂　pp.54-64

3．発達障害年鑑　日本発達障害ネットワーク（ＪＤＤネット）年報　Vol.5　発達障害をめぐる2012
～2013野同項　発達障害の2012～2013年　（2014）

研
究
実
績

第4回日本フォスターケア研究会　シンポジウムコメンテーター　改正児童
福祉法　理念改正を踏まえた里親養育の実践

第29回日本思春期青年期精神医学会　シンポジウム（１）思春期・青年期
臨床を教えることー児童福祉領域における臨床ー

6．ＬＤ　ＡＤＨＤ　＆　ＡＳＤ10月号　情報最前線　発達障害支援の今後　－ライフステージに応じ
たさまざまな支援と支援者の人材育成体制の整備　明治図書　pp.48-49　（2012）

4．発達障害年鑑　日本発達障害ネットワーク（ＪＤＤネット）年報　Vol.4　発達障害をめぐる2010
～2011年の動向　厚生労働省の取り組み　pp.22-29　（2013）

5．家族療法研究　第29巻第2号　発達障害と家族支援　特集へのコメント－発達障害者への支
援施策－　金剛出版　pp.132-134　（2012）

2016年 7月

2017年

特になし
競争的資金採択課

題
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2016年

大学運営評議会　大学評価・改革推進会議・危機管理委員会・情報メディアセンター
運営会議・心理臨床センター管理運営委員会・学部入学者選抜会議・大学院入学者
選抜会議

大学運営評議会　大学評価・改革推進会議　心理臨床センター管理運営委員会・学
部入学者選抜会議・大学院入学者選抜会議　ハラスメント防止委員

学
会
等
発

表
・

役
員
参
加

大学運営評議会　大学評価・改革推進会議　心理臨床センター管理運営委員会・学
部入学者選抜会議・大学院入学者選抜会議　ハラスメント防止委員

2018年

2019年

第49回日本児童青年精神医学会　症例検討7　ＰＤＤ特性をもつひきこもり
青年の心理療法的支援の一例　P113

11月2008年

2002年 7月
第15回日本思春期青年期精神医学会　発達障害と背景とする不適応事例
への支援の試み　－相談中断・継続事例を通して

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等

活
動
実
績

大学院生指導

サービス活動業績

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

修論指導　　2017年度「知的・発達障害者きょうだいに対する支援の必要性について
の検討：障害理解プロセスに焦点を当てて」　「特別支援学校における障害児の性に
関する問題行動対応についての研究」
修論指導　　2018年度「身体障がい者のセルフヘルプ・グループとの出会いによる障
がい者像の変化プロセス：エンパワメントという視点から」「ASD傾向のある児童の集
団参加により生じる相互交流について：他者の関わりと場の共有に着目して」
修論指導　　2019年度「歯科治療に恐怖を抱く体感についての一考察」「過剰適応状
態のプロセスに関する研究　-不登校経験者の語りに着目してー」

2005年～2006年に関して行った、ひきこもりに関しての生理・心理・社会的アセスメントについて、
厚生労働省におけるひきこもりの3類型とひきこもり地域支援事業等の事業の創設に繋がったと
考える。
2011～2013年においては、特に発達障害の支援についての支援システムの構築に向けて、厚
生労働省において発達障害対策専門官として、特に発達障害の二次的問題について啓発すると
ともに、研究企画を助言することができた。

大学院入試委員

・2017　障害者総合福祉推進事業「指定障害福祉サービス事業者等への指導監査の在り方に関
する調査研究　主任研究者曽根直樹　「利用者への聞き取りと記録について　発達障害の特性と
聞き取りの留意事項」の執筆担当

・2009～2010　厚生労働科学研究費補助金　障害保健福祉総合研究事業｢青年期・成人期の発
達障害に対する支援の現状把握と効果的なネットワーク支援についてのガイドライン作成に関す
る研究　主任研究者　近藤直司　『発達障害者支援センター・精神保健福祉センターにおける
ネットワーク支援についての研究』
　発達障害者支援センターにおける福祉・心理専門職・研究協力者として活動

・2007～2009　厚生労働科学研究費補助金　障害保健福祉総合研究事業｢ライフステージに応じ
た広汎性発達障害者に対する支援のあり方に関する研究　支援の有用性と適応の評価および
臨床家のためのガイドライン作成主任研究者　神尾陽子　『在宅青年・成人の支援に関する検
討』
　精神保健福祉センターにおける福祉・心理専門職・研究協力者として活動

・2005～2006　厚生労働科学研究費補助金　こころの健康科学研究事業｢思春期・青年期の｢ひ
きこもり｣に関する精神医学的研究　主任研究者　井上洋一　『ひきこもりの個人精神病理と治療
的観点についての研究』
　精神保健福祉センタ－における福祉・心理専門職・研究協力者として活動

・2005～2006　厚生労働科学研究費補助金　こころの健康科学研究事業｢発達障害(広汎性発達
障害、ADHD,LD等)に関わる実態把握と効果的な発達支援手法の開発に関する研究｣主任研究
者　主任研究者　市川宏伸　『成人期広汎性発達障害者に対する効果的な地域支援に関する研
究』
　精神保健福祉センター・発達障害者支援センターにおける福祉・心理専門職・研究協力者とし
て活動

共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
実
績

2017年
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7月2019年

「事例検討を通して生徒理解を深める」特別支援教育職員研修会　白根東
小・白根巨摩中合同研修）

6月2019年

2019年 6月
「支援をつなぐための各機関の連携」東部地区特別支援連携協議会　県立
やまびこ支援学校

「包括的アセスメントとケースカンファレンス」児童福祉司及び要保護児童
対策調整機関の調整担当者研修

8月2019年

「子ども家庭支援のてまのケースマネジメントおよび面接等に関する技術」
児童福祉司及び要保護児童対策調整機関の調整担当者研修　山梨県子
育て支援局

7月2019年

「子育ての難しさの２つの視点　「里親」が出会う子どもたち全国里親会会
長会議＆研修会　仙台

10月2019年

 「思春期の生の指導について」PTA研修会　やまびこ支援学校9月2019年

「社会適応が困難な方の理解と支援　大人の発達障害を中心に」　特別支
援教育委員会研修会　山梨県リハビリテーション専門職団体協議会

11月2019年

「学齢期における本人支援と関係機関連携について」笛吹市発達障がい支
援スキルアップ研修会

10月2019年

2019年

「発達障害のある方の特性を理解する」　知的障がい者・発達障がい者の
ための後見人養成講座　NPO法人成年後見センターかけはし

11月2019年

「子育ての困りごとを支援するためのミニレクチャーと演習」　学校保健委
員会　韮崎市北東小学校

11月2019年

「被措置児童虐待防止について」　山梨県立明生学園

「子どもの発達障害　共に育つヒント」　天理教里親連盟シンポジウム　奈
良県

「臨床心理の観点から子供理解にｔういて」子供の実態把握のための専門
研修会　山梨県教育センター

アドバイザー活動実績

2019年

大学院修士課程1年生２名　大学院修士課程2年生2名の修士論文指導およびアドバ
イザーを担当

11月

2019年 11月
「事例検討」　専門的な困難ケース解決のためのアドバイザー派遣事業
女性相談所

○1999年より、福祉担当の公務員に対して、カウンセリング理論（講師）や事例検討
（SV）を実施してきており、現在も「月曜会」として月1回継続中。山梨県福祉プラザ内
で、心理・福祉・教育・医療領域の対人援助に携わる社会人、大学院生など20人前
後。

○2016年より、中央・都留児童相談所において、児童心理司に対して、心理診断につ
いての助言及び虐待事案などの家族再統合に向けての助言

〇2016年より、障害者入所施設において、月1回、多問題事例についての対応につい
てのスーパービジョンの実施

〇2018年より、女性相談所において、年数回、DV問題などの専門性の高いケースに
ついての事例検討の際の助言

6月

後進育成活動実績

（１）講演会

「『セクシャルマイノリティ』と言われる子どもたち　支援の方向性を探る」学
校保健講演会「　山梨県医師会

11月

「児童福祉領域における相談・支援システムの在り方」第2回地域援助推進
協議会　甲府少年鑑別所
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2018年 8月

2018年 8月

2018年 8月

2018年 7月

2018年 3月
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2018年 11月

2018年

2018年

2018年

2018年

2019年

1月

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

10月

10月

11月

11月

1月

2月

3月

3月

5月

6月

6月

8月

8月

9月

9月

7月2018年

「将来を見据えて　本人・家族・地域の力を生かした支援とは　」山梨県障
害児（者）地域療育等支援事業研修会

「特別支援教育における臨床心理学の活用」山梨県総合教育センター

「発達障がい児・者への心理的支援について考える」ネストやまなし1周年
記念

「事例に基づくスーパービジョン」発達障害支援スーパーバイザー養成研修
日本財団

「児童福祉の取り巻く環境と児童福祉について」浜松市民生委員児童委員
大会第2部（全員研修会）

5月2019年

「公開事例検討会」平成30年度韮崎市発達障がい児支援連会会議2月

「職員への指導やメンタルヘルスに関すること 」「社会的養護における行動
な専門性を必要とする知識や技術に関すること」平成30年度基幹的職員
研修（前期）

「教育心理」平成３０年度山梨県実習指導者講習会　県医務課

「相談・援助関係がつくりにくい人への支援」山梨県立都留高等学校

「事例検討」　第４回専門的な困難ケース解決のためのアドバイザー派遣
事業　女性相談所

「発達障害者の特性と関係機関との連携」山梨労働局　新任職員研修

「将来を見据えて　本人・家族・地域の力を生かした支援とは」平成30年度
第２回まなびセミナー

「事例検討」南アルプス市途切れのない支援連携会議

「事例検討会」山梨県立ふじざくら支援学校校内研修会

「事例検討会」山梨県立高等支援学校桃花台学園

「発達障害児者が快適に暮らすために　災害時の対応・犯罪被害の予防
３．１１東日本大震災で学んだ「安全」と「健康」　」　日本発達障害ネット
ワーク年次大会

「発達障害のある子の家族支援のありかたを探る」平成30年度全国里親会

「事例児童（1年女児）の支援内容の検討協議」大月市立猿橋小学校校内
支援会議

「生物/心理/社会もモデルに基づくアセスメントについてー架空事例を用い
て」中学校生徒指導主事連絡協議会

「障がいのある方の特性を理解する」NPO法人成年後見センターかけはし

「将来を見据えて　本人・家族・地域の力を生かした支援とは」峡東圏域地
域療育等支援事業

「地域で暮らす子どもたちが抱える現状」富士吉田市立吉田小学校校内研
修会

「支援が必要な生徒への共通理解とアプローチの仕方」白根御勅使中学
校夏季校内研修会

「包括的アセスメントとケースカンファレンス」児童福祉司及び要保護児童
対策調整機関の調整担当者研修

「子ども虐待対応」「子どもの面接」「包括的アセスメント」２回目　県子育て
支援課
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1月

1月

1月

2月

2月

2月

10月

10月

10月

11月

11月

12月

7月

8月

8月

8月

9月

9月

2018年

2018年

2018年

2018年

2018年

6月

6月

7月

7月

7月

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2018年

2017年

201７年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

「基幹的職員研修」のなかのスーパービジョン等　県子育て支援課

「子ども虐待対応」「子どもの面接」「包括的アセスエント」1回目　県子育て
支援課研修

「ゲートキーパー講習会」平成29年度第1回自殺予防講習会

「学校に行きたがらない学生たち」ADHD等指導者養成講座2017えじそんく
らぶ

「発達障害者及びその家族が互いに支え合うために必要な市町村の役割」
発達障害に係る市町村等行政担当者研修会　県障害福祉課

「途切れのない支援　確実な引き継ぎと就学後の継続支援」第2回富士北
麓地区特別支援連携協議会

「地域共生社会の実現に向かって」JDDnet年次大会

「援助関係をつくりにくい人への支援」愛媛県生活困窮者自立支援研修会

「女性の発達障害」医療・福祉従事者のための発達障害臨床セミナー　国
リハ

「学校におけるメンタルヘルス教育について」の模擬授業　若年層への自
殺予防教育についての関連研修

「これからの児童相談所のありかたを探る　グループダイナミクスとケース
の見方・考え方」平成29年度東海北陸ブロック児童相談所児童福祉司・心
理司合同研修会

「問題行動のある児童生徒のアセスメントと対応策」ふじざくら支援学校

「自分らしく生きる大人になるための育ちの視点」２０１７JDDセミナーinなが
の

「発達障害入門」一般社団法人日本産業カウンセラー協会

「山梨県における発達障害者支援の現状と課題について」山梨障害者職業
センター研修会

「教育心理」平成29年度山梨県実習指導者講習会　県医務課

「地域で暮らす子どもたちが抱える現状と発達支援」2017年発達が気にな
る子の育ちを考える夏季セミナー　うめだ・あけぼの学園

「メンタルヘルスに課題を抱える子どもへの支援」平成29年度若年層対策
事業

「当事者会の現状とこれからを考える」発達障害当事者会フォーラム２０１７

「家族への相談・支援」ひきこもり地域支援者研修会

「発達障害について　発達障害の基礎知識と支援のあり方」富士吉田警察
署

「みんなで語ろう豊の子ども　親子でハッピー」豊小学校教育を語る会

「子どもを取り巻く環境と学校における対応」平成29年度小・中・高・支援学
校生徒指導担当者との連絡会議

85



社
会
貢
献
活
動

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

2016年

2016年

2016年

2016年

2016年

2017年

2016年

2016年

2016年

2016年

2016年

2016年

6月

8月

5月

5月

6月

2015年

2016年

2016年

2016年

2016年

11月

11月

11月

12月

1月

1月

8月

8月

8月

8月

9月

10月

「若年層への自殺予防教育についてのモデル事業関連研修」山梨県立精
神保健福祉センター

「マイノリティの生きづらさ・生活のしづらさ：LGBTへの支援の方向性を探
る」　第4回山梨県郡市指導主事会

「家族における障害の理解」　富士北麓地区特別支援連携協議会

「発達が気になる子の家族支援」韮崎市要保護児童対策協議会

「基礎研修①　総論　山梨県の福祉の現状と課題　山梨県福祉専門職研
究協会　2015年度

7月

7月

「発達障がい児の家族支援」韮崎市発達障がい児支援連携会議

「軽度の知的障害と発達障害を併せもつ思春期の生徒への支援について」
かえで支援学校

「母子支援におけるアセスメントの重要性について」産前産後育児支援従
事者研修会

「公開ケースカンファレンス　SCとSSW」思春期問題ワークショップ

「家族における障害の理解」富士北麓地区特別支援連携協議会

「家族における障害の理解」　わかば支援学校校内研修

「ゲートキーパー講習会」平成28年度第1回自殺予防講習会

インクルーシブ社会の実現に向かって　－教育・就労・福祉の視点から」JＤ
Ｄｎｅｔ第12回年次大会

「働く人のメンタルヘルス対策ー発達障害・疑いのある方への支援―」一般
社団法人日本産業カウンセラー協会

「子どもの発達スタイルに応じた支援」子ども・子育てフォーラム富山

「事例検討」山梨県福祉専門職基礎研修

「人間の成長発達とつまずき」NPO法人いのちの電話

「発達障がいのある人の将来を見据えた支援」山梨県立富士ふれあいセン
ター地域福祉講座Ⅰ

「ひきこもり対策研修　家族への相談・支援」厚生労働省こころの健康づくり
対策事業

「発達障がい児事例を通した機関連携のあり方」韮崎市発達障がい児支援
連携会議全体研修

「発達障害のある方への支援　発達障害の基礎知識と学校でできる支援
（合理的配慮）　山梨学院大学ＦＤ研修会

「先を見すえた発達障がいへの支援」ＪＤＤnetセミナー福井」2月

2月

3月

3月

「児童福祉法等の一部改正を受け、市の児童虐待対策に求められるもの」
平成28年度　山梨市児童虐待防止対策職員研修会
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11月

2013年 6月 日本発達障害ネットワーク理事（2016年6月より　副理事長）

2018年

2018年

2019年

2019年

2019年

発達障害（児）者の生きづらさや生活のしづらさ　－支援者としてできるこ
とー　山梨英和大学地域連携公開講演会

2016年 5月

10月

9月

2月

12月

9月

6月

7月

6月2016年

発達障害・専門講座５｢発達障害　成人期の生きづらさ｣において「成人期
の社会的支援」　公益財団法人　明治安田こころの健康財団

発達障害・専門講座６｢臨床児童青年精神医学入門｣において、「ICFに基
づく心理アセスメント」　公益財団法人　明治安田こころの健康財団

「発達障害　医療と福祉の連携について」　山梨県総合教育センター

子どもへの支援について「児童虐待と発達障害」　　社会福祉研修事業　山
梨県保育協議会保育所（園）長研修会

発達障害のある方への支援　思春期・青年期に生きづらさ　第5回　特別支
援教育に関するセミナー　高校生セーフティネット研究会　九州産業大学

2014年

2014年

2014年

2014年

発達障害の支援についての講義　独立行政法人　国立特別支援教育総合
研究所、国立特別支援教育総合研究所

発達障害早期総合支援研修　発達障害支援精神医学研修　国立研究開
発法人　国立精神・神経医療研究センター

発達障害の理解と支援に関する基礎研修会　　一般社団法人　日本臨床
心理士会
　
発達障害早期総合支援研修　発達障害支援精神医学研修　国立研究開
発法人　国立精神・神経医療研究センター

発達障害の理解と支援に関する基礎研修会　　一般社団法人　日本臨床
心理士会
　

「心理について」山梨県立昭和高校

「自分について考え、自己理解を深める」総合学習の授業として　星槎国際
高等学校甲府キャンパス

「コミュニケーション講座」山梨県立中央高等学校

「心理学入門　心理学が活かせる仕事」　山梨県立都留高等学校

「心理学入門　心理学が活かせる仕事」　山梨県立巨摩高等学校

「発達や生活の多様性を知ろう　発達障害やひきこもりについて」長野県岡
谷南高等学校

「心理学入門　心理学が活かせる仕事」　山梨県立吉田高等学校

「発達や性格の多様性を知ろう　自分らしさとは？」　星槎国際高等学校甲
府C

「発達障害の理解と支援」甲斐清和高校研修会

（２）出前講座

2011年

2011年

（３）公開講座

2012年

（４）学外審議会・委員会等

2012年

2013年

2014年

2017年

2018年

2018年
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専門的成果

2019年

2019年

2020年

2020年

2020年

社
会
貢
献
活
動

3月

6月2016年

2017年

2018年

2018年

2018年

2019年 11月

4月2019年

2019年 4月

2016年

2016年 10月

11月2016年

2018年 6月 第1回富士北麓地区特別支援連携協議会アドバイザー

平成30年度関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会分科会コー
ディネーター

山梨県総合計画審議会第６期委員

山梨県行政不服審議会委員

日本臨床心理士会第4期委員会　障害者福祉委員会副委員長

6月

6月

6月

山梨県発達障害等に対する総合支援基本構想策定委員会委員2016年

「支援をつなぐための各機関の連携」東部地区特別支援連携協議会　山梨
県立やまびこ支援学校　指導・助言

「保護者の合意形成の在り方」富士北麓地区特別支援連携協議会　山梨
県立ふじざくら支援学校　助言

「多様性のある子育て」こころのサポートセンターネストやまなし　発達セミ
ナー　司会

「事例検討」　山梨県配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に
関する関係機関連絡協議会　実務者会議　アドバイザー

「保護者の合意形成の現状」富士北麓地区特別支援連携協議会　山梨県
立ふじざくら支援学校　　助言

②発達障害支援のシステムに関して、三層による支援の必要性を導き出し、支援の
仕組みやネットワークなどの整理を行い、現在、その有用性について地域支援のなか
で実践中である。

第３５回日本臨床心理研究所研究会コメンテーター　ぶどうの丘

JDDnet人材育成研修会「大人の発達障害」の企画・運営　山梨英和大学

「発達障害者の当事者同士の活動支援の在り方に関する調査　ヒアリング
と研修会講師としての参加

地域福祉論において「児童相談所の役割と機能」「児童虐待と家族支援」
についての講義　山梨学院大学

3月

1月

平成28年度韮崎市発達障がい児支援連携会議アドバイザー

公益財団法人全国里親会理事

厚生労働省児童発達支援に関するガイドライン策定検討会構成員

2月

成果と目標

（５）その他

1月

1月

12月

①対人援助サービスにおいて、ひきこもり支援の現状理解を行い、ひきこもりを3つに
分類することによって適切な支援方法を導きだした。このことにより、ひきこもりがさま
ざまな要因によって生じ、それとともに支援の方法も違うことを明らかにした。

7月
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専門的成果

2020年5月1日最終データ入力日

③②ともつながるが、相談の効果的な方法は、おそらく臨床心理学実践とソーシャル
ワーク実践の統合によるものであると思われる。そのことを多くの実践例をスーパービ
ジョンを行う中で分析し、検討していきたい。そのため、今年度はスーパービジョンの
あり方を探っていきたい。

専門的目標

①児童福祉領域の支援とそのシステムは、他の領域（高齢福祉領域、障害福祉領域
など）と比較すると、未整備であり、点構造な支援と言える。これまでの実践での現状
と課題を整理し、児童福祉領域における支援とシステムについて整理し、新たな支援
システムを構築し広く提案していきたい。

②多問題事例への支援について、これまで困難事例として手立てがみつからずにい
ることがあるが、よりよい相談やサービスが必要な人に適切に提供できるようにする
ため、困難となる要因を探るとともに、多職種とのディスカッションを行いながら検討し
ていき、困難事例への対応を検討していく。

③現在、対人援助サービスの実践を行っている専門家に対して、生理・心理・社会的
モデルに基づいて、実践知と実践に基づいた理論を活用して、助言及びスーパービ
ジョンを行っている。またこれらのノウハウを生かして、院生への事例への指導を行っ
ている。
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1994年 3月 国際基督教大学教養学部理学科卒業（教養学士）

1994年 4月 東海大学大学院文明学科文明研究専攻　博士前期課程入学

1996年 3月 東海大学大学院文明学科文明研究専攻　博士前期課程修了（文学修士）

1997年 4月 東海大学大学院文明学科文明研究専攻　博士後期課程入学

2000年 3月

1996年 6月 英会話スクールAEON　非常勤講師（1999年6月まで）

1998年 9月 東海大学教育補助（1999年3月まで）

1999年 9月 東海大学教育補助（2000年3月まで）

2000年 3月 東京福祉商経専門学校専任講師（2002年3月まで）

2000年 4月 東京福祉大学非常勤講師（2002年3月まで）

2001年 4月 フェリス女学院大学非常勤講師（2005年3月まで）

2002年 4月 関東学院大学非常勤講師（2012年3月まで）

2003年 4月 湘南工科大学非常勤講師（2005年3月まで）

2005年 4月 フェリス女学院大学専任講師（有期／2010年3月まで）

2010年 4月 ファイブアカデミー専任講師（2010年9月まで）

2011年 4月 京都文教大学特任准教授（有期／2015年3月まで）

2015年 4月 高知工業高等専門学校准教授（2017年3月まで）

2015年 8月 高知短期大学（兼　高知県立大学）非常勤講師（2015年9月まで）

2017年 4月 山梨英和大学准教授

2020年 4月 山梨英和大学教授（現在に至る）

年 月 特になし

2008年 10月 日本人類学会

2019年 9月 キリスト教史学会

年 月 特になし

e-mail 非公表

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

ﾔﾏﾓﾄ　ｱｷﾎ
山本　明歩

性別

男

取得学位称号

職名

教授

修士（文学） 専門分野 文化人類学　考古学　外国語教育

専　任　教　員　職　務　業　績　集

学
　
歴

受
賞
歴

実
務
経
験

所　属

人間文化学部人間文化学科

東海大学大学院文明学科文明研究専攻　博士後期課程単位取得満期退学

山梨英和大学

生年（西暦）

1970年
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

特になし

英語２aB

そのためにも、単に知識を提供するだけでなく、可能な限り学生が自ら考え、学生自
身が主体となって自己の考えを深めていけるような授業を理想としている。

英語のリスニングを主軸に据えて授業を進めます。自己紹介、道案内、食事の注文な
ど、日常的なシーンで使用する英語を題材に、リスニングの力を磨くための様々な練
習を演習形式で実施します。最初から会話の内容をすべて聞き取ろうとするよりも、自
分の持っている英語の知識を聞こえてくる音声と結びつけながら、少しずつでも聞き取
れる範囲を広げようとする努力を求めます。

2017年に山梨大学で開催されたICT活用研修会や、2012年に名古屋工業大学で開催された教
育著作権セミナーに参加するなど、学外で開かれる教育改善活動にも積極的に参加してきた。

2018年3月に英語教育ワークショップを主催した。

担当授業科目

２．小テストの実施
英語の授業で、語彙を中心とした小テストを実施している。ただ単に語彙を覚えるだけでなく、そ
れを文章の中で適切に活用しながら使用することを求めることで、学習者は、英語の自然な用法
に慣れていくことができる。

2020年度

１．文化人類学の教科書（未出版）
2012年まで担当した文化人類学の講義で使用する教科書を自作し、PDF化して配布した。婚姻
や儀礼など、文化人類学の様々な要素を取り上げるだけでなく、グローバリゼーションや異文化
コミュニケーションなど、関連領域をテーマとして取り入れ、文化人類学を専門としない学生にも
興味を持てるような内容であるという評価を受けた。

２．リスニング教材
様々な洋楽を活用したリスニング教材を作成し、授業で用いている。

2017年度〜2019年度に山梨英和大学で行われたFD活動には全て参加した。

教
育
改
善
活
動

外国語（英語1abcd、英語２aB、英語４）、多文化共生論、世界の文
化、人間と文明、専門ゼミナール、卒業プロジェクト研究、英語圏短
期留学I

日常でも、そしてまた学問の世界でも、他人の話や専門家の考えをそのままうのみに
することなく、常に自分の頭で考え、自己の責任において判断することの喜びと難しさ
を伝えたいと考えている。学生には、思い込みによってではなく、可能な限り多様な視
点から事実を分析し、理解しようとする試みを通じて、真理へと続く扉をひとつ開けて
もらえたらと願っている。

教育業績

教育理念、方針、方法

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教
育
能
力

１．リスニングの向上を目的とした洋楽の利用
英語２aの授業で教材として洋楽を用いている。これによって次のような効果が得られている。1.
発音が聞き取りにくい曲やスピードが早い曲などを組み合わせることで、リスニングで課題となる
様々な問題点に対応することができる。2.原稿を目で追いながら聴くことによって聴覚からの情報
と視覚からの情報を一致させ、聴覚インプットを向上させる。

2012年には京都文教大学でFD委員の一人として、学内FD活動の発展に寄与した。また、京都文
教大学、高知工業高等専門学校などで学内のFD講習会や研究会に参加してきた。
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

２０１９年

２０１８年

２０１７年

２０１６年

２０１５年

２０１４年

２０１３年

２０１２年

（１）著書

ふくろう出版　『科学の岸辺』　単著　ISBN: 978-4-86186-665-4

（２）学術論文 （2012年以降）

１．　２０１９年　３月

２．　２０１８年　３月

３．　２０１５年　３月

４．　２０１５年　３月

５．　２０１４年　３月

共著　陸君、中窪靖、ジェラルド・カズンス、山本明歩著　「アルク・ネットア
カデミーを利用した英語基礎力アップの方策」　京都文教大学人間学研究
所　『人間学研究』　第１５集　ｐｐ1-18

研
究
経
歴

2016年度実績　高知工業高等専門学校において、同僚教員による授業見学を受け入れると同時
に、他の教員の授業を見学することにより、高専の教育環境での教育効果向上を図った。

学生による授業評価は毎年実施しており、おおむね高評価を得ている。しかしながら、自己評価
としては、特に語学教育において、学生の語学力に合わせた授業を展開するという点で、まだ満
足のいかないことがある。特に、該当する文法知識をすでに持っているがそれがうまく使いこなせ
ていないという学生が多い中、journalを書かせたり、リスニングの訓練の中で応用力の向上を狙
うなどしているが、まだ十分に満足のいく結果を得ることができていない。可能な限り客観的な
データを収集することにより、学生の語学力を少しでも引き上げる的確なレベル設定を心がけて
いきたいと考えている。

単著　「プロト・ユーラシアンとしての「ネイティブ・アメリカン」」　京都文教大
学人間学研究所　『人間学研究』　第１５集　ｐｐ33-47

山梨英和大学准教授　日本におけるアナバプティスト教会の展開と現状についての研
究に着手した。新型コロナウィルス感染拡大の収束を待って、実地調査を2020年度に
予定。

高知工業高等専門学校准教授　英語学習についての固定観念を持つ社会集団に対
して働きかけ、実質的な語学力向上を目指す方法について模索した。

研究業績

１．　２０１６年　１月

単著　「映画の原稿に見る非文の構造」　山梨英和大学　『山梨英和大学
紀要』　第１７号　ｐｐ1-14　（日本語学論説資料採録論文）

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

山梨英和大学准教授　映画を題材として、英語における非文が現れるパターンについ
て分析を行った。

高知工業高等専門学校准教授　後期旧石器時代の狩猟パターンが生態系に与えた
影響をシミュレーションを援用して分析した。

研究の特徴

研
究
実
績

単著　「認知言語学と英語教育」　京都文教大学　『総合社会学部研究報
告』　第十六集　ｐｐ29-45

京都文教大学特任准教授　現代社会におけるネイティブアメリカンの位置づけを、新
大陸の諸文化について現在得られている様々な知見を基に研究した。また、前年度
に引き続き、コンピュータープログラムを用いた英語の自宅学習の有用性について、
実証的研究を行った。

山梨英和大学准教授　後期旧石器時代の狩猟パターンが生態系に与えた影響につ
いてのシミュレーション解析の精度を向上させた。

単著　「大型哺乳類の絶滅に対する環境因子と狩猟因子の相互作用」　山
梨英和大学　『山梨英和大学紀要』　第１６号　ｐｐ15-26

京都文教大学特任准教授　アナバプティストについての見方が多分に偏見を含むも
のであることを指摘し、フィールドワークに基づく文化人類学的考察を行った。

研究内容は文化人類学的研究と言語教育についての研究に大別される。文化人類
学的研究においては、新大陸の諸文化に主軸を置き、人類の到達から移民の時代を
経て、多様な価値観が併存する現代社会まで、文化の変化と安定性について研究を
進めている。また、言語教育については特に言語習得におけるスキーマ形成の重要
性に注目し、それを言語教育に活用する方法を模索している。

京都文教大学特任准教授　コンピュータープログラム（ネットアカデミー）を自宅学習の
ツールとして用いる上で、その有効性と効果的な利用法に関するデータ収集を行っ
た。また、言語教育におけるスキーマ構築の重要性に注目し、その効果的な適用方法
について模索した。
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６．　２０１３年　３月

７．　２０１２年　３月

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

研究報告

１．　２０１９年　３月

２．　２０１８年　３月

学術誌編集

１．　２０１４年　４月

査読

1．　２０１２年　11月

2．　２０１２年　２月

特になし

２０１６年 10月

２０１３年 8-9月

２００３年 ４月より 「多様化する学生と大学英語教育」　人間学研究所共同研究プロジェクト

特になし

競争的資金採択課題

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の

実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

発表論文の多くは査読付きのものを選択しているが、それらの査読結果によれば、概ね高い評
価を得ている。学術論文１は日本語学論説資料に採録された。

研
究
実
績

共著　「宗教改革500年の旅－わたしたちは何処から来て、何処へ向かっ
ているのか？－」　山梨英和大学　『山梨英和大学紀要』　第１６号　ｐｐ78-
148　（担当個所：「宗教改革、海を渡る　－アナバプティストの歴史と現在
－」　pp.100-103）

人間科学研究　第１２集　（２０１２年　３月刊）

共著　「キリスト教と人間文化学：メイプルカレッジ 連続講演報告」　山梨英
和大学　『山梨英和大学紀要』　第１７号　ｐｐ85-108　（担当個所：「文化か
ら考えるキリスト教」　pp.95-99）

「多様化する学生と大学英語教育の新たな取り組み」　陸君、中窪靖、山本
明歩　大学英語教育学会　第５２回国際大学特別企画　グローバルポス
ターセッション　於：京都大学

単著　「アナバプティストの多様性」　京都文教大学　『総合社会学部研究
報告』　第十五集　ｐｐ11-26

単著　「英語学習に見られる生産性（productivity）の比較」　京都文教大学
『人間学部研究報告』　第十四集　pp1-14

京都文教大学、総合社会学部研究報告編集委員会の委員として、同研究
報告の編集作業に参加した。

「大型哺乳類とホモ・サピエンス」　単独　日本人類学会　第７０回日本人類
学会大会　於：NSG学生総合プラザSTEP

総合社会学部研究報告　第十五集　（２０１３年　３月刊）
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２０２０年 ４月

２０１9年 ４月

２０１8年 ４月

２０１７年 ４月

２０１６年 ４月

２０１５年 ４月

２０１４年 ４月

２０１３年 ４月

２０１２年 ４月

特になし

２０１７年 １０月

（２）出前講座

２０１８年 ９月 長野県赤穂高等学校「言葉の不思議」

２０１８年 ３月 山梨県立身延高等学校「チンパンジーと人間の知恵比べ」

２０１７年 １１月 山梨県立白根高等学校　「文明と文化」

２０１７年 １０月 甲府城西高等学校　「人類と文化の発達」

２０１７年 ９月 星槎国際高等学校　「チンパンジーと人間の知恵比べ」

２０１２年 １月

２０１１年 １０月

（３）公開講座

２０１９年 10月

２０１８年 10月

２０１７年
10月

～12月

社
会
貢
献
活
動

京都文教大学においてFD委員会委員、入試実行委員、宗教委員会委員、
オープンキャンパス委員会委員、修学旅行生受け入れプロジェクト委員な
どをつとめた。

後進育成活動実績

アドバイザー活動実績

大学運営評議会、学生サービス部運営会議、国際交流室室長、国際交流
担当主任、教職課程運営会議、学部入学者選抜会議

2019年度基礎ゼミナールで担当しているアドバイジー２１名に対して面談を含む指導
を行なっている。また、専門ゼミナール、卒業研究で学生の指導並びにアドバイザー
業務を行なっている。

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績

高知工業高等専門学校において、国際交流委員会委員、英語教育コアメ
ンバー、学習支援室副室長、オーストラリア語学研修担当、英検主担当、
水泳部顧問、文具探求同好会主顧問などをつとめた。

高知工業高等専門学校において、教務委員会委員、国際交流委員会委
員、英検副担当、水泳部副顧問などをつとめた。

京都文教大学において、総合社会学部研究報告編集委員会委員、入試委
員会委員、研究成果刊行助成委員会委員、修学旅行生受け入れプロジェ
クト委員などをつとめた。

京都文教大学において、広大連携委員会委員、入試委員会委員、国際交
流委員会委員、修学旅行生受け入れプロジェクト委員などをつとめた。

京都文教高校において２０１１年度秋学期アドバンスレクチャーを担当した。

山梨英和大学のメイプルカレッジで、共同公開講座を担当した。
講座名：「キリスト教と人間文化学」　担当講義名：「文化から考えるキリスト
教」

入試広報部運営会議、教職課程運営会議などを担当した。

山梨県民コミュニティカレッジ2017の第4回講義を担当　於：山梨英和大学
講演タイトル：　「宗教改革、海を渡る　～アナバプティストの歴史と現在」

山梨英和大学のメイプルカレッジで、3回にわたる公開講座を担当した。
講座名：「人とお酒と文明と　人類の進化とアルコール」

（１）講演会

山梨英和大学のメイプルカレッジで、共同公開講座を担当した。
講座名：「キリスト教と人間文化学」
担当講義名：「キリスト教の文化的側面　パンとワインの文化史」

大磯町国府小学校において、アメリカ合衆国やタイの文化について講義を行った。

学生部担当長、英語強化プログラムチーフ、大学経営協議会、大学運営評
議会、大学評価、改革推進会議、学生部運営会議、国際交流室運営委員
会、学部入学者選抜会議、大学院入学者選抜会議、危機管理委員会、山
梨英和大学新型コロナウィルス感染症対策本部

サービス活動業績

学生担当主任、英語強化プログラムチーフ、学生サービス部運営会議、教
職課程運営会議、紅楓祭実行委員会顧問、学生会顧問（９月〜）
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２０１２年 ９月

（４）学外審議会・委員会等

２０１９年
4月

～現在

２０１９年
4月～

20年3月

（５）その他

特になし

①

②

③

①

②

③

社
会
貢
献
活
動

最新データ入力日 2020年5月1日

映画の原稿に見られる非文の特徴から表面には現れない文法スキーマの
構造を明らかにすることを試みた。話し手の意図と非文の関連性を論じ、
文法に則った意味伝達の構造物としてではなく、人間の認知構造を反映し
た文化的構造物として言語を捉え直した。

大型哺乳類の絶滅に関するシミュレーション研究を行い、ホモ・サピエンス
が独特な狩猟パターンを選択することで、狩猟が死因に寄与する割合が少
なくとも、気候変動など他の要因と複合的に作用することで、絶滅のリスク
を大きく増加させる可能性があることを示した。

現代社会の中で独特なライフスタイルを堅持しているオールドオーダーと
呼ばれるアナバプティストについてのフィールドワークを実施し、彼らの社
会の根底に「選択する自由」があることを示した。

成果と目標

令和元年度学生イニシアティブ事業審査員

大型哺乳類の絶滅から農耕の開始へと至る、旧石器時代から新石器時代
以降への文化・社会的な変化について研究を深め、人類が築き上げてきた
文明の意義について考察していきたいと考えている。

様々な価値観が対峙し、せめぎあう現代社会において、個人の考えや選択
を尊重しつつ、平和な社会を築いているアナバプティストの社会は非常に
多くの示唆に富んでいると考えられる。現代社会におけるアナバプティスト
社会の様相について研究を深めていきたい。

専門的目標

専門的成果

語学教育の分野では、文法を中心に英語を学んできた学生に対して、（そ
れは決して、相反するものでも排除しあうものでもないが）それとは異なる、
人間の認知的基盤に基づいた一つの文化的営為としての言語を教える方
法を模索している。

令和元年度発達障害者雇用支援連絡協議会

京都文教大学において、「身近な異文化交流」と題された２０１２年度公開
講座を担当した。講演タイトル：言葉と文化のすれ違い
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1995年 4月 宇都宮大学国際学部国際文化学科入学

1999年 3月 宇都宮大学国際学部国際文化学科卒業（国際学学士）

1999年 4月 宇都宮大学大学院国際学研究科博士前期課程入学

2001年 3月 宇都宮大学大学院国際学研究科博士前期課程修了（国際学修士）

2001年 4月 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程入学

2008年 3月 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程修了（人文科学博士）

2005年 10月 宇都宮大学国際学部非常勤講師（2011年3月まで）

2008年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科助教

2012年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科准教授（現在に至る）

2014年 10月 放送大学非常勤講師（2015年3月まで）

2016年 4月 山梨英和大学第2回ベストエデュケーター賞受賞

年 月

年 月

2001年 4月 日本朝鮮学会会員（現在に至る）

2002年 4月 日本韓国・朝鮮文化研究会会員（現在に至る）

2002年 10月 日本朝鮮史研究会会員（現在に至る）

2011年 4月 日本比較文化学会会員（現在に至る）

2011年 4月 韓国東アジア日本学会会員（現在に到る）

2015年 8月 韓国日本文化学会会員（現在に至る）

年 月

年 月

年 月

e-mail 非公表

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属

ｲ　ｻﾝｼﾞﾝ
李　尚珍

女 非公表 教授 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号 博士（人文科学） 専門分野 東アジア史

学
　
歴

実
務
経
験

受
賞
歴

資
格
・

免
許
・

特
許
等

特になし

所
属
学
会

97



○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

略

○最新データ入力日
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

特になし

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

a.「国際交流とは何かを考える」栃木県立栃木南高等学校教育講演会（2005年6月）

b.「人権教育とは何か」栃木県立高根沢商業高等学校教育講演会（2005年9月）

c.「平和をどう考えるか」茨城県立八千代高等学校総合的学習の時間の講演（2005年12月）

d.「朝鮮を愛した甲州人・浅川巧－その心の軌跡―」山梨県立農林高等学校PTA・教職員研修会

e.「朝鮮の土となった日本人・浅川巧が現代の私たちに問いかけるもの」未来をひらく歴史～東アジア3国

2020年度：

科目：国際交流論

教育業績

教育理念、方針、方法

教育理念は創造力・豊かなコミュニケーション力・グローバルな視野を持つ人間性豊かな人材を
育成することである。具体的な方針・方法として2つの分野にわけて考えている。

(1)まず、文化・歴史に関する教育においては、これまでの教育の中で得られた成果をもとに受講
生が「文化」と「歴史」の概念を理解したうえで、日本と韓国における思想の特殊性と相関性、過
去と現状を正確に認識し、一方的ではなくて複眼的・多角的な見方ができるように指導する。

(2)次に、韓国語に関する教育においては、「読む・書く・聞く・話す」の基本学習の他、会話と講読
の演習を行い、韓国語文献の講読から作文などの表現力・応用力を身につけるように指導し、さ
らに韓国語の誕生と使用の背景を含む韓国の歴史や社会、文化などの学習内容を取り入れて、
専門分野の研究に取り組めるアカデミックな環境の整備・充実に取り組む。

教
育
能
力

a.山梨英和大学の担当科目の授業において、①身近にある映画やドキュメンタリー、新聞記事、書籍など
を通して、日韓の文化・歴史・思想がテーマとなる具体的な事案を学生たちと一緒に考えながら、学生自ら
が自分の興味を持つことを見つけて、積極的に研究できるような環境を提供している。また、②資料収集、
文献調査・分析、レジュメ作成、発表、討論、レポート作成などによって、各自の問題意識を明確にし、その
疑問を解明していく姿勢を身につけるようにしている。

b.海外短期研修（「アジア短期留学Ⅱ韓国）においては、本学の参加学生たちと協定校の漢陽女子大学在
学生たち（日本語学習者）との積極的な交流（マンツーマンサポート）を行い、勉学意欲を高めている。そし
て、異文化間のコミュニケーション方法として語学学習の重要性を認識し、全体的な学習意欲につながって
いくように指導している。なお、2015年度の参加学生のうち、1名の１年生が2016年度3月より、プログラム
実施校の韓国の漢陽女子大学日語通訳翻訳学科に１年間の交換留学生として派遣されていて、短期プロ
グラムから両校の学生たちの学術的・国際的交流につながっている。

⇒これら3つの講演会では、大学進学や就職を希望する高校生が、どのように「国際理解や国際交流を深
める」べきか、あるいは「外国人から見た人権教育とは何か」、「平和とは何か」という問題について、私自
身の体験をもとに講演した。また、高校生や大学生が、身近にいる留学生との交流を通して「平和」と「共
存」について理解し、自らできることは何か、を考え、見つけ、行動することが「国際理解」の出発点であるこ
とについて質疑応答などをまじえて議論した。

 （2010年7月）⇒2009年6月15日に山梨県立農林高校の全校生向けに卒業生浅川巧と韓国について話し
たが、保護者と教職員が生徒たちと共有できるような話題が提供できるように話した。

の近現代史第16回学習会（2010年7月）⇒主に中学校高校の教員たちが参加し、歴史教育に関する話や
浅川巧のような明るいテーマが及ぼす教育上の影響について話し合った。

担当授業科目 アジア短期留学Ⅱ、国際交流論、アジアの社会と文化Ⅱ、民族と社会Ⅱ、,
韓国語１、２、３，４、基礎ゼミナール、専門ゼミナール、卒業プロジェクト研究、多文化共生論

代
表
的

シ
ラ
バ
ス

概要：なぜ、日韓両国の間に「歴史認識」や「歴史教科書」等が繰り返し問題とされるのでしょうか。両国の
文化交流に長い歴史があるとは言え、過去の一時期における植民地統治の出来事が、それぞれの国民に
否定的なイメージや先入観を与えてきたからではないでしょうか。韓国の高校の歴史教科書に「肯定的」に
紹介された日本人もいます。韓国が日本の植民地であった時代に韓国の陶磁器や民芸品の美術的価値
を見出して世に知らしめた柳宗悦や浅川伯教・巧兄弟（山梨県出身）です。この授業では、現代から近世へ
と時代を遡りながら、日韓文化交流における「明るいテーマ」を見つけていきます。
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（１）学生による授業評価

a.授業全体の評価（授業評価アンケートより）：

　① 「先生の熱意が伝わった」、

　② 「1週間で一番楽しみな授業だった」、

　③ 「授業を受ける人全員の感想を発表させたのがよかった」、

　④ 「外国人の眼で見た韓国についての話を聞けてよかった」、

　⑤「視聴覚教材が多くてわかりやすくよかった」などのような評価の意見が多くあった。

b.良い点・改善してほしい点（授業評価アンケートより）：

（２）同僚教員等による授業評価

現在行われていない。

1999年

2005年

教
育
改
善
活
動

2009年度、2010年度には教育改善（FD）委員会の委員として学内におけるFD活動に携わった。
具体的には授業評価アンケートの結果を分析し、全体の問題改善に取り掛かり、評価の高かった授業を公
開してもらい、参考とした。
そして、アンケート実施方法の改善を図り、客観性の確保と効果的なフィードバック方法を確立した。
さらに、外部の専門家を招いてFD講演会・研修会を開き、全教職員が共有できるモデルを作った。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

担当する全科目において5点満点のうち、平均4．5点以上の評価が得られて、受講生の満足度が高かった
と考えられる。

受講の前に予備知識を持てるように課題を出し、自由調査をしてもらったり、各自の考えをまとめるレポー
トを作成してもらったりして、授業内容の理解度を高めた。簡単なまとめの形式であったので、受講生の負
担も少なく授業にも興味を持ってもらうことができた。今後も続けていきたい。なお、「いろんなことをいろん
な形で知れた」という意見に注目し、視聴覚教材やグループワークの進行に工夫しながら、興味を持って参
加できる授業にしていきたい。

研究業績

研究の特徴

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

・授業展開方法：①毎回グループワークを行い、各自の意見や疑問点等をまとめて発表してもらう。②受講
生が自主的に興味のあるテーマについて調査・発表する時間を設ける。そして、その内容について意見交
換をし、討論する。資料収集・発表方法についてはサポートする。

・到達目標：①これまでの日韓関係について理解することができる。②日韓交流における明るいテーマに関
心を持ち、今後のあり方について認識することができる。③国際的な視野を広げ、異文化理解とその方法
について関心を持つことができる。

a.在朝鮮日本人浅川伯教・巧兄弟に関する研究を続けている。この研究は、浅川兄弟の朝鮮伝
統工芸研究の特質を分析し、そこから異文化としての朝鮮理解の方法の今日的意義を検証する
ものである。その具体的内容は、兄弟の朝鮮移住の動機、在朝鮮日本人としての当時の植民統
治期の特殊な時代状況の認識、さらに兄弟の伝統工芸研究を通しての朝鮮理解の方法とその
背景を探究するものである。また、明治から昭和の激動する社会的背景の中での兄弟の思想的
基盤の歴史的特質についても研究を進めている。本研究の重要な方法論的特徴として、兄弟の
フィールドワーク研究の方法（Field-oriented Approach）及びその特質を検証することによって、
彼らの朝鮮伝統工芸研究の朝鮮理解における位置づけについての研究成果をあげることにあ
る。

b.植民地期以後の日本と朝鮮半島の諸問題に関心を持ち、帰国問題の始まりについて1955年
後の日朝関係を再検討することで、北朝鮮が帰国事業を始めた主な理由が、これまで言われて
いたような労働力の移入ではなく、対日国交正常化のためのパイプ作りにあったこと等を明らか
にし、日朝協会や韓国マスコミなど、これまで正面から取り組まれたことのなかったテーマについ
て研究している。

研
究
経
歴

宇都宮大学大学院国際学研究科博士課程前期の在学中より現在まで在朝鮮日本人浅川伯教・
巧兄弟）研究に取り組んでいる。

『帰国運動とは何だったのか―封印された日朝関係史―』（共著、平凡社、2005年5月）の執筆よ
り現在まで在日韓国人に関する研究に取り組んでいる。
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（１）著書

b.共編『回想の浅川兄弟』草風館、高崎宗司編、2005年9月、pp.296-305。

c.共訳『韓洪九の韓国現代史Ⅰ－韓国とはどういう国か』平凡社、2003年12月pp.252-292。

d.共訳『韓洪九の韓国現代史Ⅱ―負の歴史から何を学ぶのか』平凡社、2005年7月、pp.286-318。

e.共編『韓国民芸の旅』草風館、2005年12月。

g.共著（韓国語）「浅川伯教・巧兄弟の朝鮮理解」『柳宗悦と韓国』ソミョン出版、2012年12月、pp.91－125。

（２）学術論文

i.「柳宗悦の朝鮮伝統芸術研究―浅川伯教・巧兄弟との繋がりを中心に―」『山梨英和大学紀要』第8号

 （山梨英和大学）2010年2月、pp.51－64。

j.「浅川巧の異文化理解モデルに関する一試論」『山梨英和大学紀要』第9号,2011年2月、pp.53－68。

ｋ.「朝鮮美術展覧会の実相に関する一考察」『（韓国）東アジア日本学会』2011年10月、pp．431ー453。　

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

b.「植民地朝鮮における浅川伯教・巧兄弟と柳宗悦の民芸運動－その今日的意義を中心に－」

 お茶の水女子大学大学院「魅力ある大学院教育」イニシアティブ・プログラム調査報告書

ｃ.宇都宮大学国際学部国際シンポジウム＜多文化公共圏を考える―国際学の構築に向けて＞

　パネルデスカッション 「多文化公共圏における異文化理解モデルとしての浅川巧」2009年11月

p. 「在朝鮮日本人浅川伯教・巧兄弟と柳宗悦の朝鮮伝統文化理解の特質―初期の活動を中心に―」韓国
日本文化学会『日本文化学報』第79輯、2018年11月、pp.5～31。

m. 「植民統治期の朝鮮社会における朝鮮美術展覧会の受容に関する一考察」　『比較文化研究』No.118、
日本比較文化学会、2015年10月31日、pp.23-37

f.「在朝鮮日本人浅川伯教・巧兄弟の朝鮮理解―植民地期における兄弟の朝鮮伝統工芸研究を 中心に
―」　『朝鮮学報』第205輯（朝鮮学会）,2007年10月、pp.137-170。

l. 「柳宗悦と浅川伯教の『朝鮮美術観』に関する一考察―「朝鮮民族美術館」の設立過程を中心に―」『比
較文化研究』No.116、日本比較文化学会、2015年4月30日、pp.55-68。

a.「日韓文化交流のモデルとなる日本人・浅川巧」富士ゼロックス小林節太郎記念基金2004年研究調査報告書

c.「キリスト者浅川巧の苦悩－その宗教観を中心に－」『人間文化論叢』第6巻（お茶の水女子大学 大学
院、外部審査有）2004年3月、pp.177-186。

f.共著「浅川兄弟、その魂の源流を訪ねて」『浅川伯教の眼＋浅川巧の心』里文出版、2011年7月、pp.63－89。

a.共著『帰国運動とは何だったのか―封印された日朝関係史―』平凡社、高崎宗司・朴正鎮編著、　2005
年5月pp.235-267、pp.325-339。

a.「浅川巧の朝鮮観－植民地時代におけるその業績を中心に－」『人間文化論叢』第4巻（お茶の水女子大
学大学院、外部審査有）2002年3月、pp.289-299。

b.「浅川巧－その異文化理解モデルの今日的意義－」『人間文化論叢』第5巻（お茶の水女子大学　大学
院、外部審査有）2003年3月、pp.243-252。

g.「浅川伯教・巧兄弟の朝鮮理解の意義」『人間文化論叢』第10巻（お茶の水女子大学大学院、外部審査
有） 2008年3月、pp.1-10。

h.『浅川伯教・巧兄弟の朝鮮理解に関する研究―植民統治期における兄弟の朝鮮伝統工芸研究を素材と
して』お茶の水女子大学大学院人間文化研究科人文科学博士学位論文、2008年3月、pp.1－200。

n. 「朝鮮美術展覧会における「郷土」概念－朝鮮美術展覧会の初期の動向を中心に－」『比較文化研究』
No.123、日本比較文化学会、2016年10月31日、pp.1～12

h.共訳（韓国語）『浅川巧の日記と書簡』草風館、山梨県北杜市刊行、2014年3月。

d.「浅川伯教と朝鮮－植民地期の朝鮮陶磁研究を中心に－」『人間文化論叢』第7巻（お茶の水女子大学大
学院 、外部審査有）2005年3月、pp.315-324。

e.「浅川伯教の朝鮮工芸論」『人間文化論叢』第8巻（お茶の水女子大学大学院、外部審査有）　2006年3
月、pp.249-258。

研
究
実
績

o. 「朝鮮美術展覧会の「郷土性」概念—「工芸部」新設前後の変化を中心に—」『日本文化学報』第75輯、韓
国日本文化学会、2017年11月、pp.357〜379。
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2001年 10月 「浅川巧の民芸観―植民地期の朝鮮におけるその業績を中心に―」

第52回朝鮮学会全国大会

2002年 2月 「浅川巧の朝鮮観」第30回インター・ユニ哲学研究会

2002年 10月 「浅川巧と日韓文化交流」第3回韓国・朝鮮研究会

2002年 10月 「浅川巧－その異文化理解モデルの今日的意義」第53回朝鮮学会全国大会

2010年 10月 「浅川伯教と朝鮮美術展覧会」第61回朝鮮学会全国大会

2013年 10月 「朝鮮美術展覧会における『工芸部』と『郷土性』」第64回朝鮮学会全国大会

2014年 ６月

2015年 6月

2015年 10月

2015年 10月

2016年 3月

2016年 4月

2016年 5月

2016年 10月

2017年 5月

2017年 10月

2018年 5月

2019年 5月

2019年 9月

2020年 4月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

特になし

日本比較文化学会関東支部編集委員会委員（現在に至る）

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

a.2004年7月～2005年6月富士ゼロックス小林節太郎記念基金研究題目「日韓文化交流のモデ
ルとなる日本人浅川巧」100万円

b.2005年7月～2006年6月富士ゼロックス小林節太郎記念基金研究題目「日韓文化交流のモデ
ルとなる日本人　浅川伯教・巧兄弟」100万円

c.2005年12月～2006年3月お茶の水女子大学大学院＜魅力ある大学院イニシアティブ：＜対話
と深化＞の次世代女性リーダーの育成プログラム＞研究題目「植民地朝鮮における浅川伯教・
巧兄弟と柳宗悦の民芸運動－その今日的意義を中心に－」30万円

特になし

「朝鮮美術展覧会と郷土性」朝鮮学会第67回全国大会

d.2014年4月～2016年3月　科学研究費助成事業・基盤研究（C）
研究題目「朝鮮美術展覧会の工芸部新設と郷土性議論」

「日本人の『朝鮮美論』に関する一考察―植民地期における柳宗悦と浅川伯教の「朝鮮
美論」の比較を中心に―」第36回日本比較文化学会全国大会

「朝鮮美術展覧会における「工芸部」と「郷土色」に関する一考察」第50回韓国日本文化
学会学術大会（韓国）

「朝鮮美術展覧会における「郷土色」議論に関する一考察」第49回韓国日本文化学会
学術大会（韓国）

「朝鮮美術展覧会における「郷土色」に関する一考察」日本比較文化学会第43回関東
支部例会

「在朝鮮日本人浅川伯教・巧兄弟と「朝鮮民族美術館」―柳宗悦との共同活動を中心に
―」東アジア日本学会（韓国）2018年春期連合国際学術大会

 「柳宗悦の朝鮮認識―初期の活動を中心に―」第66回朝鮮学会全国大会

競争的資金
採択課題

競争的資金
採択課題

大学院生指導

「朝鮮美術展覧会に関する一考察―本展覧会は植民統治期の朝鮮社会にどのように
受容されたか―」第37回日本比較文化学会

「朝鮮美術展覧会と女流画家・羅蕙錫」日本比較文化学会第39回全国大会

「朝鮮美術展覧会と表象―作品における「郷土色」表現を中心に―」第38回日本比較文
化学会国際学術大会

「柳宗悦の韓国関連初期著作にみる韓国理解の方法論」第57回韓国日本文化学会学
術大会（韓国）

「日韓相互理解モデル・浅川巧」日本比較文化学会第41回全国大会

「朝鮮美術展覧会の「工芸部」に関する一考察」第68回朝鮮学会全国大会

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績
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特になし

2008年 4月

2009年 4月 FD委員会の委員（2010年3月まで）

授業アンケートの有効的な活用とFD研修会の効率化のために努めた。

2011年 4月 図書館運営委員会、紀要委員会の委員（2012年3月まで）

2011年 4月 宗教委員会の委員（2013年3月まで）、広報戦略部の委員（2016年3月まで）

2014年 4月 学生サービス部（現在に至る）

2019年 4月 国際交流室室長（現在に至る）

2020年 4月 グローバルスタディーズ領域領域長（現在に至る）

（１）講演会

2004年 2月 「浅川巧－その人と業績－」日本コリア協会・大阪第46回総会記念講演

2005年 7月 「浅川巧―韓国教科書に載った日韓相互交流のパイオニア」

宇都宮大学教科書問題を考える講演会

2006年 6月 「回想の浅川巧」平成18年度浅川伯教・巧兄弟を偲ぶ会記念談話

2008年 6月 「浅川兄弟の異文化理解」平成20年度浅川伯教・巧兄弟を偲ぶ会記念談話

2009年 5月 大阪市立東洋陶磁美術館テーマ展「浅川伯教が愛した韓国のやきもの」

記念講演会

2009年 6月 「日韓文化交流における知られざる若きヒーロー浅川巧の生涯」

浅川巧・山梨県立農林高等学校卒業100周年記念事業講演会

2009年 11月 「宇都宮大学ブランドを考える―宇都宮大学のさらなる発展と創造へ向けて―」

宇都宮大学創立60周年記念シンポジウム

2010年 2月 「浅川巧の眼と心」山梨県立美術館日韓交流エコアート特別シンポジウム講演

2010年 6月 「浅川兄弟研究の歩み」山梨平和ミュージアム山梨平和を願う戦争展記念講演

2010年 9月 「柳宗悦と浅川兄弟」我孫子市制40周年記念・雑誌「白樺」創刊百周年記念講演

2012年 2月 「浅川伯教・巧兄弟と朝鮮・韓国―ひと・自然との出会いから工芸研究まで―」

栃木県立美術館浅川巧生誕１２０周年記念展覧会記念講演

2013年 11月 「『浅川巧日記』を翻訳して」山梨民芸協会講演会

2014年 3月 「『浅川巧日記と書簡』を韓国語に翻訳して」山梨平和ミュージアム講演会

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等

活
動
実
績

後進育成活動実績

社
会
貢
献
活
動

特になし

研
究
能
力

に
対
す
る

評
価

サービス活動業績

入試委員会、入試実務委員会、国際交流委員会の委員（2011年3月まで）主に外国人
留学生の入試と韓国の協定校の現地入試に関わってきたが、入試に限らず、入学後の
両国の学生たちの積極的な国際交流にも繋がっていき、交換留学・短期研修などの学
術交流にも発展していけるように努めた。

アドバイザー活動
実績

韓国の日本大衆文化開放や日本の韓流ブームが始まり、各界の活発な交流が行なわれているが、こうい
う時にこそ両国のしっかりした歴史学習が必要である。両国民の歴史認識には曖昧かつ偏見的なものが
いまだ残っていることが否定できないからである。ここで、韓国の文化と人々を愛し、韓国の人々に愛され、
さらにいま日韓両国の多くの人々に敬愛されている日本人浅川伯教・巧兄弟の行跡を通して、当時の時代
背景を再認識した。なお、当時、兄弟と付き合った韓国人の子孫たちがソウル市にある巧の墓を管理して
いることから、代々に受け継がれている歴史の明るい一面を共有し、歴史の学問領域に対する関心を高め
るとともに、私自身の研究成果の公開の場となった。

外国人留学生たちのアドバイザー （2008年4月～現在）、国際交流サークルの顧問（2012年3月
～現在）、1年次・2年次の日本人学生と外国人留学生のアドバイザー（2012年4月～現在）として
学習や進路に関する指導を行っている。オフィスアワーの設定、メールによる学生の申し入れ
（日程や相談内容など）によって、一人一人の時間の都合や面談内容に対応できるように努めて
いる。

103



2015年 10月

2018年 6月

2018年 9月 「浅川伯教・巧研究」2018年度日本民藝協会夏期学校講演

（２）出前講座

2006年 2月 「開かれた韓国・朝鮮の今」東大和市歴史講座5回

2008年 10月

2009年 9月 「私の自分史を語る」東大和市職員組合主催「人権＆国際交流講座」

2011年 11月 「神を信じ、平和を作り出した人々に学ぶ―浅川巧」山梨英和中学校

2012年 10月

2014年 1月 「甲州人・浅川巧にみる日韓交流」関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会

（３）公開講座

2005年 2月

2006年 10月 「浅川巧の朝鮮観」浅川伯教・巧兄弟記念講座（浅川伯教・巧兄弟資料館）

2009年 1月

2011年 2月 「浅川伯教・巧兄弟にみる異文化理解」NPO法人高麗博物館文化講座

2011年 8月 「浅川巧と兄伯教－日本と韓国のマウメダリ（心の架け橋）」高麗美術館研究講座

2012年 10月 「浅川伯教・巧兄弟について」公益社団法人甲賀・湘南人権センター

＜人権・平和・環境を考える講座＞

2013年 10月

2019年 2月

（４）学外審議会・委員会等

2006年 4月 宇都宮大学大学院国際学研究科外部評価委員(2007年3月まで)

（５）その他

2005年 3月

2005年 5月 書評「金希貞－朝鮮における柳宗悦の受容」『民藝』第629号、pp.56-57。

書評「金容菊－柳宗悦と朝鮮芸術論」『民藝』第629号、pp.57-59。

2005年 6月 書評「丁貴連－もう一つの旅行記―柳宗悦の朝鮮紀行をめぐって」『民藝』第630号、

pp.57-58。

2005年 7月 書評「加藤利枝－3・1独立運動後の朝鮮芸術観と柳宗悦」『民藝』第631号、pp.64-65。

2005年 8月 書評「朴桂利－柳宗悦と朝鮮民族美術館」『民藝』第632号、pp.47-48。

2005年 9月 書評「李秉鎮－光化門と柳宗悦」『民藝』第633号、pp.55-56。

2005年 10月 書評「李秉鎮－『白樺派』における他者としての＜朝鮮＞―柳宗悦と浅川巧の

場合」『民藝』第634号、pp.61-63。

2006年 6月 随筆「浅川伯教・巧兄弟、柳宗悦の足跡を訪ねる韓国の旅を終えて」『民藝』第642号、

pp.57‐59。

2006年 8月 随筆「松本民藝館－日本の中の朝鮮美術・工芸品（15）」『民藝』第644号、pp.52‐53。

2006年 12月 書評「朴裕河著・佐藤久訳『和解のために―教科書・慰安婦・靖国・独島』」

「甲州人・浅川巧の日記にみる『日韓物語』」県民コミュニティーカレッジ・大学コンソーシ
アムやまなし

書評「安達義弘－民芸運動による日韓共生の実現を求めて」『民藝』第627号、pp.58-59。

① 2018年6月2日、やまなし金子文子研究会主催歴史講演会「浅川巧と朝鮮・韓国」
（於、山梨英和大学）

「甲州人浅川巧と韓国」韓国領事館主催〈韓国との出会い～ 韓国について理解を深め
よう！～〉

「日本で暮らすコリアンをめぐって」平成30年度東大和市市民企画地域課題講座

社
会
貢
献
活
動

「浅川兄弟にみる異文化理解」浅川伯教・巧兄弟記念講座（浅川伯教・巧兄弟資料館）

「朝鮮の風土を愛し、朝鮮の土となった日本人～浅川巧」東京東大和市公民館歴史講
座：人物史から見た韓国・朝鮮と日本の友好

この6つの講座では、博士論文『浅川伯教・巧兄弟の朝鮮理解に関する研究―植民統治期における兄弟の
朝鮮伝統工芸研究を素材として―』において解明した兄弟の朝鮮伝統工芸研究の特質とその展開過程、
そこから異文化としての朝鮮理解の方法論について話し、高校生から社会人までの講座参加者たちと、今
後の日韓相互理解について議論し、歴史認識を高める内容とした。

「韓流ブームっていつから？日韓関係を遡って見れてくるものは？」山梨県立甲府東高校

「日韓文化交流における知られざる若きヒーロー」韮崎高等学校「個性を育てる学習サポート」　

人権と日韓交流をテーマとする講座で、外国人としての私の日本生活・体験と研究テーマの浅川兄弟にみ
る異文化＝韓国理解について話し、「共に生きる」ことについて参加者たちと議論した。
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平凡社、『南日本新聞』『信濃毎日新聞』など数紙（共同通信配信）

2010年 8月 コラム「日韓理解の礎・浅川巧に学ぶ」『山梨日日新聞』

2011年 4月 コラム「異文化理解モデル－日韓交流に橋を懸けた浅川兄弟」『聖教新聞』

2011年 11月 テレビ山梨「ウッティ発！かけはし　浅川兄弟からのメッセージ」収録

2012年 6月 テレビ山梨「ウッティ発！山梨も韓国が熱いセヨ！」収録

2012年 9月

（2011年8月研究講座抄録）

2013年 1月 富士ゼロックス小林節太郎記念基金助成対象者ＯＢ・ＯＧ寄稿

「共に生きる―浅川伯教・巧兄弟に見る日韓両国の歩み、そして私の歩み」

2013年 10月

2014年 4月

2015年 2月

2016年 3月

2016年 7月 浅川伯教・巧兄弟広報大使（山梨県北杜市浅川伯教・巧兄弟を偲ぶ会、現在に至る）

社
会
貢
献
活
動

2020年5月1日

随筆「日本と韓国の柳・浅川兄弟研究―現在までの動き―」『民藝』第759号、pp.23-27

専門的目標

①これまで一貫して研究してきた浅川伯教・巧兄弟と柳宗悦の韓国＝異文化理解の方法は、今
後の研究計画においても「多文化共生」・「異文化理解」にとって実践的に生成・発展させていく可
能性を持っている。また、今後の研究から予想される成果は、「浅川モデル」を東アジアから世界
へ提唱できる「グローバルな文化交流モデル」として構築することである。これらは歴史研究及び
人物研究、日韓の伝統文化研究分野における新たな視点を提供することができる。さらに、日韓
近代史研究分野の活発な議論を促し、学会発表やシンポジウム、講演会、公開講座などにおけ
る研究成果発信を積極的に行う。なお、科学研究費等の競争的資金・外部研究費の獲得のため
に、研究内容の独自性を図り、質の向上に努めていく。

②文化・歴史に関する教育においては、これまでの教育の中で得られた成果をもとに国際的な
人材育成・教育指導を目指し、歴史的な背景から現在に至るまでの文化交流の現状を認識し、
複眼的・相対的探究ができるように指導していく。各科目に対応できる効率的な教材制作に取り
組んでいく。
③韓国語に関する教育においては、「読む・書く・聞く・話す」の基本学習のほか、会話と講読の
演習を行い、韓国語文献の講読から手紙や作文作成などの表現力・応用力・コミュニケーション
力を身につけて、グローバルな人材として育成することを目指す。さらに、協定校への短期研修・
交換留学にもつながるようにレベルアップのための教授法を工夫し、教材制作にも力をいれてい
く。

最新データ入力日

成果と目標

①これまでの異文化理解・グローバル化に関する問題点としては、①「歴史」認識と国民レベル
の文化交流の具体的な提案がないことと、②学術的な位置づけが行われていないことが挙げら
れる。私の研究は浅川兄弟と柳宗悦が示した異文化理解の方法に含まれている科学・哲学・宗
教・芸術的要素について、未発掘の資料を掘り起こして、理論的・学術的な検証を行った。この検
証は、これまでの日韓関係のみならず、グローバル化における異文化理解・文化交流論に関す
る問題点の改善方法と将来への提案を含んでいることにおいても重要な意義がある。

②私が実施してきた日韓両国におけるフィールドワークはこれまでの歴史研究の文献研究にみ
られる限界を克服する有意義かつ効果的な手法である。このような特色を有する私の研究は
様々な認識の相違点を内包している日韓近代史研究の中にあって、際立って日韓文化交流の
「特殊性」「相互関係性」「積極性と実践性」を明示し、さらに単に日韓関係に限らず、人間と歴史
の「連続性」「普遍性」にも視角を拡大させる可能性を持っている。

③私の研究成果として提示できた浅川兄弟にみる新時代の「異文化理解モデル」は、日韓歴史
教育における新たな視点を提供できるとともに両国の若い世代の交流に具体的なモデルを示す
ことができる。そして、本学が求めている「国際的な視点でものを考え」、「自らの立脚点をしっか
りと見据えて地域社会と密接に連携しつつ」、「世界の平和と安定のために活躍する」人材の育
成のための教育指導にも活かしていけることと確信している。

専門的成果

「浅川巧と兄伯教－日本と韓国のマウメダリ（心の架け橋）」高麗美術館館報第93号

やまなし留学生スピーチコンテスト実行委員会委員（現在に至る）

「大学教員とのガールズトーク」山梨大学男女共同参画推進室（於、山梨県立図書館）

2013年県民コミュニティーカレッジ講座　大学コンソーシアムやまなし「〈ことば〉の力を
見つめなおす」
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1999年 3月 東京大学教養学部教養学科第一（比較日本文化論分科）卒業

2002年 3月

2004年 3月 一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻修士課程修了

2006年 9月 ドイツ・ライプツィヒ大学留学（2009年3月まで）

2012年 3月 一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻博士課程修了

2012年 4月 山梨英和大学非常勤講師（ドイツ語、音楽の表現：～2014年3月）

2012年 4月 一橋大学大学院言語社会研究科博士研究員（～2014年3月）

2013年 4月 一橋大学非常勤講師（ドイツ語：～2015年3月）

2014年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科准教授（～2019年3月）

2015年 4月 山梨英和高校非常勤講師（ドイツ語：～2018年3月）

2018年 4月

2019年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科教授（現在に至る）

2019年 9月

2017年 11月

2019年 7月 山梨英和大学ベストエデュケーター賞

年 月

2004年 4月

2012年 8月 日本音楽学会会員

2013年 9月 日本イギリス児童文学会会員（2017年4月より理事）

2014年 10月 日本児童文学者協会会員

2005年 2月 ドイツ語中級（Zentrale Mittelstufenprüfung=ZMP）

2007年 7月

2000年 2月 高等学校教諭１種免許（地理・歴史）

年 月

e-mail sei-inoue[atmark]yamanashi-eiwa.ac.jp

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属

1974年 教授 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号 学術（博士） 専門分野 音楽史・音楽学、児童文学、西洋文化論

ｲﾉｳｴ  ｾｲｺﾞｳ
井上　征剛

男

学
　
歴

東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻修士課程（比較文学・
比較文化）修了

実
務
経
験

受
賞
歴

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

大学入学のためのドイツ語（Deutsche Sprachprüfung für den
Hochschulzugang = DSH）

日本児童文学学会会員（2017年11月より理事、2019年11月より事務局長）

専修大学非常勤講師（文学部日本文学科、児童文学研究：～2020年3月）

日本女子大学大学院非常勤講師（家政学研究科児童学専攻、特別講義
Ⅲ：～同年9月）

日本児童文学学会創立55周年記念論文佳作（内容については「研究実
績」の項を参照のこと）
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動
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○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動
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　　　学会等発表、役員参加
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　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動
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略

○最新データ入力日

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

目　　次
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

2020年度：

以下、比較文化・思想論（2020年度前期）のシラバスから抜粋。

概　　　要

到達目標

教育業績

教育理念、方針、方法

大学の教育では、学生が他者や社会・文化事象に対して幅広い興味を持つための、
また彼らがそのような事柄に関する情報を集め、把握することを通して、自分自身の
考えていることについて再認識し、その考えを自ら発信する方法を学ぶための手助け
をすることが必要と考えている。そのために、語学、文化、学問の基礎のいずれにお
いても、専門的な知識への扉を開く基礎とともに、それらの分野の根幹となる社会事
象について十分な情報伝達を行い、専門的な知識が自分たちの身の回りのできごと
や状況と結びつき得ると認識してもらうこと、さらにそのような認識を手がかりに、自分
たちの目の前にあるものごとを自分なりにとらえ、消化し、その際に感じたこと、考えた
ことを自分の言葉として発信する経験を積んでもらうことに重点を起きたいと考えてい
る。したがって、専門的知識や論理的思考、さまざまなレベルでの好奇心に加え、他
人に理解しやすい文章を書く力の育成も重視したい。

また、音楽と児童文学を中心とした文化事象に数多く触れてもらい、興味を喚起するこ
とも目指す。その際、いわゆる「マイナーなもの」に注目する価値についても気づいて
もらうよう、知られていないがすぐれた作品の紹介に力を入れることを重視している。

語学教育にあたっては、「辞書を引いて内容をしっかり考えた上で把握する」ことが非
常に重要と認識している。したがって、時間をかけて読む価値のある文章を、単語の
意味や文法に留意しながらていねいに読んでいき、次第に長い文章を速く読めるよう
になる、というのが理想。ドイツ語教育では、留学時の経験に基づき、「外国で外国の
言葉に囲まれて生きる感覚」を伝えることも重視している。

教
育
能
力

「音楽史・音楽学」の場合：①テーマとする作品について、作曲家の活動史や作曲当時の社会状況
を念頭に置いた上で、作品分析を行う。
②同じジャンルや類似した内容をもつ作品を紹介し、共通点やそれぞれの作品だけに見られる特
徴を把握する。／なお、ＣＤやＤＶＤでの作品紹介やピアノ演奏を交えた解説によって、音楽経験の
浅い受講者でも、内容を自分なりに興味をもって受けとめられるように心がけている。

特になし（多くの科目では、毎回必要な情報を掲載したプリントを作成・配布している）。

担当授業科目

音楽史・音楽学（前期）、児童文学講読（後期）、比較文化・思想論（前期）、子どもと文
化（第３Ｑ：共同）、地域研究・実践論（後期）、舞台芸術論（前期）、世界の文化（第３
Ｑ：共同）、英語1aF（前期）、英語1bA（前期）、英語1cH（後期）、ドイツ語１（前期）、ドイ
ツ語２（後期）、ヨーロッパの社会と文化ⅠA（第１Q）、ヨーロッパの社会と文化ⅡA（第
２Q）、専門ゼミナール（第１Q～第４Q）、卒業プロジェクト研究（第１Q～第４Q）、基礎
ゼミナール（前期・後期）

ウィーダの小説『フランダースの犬』を分析しながら読み、関連した内容を持つ作品
や、この作品に関わる事柄（主に芸術論）について認識しつつ、芸術家物語という観点
から考察します。代

表
的
シ
ラ
バ
ス

2016年2月4日：一橋大学キャリア支援室（大学院生担当）2015年度第5回アカデミックキャリア講習
会「大学で教えるということ―地方私立大学の教育現場から―」で、大学院修了後2～3年の教員に
よる授業づくりについての講演を行う。「サービス活動業績」の「社会貢献活動」の項目を参照のこ
と。

（１）ひとつの文学作品について、自分なりの考えを持って読み、複数の切り口から考
察すること。
（２）自分の考えをまとめ、具体的に語り、建設的に議論を行う技術を磨くこと。
（３）芸術や芸術家の在り方、またその表象について、具体的に考察すること。
（４）文学作品について、物語そのものに加えて、扱われているテーマ（ここでは「芸術
家の運命」）と結びつけて、より深く理解すること。
（５）文学作品の背景となる情報を、その作品のより深い理解に役立てること。
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授業計画

成績評価

（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

教
育
改
善
活
動

（１）一橋大学・大学教育研究開発センター研究補助員として、レポート作成の指導と指導法に関す
る研究などを行う（2010年11月～2011年2月）。（２）山梨英和大学学内WGで、新カリキュラム構築に
取り組む（2015年2月～2016年3月）。2016年度には新たに発足した「グローバル・スタディーズ領
域」の連絡係を、2017年度には同領域長を務める。（３）2015年度に英語・英語圏文化コースのコー
ディ―ネーターを務めたことをきっかけに、同コースの専門教育制度の変更（卒業研究の最終発表
会を新たに開催する、など）及び、英語基礎教育体制の整備を行った。（４）2018年6月より、英語教
育改革検討委員会メンバー。

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

全般的に高い評価を頂いている。個別の記述では、「絵本は子どもだけでなく大人になってからでも
違う見方で楽しむことが出来るということを知れた」「様々な種類の絵本を多角的に読むことが出来
た」「親になったらこんな絵本を読ませようなど想像を膨らますことが出来た」（子どもと文化：2015年
度）、「フランダースの犬に対する見方が大きく変わると同時に、他の作品でも同じような展開はない
だろうかと探すきっかけとなり、様々な作品を深く読むようになった。また、自分の考えを伝えれば伝
えるほどそれに対するものが返ってくるので、とても積極的に授業を受けられ、楽しかった」「様々な
作品を関連づけながら１つのテーマを論じ、思考力を養うというのが非常に魅力的だった」（比較文
化・思想論：2016年度）、「ドイツ語を学ぶだけでなく、「ドイツ」という国について色々知ることができ
た」（ドイツ語１：2016年度）、「オーケストラ音楽の印象が変わった。堅苦しいというイメージがあった
が授業を受け、面白いし、もっと聴いてみようと意識が変わりました」、「演奏法や物語の内容との関
連について、順序立てて分かりやすく説明してくださったので、良かったです。様々な曲を紹介され
ていたので、内容に変化があって、楽しみながら取り組むことができました」（音楽史・音楽学：2016
年度）、「学生の発言に価値を見出そうとしてくれているため気軽に発言できた」「児童文学の奥深さ
を知ることができた」（児童文学講読：2015年度）、「やりがいがある」（地域研究・実践論：2017年
度）、「自分の知らない分野などにもスポットを当ててくださったので新しい発見がとても多く毎回楽し
みにしていた授業でした」（世界の文化：2019年度）、「細かく説明をしてくれるので授業を受けてい
てとても楽しかった」「英語に関して苦手意識をもっていたが、すこしずつ楽しんで受けられるように
なった」、「調べる課題によって日本語に訳しても意味がわからないもののことも詳しく知ることがで
き、学習意欲が高まった」（英語：2015年度）、「大学生活で役に立つ授業だと思った」（基礎ゼミナー
ル：2014年度）などのコメントがあった。なお、2019年3月の学生企画によるオープンキャンパスで
は、学生から依頼を受けて模擬授業を行っている（サービス活動業績の項参照）。

2018年度本学大学案内では、私が担当する「音楽史・音楽学」の授業が「特集」枠内で紹介されて
いる。この授業が対外的に提示する価値のあるものだ、と評価された結果と受け止めている。また、
2019年にベストエヂュケーター賞を与えられているが、これは2018年度の学生授業アンケートに基
づいて、本学のFD・SD委員会での検討を経て決定されたものである。

一橋大学では、ティーチング・アシスタントを務めた後、その際の仕事から授業を行う能力があると
いう評価を得て、非常勤講師や臨時の講師を務めることができた、という経緯がある。

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

平常点・授業内課題40％、レポート60％。レポートは、授業の内容の理解度、
授業内課題で展開した議論をよく見直し練り直すこと、テーマについて自分自
身の考えを、根拠を含めてそれなりに理路整然と提示することが評価の基準
となる。
教科書：『フランダースの犬』、ウィーダ（村岡花子訳）、新潮文庫、440円（税込）、
ISBN: 9784102054017
参考書：『聴衆の誕生――ポスト・モダン時代の音楽文化』、渡辺裕、中公文庫、857
円（＋税）、ISBN: 9784122056077
　　　　『日本児童文学　2011年11・12月号』、日本児童文学者協会（編）、小峰書店、
1050円、ISBN: 4910169891219
その他、必要に応じてプリントを配布する。

教科書・
参考書

（１）小説『フランダースの犬』を、記述された内容や人物描写などを手がかりに、詳細
に考察する。
（２）ウィーダの別の作品や、他の作家による、ハッピーエンドを志向する芸術家物語
などについて検討し、『フランダースの犬』における「もうひとつの結末」は可能だった
のかどうかについて考察する。
（３）小説・絵画・音楽・映画などで描かれる「（天才）芸術家像」について幅広く検討し、
社会において「芸術家のイメージ」がどのようにとらえられ、「活用」されているかにつ
いて、またそのような「芸術家像」の在り方が含む問題点について考察する。
（４）（１）～（３）をふまえて、芸術家物語としての『フランダースの犬』について、再度検
討する。
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（１）著書

まだない（博士論文を出版したいと考えてはいる）。

（２）学術論文

依頼論文２：「音楽を描く児童文学、その諸相」（『日本児童文学　2011年11・12月号』）

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

研
究
実
績

2006年
2009年まで、ドイツのライプツィヒに留学。音楽史に関する調査・研究のほか、ドイツの
オペラ劇場や児童文化（音楽、図書館、演劇など）の取材を行う。

2011年
一橋大学・組織的な若手研究者海外派遣プログラム（独立行政法人日本学術振興会
「組織的な若手研究者海外派遣プログラム」採択事業）により、ライプツィヒ大学で調
査研究を行う（劇場などの取材も行った）。(2013年まで、２回・計５か月。）

研究業績

研究の特徴

音楽史・音楽学研究では、作品の詳細な分析（作曲のための基礎知識による）と、そ
の作品が生まれた社会的脈絡の考察を合わせて行うことで、多面的な作品理解を
行っている。このような多面的なとらえ方を通して、作曲家にとって、また現代において
音楽作品を受容する私たちにとって、その作品がどのような意味を持ち得るのかを明
らかにすることを目指している。

児童文学研究では、物語で描かれるできごとを詳細に分析し、主に現代の読者にとっ
て、その作品を読むということがどのような意味を持ち得るのかを常に視野に置いて
論じることを重視している。社会に対して、また児童文学を軽視する少なからぬ論者に
いかに対峙するか、ということも重要なテーマである。

音楽をテーマとする児童文学作品の研究など、複数のジャンルにまたがった研究も重
点的に行っている。音楽・児童文学作品についてその面白さを具体的に伝えること、
また（主に社会に対して）批判精神を持ち続けることを強く意識している。

研
究
経
歴

博士論文：『アレクサンダー・ツェムリンスキーの《夢見るゲルゲ》――現実ともうひとつの世界をめ
ぐる歌劇』（2011年提出、2012年合格）

入賞／学術雑誌掲載論文：「前衛音楽としての「カナリア・オペラ」と英国社会――ロフティング『ドリ
トル先生のキャラバン』の音楽史的検証から見えてくるもの――」（『児童文学研究　第50号』、「受
賞歴」該当論文）

依頼論文１：「作者のまなざしと翻訳の役割――ヴァージニア・リー・バートン『せいめいのれきし』改
訂版をめぐって――」（今田由香・大島丈志編『絵本ものがたりＦＩＮＤ　見つける・つむぐ・変化させ
る』朝倉書店、2016）

研究書での執筆１：「総説　作曲／投稿作品とその作曲家たち／作曲の手法」（『赤い鳥事典』（柏書
房、2018年））

研究書での執筆２：「放送劇音楽としての『母をたずねて三千里』付随音楽」（『高畑勲をよむ　文学
とアニメーションの過去・現在・未来』（三弥井書店、2020年））

学術雑誌投稿掲載論文１：「オペラに描かれた子ども像――フンパーディンクのオペラ『ヘンゼルと
グレーテル』の場合――」（『一橋論叢』2004年9月号）

学術雑誌投稿掲載論文２：「べンジャミン・ブリテンのオペラ『ねじの回転』にみる、子ども観への問
題提起」（『児童文学研究　第37号』（2004年））

学術雑誌投稿掲載論文３：「ベンジャミン・ブリテンのオペラ『小さな煙突掃除』――子どもオペラの
可能性と問題点」（『一橋論叢』2006年3月号）

海外の研究書籍（論文集）掲載論文（（３）を参照）：“Wenn Kinder eine Grenze zwischen zwei
Welten überqueren: Engelbert Humperdincks „Hänsel und Gretel“ als „Fantasy-Oper””（子どもたち
がふたつの世界の境界を渡るとき――「ファンタジー・オペラ」としてのエンゲルベルト・フンパーディ
ンク《ヘンゼルとグレーテル》）In: Brinker-von der Heyde, Claudia / Ehrhardt, Holger / Ewers,
Hans-Heino / Inder, Annekatrin (Hrsg.) Märchen, Mythen und Moderne. 200 Jahre Kinder- und
Hausmärchen der Brüder Grimm. Teil 1 und 2. Frankfurt am Main u. a.: 2015.
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共著：『児童文学・21世紀を読む』（2018年8月、児童文学評論研究会編集・発行）

特になし

1999年 6月

2004年 11月

2005年 10月

2007年 8月

2009年 8月

2009年 12月

研
究
実
績

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加 国際児童文学学会第19回研究大会（ドイツ、フランクフルト）で、ドイツのオ

ペラ上演に見る、子どもについての新しい発想をテーマに研究発表を行う
（ドイツ語）。“Kinder im Musiktheater: Neue Gedanken über Kinder bei
deutschen Opernaufführungen” （オペラ劇場の子どもたち――ドイツのオ
ペラ上演に見る、子どもについての新しい発想）

新国立劇場オペラ公演「フィレンツェの悲劇／ジャンニ・スキッキ」パンフレットの解説「ツェムリンス
キーとその時代」（2019年4月）

学会誌書評：「周東美材著『童謡の近代――メディアの変容と子ども文化』」（『児童文学研究　第49
号』（2017年））

評論記事：「「排外主義の時代」の児童文学」（『日本児童文学　2019年5・6月号』）※2018年の海外
児童文学作品翻訳についての総括

評論記事：「児童文学の「活性化」と評論・研究の戦略」（『日本児童文学　2017年5・6月号』）※2016
年の児童文学に関連する評論・研究の総括

評論記事：「ここに僕らは居合わせている」（『日本児童文学　2013年5・6月号』）※2012年の海外児
童文学作品翻訳についての総括

紀要掲載レポート：キリスト教と人間文化学　－2018年メイプルカレッジ連続講演報告－「Ⅱ.　チェコ
紀行：ヤン・フスの宗教改革とチェコ音楽のつながりをたどる－」（『山梨英和大学紀要　第17号』
2019年3月）

山梨英和大学紀要　第16号（山梨英和大学情報メディアセンター、2018年3月1日）

紀要掲載レポート：宗教改革500年の旅　－わたしたちは何処からきて、何処へ向かっているの
か？－　「県民コミュニティーカレッジ2017」レポート「第2回　東ドイツ紀行－宗教改革と音楽・美術
の旅－」（『山梨英和大学紀要　第16号』2018年3月）

山梨英和大学紀要　第16号（山梨英和大学情報メディアセンター、2018年3月1日）

日本音楽学会東日本支部第41回定例会傍聴記執筆（東日本支部通信第41号（Web媒体、2016年
11月8日更新）掲載）

日本児童文学学会第44回研究大会（同志社大学）で、研究発表「1930年代
の「学校オペラ」――子どもの主体性をめぐって」を行う。

国際児童文学学会第18回研究大会（京都）で研究発表（英語）。“How can
music depict the relationship between the power of the society and
children? – in the case of Benjamin Britten” （音楽はどのようにして社会
の力と子どもの関係を描くことができるか――ベンジャミン・ブリテンの場
合）

日本児童文学学会の東京例会で、研究発表を行う。「ドイツの子ども向け
オペラと演劇の現在　――旧東独圏の劇場の活動を中心に――」

国際児童文学学会（IRSCL）で５回発表（京都（2007）、フランクフルト（2009）、マーストリヒト（2013）、
ウスター（2015）、ストックホルム（2019））。カッセルでの、グリム・メールヒェンをテーマとした学会
（2012）でも発表を行った。ストックホルム以外では、クラシック音楽を扱う発表としてはほぼ唯一の
ものだった。カッセルでの研究発表は、その後ドイツ語論文として学会論文集に提出・採用収録され
た（（２）を参照のこと）。

競争的資金採択課題

日本児童文学学会の東京例会で、「19世紀後半の西洋児童文学にみる芸
術への関心」というテーマで研究発表を行う。

日本児童文学学会第43回研究大会（東京学芸大学）で、ベンジャミン・ブリ
テンのオペラ《小さな煙突掃除》について発表を行う（「オペラと児童文学の
接点――ブリテンのオペラ『小さな煙突掃除』をめぐって――」）。子どもを
テーマとするオペラ作品についての発表は、このときが初めて。
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2012年 12月

2013年 8月

2013年 11月

2013年 11月

2013年 11月 日本児童文学学会運営委員（～2017年11月）

2014年 10月 日本児童文学者協会会員（研究部部員）（現在に至る）

2014年 11月

2015年 8月

2016年 11月

2017年 3月

2017年 4月 日本イギリス児童文学学会理事（現在に至る）

2017年 11月 日本児童文学学会理事（現在に至る）

2018年 3月

2019年 8月

2019年 11月

2019年 11月

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

ドイツのカッセルで行われた、グリム兄弟メールヒェン集200周年記念学会
（BRÜDER-GRIMM-KONGRESS 2012 "Märchen, Mythen und Moderne:
200 Jahre Kinder- und Hausmärchen der Brüder Grimm"）で、フンパーディ
ンクのオペラ《ヘンゼルとグレーテル》について発表。“Wenn Kinder eine
Grenze zwischen zwei Welten überqueren: Engelbert Humperdincks „Hä
nsel und Gretel“ als „Fantasy-Oper””（子どもたちがふたつの世界の境界
を渡るとき――「ファンタジー・オペラ」としてのエンゲルベルト・フンパーディ
ンク《ヘンゼルとグレーテル》）

国際児童文学学会第21回研究大会（オランダ、マーストリヒト）で、フリード
のモノ・オペラ《アンネの日記》について発表を行う（英語）。“A Mono-opera
“The Diary of Anne Frank”― How does “Modern Music” depict a girl in
the Nazi Time?”（モノ・オペラ《アンネの日記》――ナチス時代の少女を描く
「現代音楽」）

日本イギリス児童文学会東日本支部秋の例会（川村学園女子大学）で研
究発表。「ベンジャミン・ブリテンが開いた、音楽で子どもを描く新たな可能
性――1960年代の作品を中心に」

日本児童文学学会第52回研究大会（広島経済大学）で研究発表。「ベン
ジャミン・ブリテン《子どもの十字軍》にみる「戦争児童音楽」の可能性――
子どもの音楽演奏によって、過去と現在を結びつけるということ」

日本音楽学会第65回研究大会（九州大学）で研究発表。「ツェムリンスキー
《人魚姫・管弦楽のための幻想曲》――「死の交響曲」から生きることの痛
みを描く音楽への展開」

国際児童文学学会第22回研究大会（イギリス、ウスター）で、ブリテンの連
作歌曲集『ウィリアム・ブレイクの歌と箴言』について発表を行う（英語）。
““Why do you always need ‘innocent’ children?” – Benjamin Britten’s
method to depict “childhood” in his song cycle “Songs and Proverbs of
William Blake””

日本イギリス児童文学学会第46回研究大会（中京大学）で研究発表。「前
衛音楽としてのカナリア・オペラ――ロフティング『ドリトル先生のキャラバ
ン』の音楽史的検証――」

音楽理論研究会第20回東京例会（国立音楽大学AIスタジオ（国立市））で
本学での教育活動に基づく研究発表。「大学における教養教育と音楽学―
―音楽を専門としない学生向けの授業で音楽理論をどのように活用するか
――」

人魚プロジェクト（科研費研究プロジェクト）第30回研究会（東京理科大学
神楽坂キャンパス）で発表。「放送劇音楽としての『母をたずねて三千里』
付随音楽」

国際児童文学学会第24回研究大会（スウェーデン、ストックホルム）で、ブ
リテン『子どもの十字軍』を中心に、音楽的素材としての子どもの声の用い
方についての研究発表を行う（英語）。“Children’s Voices as Musical
Materials: In Case of Benjamin Britten’s “Children’s Crusade””

日本児童文学学会・日本イギリス児童文学会の研究大会でセクション司会
を担当（この時が最初）。

日本児童文学学会事務局長（現在に至る）
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年 月

年 月

年 月 特になし

年 月

年 月

特になし（出身大学院では、ゼミで他の院生への助言を行ってきた）

2014年 6月

2014年 8月

2015年 2月 新カリキュラム検討WGメンバーを務める（～2016年3月）。

2015年 4月 英語・英語圏文化コースコーディネーターを務める（～2016年3月）。

2015年 4月 学生サービス部運営委員会委員（～2016年3月）。

2015年 6月

2015年 10月

2016年 4月 グローバル・スタディーズ領域連絡者を務める（～2017年4月）。

2017年 4月 グローバル・スタディーズ領域長を務める（～2018年3月）。

2017年 4月 学生サービス部運営委員会委員（国際交流主任、～2018年3月）。

2017年 4月 教務オリエンテーション担当。

2017年 6月

2018年 4月 入試・広報部担当長を務める（現在に至る：関連する兼務あり）。

2018年 4月 教務オリエンテーション担当。

2018年 6月 オープンキャンパスで大学総合案内を担当（～9月）。

2018年 7月 山梨県立巨摩高校で山梨英和大学についてのガイダンスを行う。

2018年 7月

2019年 2月

2019年 3月

2019年 3月

2019年 4月 山梨英和大学吹奏楽部顧問（現在に至る）。

2019年 6月 オープンキャンパスで大学総合案内を担当（～9月）。

山梨英和大学入学前教育（第２回）で講演「大学での学びについて」を担
当。

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

一橋大学大学院言語社会研究科では、大規模なオペラについて、音楽と台本の両面から緻密な分
析を行い、さらに豊富な文献資料を細部まで調査分析した上で駆使し、あまり知られていない作品
に新たな価値を見出した点が、高く評価された。さらに、他のジャンルや、有名でないものも含めた
他の音楽作品との比較を徹底して行うことで、研究対象としている作品の新たな面に光をあてた点
が、筆者の研究の特色という点も含めて高い評価を受けている。音楽産業や社会に対する問題意
識や、文章の分かりやすさもまた、評価の対象となっている。

サービス活動業績

山梨県立笛吹高校で同高校内進路ガイダンスに参加、山梨英和大学につ
いてのプレゼンテーションを行う。

山梨英和大学オープンキャンパスで模擬授業（「作曲家の仕事――音楽の
喜怒哀楽――」）を行う。

学内サークル「RingerRinger」顧問（ハンドベルサークル、現在に至る）。

山梨県立富士河口湖高校で山梨英和大学についてのガイダンスを行う。

山梨英和大学オープンキャンパスで模擬授業（「絵本を深読み！～バート
ン『ちいさいおうち』」）を行う。

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

山梨英和大学オープンキャンパスで模擬授業（「世界への扉を開く～「ロ
ボット」の生まれた国～」）を行う。

山梨英和大学オープンキャンパスで模擬授業（「絵本を深読み！～バート
ン『ちいさいおうち』」）を行う。

山梨英和大学オープンキャンパス（学生企画）で模擬授業「クリティカル・シ
ンキング入門」を行う。
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2019年 7月

2019年 12月

2020年 4月

2020年 6月

2008年 6月

2015年 11月

2016年 2月

（２）出前講座

　2015年 6月

2015年 11月 山梨県立甲府西高校で出前講座「絵本の読み方～乗り物絵本～」。

2016年 3月

2016年 11月

2017年 7月

2018年 3月

2018年 11月

2019年 3月

2019年 3月

2019年 4月

2019年 12月 私立駿台甲府高校（通信制）で出前講座「物語の読み方」。

続
き

山梨県立山梨高校で山梨英和大学についてのガイダンスを行う。

2020年度基礎ゼミナールの暫定チーフを担当する。

アドバイザー活動実績
2014年度より、基礎ゼミ担当学生および担当留学生を中心に、2018年度より基礎ゼミ
担当学生および専門ゼミ担当学生を中心に、履修・学習・生活などの指導を行ってい
る。

後進育成活動実績

特になし（一橋大学大学院では、ゼミ生や留学生への助言に加えて、修士論文発表
会などの場にもできるかぎり参加し、他のゼミの学生にも、必要に応じて助言を行って
いる）。現在は、関連分野の研究等について、求められて助言を行うことがある。ま
た、2018年度の日本女子大大学院での非常勤講師では、児童文学の若手研究者育
成に関わっている。

（１）講演会

ドイツ・ライプツィヒの「国際学生週間」で、日本文化（日本歌曲）についての
講演を行う（ドイツ語）。西洋文化を受け入れ、自分なりに消化することに
よって「自分たちの新たな伝統」を作り上げてきた経緯をドイツの人々に伝
え、「なぜ日本人は西洋音楽を必要とするのか」という典型的な問いに対す
る答えとした。

社
会
貢
献
活
動

山梨英和大学オープンキャンパスで模擬授業（「絵本を深読み！～バート
ン『ちいさいおうち』」）を行う。

オープンキャンパス（遠隔、「バーチャル・オープンキャンパス」）で大学総合
案内を担当（予定）。

清泉女子大学英語英文学科の中の授業に招聘され、授業内講演（「音楽
で子どもを描くということ――ベンジャミン・ブリテンの作品から」）を行う。

一橋大学2015年度第5回アカデミックキャリア講習会「大学で教えるという
こと――地方私立大学の教育現場から――」登壇者（報告・討議）

山梨県立笛吹高校で高校進路ガイダンスに参加、山梨英和大学について
のプレゼンテーションを行う。

山梨県立白根高校で進路説明会模擬講義「絵本を通して、子どもについて
考えよう」を行う。

山梨県立笛吹高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。

山梨県立白根高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。

山梨県立韮崎高校で出前講座「作曲家の仕事――音楽の喜怒哀楽―
―」。

山梨県立塩山高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。

山梨県立塩山高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。

山梨県立身延高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。

山梨県立笛吹高校で出前講座「英語の絵本を読む――物語・社会・そして
英語」。
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（３）公開講座

2016年 6月 メイプルカレッジ講座「絵本深読み講座」担当（同年11月まで、全5回）。

2016年 9月

2017年 6月

2017年 10月

2018年 6月 メイプルカレッジ講座「絵本深読み講座」担当（同年11月まで、全5回）。

2018年 9～10月

2018年 10月

2019年 4月 メイプルカレッジ講座「絵本深読み講座」担当（同年7月まで、全4回）。

2019年 8～9月

2019年 9月

2019年 10月

（４）学外審議会・委員会等

2018年 4月 大学コンソーシアムやまなし・高大接続事業委員会委員（現在に至る）。

（５）その他

2012年 9月 札幌室内歌劇場「子どものための音楽／唱歌の学校」構成協力。

2013年 3月

2013年 10月

2014年 10月 日本児童文学者協会研究部員（～2018年11月）。

2015年 1月

2015年 7月

2015年 10月

2016年 11月

2017年 4月

2017年 6月

2017年 8月

社
会
貢
献
活
動

「山梨英和コンサートシリーズ」を開始。比較的知られていない作品を含
め、クラシック音楽を幅広く、そして深く理解しながら楽しむ演奏会シリーズ
の企画および運営を行っている。

日本児童文学者協会「がっぴょうけん（合評創作研究会）」で、「詩・掌編」
部門の世話人を務める（2016～2018年にも同部門の世話人を務める）。

山梨英和大学ハンドベルサークル“RingerRinger”の顧問（出張演奏の指揮
なども行う）。また、同大学吹奏楽部の指揮も行う。

小林沙羅CD「この世でいちばん優しい歌」歌詞対訳（ドイツ語）の監修（日
本コロムビア）。

エリーザベト・クールマンのリサイタル（東京・春・音楽祭）の歌詞対訳を一
部作成（ケストナー：詩、ライター作曲）。

CD「イタリア・バロックの協奏曲集」（ユニバーサルミュージック）の解説文
「イタリアの協奏曲」（ラインハルト・ゲーベル）の翻訳を作成。

CD「テレマン・パリ四重奏曲集」（ソニーミュージックエンターテインメント）の
解説文の翻訳を作成。

ことぶき勧学院で講座「クラシック音楽の楽しみ方：日本歌曲の歩み」を担
当。

2016県民コミュニティーカレッジ・山梨英和大学公開講座「夏目漱石との新
たな出会い――漱石宇宙の多元性に触れる――」第2回「『漱石日記』と
1900年のロンドン　～漱石の見たヨーロッパ～』を担当。

メイプルカレッジ講座「絵本深読み講座　第2期」担当（同年12月まで、全5
回）。

県民コミュニティーカレッジ2017・山梨英和大学公開講座『宗教改革500年
の旅　－わたしたちは何処からきて、何処へ向かっているのか？－』「第2
回　東ドイツ紀行－宗教改革と音楽・美術の旅－」

メイプルカレッジ講座「W・A・モーツァルト『魔笛』の世界　――音楽と心理
の視点から――」を石橋泰氏と共同で担当（全5回）。

メイプルカレッジ『キリスト教と人間文化学』「第2回　チェコ紀行：ヤン・フス
の宗教改革とチェコ音楽のつながりをたどる－」担当。

メイプルカレッジ講座「グリム童話の楽しみ方　～オペラ『ヘンゼルとグレー
テル』とユング心理学」を石橋泰氏と共同で担当（同年12月まで、全4回）。

メイプルカレッジ講座『キリスト教と人間文化学』「第4回　ハイドン《天地創
造》　―聖書の物語を描く音楽と、世界の眺め方―」を担当。

ブラームス《ドイツ・レクイエム》（飯森範親指揮、オーケストラ・アンサンブル
金沢、サウンドブリッジ合唱団）の字幕用歌詞日本語訳を作成。

札幌室内歌劇場《タンホイザー》芸術監督補佐。このほか、音楽会企画・補
助・作曲・編曲活動多数。
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2017年 10月

2017年 11月

2017年 11月 第8回日本児童文学評論新人賞（日本児童文学者協会主催）審査員。

2017年 12月

2018年 5月 FM FUJI『Yes! Morning』のコーナー「TALK『絵本の研究』」に出演。

2018年 12月

2019年 3月

2019年 4月

2019年 5月

2020年 3月

①

②

③

社
会
貢
献
活
動

これまでに、ソニーから発売されたクラシック音楽ＣＤでのライナーノートや、Ｒ・シュトラウス協会年
誌でのドイツのオペラ上演評を翻訳している。児童文学の評論、小規模雑誌への寄稿、演奏会プロ
グラム掲載解説などの執筆も多数。また、山梨英和大学ハンドベル部、吹奏楽部の顧問・指揮とし
て、大学内外での社会活動（演奏・編曲）を行っているほか、山梨英和大学のチャペルアワーでの
ピアノ伴奏などの音楽演奏、燭火礼拝で用いる楽曲編曲にも携わっている。

東京交響楽団演奏会のパンフレット『Symphony』2019年5月号のプログラ
ム・ノートにブリテン《ヴァイオリン協奏曲　ニ短調》の楽曲解説を執筆。

CD「バッハ・ブランデンブルク協奏曲集」（ソニーミュージックエンターテイン
メント）の解説文「作品と演奏についてのノート」（ラインハルト・ゲーベル）の
翻訳を作成。

日本児童文学者協会研究部主催企画「子どもの本のひみつ」第2回（ナー
ブル・ホームサロン（甲府）で開催）で司会を務める。

CD「テレマン・弦楽のための協奏曲集」（タワーレコード／ユニバーサル
ミュージック）の解説文の翻訳を作成。

『児童文学10の冒険』（日本児童文学者協会編、偕成社）に解説「きのうか
らあしたへ――読者とともに歩む物語」を執筆。

FM FUJI『Yes! Morning』のコーナー「山梨英和大学メイプルカレッジご紹
介」に出演。

新国立劇場公演『フィレンツェの悲劇／ジャンニ・スキッキ』に作曲家ツェム
リンスキーについての解説を執筆（研究業績の欄を参照のこと）。

成果と目標

専門的成果

ツェムリンスキーのオペラ《夢見るゲルゲ》をテーマとする博士論文。知られざる音楽
作品の価値、ファンタジーの要素をもったオペラ、社会において無力な芸術家の取る
べき態度は何か、といった自分の関心および問題意識をひとつの論として結びつけて
いる点で、「自分の考えていることを明確に伝える」努力が、最大限実現されたものと
考えている。

雑誌掲載論文「音楽を描く児童文学、その諸相」および日本児童文学学会で賞を得た
論文「前衛音楽としての「カナリア・オペラ」と英国社会」。「音楽をテーマとする作品」と
いう新たな視点からの児童文学論を提供すると同時に、このテーマを通して児童文学
作家たちの社会や世界に対する見方に問題提起を行ったものとして、高い評価を得
た。この成果は山梨英和大学での授業にも反映されている。

上記の実績にはないが、オペラ《おおきなかぶをぬいたら》の台本。メールヒェンや児
童文学などの要素をさまざまに組み合わせて、面白く上演・鑑賞でき、かつ社会批判
的な視点も分かりやすく伝える（ことを意図した）作品である。

第9回日本児童文学評論新人賞（日本児童文学者協会主催）審査員。
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①

②

③

専門的目標

児童文学作品をテーマとした音楽作品を作曲すること（書けばいいというものではない
ので、その作品がある程度流通するための工夫もしたい）。

最新データ入力日 2020年5月1日

博士論文の書籍化。また、卒業論文以来長く研究してきた、子どもを描くオペラの歴史
についての議論も、書籍としてまとめたいと考えている。

研究成果をもとにした、娯楽と知的好奇心の両方を満たし、何らかの問題提起性も含
む文化行事（たとえば音楽会）の企画を行い、定着・発展させ、この種の催しが東京圏
以外でも頻繁に行われるきっかけを作る（2015年度より開始：「社会貢献活動」の項目
を参照のこと）。あわせて、山梨英和大学内の複数の音楽サークルの活動にかかわる
ようになったことを契機に、指揮や編曲、演奏曲目や演奏実施についてのアドバイス
などを行い、各サークルの活動形態や演奏曲目に多様性を持たせ、学内での文化活
動の活性化に貢献したいと考えている。
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1997年 3月 岡山県立大学情報工学部情報通信工学科卒業

1997年 4月

1999年 3月

1999年 4月

2002年 3月

2002年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科助手

2004年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科専任講師

2009年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科准教授

2009年 9月 埼玉学園大学経営学部会計学科非常勤講師（〜2011年3月）

2011年 4月 帝京科学大学生命科学部生命科学科非常勤講師（〜2016年3月）

2012年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科教授

2002年 3月 仁科顕彰会仁科賞（岡山県）

年 月

年 月

1998年 5月 電子情報通信学会会員（現在に至る）

2001年 5月 情報処理学会会員（現在に至る）

2002年 5月 日本教育工学会（現在に至る）

2005年 6月 教育システム情報学会会員（現在に至る）

2006年 7月 日本感性工学会会員（現在に至る）

2007年 7月 人工知能学会会員（現在に至る）

2009年 12月 情報処理技術者試験応用情報技術者　取得

年 月

年 月

年 月

e-mail

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属

ﾅﾝﾊﾞ　ﾐﾁﾋﾛ
難波　道弘

男 1974年 教授 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号 博士（工学） 専門分野 情報工学（知能情報学・教育工学）

学
　
歴

岡山県立大学大学院情報系工学研究科機械情報システム工学専攻（修士課程）入学

岡山県立大学大学院情報系工学研究科機械情報システム工学専攻（修士課程）修了

岡山県立大学大学院情報系工学研究科システム工学専攻（博士後期課程）入学

岡山県立大学大学院情報系工学研究科システム工学専攻（博士後期課程）修了

実
務
経
験

受
賞
歴

（学術論文「不定セル探索アルゴリズムを用いた連想記憶セルラニューラルネットワーク」に対する受賞）

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

非公表
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

略

○最新データ入力日

目　　次
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を習得させるための教育・研究指導を行いたいと考えている。

１）論理的思考力　２）分析力　３）プレゼンテーション力　４）ディベート力　５）主体性

主役となるような授業展開を推進したいと考えている。

（１）教育方法実践例

1.　LMS(Google Classsroom)の活用

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

2.  難波道弘、``演習型WBTシステムの開発と評価"、教育システム情報学会、2006

2020年度

ピアレビューをさせるなど参加型授業の展開に努めている。

促すことにつなげた。

学内の研修会においてその内容を報告。自己点検・評価活動の一助となった。

FD・SD推進委員長としての企画立案：2013年に委員長就任後、これまでの学内のFD活動で見られな

かった教員による授業実践の報告、職員による研修参加報告などを積極的に企画、実行している。

（１）学生による授業評価

散見される。そのような学生へのフォローアップが今後の課題である。

（２）同僚教員等による授業評価

これまでのところ特に行っていないので、今後の課題としたい。

教育業績

教育理念、方針、方法

近年、ICTはすべての職業人に求められる必須能力であるが、ICTの専門能力だけでは実際

の職務を遂行することはできない。とりわけ近年の学生に欠如しているといわれる次の能力

ICTを敬遠する学生の多くは、「コンピュータは難しそう」や「数学は苦手だから」などが多い。

そのような学生たちには考えることの楽しさを伝え、課題を解決したときの達成感を実感できる

るような授業を、そしてこれまでの教育スタイルであった受動型から能動型に転換し、学生が

教
育
能
力

大学で導入しているGmailを活用し、すべての担当授業でGoogle Classroom(LMS)を導入している。

学生の自修力、課題解決力の向上に寄与した。

「情報システム実験演習II-オブジェクト指向入門」のテキストを作成。以前の担当科目において多数。

1.　難波道弘　他、``1人1台端末の学習環境におけるICT教育の試み"、日本教育工学会、2013

担当授業科目 ICTスキル、プログラミング、プロジェクトマネジメント、メディアサイエンス、

卒業研究、専門ゼミナール

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

講義においては、ほぼ毎回小テストと課題を課し、次回の授業で提出させ、添削・フィードバックしている。理解の

一助となっており、受講生にはおおむね好評である。授業内でもインタラクティブ性を重視し、問題を解かせ、

少人数講義科目においては輪講制を採用し、学生自らが交替で教師役を務めることで、主体的な参加を

教
育
改
善
活
動

FD推進会議への出席と参加報告　：　2009年に私大連主催の標記会議に大学代表として出席。その後

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

授業評価アンケートの平均得点においては概ね高い得点である。講義ではほぼ毎回課題を与え、添削・

フィードバック・解説のプロセスによって学生の内容理解の一助となっていることが要因として考えられる。

ただし、学生が分からないところをそのままにして結局、試験ができずに単位を落としているケースが
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を公表している。

国内外の学会でその成果を公表している。

2002年

（現在に至る）

2006年

（１）著書

（２）学術論文（最新のものから）

Human Motion Data Space Statistical Analysis in Symbol Space- "ICIC Express Letters, in press.

4. M.Namba,``Design of Tri-Valued Output Cellular Neural Network for Associative Memory for 

Self-Directed E-learning", ICIC Express Letters, Vol.2, No.3(B), pp.552-558, 2010. 

5. S.Yancong, M.Namba and H.Murao,"Solving a Timetabling Problem Using Distributed Genetic 

Algorithm", ICIC Express Letters, Vol.3, No.4(A), pp.1055-1060, 2009.

誌，Vol.32，Suppl.，pp.97-100，2008． 

Vol.30，Suppl.，pp.17--20，2006． 

など。

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）（最新のものから）

など。

研究業績

研究の特徴

人工知能とその応用に関する研究を行っている。特に連想記憶セルラニューラルネットワークを

用いており、これまでに文字認識、肝臓病診断、故障診断、点字画像認識へ応用した研究成果

近年では、連想記憶CNNをe-learningシステムに組み込んだシステムを設計・構築しており、

研
究
経
歴

山梨英和大学人間文化学部で人工知能、主に連想記憶CNNとその応用に関する研究に従事。

山梨英和大学人間文化学部でe-learningシステムの開発・評価に関する研究に従事。（現在
に至る）

研
　
　
究
　
　
実
　
　
績

1. E-Learning-Organizational Infrastructure and Tools for Specific Areas (Chapter8:Intelligent Tutoring
System with Associative Cellular Neural Network)、共著、2012年1月、Intech,ISBN 978-953-51-0053-
9、 Elvis Pontes et al.(Eds.)、 pp.123-136

1. 杉浦学，秋月 拓磨，後藤 晶，難波 道弘，高橋 弘毅，"Build and Bring Your Own DeviceによるICT活
用能力の育成"，日本教育工学会論文誌，Vol.38(3), pp.287-297, 2014

2 .T.Akiduki,Z.Zhang,T.Imamura,T.Miyake,H.Takahashi and M.Namba,`` Toward Symbolization of 

3.難波 道弘，"3値出力CNNを用いた理解度診断システムの評価"，日本教育工学会論文誌，Vol.35,Suppl., pp.133-136, 2011

6. 難波 道弘，"連想記憶セルラニューラルネットワークによる学習者の理解度推定"，日本教育工学会論文

7. 難波 道弘，澤田 隆幸，"演習問題を重視したWBTシステムの開発と試行"，日本教育工学会論文誌，

1. M.Namba,"Diagnosis of  Characterstic Using Associative Cellular Neural Network",

Proc.of the 7th International Conference on Social Science and Business(ICSSB)

Guam,USA,ICSSB-0177,2018.

2. M.Namba,"An attempt to Diagnose Learners' Understanding Levels Considering Confidence",

Proc.of the 15th IASTED International Conference on Technology for Education and Learning(TEL)

Marina del Rey,USA,pp.459-462,2013.

3. M.Namba,"Diagnosis of Understanding Level by Self Organization Map in Self-learning",

Proc.of the 15th IASTED International Conference on Computers and Advanced Technology in

Education(CATE),Naples,Italy,pp.79-82,2012.

4. M.Namba,"Associative Cellular Neural Network and Its Application to Intelligent Tutoring System",

Proc.of the 14th IASTED International Conference on Computers and Advanced Technology in

Education(CATE),Cambridge,UK,No.734-016,2011.
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連想記憶CNNによるE-learningシステム、研究代表者

E-learningシステム、研究代表者

2013年 10月

日本教育工学会研究会

2013年 10月

日本教育工学会研究会

2011年 3月

究"、教育システム情報学会学生研究発表会

など。

2013年 8月

年 月

年 月

年 月

特になし

その有用性が認められれば、汎用性が高いため、今後は広範囲にわたる実用化が期待される。

サービス活動業績

2018年 4月 メディアサイエンス領域長、ハラスメント防止委員会副委員長

2017年 4月 大学評価担当主任

2014年 4月 副学長（学生サービス担当）、学長室運営会議（現：学長・副学長会議）構成員

2013年 4月

2012年 4月 学長特別補佐（カリキュラム改革・ICT担当）、大学運営評議会構成員

2011年 10月 教育用PC検討会座長

その他、これまでに教務部長、IT委員長、大学運営委員会委員などを歴任。

以上のペースで実施している。

特になし

学長特別補佐（教学支援・広報担当）、FD・SD推進委員長、

科学研究補助金に採択されている。このテーマは人工知能技術をe-learningに適用したシステムであり、

競争的資金採択課題

2014年6月～2017年3月　：　科学研究費補助金若手研究(B)、主観的評価を取り入れた

2009年6月～2012年3月　：　科学研究費補助金若手研究(B)、連想記憶CNNの理解度推定を用いた

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

難波道弘、杉浦学　他，``1人1台端末の学習環境におけるICT教育の試み"、

高橋弘毅、難波道弘　他，``タブレット端末を用いた教育実践報告”、

篠原大地、難波道弘，``3値出力連想記憶CNNを用いた理解度推定に関する研

基礎ゼミナールにおいて、学生間のコミュニケーションを図るための企画を推進した。

2012年度以降、ポータルサイトを活用したアドバイジー学生全員との個人面談を半期に1度

後進育成活動実績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

地域再発見ウォーキングマップWebサイト制作（一宮町を考える会【山梨県笛吹
市】）（〜2016年3月）

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

主研究テーマである「連想記憶CNNを用いた学習者の理解度推定に関する研究」はその研究成果が学術

論文や国際会議プロシーディングスなどにも掲載されている。その後その実績が評価され、学術振興会

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動

実
績

アドバイザー活動実績

情報システム運用全学実施責任者
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（１）講演会

2016年 9月 地域科学研究会セミナー「学事暦の再構築と教学運営の実際」講師

（２）出前講座

年 月 特になし

（３）公開講座

年 月 特になし

（４）学外審議会・委員会等

年 月 特になし

（５）その他

2019年 11月 女子中高生のためのプログラミングワークショップ企画・立案

（山梨県立男女共同参画推進センターと共催）

①連想記憶CNNとその応用に関する研究

法を提案した。

②e-learningシステムの開発・評価に関する研究

公表しているが、今後の実用化に向け、その基盤が整備されつつある。

①連想記憶CNNとその応用に関する研究

これまでの応用事例における精度の向上と新たな応用事例の開拓をめざす。

②e-learningシステムの開発・評価に関する研究

e-learningシステムにおけるこのモデルの可能性については学術論文や国際会議などで

最新データ入力日

成果と目標

専門的成果

1988年に考案されたセルラニューラルネットワーク(CNN)は画像処理や迷路探索など多くの応用

事例が報告されている。その後CNNが連想記憶に有効であることが提案された。これまでに

文字認識、肝臓病診断、自動車異常音診断、点字画像認識などへの応用例を提案・報告して

いる。それと並行して連想記憶CNNの効率化設計についても研究し、いくつかの観点から設計

主として、ITS（連想記憶CNNを融合させたシステム）を研究開発している。教師不在型

社
会
貢
献
活
動

2020年5月1日

専門的目標 これまでの研究成果を踏まえ、実用化に向けた研究開発を推進したい。特に本研究はその成果

が認められ、競争的外部資金の獲得に至っている。研究の質を高めるために積極的な教育

研究活動を行いたい。
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1989年 3月 埼玉県立松山高等学校　卒業

1989年 4月 国際基督教大学教養学部理学科　入学

1991年 4月 国際基督教大学教養学部教育学科へ転科

1993年 3月 国際基督教大学教養学部教育学科　卒業

1993年 4月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程　入学

1995年 3月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程　修了

2000年 4月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士後期課程　入学

2007年 3月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士後期課程　修了

1995年 4月 イー・エー・ユー株式会社 ラジオ番組制作担当（至　1998年12月）

1999年 1月 フリーランスにて通訳業・翻訳業（至　2012年3月）

2002年 4月 NTT東日本関東病院附属高等看護学院　非常勤講師（至　2007年3月）

2006年 4月 国際基督教大学　COEリサーチ・アシスタント（至　2007年3月）

2007年 4月 国際基督教大学　COEリサーチ・フェロー（至　2009年3月）

2007年 4月 国際基督教大学教育研究所　研究員（現在に至る）

2007年 9月 実践女子大学教職課程　非常勤講師（至　2012年3月）

2008年 4月 明星大学人文学部　非常勤講師（至　2012年3月）

2008年 4月 明星大学通信教育部　非常勤講師（至　2012年3月）

2008年 4月 国際基督教大学社会科学研究所　研究所助手（至　2012年3月）

2009年 4月 山梨英和大学人間文化学部　非常勤講師（至　2012年3月）

2012年 4月 山梨英和大学人間文化学部　准教授（現在に至る）

2012年 4月 山梨英和大学大学院人間文化研究科　准教授（兼任）（現在に至る）

2016年 4月 東京女子大学大学院人間科学研究科 非常勤講師（至　2020年3月）

受賞歴 2019年 7月 2019年度山梨英和大学ベスト・エデュケーター賞

2001年 1月 アメリカ心理学会 　Student Affiliate -2008, International Affiliate 2009-

2002年 4月 日本教育心理学会　会員 （現在に至る）

2003年 4月 日本心理学会　会員（現在に至る）

2004年 4月 日本発達心理学会　会員（現在に至る）

同　ニューズレター委員（2008年1月〜2009年12月）

同　ニューズレター委員会　副委員長（2009年1月〜2009年12月）

同　国際研究交流委員（2011年1月〜2012年12月）

2007年 4月 日本応用心理学会会員（現在に至る）

2009年 4月 日本子育て学会（現在に至る）

同　広報委員（2010年4月〜現在に至る）

職名 所　属

ｻﾔﾅｷﾞ　ﾉﾌﾞｵ
佐柳　信男

男

実
務
経
験

同　ソーシャル・モチベーション研究分科会　理事（2011年4月〜現在に至る）

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦）

学
　
歴

取得学位称号 博士（教育学） 専門分野 教育心理学，社会心理学

1970年 准教授
人間文化学部人間文化学科

人間文化研究科臨床心理学専攻

所
属
学
会
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2011年 4月 日本社会心理学会（現在に至る）

2013年 4月 日本パーソナリティ心理学会（現在に至る）

同　第23回大会実行委員（2013年11月〜2014年10月）

2014年 2月 国際開発学会（現在に至る）

2015年 1月

年 月 特になし

年 月

e-mail 非公表

所
属
学
会

同　『パーソナリティ研究』編集委員（2019年8月〜）

資
格
・

免
許
・

特
許
等

Human Development and Capability Association（現在に至る）
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

　　　担当授業科目教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

　　　競争的資金採択課題その他の研究活動

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

略

○最新データ入力日

目　　次
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

発達心理学

教
育
能
力

　多くの授業において市販されている教科書も利用しているが，独自の補助教材も作成してい
る。講義においてはパワーポイントを利用し，文字情報だけでなく，オーディオ，画像，ビデオなど
のマルチメディアを活用している。また，その日のレジュメには授業内容の他に，授業内容と関連
した発展学習のための書籍やホームページを紹介し，受講生が理解度を確認するために利用で
きる練習問題も掲載している。

佐柳信男．（2015）．発達心理学の実践に資する学びを促進する授業および成績評価のあり方．
日本発達心理学会第26回大会ラウンドテーブル「発達心理学の「理論」と「実践」を結ぶ：教育実
践において「教え」と「学び」をいかにつなぐか？」話題提供．
佐柳信男．（2017）．多様な学生が参加するグループワークにおけるピットフォールとその防止．
日本発達心理学会第28回大会ラウンドテーブル「アクティブラーニング型授業の教育効果につい
て考える：大学における授業内グループ活動を話題にして」話題提供．

2020年度：【学部】サービス・ラーニングⅠ，心理学研究法，心理学実験，発達心理
学，社会・集団・家族心理学Ⅰ，Psychology in EnglishⅠ・Ⅱ，多文化共生論，インター
ンシップ（子育て支援），基礎ゼミナール，専門ゼミナール，卒業研究
【大学院】心理学研究法特論，修士論文

教育業績

【概要】
 人間は生涯にわたって変化し続ける存在です。その変化は十人十色・千差万別にも見えます
が，法則性もあります。その法則性を明らかにしてきた学問が，発達心理学です。この授業では
まず，児童期までに私たちが身に付けてきている特徴や能力がどのような過程で現在の自分を
構成しているのか，その発達の過程について講義します。多くの皆さんがいる青年期の発達の
問題，そして老年期までのライフコースについても理解を深めるための題材を用意します。受講
生の皆さんがこれからの人生において，この授業で扱う理論が周りの大人や子どもを理解するこ
との助けとなればよいと考えています。毎回の授業においてGoogleクラスルームやリアクション
ペーパーで受講生の疑問や感想を募り，次の授業で補足する形のアクティブラーニングを採り入
れます。【到達目標】
1．発達心理学における発達のとらえ方を理解し，説明できるようになる。
2．主要な発達理論を理解し，実際の子どもや大人に適用して説明できるようになる。
3．青年期までの子どもに着いて以下の発達課題や理論を説明できるようになる。
　3-1. 年齢に応じた標準的な発達の特徴を理解し，説明できるようになる。
　3-2. 主要な発達理論を適用してさまざまな行動を説明できるようになる。
4．青年期以降の以下の発達課題や理論を理解し，それぞれの課題達成に必要な条件を説明で
きるようになる。
　4-1. 青年期におけるアイデンティティ発達，仲間関係
　4-2. 職業選択およびキャリア発達
　4-3. 親としての発達
　4-4. エイジズムと老年期の発達

担当授業科目

　学生の自律性を育てることを目指して指導に取り組んでいる。「自律性」とは，自分
にとって意義のある目標・目的を設定し，それを達成するために必要な手段を検討し
て実行することだと考える。日頃の教育でいえば，授業内容は学生に手段を伝達する
ことに該当し，学生の理解度を確認しながら理解のしやすさと挑戦のバランスを図って
いる。目標・目的の設定についても，学生のニーズを確認しながら，教育内容としても
十分のものになるよう心がけている。また，大学においては課外活動も自律性の育成
に重要な役割を果たすと考えており，部活動やサークル活動の顧問を引き受け，活動
を通して学生が有意義な教育的体験を得られるよう支援しているつもりである。

　大人数の講義において受講生との双方向性を確保しアクティブラーニングとなるよう，独自のコ
メントシートを作成して使用している。受講生のコメントを熟読し，次回の授業で理解不足の点を
補足し，理解の広がりにつながるような質問や疑問にも答えることで学生の興味・関心を把握し，
さらにそれに基づいて授業計画へ適宜修正を加えている。この他，インターネット上で公開されて
いる授業内容と関連するビデオを適宜紹介することで授業内容への興味を喚起するとともに理
解を補足し，興味を持った学生がさらに深く学べるよう授業内容と関連する書籍も多く紹介してい
る。受講生による授業評価も高く，出席率も最後まで9割前後を維持することから，狙いはある程
度成功していると思われる。

教育理念、方針、方法

代
表
的
シ
ラ
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ス
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

2004年

2005年

2006年

2007年

2007年

2008年

2009年

2012年

2013年

2013年

2015年

2016年

2018年

JST-JICA地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）「肥沃度セン
シング技術と養分欠乏耐性系統の開発を統合したアフリカ稲作における養分利用効
率の飛躍的向上」分担研究者（現在に至る）

授業評価アンケートに基づき，2019年度ベスト・エデュケーター賞を受賞。

研究業績

　自律的な動機づけを促進する要因について研究している。これまでは特に小中学校
および学習塾における目標構造が学習動機づけに与える影響を中心に取り組んでき
た。現在は，引き続き学習塾の学習動機づけへの影響についての共同研究に参加し
ているほか，学業に対する自律的動機づけの観点から留学生の適応についての個人
研究や，発展途上国での開発援助事業における被援助者の行動変容についての研
究に取り組んでいる。

国際基督教大学教育研究所研究員　大学生の自律的な学習動機づけを促進する要
因に関する研究に従事（現在に至る）

　授業評価アンケートでは，どの授業もほぼすべての評価項目において高い評価を得てきた。自
由記述の内容も概ね好評である。

山梨英和大学人間文化学部准教授　学習塾の学習動機づけへの影響に関する研
究，大学生の自律的な学習動機づけを促進する要因に関する研究，留学生の異文化
適応に関する研究についての研究に従事（現在に至る）

国際協力機構JICA研究所「主体性醸成のプロセスと要因にかかる学際的研究：中南
米における事例を中心に」において研究分担者（現在に至る）

厚生労働省平成25年度セーフティネット支援対策等事業費補助金社会福祉推進事業
「コミュニティー・カルテ・システムを利用した生活困窮者の実態把握と政策効果測定」
（㈱オープン・シティ・研究所受託事業）政策効果測定事業担当者（至2014年3月）

研究課題『塾へ通うことの個人的・社会的効用』で2008年度日本教育大学院大学特
定研究費助成金を共同で受領（黒石憲洋・佐柳信男・高橋誠：150千円）

総合地球環境学研究所研究プロジェクト「高環境負荷に対処する地域イノベーション
と社会的受容性」メンバー（現在に至る）

教
育
改
善
活
動

　毎回の授業において独自に作成したコメントシートを配布している。質問では，①当日の授業内
容の確認，②当日の授業内容についてわかりにくかった箇所，および③授業内容と関連して現
在興味を持っているトピックを尋ねている。
　①と②については，授業内容の教授方法が適切だったかどうかを確認する役割を果たす。伝わ
り方が不十分だった場合や受講生の誤解が多い場合は，次回の授業において補足をするととも
に，次年度以降の授業内容にも修正を加える。
　③については，受講生の興味・関心を確認する役割を果たす。受講生から見てより関心の持て
るトピックやエピソードの発掘や，より受講生が興味の持てる伝え方の考案に役立てている。

国際協力機構（JICA）農村開発部「自己決定理論に基づく市場志向型農業振興アプ
ローチにおける心理面・行動面の変容分析～ケニア国地方分権下における小規模園
芸農民組織強化プロジェクト（SHEP+）を通して～」主研究者（現在に至る）

研究課題『学校教師および塾講師の比較研究：サービス受給者と経営者の視点を通
して』で2009年度日本教育大学院大学特定研究費助成金を共同で受領（黒石憲洋・
佐柳信男・高橋誠：150千円）

研究の特徴

教
育
能
力
に
対
す
る

評
価

研究課題『こころの平和と安全に寄与するコンピテンスと自律性支援の役割』で2004
年度国際基督教大学COE大学院生研究奨励金を受領（50千円）

研究課題『こころの平和と安全に寄与するコンピテンスと自律性支援の役割』で2005
年度国際基督教大学COE大学院生研究奨励金を受領（300千円）

国際基督教大学COEリサーチ・アシスタント　小学生の学習における自律的動機づけ
を促進する要因としてのコンピテンスと自律性支援に関する研究に従事（至　2007年）

国際基督教大学COEリサーチ・フェロー　小・中学生の学習塾通いが学習動機づけに
およぼす影響に関する研究に従事（至　2009年）

研
究
経
歴
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（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

g. 佐柳信男・市川健．（2012）．学習動機づけと学習行動との関係を調整する要因としてのマイン
ドフルネス．ソーシャル・モチベーション研究6，28-39．

e. Sayanagi, N. R., & Aikawa, J. (2016). The motivation of participants in successful development 
aid projects: A self-determination theory analysis of reasons for participating. JICA Research 
Institute Working Paper, 121. (http://jica-ri.jica.go.jp/publication/assets/JICA-
RI_WP_No.121.pdf)

c. 佐柳信男．（2016a）．山梨県内における養育者の子育てに関する悩みと要望：テレビ番組視聴
者アンケートの自由記述から．山梨英和大学紀要，14， 43-53.

h. 佐柳信男．（2009）．学習塾通いが小学生の勉強に対する動機づけにおよぼす影響．国際基
督教大学学報Ⅰ-A教育研究51，55-63．

Sayanagi, N. R.; Randriamanana, T., Razafimbelonaina, H. S. A., Rabemanantsoa, N., Abel-Ratovo, 
H. L., and Yokoyama, S. (2019). Motivation and Psychological Need Satisfaction in an Aid 
Project in Madagascar: The Challenges of Developing Psychometric Scales in Developing 
Countries. Paper presented at the 7th International Conference on Self-Determination Theory 
at Hotel Zuiderduin, Egmond aan Zee, The Netherlands.

【国際会議発表】

Fujikake, Y. & Sayanagi, N. R. (2016). A model of subjective empowerment evaluation and its 
extension by psychological analysis. Paper presented at 2016 Human Development & Capability 
Association at Hitotsubashi University.

Sayanagi, N. R. (2015). Breaking the poverty trap: Facilitating autonomous motivation for 
sustainable behavioral change in developmental aid beneficiaries. Paper presented at 2015 
Human Development & Capability Association at Georgetown University.

j. 佐柳信男．（2007b）．自律性を促進・調整するコンピテンスの役割：小学生の勉強行動と動機づ
けに着目した実証的検討．国際基督教大学教育学研究科提出博士論文．

f. 佐柳信男．（2015）．農業普及における自律的動機づけの役割：効果的な技術移転のために．
農業普及研究20，29-34, 58-64.

b. Sayanagi, N. R. (2017). Breaking the poverty trap: Facilitating autonomous motivation for 
sustainable behavioral change in developmental aid recipients. JICA Research Institute Working 
Paper, 151. (https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/publication/workingpaper/wp_151.html)

d. 佐柳信男．（2016b）．そろそろ学習塾に通わせるべきなの？：学習動機づけの調査研究から考
える．児童心理，70，111-115．

a. 佐柳信男．（2017）．「貧困の罠」を打ち破る：援助プログラム裨益者の自律的動機づけと時速
可能な行動変容の促進に関する心理学的理論仮説．国際開発研究，26，25-50

i. 佐柳信男．（2007a）．日本の小学生の勉強における認知された因果性の所在を測定する質問
紙尺度の作成．ソーシャル・モチベーション研究4，63-82．

c. 佐柳信男．（2008）．第2章　エフェクタンスと自律性．小谷英文（編）『ニューサイコセラピィ—グ
ローバル社会における安全空間の創成（ICU COEシリーズ第3巻）』．東京：風行社，29-46．

（２）学術論文（単著もしくは第一著者であるもののみ）

b. 佐柳信男．（2018予定）．第3章 Whiteの視点：コンピテンスとエフェクタンス動機づけ．宮本美
沙子・山内弘継（監），寺澤美彦・田中あゆみ・黒石憲洋（編）『ヒューマン・モティベーション（理論
編）』．京都：ナカニシヤ出版．（印刷中）

a. 佐柳信男（著・監修），首藤久美子・相川次郎・浅岡真紀子（著）．（2016）．人が動き，育つ農
業・農村開発プロジェクト：心理学・自己決定理論を参考にした効果的な能力開発のための事例
集．独立行政法人国際協力機構農村開発部．
【英語訳】Sayanagi, N. R., Shuto, K., Aikawa, J., & Asaoka, M. (2016). Introduction to the 
psychology of international cooperation: Seventeen motivation case studies from the field . 
Tokyo: Japan International Cooperation Agency. 
【仏語訳】Psycholgie approfondie de la cooperation internationale: Dex-sept cas de motivation 
recueillis sur la terrain . Tokyo: Japan International Cooperation Agency.

（１）著書（いずれも分担執筆）

jk 佐柳信男・小谷英文・川村良枝．（2005）．児童の日常課題に対する認知された因果律の所在
及び児童−教師関係．国際基督教大学学報Ⅰ-A教育研究47，67-86．

Sayanagi, N. R., Aikawa, J., & Asaoka, M. (2016). The relationship between motivation and 
outcomes in developmental aid projects: Implications from an SDT-based approach in Kenya. 
Paper presented at 6th International Conference on Self-Determination Theory at Victoria 
Convention Centre, Victoria, BC, Canada.

研
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実
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【国内学会発表】（最近5年間の単独発表もしくは第一発表者の業績のみ）

2018年 9月

【翻訳書】

a. Creativity Conference 2：音楽教育におけるCreativityの未来を考える．（2015年6月，日本女
子大学目白キャンパス）．アイ・ガール・タン（Ai Girl Tan）National Institute of Education,　
Singapore教授の基調講演およびシンポジウムの通訳．

g. International Association of Group Psychotherapy 4th Pacific Rim Regional Conference.（1999
年9月，安田生命アカデミア）．国際集団精神療法学会サバー・ラストムジー（Sabar Rustomjee）
会長の招待講演およびワークショップの通訳を担当．

f. 第17回日本集団精神療法学会．（2000年3月，安田生命アカデミア）．特別ワークショップ「シス
テム・センタード・グループセラピー」，エリック・シュナイダー（Eric Schneider）によるスーパービ
ジョンの通訳を担当．

【報告書】
a. 佐柳信男．（2014）．失業者が求職する動機づけ：求職をする理由と抑制する理由からの検
討．平成25年度セーフティネット支援対策等事業費補助金社会福祉推進事業「コミュニティー・カ
ルテ・システムを利用した生活困窮者の実態把握と政策効果測定」（株式会社オープン・シティー
研究所），pp. 25-33．
b. 佐柳信男．（2008）．小学生の勉強における自律性を高める教師の働きかけ（第30回ICU教育
セミナー研究報告）．ICU教育セミナー30周年記念誌，107-110．

Sayanagi, N. R., Randriamanana, T., Razafimbelonaina, H. S. A., 
Rabemanantsoa, N., Abel-Ratovo, H. L., And Yokoyama, S. (2018). 
Psychological measurement of motivation in development aid programs: 
Findings and challenges from a farmer training program in Madagascar. 日
本心理学会第82回大会ポスター発表予定．

c. Atalay, B.  (2004).  Math and the Mona Lisa: The Art and Science of Leonardo da Vinci .  
Washington D. C.; Smithsonian Books.
（アータレイB．　高木隆二・佐柳信男（訳）．（2006）．モナ・リザと数学—ダヴィンチの芸術と科学．
京都：化学同人．）

c. 発達心理学会国際ワークショップ．（2013年8月，東京学芸大学）．ジル・ドヴィリエ（Jill de 
Villiers）スミス大学教授，ピーター・ドヴィリエ（Peter de Villiers）スミス大学教授「言語と心の理論
のインターフェイス」の通訳．

【学術誌編集】
a. 『社会科学ジャーナルCOE特別号』（国際基督教大学社会科学研究所発行）編集助手：2006年
4月〜2008年3月

a. White, R. W. (1959). Motivation reconsidered: The concept of competence. Psychological
Review, 66 , 297- 333.
（ホワイト，R. W. 佐柳信男（訳）．（2015）．モチベーション再考：コンピテンス概念の提唱．東京：
新曜社．）

b. Pepperberg, I. M. (2008). Alex and Me: How a Scientist and a Parrot Uncovered a Hidden
World of Animal Intelligence – and Formed a Deep Bond in the Process . New York: Harper
Collins.
（ペパーバーグ，I. M. 　佐柳信男（訳）．（2010）．アレックスと私．幻冬舎．）

競争的
資金採択

課題
特になし

b. 『国際基督教大学21世紀COEプログラム　最終報告書』編集助手：2007年4月〜2008年3月

c. 『ソーシャル・モチベーション研究』（日本発達心理学会Social Motivation研究分科会発行）編
集委員（2008年4月〜現在に至る），編集委員長（2012年4月〜現在に至る）

【学術的な通訳】

d. 早稲田大学公開講演．（2008年10月，早稲田大学）．アンドリュー・エリオット（Andrew Elliot）ロ
チェスター大学教授講演「Achievement Goals: Competence and Valence（達成目標：有能感と誘
発性）」の通訳．
e. 日本臨床心理士会主催『心理専門職の国資格に関するシンポジウム』．（2006年10月，東京大
学）．①国外招待講演者の講演の通訳，②日本人講演者の講演内容を招待講演者のために英
訳，③シンポジウムの成果を評価する「評価会議」における討議の通訳，④通訳チームの指揮・
指導．

b. 日本心理学会第78回大会招待講演．（2014年9月，同志社大学今出川キャンパス）．リチャー
ド・M・ライアン（Richard M. Ryan）オーストラリア・カトリック大学「Autonomy and Control in Human 
Behavior: Research on Motivation and Wellness from Self-Determination Theory」の通訳.

研
究
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2018年 9月

2018年 6月

2018年 3月

2017年 9月

2017年 3月

2015年 3月

2015年 3月

2015年 3月

2014年 11月

2014年 9月

2014年 6月

2014年 3月

2014年 3月

2005年 4月

2013年 4月

2013年

2015年

2017年

2018年

佐柳信男・若林　藍．四則演算課題の遂行を促進する簡易呼吸法の効果．
日本心理学会第81回大会ポスター発表．

総合地球環境学研究所研究プロジェクト「高環境負荷に対処する地域イノベーション
と社会的受容性」メンバー（現在に至る）

JST-JICA地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）「肥沃度セン
シング技術と養分欠乏耐性系統の開発を統合したアフリカ稲作における養分利用効
率の飛躍的向上」分担研究者（現在に至る）

佐柳信男・中村彩乃．（2018）．大学生の SNS 利用と心理的ウェルビーイ
ングの関係：主要SNSの影響の比較．日本教育心理学会第60回総会ポス
ター発表予定．

佐柳信男．国際開発援助における動機づけ理論の実践的応用からの検
討．日本発達心理学会第26回大会自主シンポジウム「動機づけ研究の悪
用を防ぐには：所与性と価値の観点から」企画・話題提供．

佐柳信男．発達心理学の実践に資する学びを促進する授業および成績評
価のあり方．日本発達心理学会第26回大会ラウンドテーブル「発達心理学
の「理論」と「実践」を結ぶ：教育実践において「教え」と「学び」をいかにつな
ぐか？」話題提供．

国際協力機構（JICA）農村開発部「自己決定理論に基づく市場志向型農業振興アプ
ローチにおける心理面・行動面の変容分析～ケニア国地方分権下における小規模園
芸農民組織強化プロジェクト（SHEP+）を通して～」主研究者（現在に至る）

共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
実
績

佐柳信男．マージナライズされた対象者の自律性が発揮される条件：心理
学の理論および研究法の開発研究への適用の可能性とその課題．国際開
発学会第19回春季大会企画セッション「人が自ら動くための条件：主体能
力の涵養とウェルビーイング」口頭発表．

佐柳信男．日本発達心理学会第29回大会ラウンドテーブル「援助要請研
究と動機づけ研究のインターフェイス」企画責任者・ファシリテーター．

佐柳信男．多様な学生が参加するグループワークにおけるピットフォールと
その防止．日本発達心理学会第28回大会ラウンドテーブル「アクティブラー
ニング型授業の教育効果について考える：大学における授業内グループ活
動を話題にして」話題提供．

佐柳信男．学校で子どもの動機づけはどのように扱われているのか．日本
発達心理学会第25回大会ラウンドテーブル企画責任者・司会．

佐柳信男・宮崎汐莉・中山辰則・世古須美日・清水明子．若年不就労者の
就労意欲を抑制する要因：自由記述データからの予備的検討．日本教育
心理学会第56回大会ポスター発表．

佐柳信男．若年成人不就労者の求職動機づけ：自己決定理論に基づいた
予備的検討．日本心理学会第78回大会ポスター発表．

佐柳信男・相川次郎．開発援助プログラムにおける普及員と参加者の動
機：ケニアと日本の成功事例の心理学的検討．国際開発学会第15回春季
大会セッション「自ら動くための条件：開発・援助における主体性の涵養」発
表．

佐柳信男・相川次郎．開発援助プログラムに参加する動機づけ：普及員お
よび受給者の参加理由の自己決定理論的観点からの分析．日本発達心
理学会第25回大会ポスター発表．

国際協力機構JICA研究所「主体性醸成のプロセスと要因にかかる学際的
研究：中南米における事例を中心に」における研究分担者（現在に至る）

厚生労働省平成25年度セーフティネット支援対策等事業費補助金社会福祉推進事業
「コミュニティー・カルテ・システムを利用した生活困窮者の実態把握と政策効果測定」
（㈱オープン・シティ・研究所受託事業）政策効果測定事業担当者（至2014年3月）

「行為の記述・推測・判断における文化的要因：国際比較と国内変動の総
合的研究」平成１７〜１８年度文部科学省科学研究補助金（基盤B，研究代
表者：東洋）における研究協力者（至　2007年3月）

佐柳信男．農業普及における自律的動機づけの役割：効果的な技術移転
のために．日本農業普及学会平成26年度春季大会シンポジウム「新時代
の普及方法を切り拓く：農業・農村イノベーションへ向けたAKISをめぐって」
報告．
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2012年 4月 山梨英和大学人間文化学部　心理社会コースコーディネーター

2013年 3月

2014年 4月

2014年 4月

2014年 4月 山梨英和大学大学院FD・SD推進委員会委員長（至2015年3月）

2016年 4月

2016年 6月

2018年 4月

2020年 3月

2013年 6月

2014年〜 8月〜
毎年5-6

回

（１）講演会

山梨英和大学進路指導主任（2019年3月まで）

山梨英和大学COC+子育て支援コースリーダー（現在に至る）

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

これまでの小中学生における学習動機づけの研究では，信頼性の高い質問紙尺度を開発し，
それを用いて自律的動機づけの促進要因を明らかにする研究で一定の成果を上げたと考えてい
る。特に通塾の影響に関する研究は一定の反響があり，『児童心理』からの原稿依頼を受けた。

開発援助・国際協力における心理学の研究と応用は，日本においては私が新規開発している
分野であり，JICA研究所から出版している2本のワーキングペーパーとJICAから出版している共
著書，また『国際開発研究』に掲載された論文はいずれも学術誌は引用および問い合わせが多
いなど国際的な反響が大きい。

日本発達心理学会ソーシャル・モチベーション研究分科会理事として，若手研究者の
発表・育成の場として月例の研究会および運営委員会に参加（2012年4月〜現在に至
る）

サービス活動業績

これまでに指導した卒業論文の題目の例：『血液型ステレオタイプにおける外集団均
質化効果について』『青年期におけるSNS利用状況とアイデンティティの関連性：全般
的な傾向と性差と文化差の検討』『講義時にSNS及びゲームを使用する動機』『高校
時代のクラスおよび部活の目標構造が大学生の動機づけに与える影響』『仮想的有
能感と不登校傾向の関連』『呼吸法による複雑作業への促進効果』『ヴィジュアル系バ
ンドマンのファンの心理：行動から見る愛情表現』『一般学校に在籍する自閉症スペク
トラム児に対する小学校教員の授業指導の在り方』『大学生のSNS利用が人生満足
度と自己肯定感に及ぼす影響』『担当動物と死別した飼育員のコーピング』『恋愛関係
崩壊によるストレス関連成長：原因とコーピング方法に注目して』『イベント時における
記述的規範がごみ捨て行動およびごみの分別行動に及ぼす影響』『寿司におけるネ
タと皿の組み合わせによる美味しさ認知と価格認知の違い』

JICA「Market-Oriented Agriculture Promotion for Officers in Africa」コー
ス講師『Facilitating Intrinsic and Autonomous Motivation in Program 
Participation: The Theoretical Bases and Practical Applications of SHEP's 
Psychological Approach.』

山梨県私立中学高等学校PTA連合会 平成25年度PTA研修会において講
演
『自発的なモチベーションを引き出すには』

（現在に至る）

山梨英和大学セキュリティ・ポリシー　ワーキング・グループ（至2014年3月）

山梨英和大学宗教委員会委員（2020年3月まで）

山梨英和大学大学院人間文化研究科臨床心理学専攻　修士論文担当教員（2012年度〜現在に
至る）
提出指導論文題目の例：
『心配の個人差と精神的健康の関係：心配の内容と時間の検討を通して』
『小学生における教員とスクールカウンセラーが持つ連携に対する期待とその実態』
『大学生の友人関係における過剰適応：精神的健康および本来感との関係に着目して』
『身体醜形懸念と母親の養育態度の関連：自己愛に注目して』
『幼児におけるいざこざと向社会的行動の生起過程：自由遊び場面の観察を通して』
『青年の劣等感に対するコーピング：劣等感コーピングと適応の関連』
『大学生における自己価値の随伴性が被援助志向性に与える影響』
『随伴性自尊感情と劣等感が不登校傾向に与える影響』
『マインドフルネスが達成目標と本来感に与える影響』

学
内
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・
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山梨英和大学遠隔授業プロジェクトチームリーダー（現在に至る）

山梨英和大学FD・SD推進委員会委員（2019年3月まで）

大学院生
指導

山梨英和大学FD・SD推進委員会委員長（2019年3月まで）

アドバイザー活動実績

後進育成活動実績
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2014年 12月

2015年 12月

2015年 5月

2015年〜 6月〜
毎年2-3

回

2016年 7月

2016年 10月

2017年 1月

2017年 1月

2017年 4月

2017年 6月

2017年 9月

2018年 7月

2018年 9月

2018年 10月

2018年 12月

2019年 6月

2019年 8月

2019年 9月

2019年 10月

2019年 12月

2019年 12月

（２）出前講座

2012年 6月

2013年 10月

2015年 10月

2016年 10月

2018年 10月

（３）公開講座

2013年 5-7月

2014年 5-7月

甲府城西高等学校 上級学校連携講座　『乳幼児に見えている世界：驚き
の能力，不思議な間違い』

山梨学院大学「子育て支援演習」ゲストスピーカー
『子育て支援の大切さをマスコミで伝える』

国際基督教大学学生サービス部ワークショップ講師　「人の「やる気」を引
き 出すためのヒント：寮運営や クラブ・サークルで 人に動いてもらうには」

甲州市公立保育所部会研修会講師「子育て支援と親支援のカギとしての
自律性支援」

JICAマダガスカル国別研修生活改善アプローチ講義『動機づけを引き出す
心理学（Psychologie pour stimuler la motivation）』

山梨英和大学メイプルカレッジ『心理学入門講座』

山梨県立甲府東校等学校ミニ大学模擬授業『どうすれば “やる気”が出る
の？』

長野県赤穂高等学校 模擬授業『どうすれば”やる気”が出るの？』

山梨学院大学「子育て支援演習」ゲストスピーカー
『子育て支援の大切さをマスコミで伝える』

中部大学心理コロキウム『国際協力の心理学：貧困削減に心理学が貢献
できること』

笛吹市立一宮北小学校PTA学習会『自立のための自律性を育てるには』

明治大学情報コミュニケーション研究科 学際研究特別講演
『モチベーションの質と行動とウェルビーイング：自己決定理論の概要』

山梨県峡東地域教育推進連絡協議会子育て講演会『「押しつけ」にならず
に「教育」するには？：自発性の育ち方と育て方』

JICA能力強化研修「市場志向型農業（SHEP）推進フォローアップ」コース講
師
『SHEPにおける心理学的側面：自律的動機づけ促進のしかけ』

山梨県峡南地区異校種連携セミナー講演『教育の中で自発性を育む』

山梨県生涯学習推進センター 生涯楽習講座 ココロとカラダの健康講座
『｢やる気｣の心理学：人と自分の｢やる気｣を高めるには』

国際基督教大学学生寮オープン・レクチャー『人の「やる気」を引き出すた
めのヒント：寮運営やサークルで人に動いてもらうには』

杉並少年ラグビースクール 講習会 講師
『｢やる気｣の心理学：良質のモチベーションを引き出す』

山梨英和大学心理臨床センター 地域連携セミナー講師「自分と周りの自
発的なモチベーションを引き出してみんなハッピーに！」

山梨県立育精福祉センター 研修会講師「心理欲求を支え，子どものこころ
を支える」

国際基督教大学大学院『社会問題と政策』オープン・レクチャーにてゲスト・
レクチャラー

JICA能力強化研修「市場志向型農業（SHEP）推進フォローアップ」コース講
師
『SHEPにおける心理学的側面：自律的動機づけ促進のしかけ』
山梨県芸術文化協会 平成26年度会員研修会において講演
『芸術活動の教育と伝承におけるモチベーションの役割』

山梨英和プレストンこども園／笛吹市子育て支援センターえいわ子育て講
演会

山梨英和高等学校 大学模擬授業『道徳ってどういうこと？ —心理学の考え
方—』

長野県赤穂高等学校 模擬授業『道徳心の発達心理学』

山梨英和大学メイプルカレッジ『心理学入門講座』

全国稲作経営者会議 第32回若い稲作経営者研究会夏期研修会講師
『農業従事とモチベーション：自己決定理論の考え方』
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2014年 6-7月

2015年 5-6月

2017年 9-10月

2018年 7月

2019年 6月

（４）学外審議会・委員会等

2017年 4月

（５）その他

2007年 4月

2010年 4月

2010年 8月

2013年 7月

最新データ入力日 2020年5月1日

山梨英和大学メイプルカレッジ『日常生活を豊かにする心理学』
『子どもの自発的な：学習意欲を引き出す』

山梨英和大学メイプルカレッジ『日常生活を豊かにする心理学』
『自発的なモチベーションで仕事が捗り，心も健康に！』

山梨英和大学メイプルカレッジ『はじめての心理学』

山梨英和大学メイプルカレッジ『モチベーションの心理学』

独立行政法人国際協力機構（JICA）小規模農家向け市場志向型農業振興
（SHEP）にかかる国内支援委員会 委員（現在に至る）

山梨英和大学メイプルカレッジ『はじめての心理学』

成果と目標

② 従来，学業や訓練プログラムにおいては自律性支援的な働きかけが一様に自律
的動機づけを促進するとされてきたが，コンピテンス（習熟度）の低い者には自律性支
援は効果が薄く，むしろコンピテンスを高める支援することが必要であることを示唆す
る実証的資料を得た。

① 国際協力の心理学という新規領域の確立に向けて理論的な基盤を整理し，実証的
な裏付けも得始めている。

② 自律的動機づけの促進に関連する心的メカニズムの究明。

④開発援助事業に資する動機づけ仮説の提出および検証。

ICU教育セミナー世話人会　世話人（現在に至る）

国際基督教大学同窓会　評議員（現在に至る）

④ 小学生における内発的動機づけの発達過程についての実証的資料を得た。

国際基督教大学第二男子寮OB会　会長（現在に至る）

③ 学習塾の動機づけへの影響についてはこれまでに実証的な研究は行われていな
かったが，学習塾通いが動機づけに大きな影響を与えておらず，むしろ家庭の影響が
大きいとの実証的資料を得た。

③ 実践的な志向を持つ研究者の育成。

① 教育およびその他の文脈における自律的動機づけの促進要因をさらに明らかにす
ること。特に，コンピテンス（習熟度）の低い対象における自律的動機づけの促進要因
の究明が大きな課題である。

YBSテレビ『子育て日記』 コメンテーター（現在に至る）

専門的成果

専門的目標
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1996年 3月

1998年 3月

2000年 3月

2003年 3月

2003年 4月

2007年 4月

2010年 4月

2012年 4月

2015年 6月

電子情報通信学会

映像情報メディア学会

画像電子学会

IEEE

e-mail 非公表

富山大学工学部講師

石川工業高等専門学校非常勤講師（2年間）

ベルリン工科大学Telekom Innovation Laboratories訪問研究員（1年間）

2008年 3月
資
格
・

免
許
・

特
許
等

性別

所
属
学
会

石川工業高等専門学校電子情報工学科卒業

富山大学工学部電子情報工学科卒業

富山大学大学院理工学研究科博士前期課程電子情報工学科修了

人間文化学部人間文化学科
ｲﾅﾂﾞﾐ　ﾔｽﾋﾛ
稲積　泰宏

男

取得学位称号

神奈川大学工学部助手

専門分野 ヒューマンコンピュータインタラクション

東京工業大学大学院理工学研究科博士課程集積システム専攻修了

電子情報通信学会通信ソサイエティ英文論文誌活動功労賞

山梨英和大学

生年（西暦）
（公表可否）

非公表

職名

准教授

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

稲積泰宏、木下宏揚、"カラー画像の圧縮符号化方法、復号化方法、カ
ラー画像の圧縮符号化装置および復号化装置、" 特開2008-072254

専　任　教　員　職　務　業　績　集

学
　
歴

受
賞
歴

実
務
経
験

所　属

博士（工学）
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

略

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

全ての担当科目に、アクティブラーニングの要素を取り入れている。

（２）作成した教科書、教材等

特になし

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

特になし

（１）学生による授業評価

特になし

（２）同僚教員等による授業評価

特になし

2003年

2007年

2019年

通信を介した人と人の関わりについて、ユーザの視点から問題解決をする。

　データサイエンス1は、学生の反応や授業後に直接意見を聞くことで、次回の講義の内容を早
急に改善している。特に、今年度はオンライン授業のため、全員に授業中や授業後にアンケート
をとり、全員から質問を受け付け、可能な限り、回答するようにしている。

　メディアプロジェクトIに代表される実習科目では、教員が話せば話すほど、教育効果が低下す
る。
したがって、学生主導で、チーム単位やチーム間で議論をしている。

神奈川大学で、映像の電子透かしに関する研究に従事。

富山大学で、映像情報メディアのQoE評価に関する研究に従事。

山梨英和大学で、ヒューマンコンピュータインタラクションに関する研究に従事。

1) 講義型授業は、授業内演習と解説を必ず実施する。

担当授業科目

教育業績

研究の特徴

研
究
経
歴

教
育
改
善
活
動

データサイエンス1

データサイエンス1では、情報を客観的に理解するための確率統計の基礎を、演習を通じて身に
つけます。特に、確率の概念を理解することで、計算だけではなく、基礎的な統計量の本質を理
解します。
到達目標
　1.確率の概念について、説明することができる。
　2.基礎的な統計量を理解し、自ら計算できる。
　3.学んだ統計量について、説明することができる。

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

2) 演習型授業は、学生の反応を伺いながら進める。

3) 実習型授業は、教員の発言時間は最低限にする。

ICTスキル、基礎ゼミナール、メディアプロジェクトI、メディアサイエンス、
データサイエンス1、データアナリティクスI、II、フィジカルコンピューティング

教育理念、方針、方法

教
育
能
力

研究業績
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特筆事項なし。詳細は、Google Scholar,  CiNii,  researchmapなどを参照。 

2017年 月

2017年 月

2016年 月

2015年 月

2005年 月

特になし

特になし

2019年 月 FD委員

電子情報通信学会CQ研究会専門委員（2016年6月-2022年5月）

電子情報通信学会常任査読委員、各種特集号編集委員など

2019-2021 基盤研究C（研究代表者）、2009-2010 若手研究B（研究代表者）、
2020-2022 基盤研究C（研究分担者）、2005-2008 基盤研究C（研究分担者）

1) 参沢匡将，山下和也，稲積泰宏，沖野浩二，“Sugarscape型ライフゲームに関する一考察，”
電子情報通信学会論文誌，Vol.J103-D, No.4, pp.352-354（2020）
 （詳細は、Google Scholar,  CiNii,  researchmapなどを参照。 ）

その他の研究活動

著書

なし

学術論文

電子情報通信学会通信ソサイエティ英文論文誌編集委員（4年間）

Technical Program Vice Co-Chair of IMQA2014（1年間）、Publicity Chair of IMQA2016（1年間）

画像符号化シンポジウム実行委員（2014年11月-2018年3月）

Guest Editor of J. Imaging Special Issue “Image Quality” （2017-2018）

研究代表者、共同研究、KDDI総合研究所

研究代表者、共同研究、EIZO

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

研究代表者、共同研究、東京海上日動リスクコンサルティング

研究代表者、共同研究、KDDI総合研究所

研
究
実
績

研究代表者、共同研究、KDDI研究所

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

サービス活動業績
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特になし

特になし

年 月

（２）出前講座

年 月

（３）公開講座

年 月

（４）学外審議会・委員会等

年 月

（５）その他

年 月

① コンテキストに対応したQoE評価を確立すること。

② 社会の問題を解決するために、どのような評価が必要かを明らかにすること。

③ 付加価値を与えるサービス設計について、当事者と議論すること。

① 脳活動計測から、使いやすさが明らかになった。

② 3Dモニターの最適視聴距離が実験的に明らかになった。

2020年5月1日最新データ入力日

専門的目標

専門的成果

アドバイザー活動実績

（１）講演会

③ 写真の審美性がアンケートや脳活動から計測できる可能性が明らかになった。

成果と目標

後進育成活動実績

社
会
貢
献
活
動

139



1986年 3月

1993年 3月

年 月

年 月

年 月

1994年 4月 立正大学非常勤講師（2007年まで）

1995年 3月 インターンシップ・プログラム非常勤講師（2000年まで）

2000年 10月 日本外国語専門学校非常勤講師（2009年まで）

2001年 1月 城西国際大学非常勤講師

2001 ４月 山梨英和短期大学非常勤講師（2003年まで）

2002 4月 山梨英和大学非常勤講師（2020年まで）

2006 4月 明星大学非常勤講師

2007 4月 都留文科大学非常勤講師

年 月

年 月

年 月

1989年 4月 早稲田大学国文学会

1995年 4月 日本語教育学会

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

e-mail 非公表

専門分野 日本語・日本文学

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

取得学位称号 文学修士

早稲田大学第一文学部フランス文学専修卒業

早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了

サンシャイン外語学校日本語学科専任講師（1900年９月まで、その後2001
年まで非常勤講師）

1986年 4月

実
務
経
験

専　任　教　員　職　務　業　績　集

学
　
歴

受
賞
歴

所　属

人間文化学部人間文化学科

山梨英和大学

生年（西暦）
（公表可否）

1960年

職名

専任講師
（特任）

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

ﾀｶﾐ　ｹﾝｲﾁ
高見　　研一

性別

男
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

「上級読本」（共著、サンシャイン外語学校）

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

インターンシッププログラムで講演「日本事情の教授法」（1995年3月）

2020年度

日本語演習１

（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

新聞、雑誌、小説、映画、アニメ、歌曲などさまざまなメディアやジャンルの日本語表現にふれ、
日本語能力の奥行きを広げるとともに、日本の社会や文化への理解を深めていきたいと思いま
す。さらに、日本社会のいくつかのトピックスをとりあげて、関連する資料を読解しながら、質疑応
答や討論を行いたいと思います。

日本語教育の中でも、特に中上級の誤解教材の開発、教授法、評価に強い関心を
もって実践と研究を続けています。

研究の特徴

初級から上級まですべてのレベルを繰り返し担当。内容も読解・文法・聴解・文字語彙・作文・小
論文・アカデミック・ジャパニーズ、ビジネス日本語など日本語能力に関わるほぼすべてのスキル
についての授業を担当。中上級レベルの読解を担当することが多く、新聞記事や社説・コラム、
短編小説やエッセイ、新書レベルの教養書、映画やアニメーション、JPOPの歌詞など多種多様な
教材を編集作成して指導にあたっている。大学院進学希望者や大学院研究生が在籍するクラス
では、研究計画書の書き方、論文読解やレポートの添削指導なども行っている。ビジネス日本語
では、就活対策や電話応対などの基本スキルを指導する他に新聞の経済記事を読んでその背
景を理解、議論するなどの授業も行っている。

教
育
能
力

担当授業科目 「日本語１aB」「日本語１cB」「日本語２aA」「日本語２ｂB」｢日本語２ｃA」「日本語2ｄB」
「日本語スキル１・２」「日本語演習１・２」「専門ゼミナール」「基礎ゼミナール」

教育理念、方針、方法

研究業績

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教育業績
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（１）著書

（２）学術論文

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

1986年 文部省研究協力指定校実績報告（分担）「中上級の日本語教育の研究」

1987年 文部省研究協力指定校実績報告（分担）「中上級の日本語教育の研究」

1992年 10月 昭和初年代の小林秀雄（早稲田大学国文学会）

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

大学院生指導

昭和初年代の小林秀雄「文芸評論」「続文芸評論」「続々文芸評論」を中心
に（早稲田大学大学院文学研究科修士論文）

1993年 3月

競争的
資金採択
課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

文部省研究協力指定校実績報告書「中上級の日本語教育の研究」（サン
シャイン外語学校）

文部省研究協力指定校実績報告書「中上級の日本語教育の研究」（サン
シャイン外語学校）

1986年 3月

3月1987年

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

サービス活動業績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

研
究
経
歴

研
究
実
績
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年 月

（２）出前講座

年 月

（３）公開講座

年 月

（４）学外審議会・委員会等

年 月

（５）その他

年 月

専門的成果 ①

②

③

専門的目標 ①

②

③

アドバイザー活動実績

後進育成活動実績

最新データ入力日 2020年5月1日

成果と目標

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会
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１９７９年 ５月

１９７９年 ９月

１９８１年 １月

１９８３年 ５月

１９８５年 ９月

１９８６年 ８月

１９９１年 ９月

１９９６年 ８月

１９８７年 ４月 駿台外語専門学校（大阪市）講師 (1989年7月まで)

１９８９年 ９月

１９９２年 ９月

１９９７年 ４月

２０００年 ４月

２００５年 ４月

１９７９年 ５月

１９７９年 ５月

１９９１年 ９月

１９９６年 １２月

１９８６年 4月

年 月

年 月

年 月

e-mail 非公表

所　属

ﾀﾞﾆｰ　ﾌﾞﾗｳﾝ
Danny W. Brown

男 １９６１年 専任講師 人間文化学部人間文化学科

University of Texas at Austin, Foreign Language Education
Department, U.S.A 卒業（博士号、専攻：外国語教育）

Member of Japan Association of Language Teaching (JALT) (現
在まで)

受
賞
歴

German Student of the Year Award, German III class, Bowling
Green High School, Kentucky, U.S.A

ROTC Student of the Year Award, High School Reserve Officer
Training Corps (all classes), Bowling Green High School,
Kentucky, U.S.A.

University Fellowship, Office of Graduate Studies, University of
Texas, Texas, U.S.A. (for the 1987-88 school year)

Nominated for Part-time Teacher of the Year Award, Austin
Community College (all campuses).

所
属
学
会

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦）

山梨英和大学人間文化学部、契約教師（2005年4月まで）

山梨英和大学人間文化学部、専任講師（現在まで）

学
　
歴

Bowling Green High School, Kentucky, U.S.A. 卒業

Southwestern Assembly of God College, Texas, U.S.A.　入学 (１
９８０年１２月まで）

Western Kentucky University, Religion Department, Kentucky,
U.S.A. 編入学

Western Kentucky University, Religion Department, Kentucky,
U.S.A. 卒業 （学位、専攻：宗教学）

North Texas State University, Graduate School, English
Department, Texas, U.S.A. 入学

North Texas State University, Graduate School, English
Department, Texas, U.S.A. 卒業 (修士号、専攻：英語教育)

University of Texas at Austin, Foreign Language Education
Department, U.S.A. 入学

取得学位称号 博士 専門分野 外国語教育

実
務
経
験

Pittsburg State University, Kansas, U.S.A., Intensive English
Program, lecturer (1991年８月まで)

Austin Community College, Parallel Studies Department, ESL
Program, part-time teacher (1997 １月まで）

山梨英和短期大学英文学科、契約教師（2000年4月まで）

職名
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

2020年度

教育業績

担当授業科目 英語1aA、英語1aB、英語1bA、英語1cC、英語1cD、英語2bB、英語2cA、英語3bC、英
語音声学、 Globalization 1、専門ゼミナール I～IV、 卒業プロジェクト I～IV、英語圏短
期留学 II

教育理念、方針、方法

As an English language teacher, I am not so concerned with teaching large amounts
of information as I am concerned with developing skills within each individual.  This
becomes a highly personal task for each student, and learning language skill requires
high motivations.  For this reason, I deal a lot with the motivations of students as I
teach.  In some ways, I cannot deal directly with the various underlying motivations
that bring students to school.  But I try to take each student at face value as if I
expect him/her to learn for learning sake.  I try to deal with the students’ most
immediate motivations, which are social influences before and during the class, task
motivations during class and homework, grade motivations, and achievement
motivation.  To do this, I make my learning objectives extremely clear and my grading
policies extremely clear.  I also give a lot of small assignments with very clear
feedback.  I use social motivations in the class, including my personal presence, small
group work, and pair work.  In small classes and in seminar classes, I often speak
personally to students regarding how I view them, their learning, and their English
ability.  Students are often shocked that I will sit down with them and give them a
basic description of their overall English ability, including grammar, and
characteristics of their pronunciation, and I think they find it exciting.  Not all classes
can be so personal, so I follow basic educational principles, including clear objectives
and plenty of practice so students can reach a “saturation point” in which they can
truly master objectives.

I cannot discuss most methods used in this small space, but let me say that I use a
lot of what is called the “direct method” of teaching language, with presentation,
testing, and immediate practice.  I do break one of the direct method’s primary rules,
however, in that I give definitions in Japanese when large lists of vocabulary must be
learned, which speeds he process immensely.  When performing language tasks, such
as speaking about topics or reading certain texts, I am concerned to teach the
language necessary for each task beforehand and I frequent review vocabulary and
grammar learned so students can maintain confidence in their speaking, writing,
reading, and listening skills during the class time.  The above is only a small portion
of my actual teaching ideas and methods.

教
育
能
力

English Presentation: Using mostly materials that I wrote myself, students learn the rules of
intonation, pronunciation of past tense, speech-giving techniques, and advanced grammar
points.  They also sing a song as a choir during class, memorize the Lord's prayer with correct
intonation and pronunciation, give a personal speech before the whole class using notes,
practice and tell a personal story before the whole class without notes, and write and give an
academic speech before the class with notes and an outline.

I have not created any books.  However, I personally write about 70% of all text material that I
use in my classes.

 I presented a lecture titled"Grammar is not Communication,”at Sundai Foriegn Language
Technical School (駿台外語専門学校高校で高校の英語の教師のための教育発表会).  Also at
the FD committee meeting of Yamanashi Eiwa College on July 21, 2013 I presented a lecture on
how to teach English to low level students at Eiwa.  That lecture was titled "Teaching English
Methods in a Culture that is Ill-Suited for Language Learning: Opening Up Students’ Hearts to
English" 「外国語学習に適さない(てきさない)文化の中で英語を教える方法：学生の心を英語に
開くこと」.
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

代
表
的

シ
ラ
バ
ス

専門演習：社会及び心理の諸問題について英語で読み、英語で討論する。本学の大学院を希望
している学生にとっても、また英語を話す力をつけたい学生にとっても、最適なゼミである。
Student will study vocabulary and take mulitiple tests.　　Students will do oral readings in class
about social problems: hikikomori, makein,　drugs, gangs, etc. 　Students will discuss those
social problems with the class.  Each student will write a final paper over one social problem of
his or her choice, in consultation with the teacher.

教
育
改
善
活
動

I have purchased and learned how to use Adobe Photoshop software to help create pictures for
my class Powerpoint presentations.

I have studied the Japanese language so I can use it sometimes in class.  I learned in graduate
school that it is best to speak only the target (foreign) language in the class, but also that on
occasion a few words in the students' own language can save much time and confusion.  So I
probably speak 95% to 98% English in the class.  However I can also give word definitions in
Japanese, and make short explanations to confused students in Japanese, so I feel that my
teaching has greatly improved.

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

Students’ evaluations of me for many years were always fairly high　(4.5 out of 5).  However, in
the last few years, they have gone down some.  This is partially because of the style of
evaluation form.   I also think the students seem to want more entertainment or teacher
motivation than before.  There is a saying, “Good teachers explain, great teachers inspire.”  So
this year I have been working harder to talk to students on a personal basis, to have more
motivating presentations, and to be excited and more energetic as I teach each class.

Yamanashi Eiwa College does not give formal evaluations of their faculty.  This seems to be
Japanese culture, though Americans always give formal faculty evaluations.  My collegues
informally have told me that my classes are popular and that I get along well with the faculty
and staff of the college so they are pleased with my work.

研究業績

研究の特徴

I have only worked on few research projects in the last few years because I use
much time for my church work, prayer, and in the evenings Japanese language study
(now I can read and speak Japanese at an intermediate level).  So my research has
decreased for the last few years.

Learning Motivations: Most of my research has focused on student motivations.  My
own research suggests that Japanese college students’ motivations in college
classrooms appear to be largely based on task motivation or external motivations
provided by the teacher.  Japanese students who want to learn English depend on
the surrounding context of the classroom to motivate them more than their personal
desires to learn English.  For example, Japanese students typically do not play with
language nor personally motivate other students in the class to study, which is very
different than students from other countries, especially different from American
education.  (I am American.)  Instead, the students watch the teacher to see what he
will do.  As a result, the students are longing for the teacher to motivate them.  The
teacher should impress or interest the students by using interesting stories, jokes,
and other techniques so that help students pay close attention.  The teacher should
also frequently offer the students tasks to perform even during lecture classes to
increase motivation,

and the teacher should keep students active working together in pairs to stimulate
interest.  Furthermore, the teacher should slowly teach students to internalize their
motivations for language learning by praising students and talking about their learning
in an open way.  These are some of the results of my research.  At this time, I have
collected more data regarding motivations, but due to my Japanese language study,
that research is awaiting analysis.
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年

年 特になし

年

（１）著書

特になし

（２）学術論文

１９９６年 ８月

２００３年 ２月

２００４年 １月

２００４年 １月

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

特になし

特になし

年 月

年 月

年 月

年 月 特になし

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月 特になし

年 月

年 月

研究の特徴

Vocabulary Knowledge/English Morphemes: I have also done one study regarding
active vocabulary use of students in order to understand the level of language
knowledge of students entering our college.  I implemented those findings into my
curriculum by focusing my teaching more on certain vocabulary groupings.  Further
more, I also did one study regarding the English morphemes used by Japanese
students to learn more about the level of language knowledge of our school’s
students.  I also implemented that research into my curriculum by encouraging
particular grammatical points in my class that the students were weak in.

研
究
経
歴

研
究
実
績

博士論文 The Classroom-related Beliefs and Learning Strategies of
Seven Adult Japanese Learners in a United States ESL program, 317 pp.

The Use of Vocabulary by Japanese Learners of English in Speaking
Tests, 山梨英和大学紀要第１号

Natural Sequences in the Acquisition of English Morphology, 山梨英和大
学紀要第2号

The Motivations of Japanese College Students to Participate in an English
Vocabulary Learning Activity, 山梨英和大学紀要第2号

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・

役
員
参
加

共
同
研
究
・
受
託

研
究
の
実
績
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特になし

特になし

２００５年 ４月

２００８年 ４月

１９９７年 ４月

２００５年 ４月

２０１１年 ４月

２０１６年 ４月

２００５年 ４月 入試英語試験作業部会（現在まで）

２０１０年 ４月 入試英語試験作業部会-（主任）（２０１１年３月まで）

２０１7年 ４月 入試英語試験作業部会-（主任）（現在まで）

２０20年 ４月 非常勤英語教師の連絡員と翻訳者

２０００−２００６年度 Advisor of the English Life Club (English conversation club)

２０１１ー２０１２年度 Advisor for the Maple Leaf Club (English conversation club)

２０１５ー２０１６年度 Advisor for the Flocks (Christian rock music band circle)

年 月 特になし

（２）出前講座

年 月 特になし

（３）公開講座

年 月 特になし

（４）学外審議会・委員会等

２０１５年 ４月

社
会
貢
献
活
動

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

サービス活動業績

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績

国際交流委員会委員（２０１１年３月まで）

宗教委員会委員（現在まで）

入試の試験作成（現在まで）

アドバイザー活動実績

入試委員会員（２０１２年３月まで）

国際交流委員会委員（２０１１年３月まで）

英和学院の評議員会の一員（２０17年4月まで）

後進育成活動実績

１９９７−Present I have taught numerous small weekly English Bible studies in
my home and on campus to encourage understanding of
Christian faith and morals.  Many semesters I have held English
Bible studies in my office at school.

（１）講演会

Administrator for New Life International Elementary School in
Kofu: budget, contracts, ESL testing, classoom teaching on
Fridays while school is in session.  This is voluntary--no pay.
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（５）その他

I have organized many visits to old folks homes in which my church members and other
community people visit, sing, and present gifts to the old folks.  We visit three homes each
year--March 2005 to present (２００５年３月ー現在まで）.  Due to coronavirus, this year's visits
were cancelled.  Howver, we plan to continue next year.

社
会
貢
献
活
動

1999/3/1

I am pastor of New Life International Church in Kofu, Japan.  New Life is a bilingual church with
English/Japanese.  This church currently averages 55 people in attendance, a few of whom are
students of our college.  The church meets in our own building in Kofu north of Kofu Station.
As pastor, I plan and lead the church service one time each week, preaching to the church each
time, leading prayer and social activities.  I coordinate programs of the church including church
Bible studies (Japanese and English), the council of elders and elders' meeting, the church
worship band, the children's program, and missionary offering support.  I also perform many
small activities related to being a pastor, such as writing recommendations for jobs or school
entrance, visiting the sick, and counseling those with personal problems.  Furthermore, I
coordinate temporary projects, such as our annual fall retreat at Lake Yamanakako.   I
organized a 4-day trip for 5 people (myself included) to do volunteer work in the area of the
Noto Peninsula Earthquake (能登半島地震) in March 2007.

最新データ入力日

成果と目標

専門的成果

① I have learned how to better motivate students in English classes by my teacher
presentations and text writing.

② I have learned more about the language knowledge (vocabulary and grammar) of
Japanese college students for curriculum planning purposes.

専門的目標

①　My first goal is a greater understanding of what content in teacher's lectures is
most motivating to students.

② My second goal is to learn more about how to motivate students so that they will
want to speak more English during class time.

③ My third goal is continue to continue to write classroom materials that are
understandable and motivating to the students, and that contain enough repetition
for learning.  I often write my own class materials so I use few textbooks during class
time.

2020年5月1日

I organized another 4-day volunteer trip to the area of the Chūetsu Offshore Earthquake (新潟
県中越沖地震) in July 2007 for 5 people.   I have also led our church in giving food to local
refugees from the Miyagi-ken and Iwate-ken area who live in Kofu City area in March-May
2011.

In December 2019, I organized on Christmas visit to an orphanage in Kofu City.  Many church
members bought presents for the orphans, and many of us attended their Christmas party and
presented the gifts to them.  They have invited us back next year
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1990年 3月 私立ノートルダム清心高等学校卒業

1991年 4月 東京工業大学第６類入学

1995年 3月 東京工業大学工学部建築学科卒業

2000年 4月 専修大学大学院文学研究科修士課程入学

2002年 3月 専修大学大学院文学研究科修士課程修了

2016年 ４月 京都大学大学院教育学研究科博士後期課程臨床実践指導学講座入学

2019年 ３月 京都大学大学院教育学研究科博士後期課程臨床実践指導学講座

単位取得満期退学

1995年 ４月 建設省（国家一種建築）常勤 1999年3月まで

2002年 ４月 医療法人社団慶神会武田病院カウンセラー常勤 2007年12月まで

2008年 1月 自衛隊呉病院カウンセラー常勤 2008年6月まで

2008年 7月 呉みどりが丘病院カウンセラー常勤 2008年11月まで

2008年 12月 大河内メンタルクリニックカウンセラー常勤 2015年3月まで

2011年 4月 学校法人大和学園聖セシリア女子短期大学非常勤講師2015年3月まで

2011年 5月 専修大学心理教育相談室カウンセラー非常勤 2019年3月まで

2013年 4月 八王子市立弐分方小学校スクールカウンセラー非常勤2014年3月まで

2014年 5月 町田さがみはらカウンセリングルーム代表

2015年 4月 普連土学園スクールカウンセラー非常勤 2018年3月まで

2019年 4月 山梨英和大学専任講師

年 月

年 月

年 月

2001年 4月 日本心理臨床学会

2002年 4月 日本精神分析学会

年 月

年 月

2003年 ４月 臨床心理士

2018年 11月 公認心理師

年 月

年 月

e-mail k.kuwamoto@yamanashi-eiwa.ac.jp

実
務
経
験

学
　
歴

専　任　教　員　職　務　業　績　集

受
賞
歴

所　属

人間文化学部人間文化学科
人間文化研究科臨床心理学専攻

専門分野 臨床心理学、スーパーヴィジョン学

山梨英和大学

生年（西暦）
（公表可否）

非公表

職名

専任講師

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

ｸﾜﾓﾄ　ｶﾖｺ
桑本佳代子

性別

女

取得学位称号 心理学修士
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　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

年

年

年

年

年

心理臨床家を志す人、心理臨床に興味をもった人にその魅力を伝えていきたい。

臨床心理実習、心理臨床実践演習、基礎ゼミナール、心理面接実習、専門ゼミナー
ル、臨床心理基礎実習、健康・医療心理学

自死を望む人への支援、関係を繋ぐことについて研究している。

教
育
能
力

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

研究業績

研究の特徴

研
究
経
歴

教
育
改
善
活
動

教育理念、方針、方法

教育業績

154



（１）著書

訳書「スーパーヴィジョンの実際問題」心理臨床とその教育を考える

著書「心理臨床家の成長」

（２）学術論文

「自死を望む人への心理臨床家のありかた」※査読あり

「精神病転移：妄想性パーソナリティ障害での対象関係」※査読あり

2018年 11月

2017年 11月

2008年 10月

2007年 10月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

集団認知行動療法研究会「集団認知行動療法と力動的集団精神療法が
併存することの意義について」

9月2013年

2011年5月から2019年3月まで、専修大学心理教育相談室に勤務し、大学院生とケー
スを担当するとともに、スーパーヴィジョンを行ってきた。2019年4月から現在まで、山
梨英和大学に勤務し、大学院生の指導を行ってきた。

2019年4月より山梨英和大学にて、1年生の基礎ゼミナール、3年生の専門ゼミナー
ル、4年生の卒業ゼミナールを担当している。

日本心理臨床学会「身体接触を求めるBPOケースとの関わりについて－
入院期間限定の中での治療者の関わり－」

9月2006年

厚生労働省委託研究「パーソナリティ障害に対する弁証法的行動療法の
効果研究」

2004年 4月

日本集団精神療法学会「メンバー構成が一定しないことのグループへの影
響－慢性期と急性期の混合グループの治療的意義－」

5月2007年

サービス活動業績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

学
内
委
員
会
・
作
業

部
会
等
活
動
実
績

アドバイザー活動実績

研
究
実
績

日本精神分析学会「捨てられた傷つきを捨てることで解消する女性との心理療法過程」

日本精神分析学会「目の痛みと激しい行動化のある女性との面接経過」

日本精神分析学会「構造の変化と治療関係への影響について」

日本精神分析学会「サポ―ティヴであることは精神分析的ではないのか？」
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年 月

（２）出前講座

2019年 月 甲府西高校にて出前講義を行った。

（３）公開講座

年 月

（４）学外審議会・委員会等

年 月

（５）その他

年 月

①上記①の論文をもとに、博士論文を執筆すること。

②スーパーヴィジョンに関する研究をすすめること。

③自殺を望む人への支援の充実を図ること。

①京都大学大学院教育学研究科 紀要にて、「自死を望む人への心理臨床家のあり
かた」が掲載された。

②福村出版より、訳書「スーパーヴィジョンの実際問題」が出版された。

③金剛出版より「心理臨床家の成長」が出版された。

2020年5月1日

成果と目標

後進育成活動実績

最新データ入力日

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

専門的成果

専門的目標
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2007年 3月 東京大学文学部言語文化学科英語英米文学専修過程卒業

10月 同上博士論文提出資格者認定

2015年 4月 日本学術振興会特別研究員

2017年 3月 FUTI Global Leadership Award

2007年 4月 日本アメリカ文学会

2007年 4月 日本マーク・トウェイン協会

2008年 4月 日本英文学会

2016年 8月 Children’s Literature Association

2016年 8月 Mark Twain Circle of America

2018年 1月 American Literature Association

年 月

年 月

年 月

年 月

e-mail 非公表

職名

1月2017年

2016年 8月

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

所　属生年（西暦）

専門分野

非公表

性別
ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

専任講師男性

取得学位称号

ｽｷﾞﾑﾗ   ｱﾂｼ
杉村　篤志

人間文化学部人間文化学科

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

学
　
歴

受
賞
歴

実
務
経
験

東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻
言語文化学科博士課程　博士論文予備論文提出

University of California, Berkeley, Center for Japanese Studies
 （日→英学術翻訳、アカデミック・ライティング担当）
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

目　　次
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

小冊子「スティーヴン・キングのうさぎ——40ストーリーズ」（「英米文学史」）

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

英米文学史

特になし

学部1年生必修科目「基礎ゼミナール」用共通教材と教案（「クリティカル・リーディング」）

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教育理念、方針、方法

担当授業科目

アメリカの歴史的文書や19世紀文学作品とその関連文献（英語および日本語。ハンドアウトを配
布します）を読みながら、ジェンダー、人種表象、ナショナリズムの問題系について比較文化的視
点とともに学びます。文化、社会、歴史をめぐる多種多様なトピックを扱います。本コースでの学
びを基に、第2クォーターの「英米文学講読」ではルイザ・メイ・オルコットの小説『若草物語』
（1868）を読解します。本コース履修者は原則として、「英米文学講読」も履修してください。現代
日本とは縁遠いように見える講義トピックですが、実際には様々なかたちで近代以降の日本社会
の成り立ちや現代の文化状況と深く関わります（本科目では、与謝野晶子や宮崎駿の文章にも
目を通します）。毎回、担当者による口頭発表とライティング課題が含まれるため、高いモチベー
ションと主体的な参加態度が求められます（事情により口頭発表が難しい人には代替課題を課し
ます）。物語や歴史が好きな人、世界を眺める視野を拡げたい人、現代の多様な社会的課題に
関心のある人などに向いている科目です。

教育業績

教
育
能
力

「この大学で学ぶことは楽しい」と学生が心の底から思えるよう、多面的かつきめ細や
かな指導を行いたいと考えている。教育実践にあたっては、思考の自由の感覚と相互
尊重の姿勢を促進することをとりわけ重視する。授業運営に際しては、明るく和やかな
クラスの雰囲気をつくることを心がけている。安心感のある対話的・互恵的な学習環
境を構築し、本学での学びの経験が学生の自信形成と相互理解の深化に絶えず繋
がるようにしたい。

専門分野教育の概括的到達目標としては、英米文学・文化テクスト、関連日本語テク
ストの読解を通して主に、①人間存在の複雑性と文化多様性に対する豊かな感受
性、②「自分たちが現在どのような歴史的到達点・文明空間において生きているのか」
を自覚するために必須となる歴史感覚と国際的視野、③女性や少数者集団の社会的
抑圧と権利獲得の歴史、それらにまつわる大衆表現と現代的課題についての基礎的
理解、④「わたしたち」をめぐる各種文化言説を相対的に把握するための批判的思考
力——これらを多面的に涵養することが挙げられる。

オンライン教育ツールを活用し、学生間の意見交換を多面化・活発化した。「英米文学史」では日
本滞在中の米国人若手比較文学研究者をゲスト講師として招き、授業後に自由参加のティータ
イムを企画した。

英米文学史、専門ゼミナール、英語1d、2d、3a、3b、カナダ中期留学、Globalization
and Culture、卒業研究

教
育
改
善
活
動
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

本学には該当する相互評価システムが存在しない。

2015年 日本学術振興会特別研究員

2016年 University of California, Berkeley, Mark Twain Papers & Project 客員研究員（米国）

2018年 Elmira College Center for Mark Twain Studies  Quarry Farm Fellow (米国)

（１）著書

（２）学術論文

英米文学系科目、2年生以上対象の英語科目は、授業評価アンケート結果に照らせば概ね好評
といってよさそうである。課題としては、1年次必修英語科目で出席回数が基準に達しない不合格
者が多いことが挙げられる。学生相談室や保健室と緊密に連携をとりながら、個々の学生の学
習サポートをよりきめ細やかなものにしていきたい。

“‘Heavenly War-Paint’: Mark Twain’s Courtship and His Suppressed Identity as a
Southerner.”
Studies in English Literature  57,  pp. 41-58, 2016.

研
究
経
歴

研
究
実
績

「ウィリアム・ウィルソン」における奴隷制表象と1830年代政治言説」『アメリカ文学研究』  47号,
pp. 1-17,   2011.

「都市の身体／身体の都市——ソール・ベロー『グリーン氏探索』における労働と倫理」『りべるた
す』  24号,
pp. 23-28, 2012.

“Omission, Redundancy, and Fluctuation: The Authorial Voice of Hawthorne’s Twice-Told
Tales. ”
Strata  27, pp. 1-13,  2013.

“Recollecting the Fragmented: Thematic Convergence and the Dynamics of Empathy in
The Stories of Bleece D’J Pancake .” 『れにくさ』5号, pp. 331-339, 2014.

“Puritan Ethics and Culture of Widowhood: The Rhetoric of Perception and Desire in
Hawthorne’s
‘The Wives of the Dead.’” Libertas  27, pp. 1-8, 2015.

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

合衆国における白人至上主義を背景とした「ホワイト・アメリカ」の国家神話の成立過
程とその社会心理的影響に着目して、米小説における自伝的構築と人種表象の複層
的連関について考究している。

主要分析対象としては、マーク・トウェイン、エドガー・アラン・ポー、キャサリン・セジ
ウィック、ナサニエル・ホーソーン、ウィラ・キャザー、フラナリー・オコナー、ジャック・ケ
ルアックなどの作品が挙げられる。実証的方法論については1990年代以降のポストコ
ロニアル批評や新歴史主義の議論の成果を引き継ぎ、分析アプローチにおいては
ジュディス・バトラー、バーバラ・ジョンソン、イヴ・セジウィックらによるジェンダー研究
や自伝分析の手法から多くの重要な示唆を得てきた。

「アブジェクシオンの詩学——ナサナエル・ウェストの30年代ハリウッド」『りべるたす』   22号, pp.
17-29, 2010.

研究の特徴

研究業績
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（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

2016年 9月

2017年 8月

2018年 5月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

研
究
実
績

（翻訳）メアリー・ナイトン「トウェイン『ジャンヌ・ダルクについての個人的回想』に秘められた＜声
＞に耳をそばだてること」『マーク・トウェイン——研究と批評』16号 (特集・トウェインと女たち), pp.
20-26, 2017.

（国際学会総評）「『笑いの襲撃』と『われらのトウェイン』をめぐって」『マーク・トウェイン——研究と
批評』17号, pp. 70-71 ,  2018.

（書評）「書評—R. Kent Rasmussen ed., Critical Insights: Adventures of Huckleberry Finn 」『マー
ク・トウェイン——研究と批評』18号, pp. 36-38, 2019.

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

（国際会議発表）“‘I Killed Thirty-Eight Persons’: Sam Clemens and the Sioux Wars,
1862/1876.”
 8th International Conference on the State of Mark Twain Studies,
Elmira College, New York, USA.

（国際会議発表） “Absolute Monarchs in America: Mark Twain, Brigham Young,
and the Burden of the ‘Peculiar Institution.”
American Literature Association (ALA) 29th Annual Conference on American Literature,
Hyatt Regency San Francisco, California, May 2018.

科研費特別研究員研究奨励金・奨励費（2015-2017）
「19世紀アメリカ小説における奴隷制廃止論とインディアン問題——トウェインを中心
に」（課題番号: 15J10240）

Renée B. Fisher Foundation Grant via Elmira College Center for Mark Twain Studies
(2017).
“‘I Killed Thirty-Eight Persons’: Sam Clemens and the Sioux Wars, 1862/1876.”

科研費研究活動スタート支援（2019-2021）「マーク・トウェイン初期作品における自伝
的構築と北米先住民表象の黙説的連関」（課題番号: 19K230890001）

「『大昔の怨み』をめぐって——Mark Twain, “The Facts Concerning the
Recent Carnival of Crime in Connecticut”における自伝的構築の諸相とダ
コタ戦争1862」日本アメリカ文学会関西支部9月例会, 武庫川女子大学.

 “‘I Killed Thirty-Eight Persons’: Sam Clemens and the Sioux Wars,
1862/1876.”
 8th International Conference on the State of Mark Twain Studies,
Elmira College, New York, USA.

 “Absolute Monarchs in America: Mark Twain, Brigham Young, and the
Burden of the ‘Peculiar Institution.” American Literature Association
(ALA) 29th Annual Conference on American Literature, Hyatt Regency
San Francisco, California, USA.
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2019年 4月 国際交流室主任

2019年 4月 宗教委員

2019年 4月 学生サービス部運営委員

2019年 4月 情報メディアセンター運営委員

2019年 4月 入試・広報部運営委員

2019年 4月 英語教育改革委員

特になし。

特になし。

年 月

（２）出前講座

年 月

（３）公開講座

（４）学外審議会・委員会等

年 月

（５）その他（高校生対象）

2019年 7月 山梨県立塩山高校大学系統別説明会（1、2年生担当）

アドバイザー活動実績

後進育成活動実績

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

米国内外の研究者11名とともに、Center for Mark Twain Studies Quarry Farm Fellowとして選出
された。（2018年1月）
https://marktwainstudies.com/fellowships/2018-quarry-farm-fellows/

国際基督教大学。英語招待講義（全学対象）
 “Voices of Conformity and Defiance:
Tomboys, Slavery, and the Cult of True Womanhood"

オープンキャンパス模擬授業「19世紀アメリカ小説における『いい子』と『わ
るい子』」

サービス活動業績

学
内
委
員
会
・

作
業
部
会
等

活
動
実
績

（１）講演会

社
会
貢
献
活
動

9月2018年

2019年 8月

University of California, Berkeley, Center for Japanese Studies
 （日→英学術翻訳、アカデミック・ライティング担当）
受講者は比較文学部、歴史学部、フィルム・メディア学部、仏教学部などに在籍する
博士課程大学院生。院生各自の研究プロジェクトにおいて重要な参照項となる日本語
学術文献の英文翻訳の指導を行う。翻訳原書は蓮實重彦『監督 小津安二郎』、斯波
義信「宋代の都市化を考える」、荒井健『「滄浪詩話」と「潛溪詩眼」――宋代詩學おぼ
えがき』、大谷勝真『三階某禅師行状始末に就いて』、大庭脩「唐告身の古文書学的
研究」など。
上記翻訳プロジェクトと併せて、中間口頭発表、学期末エッセイ執筆についても指導を
行った。

Duke University Press発行American Literary Scholarship   2010年度号、2016年度号に論文紹
介レビューが掲載された。（「『ウィリアム・ウィルソン』における奴隷制表象と1830年代政治言説」
[2011]）、“‘Heavenly War-Paint’: Mark Twain’s Courtship and His Suppressed Identity as a
Southerner” [2016]）

大学院生指導
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専門的成果

成果と目標

最新データ入力日

専門的目標

①米ニューヨーク州で開催された国際学会
8th International Conference on the State of Mark Twain Studiesにおける研究発表
で、トウェイン作品における北米先住民表象について新たな批評的視座を示した。
発表原稿全文とPowerPointスライドは2017年12月、Center for Mark Twain Studies
ウェブサイト「研究」欄記事として単独掲載された。
<http://marktwainstudies.com/i-killed-thirty-eight-person-sam-clemens-the-sioux-
war/>

②米カリフォルニア州サンフランシスコ市で開催された American Literature
Association (ALA) 29th Annual Conference on American Literatureにおける研究発
表で、トウェイン作品におけるモルモン教徒表象を1850年代後半の民主党の政治戦
略と南北戦争の歴史的文脈に照らして精査した。

③Center for Mark Twain Studies Quarry Farm Fellowとして、マーク・トウェインが代
表作を執筆したクォリー・ファームの邸宅に単独滞在、エルマイラ大学の専門スタッフ
の支援を受けて各種文献調査、フィールドワークを行った。調査報告は米学会Mark
Twain Circle of Americaニューズレターに掲載。（2018年）

①トウェイン初期テクストにおける自伝的構築と北米先住民表象の黙説的連関を、
「脱南部化した南部人」としてのトウェインの倫理的アンビヴァレンスに焦点をあてて検
証する。

②上記の議論を、Lucy Maddoxらによって指摘されてきた「米文学研究におけるネイ
ティヴ・アメリカンの周縁化」問題への現代的応答のひとつとして位置づける。

③近年のアメリカ研究領域における "Transnational Turn"への応答性を念頭に置きな
がら、ら、2000年代以降の大江健三郎作品におけるトウェイン的主題の諸相を、大江
の『ハックルベリー・フィンの冒険』への言及過程に焦点をあてて精査する。

2020年5月1日

163



1997年 4月 徳島大学 総合科学部人間社会学科 入学

2001年 3月 徳島大学 総合科学部人間社会学科 卒業

2001年 4月 愛知学院大学大学院 文学研究科 心理学専攻 修士課程 入学

2003年 3月 愛知学院大学大学院 文学研究科 心理学専攻 修士課程 修了

2012年 4月

2015年 3月

2003年 4月 医療法人 板倉医院 心理士（2008年3月まで）

2004年 4月 名古屋市スクールカウンセラー（兼職、2008年3月まで）

2008年 4月 愛知県職員（心理職）女性相談センターへ配属（2012年3月まで）

2012年 4月

2014年 4月 愛知淑徳大学 学生相談室 助教（2019年3月まで）

2014年 4月 名古屋市立中央看護専門学校 非常勤講師（2017年3月まで）

2017年 4月 岐阜聖徳学園大学教育学部 非常勤講師（2019年3月まで）

2019年 4月 山梨英和大学人間文化学部 専任講師（現在に至る）

年 月

年 月

年 月

2001年 月 日本心理臨床学会会員（現在に至る）

2009年 月 日本ロールシャッハ学会会員（現在に至る）

2014年 月 日本学生相談学会会員（現在に至る）

2018年 月 日本精神病理学会会員（現在に至る）

年 月

2004年 4月 臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会、第11653号）

2019年 3月 公認心理師（第3526号）

年 月

年 月

e-mail 非公表

専　任　教　員　職　務　業　績　集

受
賞
歴

所　属

人間文化学部人間文化学科
人間文化研究科臨床心理学専攻

専門分野 臨床心理学

山梨英和大学

生年（西暦）
（公表可否）

非公表

職名

専任講師

資
格
・

免
許
・

特
許
等

所
属
学
会

実
務
経
験

学
　
歴

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

ﾂﾁﾔ　ﾏﾁ
土屋　マチ

性別

女

取得学位称号 心理学博士

愛知県職員（心理職）中央児童・障害者相談センターへ配属（2014年3月ま
で）

名古屋大学大学院 教育発達科学研究科 心理発達科学専攻 博士課程
単位取得退学

名古屋大学大学院 教育発達科学研究科 心理発達科学専攻 博士課程
入学

特になし
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

①2019年4月～現在。
講義の中では、必要に応じてパワーポイントやDVDを用い、視覚的にも学生の理解が深まるよう
に心がけている。また、自分自身の精神科臨床、スクールカウンセラー体験、児童・障害者相談
センターなどでの幅広い心理臨床経験に基づき、講義内容に適した具体的な事例を提示し、学
生が（臨床）心理学に興味を持って普段の自分自身や他者のこころの在り方を見つめることがで
きるよう、努めている。

特になし。

②「心理学（名古屋市立中央看護専門学校）」。2014年4月～2017年3月まで。
医療における心理学的理解を中心テーマに揚げ、人間の知覚特性、心の発達、心の病気に関し
て、DVD教材を使用し、理解を深められるよう努めた。また、精神科臨床、スクールカウンセラー
等の実際の臨床経験に基づいた事例を紹介し、臨場感のある授業を心がけた。学生たちの理解
の達成にばらつきが大きいと思われた時には、4～5人の小集団での討議を適宜取り入れた。

③「心理尺度構成法演習（愛知淑徳大学　健康医療科学部）」。2014年4月～2019年3月まで。
授業は、講義形式とグループ学習形式の両方で構成し、講義した内容をその後のグループ学習
の中で実際に体験的に取り組むことで、学生の理解が深まるように心がけた。また、演習の際に
は、学生が授業に積極的に参加できるよう、ワークシート等のオリジナル教材を作成し、使用して
いる。毎年度学生に実施される「授業に関するアンケート」結果から、学生の授業の理解度や進
行具合等について確認し、授業に活用している。

学部：基礎ゼミナール、心理学概論Ⅱ、公認心理師の職責、教育・学校心理学、心理
演習Ⅱ

大学院：臨床心理査定演習Ⅰ、臨床心理実習

担当授業科目

教育業績

教育理念、方針、方法

教
育
能
力

建学の精神を踏まえた上で、心理学（とりわけ臨床心理学）に基礎を置いた人間観・
事象の捉え方・考え方を通して、他者を思いやり、自己認識を深めることができるよう
な教育に関わりたいと考えている。
そのために、心理学理論を教壇から一方的に講義するのではなく、学生が常に日常
生活の自分自身を取り巻く具体的な事象と関連づけながら講義をきき、考えられるよ
うな双方向的な教育場面の設定を心がけている。教養科目、専門科目、大学院科目
のいずれにおいても、この方針を大切にしたい。

「医療・看護系のための心理学　改訂版　（培風館）（11章1節、2節分担執筆）」。
心理臨床サービス実態について、ある自治体の具体例を通して説明・論述した。自身の分担執
筆した内容については、心理臨床サービスの広がりとして、医療、行政に関わる心理臨床サービ
スの実際について、2014年～2017年までの名古屋市立中央看護専門学校での講義に使用し
た。

④「教育相談（岐阜聖徳学園大学　教育学部・外国語学部・看護学部）。2017年4月～2019年3月
まで。
講義の主な内容は、いじめ、不登校、自閉スペクトラム症等であるが、それらを講義する冒頭に
おいては、学生自身の小・中学校時代の経験を通して身近な問題にするべく、小レポートを提出
させたり、小集団討議を通してイメージを共有させた。また、ノンフィクションの記録映画等の映像
教材を積極的に活用し、その内容についてグループで討論させ、グループでの意見や考えを全
体の場で報告させた。そのようなグループ討議を通して、学校現場で対応を求められる、不適応
状態にある児童生徒に対する望ましい対応のあり方などについて、学生自身が教師になった時
にどのように対応するのか、常に問題意識を持たせるように努めた。
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

2005年～
現在

2005年～
現在

2012年
～

現在

2013年
～

現在

2019年度後期の基礎ゼミナールでは、学生から提出されるレポートにすべてコメントを入れ返却
を行うという形での指導を行った。学生からは、このような形でのフィードバックがなされることで
学びが深まったと好評であった。しかし、すべての担当科目でこのようなフィードバックを行うこと
は現状では難しいため、学びの成果をどのようにフィードバックしていくかは、今後、自身の教育
経験を積む中で検討していきたい。また、授業評価アンケートでは、1年生よりも3年生というよう
に上級学年になるほうが、「新しい発見や学びがあった」と回答する学生が増加していた。このこ
とから入学年次の1年生に対しては、より主体的な学びが深まるような教育的仕掛けを用意して
いく必要性を感じている。

研
究
経
歴

主な研究テーマは、心理アセスメントと臨床事例研究である。
①投映法によるアセスメント研究。
ロールシャッハ法、TATを用いて確定診断が困難とされる双極Ⅱ型障害の病理、病態
に対するアセスメント手法を提案する研究を行ってきた。また、ロールシャッハ法、TAT
という投映法の分析・解釈について検討し、アセスメント教育にも活用できる知見を集
積している。さらにそれら投映法検査のアセスメントツールとしての有効性を検討し、
テスト・バッテリー論の構築を目指している。

②臨床事例を通して心理臨床的対応を理論化する研究。
スクールカウンセリング、学生相談等の心理臨床実践を丁寧に検討し、そこから一定
の法則や理論を見出し、事例研究や実践報告を行っている。それにより、実践知が活
かされていくことになる。

確定診断が困難とされる双極Ⅱ型障害についての投映法によるアセスメント研究およ
び双極Ⅱ型障害の「軽躁」に対する精神病理学的研究。

①FD研修会に参加し、自身が担当する講義に還元するよう努めている。

②毎回の授業では、リアクションペーパーを活用し、学生の理解度を確認するよう心がけており、
それを踏まえた授業展開を心がけている。学生からの質疑があった際は、次回授業時に必要に
応じて講義の内容を補足したり、質問に答えるなどして、双方向のコミュニケーションを図ってい
る。また、必要に応じて映像媒体を使用し、視覚的にも学生の理解度が深まるように努めてい
る。

「心理学概論Ⅱ」では、発達、社会、臨床などの心理学に関する様々な問題を概観し、心理学の
基礎的な知識や理論を学ぶ。心理学概論Ⅰと併せて学ぶことで、心理学の全体像をつかむこと
を目的としている。
到達目標は以下の3点に置いている。

（1）発達心理、社会心理、臨床心理の領域について、心の基本的な働きや仕組みを理解するこ
とができる。
（2）日常生活における人間の行動や心の働きについて心理学用語を用いて説明できる。
（3）心理学的知見を活用して、自分自身やそれを取り巻く環境を考察できる。

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

2019年4月からの着任のため、本学の同僚教員等による授業表は、現時点では実施していな
い。

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

投映法心理検査によるテスト・バッテリー論の構築に関する研究。

研究業績

研究の特徴

医療・教育・福祉領域における臨床実践に関する心理臨床事例研究。

臨床経験年数の違いにより、ロールシャッハ法のどこに着目し分析解釈を行っている
かを検討するロールシャッハ着目点研究。有効な心理アセスメント教育に繋げていく
可能性が示唆される。
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2014年
～

2019年

2015年
～

現在

2019
～

現在

（２）学術論文

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

【研究ノート】

【報告書】

研
究
経
歴

研
究
実
績

7．土屋マチ・赤塚大樹（2010）双極Ⅱ型障害の鑑別診断の重要性，愛知県立大学看護学部紀
要，第16巻，p.9-14.

1.土屋マチ（2020）TATの方法論としての自由連想，山梨英和大学紀要，第18号,p.58ｰ68．

1．土屋マチ（2018）訪問カウンセリングにおける治療構造の検討―教育相談としての一つの試
み，岐阜聖徳学園大学紀要，教育学部編，第57号，p.95－111.

2．赤塚大樹・土屋マチ（2017）“いじめ”電話相談でのカウンセリング的対応の有効性，岐阜聖徳
学園大学紀要，教育学部編，第56号，p.49－59.（総11ページうちⅠ.問題と目的，Ⅲ.電話相談で
の心理臨床的対応の意味と検討の9ページを執筆）

3．土屋マチ（2016）双極Ⅱ型障害のアセスメント―ロールシャッハ法，TATが捉える病態像の比
較検討，心理臨床学研究，第34巻2号，p.173-183.

4．土屋マチ（2015）双極Ⅱ型障害のロールシャッハ法とTAT－軽躁の影響という視点からの検
討，名古屋大学大学院 教育発達科学研究科紀要,第62巻,p.15－25.

1．土屋マチ（2019）休学者を対象としたグループ活動，愛知淑徳大学学生相談室報告書，第10
号， p.5-７.

2．土屋マチ（2018）自閉症スペクトラム障害への支援，愛知淑徳大学学生相談室報告書，第9
号， p.1-6.

2．土屋マチ（2018）6章 投影法検査  投影法検査②TAT・CAT，
『心の専門家養成講座第3巻　心理アセスメント―心理検査のミニマム・エッセンス』  松本真理
子・森田美弥子（編）ナカニシヤ出版 p.128-129.

3．土屋マチ（2010）11章 心理臨床サービスの広がりと期待，11-1行政レベルの心理臨床サービ
ス，11-2教育委員会関係，
『医療・看護系のための心理学【改訂版】』森谷寛之・赤塚大樹（共編）培風館　p.207-211.

5．土屋マチ・森田美弥子（2013）投映法と水準仮説に関する文献展望―有効なテスト・バッテ
リー構築のために，名古屋大学大学院 教育発達科学研究科紀要,60巻,p.111－119.

6．土屋マチ（2012）ロールシャッハ法とTATを用いた双極Ⅱ型障害のアセスメント，心理臨床学
研究，第29巻6号,p.739－749.

TATを用いたアセスメント研究。TATの第1図版に注目し、被検者が出会う最初の図版
に対し、どのような視点でどういった情報を読み取ることが必要にして十分なミニマム・
エッセンスになるかを大学生群、臨床群、非行群のTATデータをもとに検討している。

大学学生相談室助教として、学生相談における心理臨床実践を行い、学内教職員と
の連携システム作りに関わった。個別の心理臨床支援に加え、学生の精神的健康に
関わる予防啓発発動やグループ活動を実施し、それらに関して研究発表を行い、報
告書をまとめた。

TATの心理臨床アセスメントにおけるマニュアル作成にかかわる研究。
TAT上において、各防衛機制の表現と考えられるプロトコルを整理し、TATに表現され
る防衛機制を抽出するためのマニュアル作成と抽出作業のための理論化を行う。

(１）著書

1．土屋マチ（2019）6章 精神病理学的アセスメントをするための情報，9章 TATでのアセスメント
を心理療法 へ繋げる，第10章 テスト・バッテリー論，第11章テスト・バッテリーの実際，『TAT＜超
＞入門』赤塚大樹・土屋マチ(著)  遠見書房　p.103-112，p.151-196.
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2019年 10月

2018年 10月

2018年 8月

2017年 11月

2017年 10月

2016年 11月

2016年 9月

2016年 5月

2015年 11月

2015年 11月

2015年 9月

研
究
実
績

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

土屋マチ・西部加奈子・小嶋麻乃・赤塚大樹
「TAT図版1を『受付での署名』として読み取る視点（その3）」，日本ロール
シャッハ学会第23回大会

競争的資金
採択課題

【学会発表】

3．土屋マチ（2017）学生相談室の現状と課題―学生相談機関充実イメージ表による検討，愛知
淑徳大学学生相談室報告書，第8号， p.1-4.

4．土屋マチ（2016）学生相談室利用者を対象としたグループ活動の報告，愛知淑徳大学学生相
談室報告書，第７号，p.8-11.

5．土屋マチ（2015）全国の学生相談の報告書の分析―グループ活動，愛知淑徳大学学生相談
室報告書，第6号，p.8-10.

6.土屋マチ（2008）心理教育活動についての一報告，愛知県臨床心理士会  平成17・18年度学校
臨床心理士活動報告書，p.157.

7．土屋マチ（2005）中学校における心理教育活動についての一報告，愛知県臨床心理士会 平
成15・16年度学校臨床心理士活動報告書，p.216.

西部加奈子・土屋マチ・小嶋麻乃・赤塚大樹，
TAT図版1を「受付での署名」として読み取る視点，日本ロールシャッハ学
会第20回大会

土屋マチ，
双極Ⅱ型障害と統合失調症のロールシャッハ法における思考障害の検
討，日本心理臨床学会第34回秋季大会

2020年度　私学共済　女性研究者奨励金
「無意識で働く防衛機制を捉えるためのマニュアル作成―TATプロトコル分析を通し
てー」

土屋マチ，
自閉スペクトラム症の学生を抱えること－面接者の内的体験の変化，日本
心理臨床学会第37回大会

土屋マチ，
ロールシャッハshading反応を通しての双極Ⅱ型障害者の心性の検討，日
本心理臨床学会第36回大会

袴田雅大・伊奈萌・濱家徳子・土屋マチ・松井一裕・森田美弥子，
テスターはロールシャッハ・プロトコルのどこに着目しているか（3）―意味づ
け・人物像解釈の仕方の検討，日本ロールシャッハ学会第21回大会

小嶋麻乃・土屋マチ・西部加奈子・赤塚大樹，
TAT図版1を「受付での署名」として読み取る視点（その2），日本ロール
シャッハ学会第22回大会

土屋マチ，
訪問面接での生活空間と治療空間の接点―治療構造の視点からの検討
―，日本心理臨床学会第35回秋季大会

土屋マチ・野原一徳・丸山宏樹・水野真理，
学生相談室利用者を対象としたグループ活動の検討，日本学生相談学会
第34回大会

山本明日香・濱家徳子・土屋マチ・松井一裕・伊奈萌・森田美弥子，
テスターはロールシャッハ・プロトコルのどこに着目しているか―図版によ
る違いの検討―，日本ロールシャッハ学会第19回大会

土屋マチ・赤塚大樹，
TATにみられるoral表現の検討，日本ロールシャッハ学会第19回大会
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2014年 11月

2014年 11月

2014年 8月

2013年 11月

2013年 8月 

2012年 9月

2011年 9月

2009年 9月

2018年 9月

2019年 5月

2018年 5月

2017年 5月

2016年 2月

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

2015年～

2016年～

2013年～

【その他発表等】

中部大学森田美弥子教授を中心とするロールシャッハ着目点についての
共同研究。その成果については、2014年、2015年、2017年の日本ロール
シャッハ学会にて共同発表を行った（現在まで）。

愛知県立大学赤塚大樹教授を中心とするTAT図版1に関わる共同研究。そ
の成果は、2016年、2018年、2019年の日本ロールシャッハ学会にて共同発
表を行った（現在まで）。

日本TAT研究会を中心とする研究。TATの特性とその有効性について検討
を行っており、毎年研修会を開催している（現在まで）。

土屋マチ，
双極Ⅱ型障害のTAT―双極Ⅰ型障害、単極性うつ病との比較を通して，日
本ロールシャッハ学会第18回大会

土屋マチ，
双極Ⅱ型障のロールシャッハ法―双極Ⅰ型障害との比較を通して，日本
心理臨床学会第33回秋季大会

土屋マチ，
双極Ⅱ型障害のTAT―1事例における軽躁のdominant期とnon-dominant
期の比較を通して―，日本心理臨床学会第31回秋季大会

土屋マチ，
性同一性障害（FTM）のロールシャッハデータ―1事例の性別適合手術前
後の比較を通して，日本心理臨床学会第30回秋季大会

土屋マチ，
気分障害（双極Ⅱ型障害）の女性のTATとRorschach法，日本心理臨床学
会第28回秋季大会

土屋マチ，
双極Ⅱ型障害のTAT，日本ロールシャッハ学会第17回大会

土屋マチ，
双極Ⅱ型障害のロールシャッハ法，日本心理臨床学会第32回秋季大会

日本心理臨床学会第37回大会、自主シンポジウムにおける話題提供、指
定討論。
「TATの特性と魅力―ロールシャッハ法とのバッテリーを通して」

日本TAT研究会第3回研修会（於　明治大学）での司会。
「TATをアセスメントと臨床的支援に活用する―発達の偏りがうかがわれる
事例に対してー」

日本TAT研究会第2回研修会（於　明治大学）での司会。
「TATとロールシャッハ法のテスト・バッテリー」

日本TAT研究会第1回研修会（於　昭和女子大学）での司会。
「いろいろな立場からのTAT分析・解釈」

名古屋ロールシャッハ研究会総会における事例研究発表。
「適応障害、抑うつ反応と診断された50歳女性のロールシャッハ法とTAT」

濱家徳子・土屋マチ・松井一裕・山本明日香・伊奈萌・森田美弥子，
テスターはロールシャッハ・プロトコルのどこに着目しているか ―経験年数
による比較検討，日本ロールシャッハ学会第18回大会
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続き

2019年 4月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

2004年 10月

2005年 11月

2006年 2月

2006年 8月

社
会
貢
献
活
動

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等

活
動
実
績

大学院生指導

アドバイザー
活動実績

後進育成活動実績

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

ハラスメント防止委員会、大学院FD推進委員会

③「臨床心理査定演習Ⅰ」において知能検査、発達検査に関わる実施法の教授と指
導。

①基礎ゼミナールでは、履修学生らとクラス内活動を実施し、クラス内の親睦を深め
ている。

②基礎ゼミナールにおいて、個別面談を実施し、各学生の状況把握に努めている。

（１）講演会

2018年～

「発達障害の特性」。名古屋市スクールカウンセラー、現職教育における講
演。

「児童の心に向かい合う時に役立つカウンセリング的考え方」。名古屋市ス
クールカウンセラー、現職教育における講演。

TATについて、その実施方法から応用についてまとめ、書籍として出版す
ることを目指した。2019年5月に赤塚大樹・土屋マチ『TAT＜超＞入門』とし
て遠見書房より出版。

①本学大学院において、大学院生に対し、個人スーパーヴィジョンを行い、心理臨床
事例に対する助言と指導を行っている（2019年4月～現在）。

②名古屋メンタルヘルス研究会での事例検討会での心理臨床的見立て、投映法検査
における解釈の仕方等に関する役割を通して、後進育成に関わっている（2014年～現
在）。

①ケース・スーパーヴィジョン。

②臨床心理実習におけるスーパーヴィジョンと指導。

「思春期の子どもの心理発達上の留意点」。名古屋市スクールカウンセ
ラー、家庭教育セミナーにおける講演。

「子どもの心を大切にするカウンセリング・マインドの関わり方」。名古屋市
スクールカウンセラー、家庭教育セミナーにおける講演。

投映法技法、とりわけTAT研究については一定の評価を得ており、2016年11月に発足された「日
本TAT研究会」においては立ち上げ段階から関わり、5名の運営委員の1人になっている。

また、2018年には松本真理子・森田美弥子（編）『心の専門家養成講座第3巻　心理アセスメン
トー心理検査のミニマム・エッセンス』において「投影法検査、TAT・CAT」の項の執筆を依頼され
た。

2019年には『TAT（超）入門』の共著者として4つの章を任され、TATに関連する著書を出版した。

サービス活動業績
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2007年 7月

2007年 7月

（２）出前講座

年 月 特になし。

（３）公開講座

年 月 特になし。

（４）学外審議会・委員会等

年 月 特になし。

（５）その他

2016年 11月

社
会
貢
献
活
動

②研究テーマでもある心理アセスメントに関わる研究をさらに推し進める。また、心理
臨床家を目指す学生が心の専門家として必要なアセスメントスキルを身につけられる
よう、効果的な演習方法について検討する。

③医療・教育・福祉領域における様々な心理臨床経験は、学生への教育や実習指
導、ケーススーパーヴィジョンで活かされている。

③心理臨床事例研究を行い、それを通して「病んだ心、不適応な心」に対する心理臨
床的対応の有効性とそのあり方を考える。

①学部・大学院教育において、公認心理師、臨床心理士の養成に関わり、学生一人
一人の個性に応じたきめ細かい指導を行うとともに、心理臨床家を目指す学生が人
間的にもさらに成長できるよう、自己課題の発見や自己解決能力を身につけられるよ
うな教育システム作りを目指す。

成果と目標

①双極Ⅱ型障害の確定診断の困難性に対し、ロールシャッハ法とTATという投映法検
査をテスト・バッテリーとして使用する一つの方法を提起し、精神病理学的方面からも
関心を示されるに至った。

②日本TAT研究会における活動やこれまでの心理アセスメント研究から得られた成果
から、TATに関する書籍を出版することができた。

「発達障害のコミュニケーション障害について」。名古屋市スクールカウンセ
ラー、現職教育における講演。

「ストレスマネジメント」。名古屋市スクールカウンセラー、保健セミナーにお
ける講演。

最新データ入力日

日本TAT研究会の立ち上げに関わり、事務局としての活動（現
在に至る）

専門的成果

専門的目標

2020年5月1日
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2007年 3月 早稲田大学　第一文学部　総合人文学科卒業　[学士（文学）]

2007年 4月 東京大学大学院　学際情報学府　学際情報学専攻修士課程入学

2009年 3月 東京大学大学院　学際情報学府　学際情報学専攻修士課程修了

2009年 4月 東京大学大学院　学際情報学府　学際情報学専攻博士課程入学

2012年 3月 東京大学大学院　学際情報学府　学際情報学専攻博士課程修了

2010年 4月 日本学術振興会特別研究員（～2012年3月）

2012年 4月 東京大学大学院学際情報学府　特任助教（～2013年3月）

2013年 4月 東海大学　非常勤講師（課程資格教育センター）（～2016年3月）

2013年 5月 東京大学大学院学際情報学府　客員研究員（～2015年4月）

2013年 4月 明治大学教務アシスタント（～2016年3月）

2015年 4月 東京経済大学　客員研究員（～現在）

2015年 9月 大妻女子大学　非常勤講師（社会情報学部）（～2016年3月）

2016年 4月 山梨英和大学　専任講師（～現在）

2009年 2月 2008年度 東京大学大学院情報学環・学際情報学府 専攻長賞（修士論文）

2010年 7月 情報メディア学会論文賞

2010年 11月 第16回情報文化学会賞（学会賞）

2012年 9月 社会情報学会　平成24年度　大学院学位論文賞（博士論文）

2008年 月 情報メディア学会　会員（〜2018年）

2008年 月 情報文化学会　会員（〜2017年）

2009年 月 Internationale Gesellschaft für Empirische Literaturwissenschaft　会員

2012年 月 社会情報学会　会員

2012年 月 英語検定　1級

年 月

年 月

年 月

e-mail namiohi@yamanashi-eiwa.ac.jp

受
賞
歴

実
務
経
験

学
　
歴

取得学位称号

所　属
ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

山梨英和大学

専　任　教　員　職　務　業　績　集

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

人間文化学部人間文化学科専任講師

博士（学際情報学）

ｵｵｲ　ﾅﾐ
大井　奈美

図書館情報学・人文社会情報学専門分野

職名
生年（西暦）
（公表可否）

非公表

性別

女
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

略

○最新データ入力日

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標

目　　次
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

詳細は研究業績を参照

【2020年度　メディア・コミュニケーション論】
●概要：本科目では、現代情報社会の特徴について「４つのポスト状況」（石田英敬『現代思想の
教科書』筑摩書房、2010年）の観点から理解したうえで、現代情報社会の様々な課題について考
える諸理論について扱った。それらの諸理論について、構造主義と構成主義という区別の観点
から整理し、紹介した。受講生には諸課題と諸理論とをふまえたうえで、最低２つの新たな参考
文献をもとに、現代情報社会の独自の課題を設定してもらい、期末レポートではその課題に対す
る解決策について、実際に理論を用いながら考察・提案してもらった。そのことで、現代情報社会
の課題について当事者意識を持ってもらうとともに、情報検索力や思考力を養ってもらうことを目
指した。

●到達目標：
1、関心のあるテーマについて、適切なデータベース等を利用して情報検索、情報収集できる
2、関心のあるテーマについて、現代情報社会の課題と結びつけながら（メディア論等の観点か
ら)問題提起できる
3、構成主義理論をはじめとする、授業で紹介する諸理論や諸概念を正しく理解して考察に応用
できる
4、関心のあるテーマ（課題）に対して、より望ましいあり方(望ましいコミュニケーションのあり方な
ど)を考え、課題に対する解決策として提案できる

教育業績

2020年度の担当科目：メディア・コミュニケーション論、知的財産権と情報倫理、英語２
（ライティング）、生涯学習概論、データサイエンス、メディアサイエンス、ICTスキル、図
書館情報資源論、図書館情報技術論、図書館情報資源特論、専門ゼミ、卒業プロ
ジェクト

レポート作成をめぐる初年次教育や英語リスニング科目などにおけるSNSの利活用、各種講義
科目において提出された中間・期末レポートについてG Suiteを用いて受講生全員でピア・レ
ビューを行うなど

情報社会にあって、あらゆる対象がデータに還元されかねないような機械的な世界観
が広がりつつある。機械的な情報処理は便利な半面で、機械的な情報処理だけに
よっては捉えきれない情報現象もあり得ることへの気付きが、情報社会の倫理を考え
る上で課題となる。そこで、機械的データは生命体による解釈と切り離せないという着
想にもとづく情報論をベースに、芸術・心理・美学・倫理学などの各領域におけるテー
マについて考察する学際的教育を行う。そのことによって、現代社会を生きる力につ
ながる、思考力や情報収集力等を向上させるような教育活動を行いたいと考えてい
る。

教
育
能
力

教育理念、方針、方法

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

１，社会情報学をめぐる教科書（詳細は研究業績を参照）
２，担当する授業初年次教育の「ICTスキル」におけるPCセットアップ手順書（Mac/Windows）およ
びネットワーク接続手順書、留学生用PCガイダンス手順書等
３，学生用遠隔授業準備手順書（Mac/Windows/ネットワーク関連資料等合計６種類）：新入生
用・在学生用・編転入生用・大学院生用など、各６種類ずつ
４，教員用遠隔授業の手引きにおけるG Suitesの使用法手順書（3種類）
５，オンライン教育システムの使用法をめぐる教員向け資料（FD資料：成績評価用Excelフォー
マットなどを含む）
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（１）学生による授業評価

（２）同僚教員等による授業評価

本学での授業評価結果はなし

2010年

2013年 東京大学大学院学際情報学府　客員研究員（～2015年4月）

2015年

2016年

（１）著書

大井奈美［事典項目執筆（言文一致運動）］、『現代社会学事典』、弘文堂、2012年

大井奈美［一章執筆］、西垣通編『基礎情報学のフロンティア』、東京大学出版会、2018年

（２）学術論文

教
育
改
善
活
動

大井奈美［教科書項目執筆（近現代のフランス、近現代の英国）］、『図書・図書館史』、学文社、
2014年

メディアやコミュニケーションをめぐるネオ・サイバネティクスの現代的な応用につい
て、おもに（情報）倫理や表象文化の観点から研究している。ここでいうネオ・サイバネ
ティクスとは、機械的なデータとしてのみ理解されがちな情報という概念を、個々の生
命体にとっての意味や価値という観点から再評価する国際的な研究潮流である。

日本学術振興会特別研究員（～2012年3月）

　レポートや発表に対して、ある授業の受講生全員でオンラインで詳細なピア・レビューを行い、
また、リアルタイムで相互評価アンケートを集計してフィードバックに活かすなどの実践を行って
きた。そのことによって、受講生自身がICTを学びに利活用できるように支援するとともに、受講
生がオフライン環境よりもいっそう詳細に学びの振り返りができるような機会の提供を行った。
　また、レポートを書くことに不慣れな場合も多い新入生向けのレポート執筆法の授業では、受講
生たちが比較的扱いに慣れているSNS（Twitter）の授業専用アカウントを用いて、日々の思考メ
モを書いてもらい、それを構造化させて2000字程度の期末レポートを作成する方法を試みた
（2016〜2018年度）。
　加えて、英語のリスニング科目など（ICT Englishを含む）において、継続的な授業時間外学修が
リスニング力向上の鍵と考えられることから、課題の英語音源の再生日時および回数を記録可
能な音楽SNSを受講生全員が個別に利用し、講師が受講生の日々の音源再生回数つまりリスニ
ング練習の履歴を確認して時間外学修課題の実質化を行った（2017〜2018年度）。
　教員向けの活動としては、教育へのICTの利活用方法に関するFDで講師を務めたり（2019年
度）、遠隔授業の詳細な資料作成に携わったりすることで（2020年度）、本学全体での教育の質
的向上への貢献を目指してきた。

担当する「メディア・コミュニケーション論（2020年度）」（27名の受講生のうち20名が回答）の授業
評価アンケートにて、85％の学生から「意欲的に取り組めた」「他の授業でも活用できる知識や学
び方、考え方を身に着けることができた」との回答を得た。

西垣通、大井奈美、河島茂生、西川アサキ編『基礎情報学のヴァイアビリティ』、東京大学出版
会、2014年

研究の特徴

山梨英和大学　専任講師（現在に至る）

大井奈美「俳句創作と解釈の基礎情報学的分析」、東京大学大学院学際情報学府、修士論文、
2009年

大井奈美「ネオ・サイバネティクス的近現代俳句研究——文学研究にたいする基礎情報学の批判
的応用」、東京大学大学院学際情報学府、博士論文、2012年

研
究
実
績

教
育
能
力
に
対
す
る

評
価

研究業績

研
究
経
歴

東京経済大学　客員研究員（〜2018年）

大井奈美［教科書項目執筆（感性情報学）］、『よくわかる社会情報学』、ミネルヴァ書房、2015年
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【査読有り論文】

【報告論文】

【査読無し論文】

（３）研究発表

研
究
実
績

大井奈美「意味の回復による喪失体験の価値の反転—心的システムの発達モデル」、『社
会情報学』、社会情報学会、8（1）、pp.49-64、2019年

大井奈美「俳句革新のネオ・サイバネティクス的分析――基礎情報学によるアプローチ」、『情報
メディア研究』、情報メディア学会、10（1）、pp. 23-34、2011年

大井奈美「新傾向俳句・伝統派俳句の基礎情報学的分析」、『情報文化学会誌』、情報文化学
会、19（1）、pp. 7-15、2012年

Nami Ohi, “An Analysis of Shin-keiko-haiku and Dento-ha-haiku from Fundamental
Informatics Perspective”, in Journal of Contemporary Eastern Asia, the Austrian Association
of East Asian Studies, 12 :2, 2013, pp. 35-47

Nami Ohi, “Cognition as Communication: The Accursed Share by Georges Bataille as a
Contribution to the Study of Fundamental Informatics”, in The New Trends of Socio-
information in East Asia (Graduate Students Session), Graduate School of　Interdisciplinary
Information Studies, The University of Tokyo, January 2008, pp. 66-69.

大井奈美「観察の自覚――俳句の近代化と国民文学性の構成主義システム論的再考」、『ユリ
イカ』（「現代俳句の新しい波」特集号）、青土社、43（11）、pp. 190-199、2011年10月

大井奈美「英語圏文学システム論の一前史――B. クラークの構成主義的文学観」、『情報学研
究』（東京大学大学院情報学環紀要）、東京大学大学院情報学環、84、pp. 21-34、2013年

大井奈美「漢詩からみた正岡子規の対外関心」、『江戸風雅』、江戸風雅の会、9、pp. 162-166、
2014年

大井奈美「情報の基としての贈与ーー「生命力中心主義」の情報論」、西垣通編『基礎情報学の
フロンティア』東京大学出版会、2018年

Nami Ohi, "Cognition as Communication: The Accursed Share by Georges Bataille as a
contribution to the study of Fundamental Informatics" The New Trends of Socio-
information in East Asia, The University of Tokyo, November 2007
（国際シンポジウム 「『アジア』から考える メディア研究ネットワークの挑戦――東アジア
における社会情報の新展開」）
　
Nami Ohi, “An Analysis of Haiku from the Informatics Perspective, Based on the
Concept of Autopoiesis”, ReGIS=STI-IE Joint-Workshop for Intercultural Information
Ethics in Asia, at the University of Tsukuba, October 5-6, 2009

大井奈美「宗教改革をささえた「ハード」と「ソフト」 ーーアナログとデジタルの架橋」、『山梨英和
大学紀要』山梨英和大学、16、pp. 104-114、2018年

大井奈美「ネオ・サイバネティクスと文学研究――ラディカル構成主義派とルーマン社会理論派
の射程とその拡張について」、『思想』、岩波書店、1035、pp. 131-147、2010年7月

大井奈美「オートポイエティック・システム論にもとづく俳句分析の試み」、『情報文化学会誌』、情
報文化学会、16（1）、pp. 32-38、2009年

大井奈美「結社・協会・メディアが俳句創作と解釈に及ぼす影響の基礎情報学的分析」、『情報メ
ディア研究』、情報メディア学会、8（1）、pp. 11-24、2009年
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（４）翻訳など

大井 奈美「インターネット俳句と聖なるもの」、ネオ・サイバネティクス研究会、於実践女子大学、
2014年12月

大井奈美「「ネット短詩」の基礎情報学的分析――「マイクロ・ポエトリー」のさまざまな形態をめ
ぐって」、基礎情報学研究会（第12回勉強会）、於一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権
協会、2015年2月

「共同体における認識過程の基礎情報学的分析――俳句を事例として」 情報メディア学会（第10
回研究会） 於同志社大学 2008年11月

「情報メディアの俳句に対する影響 ―基礎情報学からの展望―」 情報文化学会（第16回全国大
会） 於東京大学 2008年10月

大井奈美「俳文学史をめぐる社会情報学的考察の試み――俳諧から『マイクロ・ポエトリー』ま
で」、社会情報学会公開シンポジウム「社会情報学の＜これから＞――若手研究者からの発
言」、於東京大学、2015年7月

「ジョルジュ・バタイユにおける「内的体験」――生命システム論、記号論からの解釈の試み」 バ
タイユ・ブランショ研究会 於明治大学 2007年5月

大井奈美「短詩型文学の基礎情報学的分析――デジタルとアナログによる変容
の観点から」、「社会情報学と芸術論――基礎情報学による展開」ワークショップ、社会情報学会
（SSI）学会大会、於中央大学、2020年9月14日

大井奈美「情報文化学と情報学の通時的比較――ネオ・サイバネティクスを中心として」、情報文
化学会（第22回全国大会）、於東京大学、 2014年11月

大井奈美「B. クラークの文学システム論と基礎情報学――文学における変容の主題とメディ
ア」、情報メディア学会（第15回研究会）、於順天堂大学、2013年11月

大井奈美「俳諧から俳句へ――ネオ・サイバネティクス的考察」、近現代俳文学研究会、於勤労
福祉会館、2011年11月

Nami Ohi, “An analysis of the emergence of a haiku system from the perspective of
neocybernetics”, 2010 SNU-UT Symposium, at Seoul National University (Korea), 21-
22 October, 2010

Nami Ohi, “A literary study based on neocybernetics: An analysis of haiku from the
perspective of fundamental informatics”, Internationale Gesellschaft für Empirische
Literaturwissenschaft, at University of Utrecht (Holland), 7th July, 2010

Nami Ohi, “Rethinking Haiku Analysis: Neocybernetic Approaches”, German Institute
for Japanese Studies, History & Humanities Study Group (Tokyo), 16 February, 2011

Nami Ohi, “Haiku as Paused Pose: A Neocybernetic Consideration on the Difference
between Data and Poetry”, Internationale Gesellschaft für Empirische
Literaturwissenschaft, at Hilton Hotel (Chicago), 9th July, 2016

研
究
実
績

大井奈美「情報の基としての贈与ーー持続的に注意を向けること」、ネオサイバネティクス研究
会、於東京経済大学、2017年8月

ジークフリート・J・シュミット「観察の論理――構成主義概論」、大井奈美、橋本渉訳、『思想』、岩
波書店、1035、pp. 56-75、2010年7月（筆頭翻訳者として共訳）

大井奈美「俳句システム成立のネオ・サイバネティクス的分析」、情報文化学会（第18回全国大
会）、於東京大学、2010年11月
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2009年 月 情報文化学会第17回全国大会 実行委員

2012年 月 情報メディア学会　学会誌編集委員（～2017年）

2012年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

2012年 月

年 月

年 月

年 月

サービス活動業績

2016年 月 図書館情報メディアセンター運営会議　委員（～2019年度）

2018年 月 入試・広報運営会議　委員

2019年 月 正門前整備委員会　委員

2020年 月 図書館運営委員会・紀要編集委員会　委員

2020年 月 宗教委員会　委員

2020年 月 遠隔授業プロジェクトチーム
（教員向け・学生向け遠隔授業準備資料の作成）

専門・基礎ゼミナールおよび卒業プロジェクトの学生を中心に、学生生活全般に関す
る面談を定期的に行っている。また、留学する学生にたいする推薦書執筆などを行っ
ている。

研
究
実
績

アドバイザー活動実績

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

競争的資金採択課題

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

「俳句の情報学的分析――オートポイエーシス概念にもとづいて」（日本学術振興会
特別研究員　DC2　2010〜2012）

「機械と人間との感性および創造性の異同をめぐるネオ・サイバネティクス的研究」
（科学研究費 基盤研究(C)（一般）2020年度〜2022年度）

ブルース・クラーク、マーク・B・N・ハンセン「ネオサイバネティックな創発――ポストヒューマンの
再調律」、大井奈美訳、『基礎情報学のヴァイアビリティ』、東京大学出版会、2014年

大井奈美「訳者解題」（ジークフリート・J・シュミット「観察の論理――構成主義概論」について）、
『思想』、岩波書店、1035、pp. 56-58、2010年7月

情報文化学会　評議員・選挙管理委員・学会誌編集委員・研究部会委員
（～2017年）

研
究
能
力
に

対
す
る
評
価

大学院生指導
東京大学大学院学際情報学府、特任助教として、大学院生向けの講義のティーチン
グアシスタントを担当

学位論文・研究論文にたいして、いくつかの受賞歴がある（詳細は受賞歴欄）。

ネオ・サイバネティクス研究会　共同運営担当（～現在）。研究会の成果は
共著の書籍として継続的に発表中。

「俳句の「配合」構造にたいするメディア変化の影響――発句からインターネット俳句
まで」（山梨県若手研究者奨励事業　2015）
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（２）出前講座

（３）公開講座

2016年 10月 県民コミュニティカレッジでの講義（「漱石の俳句とその周辺」）

2018年 11月 同上（「宗教改革をささえた「ハード」と「ソフト」 」）

2018～9年 メディア・コミュニケーション論　成果発表会

（４）学外審議会・委員会等

（５）その他

2016年 FM甲府（「生涯学習の時間」）への出演

2016年 樸（あらき）俳句会（恩田侑布子代表）編集長・ホームページ制作管理

成果と目標

①情報倫理学を、「情報＝生きる意味」という観点からパラダイム・シフトさせる試み
（共同研究）

①ドイツを中心に行われてきた文学システム論の網羅的調査とその現代的可能性の
検討、および俳句文化への応用

②ネオ・サイバネティクスの芸術論への応用研究（とりわけ、人間と機械とで、創造性
と自律性がいかに異なるのかという観点に注目した共同研究）や、心理学分野への応
用研究（心的システム論の展開）

専門的目標

最新データ入力日

後進育成活動実績

専門的成果

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

②「マイクロポエトリー」の調査と、マイクロポエトリーが情報社会において有すると考
えられる倫理的意義の考察

③情報サービスについて「情報福祉（士）」の観点から再評価し、新たな情報サービス
の可能性について考察する

③ネオサイバネティクスの紹介（翻訳など）および、ネオサイバネティクスを情報文化
論や日本文化論などへ応用した研究（①にも関係する）

2020年5月1日

180



2001年 7月 中国山西省新绛中学卒

2001年 9月 中国山西師範大学 外国語学院日本語科入学

2005年 7月 中国山西師範大学 外国語学院日本語科卒業（文学学士）　

2005年 9月 山形大学 大学院 社会文化システム研究科　研究生として在籍

2006年 4月 山形大学大学院社会文化システム研究科修士課程入学

2008年 3月

2008年 4月

2013年 3月

2013年 4月 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科　リサーチフェロー

2015年 4月 お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所　特別研究員

2015年 10月 山形大学男女共同参画推進室米沢分室　助教

2018年 4月 長崎大学ダイバーシティ推進センター　助教

2018年 4月 筑紫女学園大学現代社会学部　非常勤講師（2019年3月まで）

2019年 4月 山梨英和大学人間文化学部人間文化学科　専任講師（現在に至る）

年 月

年 月

2009年 8月 日本家族社会学会

2011年 5月 日中社会学会

2012年 5月 国際ジェンダー学会

2010年 4月 The National Council on Family Relations（全米家族関係学会）

2005年 11月 高等学校教員免許（日本語）,中国教育部

2013年 6月 社会調査士,一般財団法人社会調査協会

2013年 6月 専門調査士,一般財団法人社会調査協会

年 月

e-mail 非公表

女 非公表 専任講師 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号

学
　
歴

お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程入学

お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程修了
(社会学博士)

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別
生年（西暦）
（公表可否）

職名 所　属

専門分野 家族社会学、ジェンダー学博士（社会学）

山形大学大学院社会文化システム研究科修士課程修了(文学修士)

実
務
経
験

受
賞
歴

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

ﾘｭｳ　ﾅﾝ
劉　楠
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

　　　完全リスト（研究実績、競争的資金採択課題、学会等発表・役員参加、共同研究・受託研究の実績、

　　　学内委員会・作業部会活動実績）

　　　サンプル（教育能力、代表的なシラバス、教育改善活動、大学院生指導、アドバイザー活動実績、

　　　　　 　　　後進育成活動実績、社会貢献活動）

　　　評価結果（教育能力に対する評価、研究能力に対する評価）

　　　専門的成果のエビデンス

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

（２）作成した教科書、教材等

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

特になし

「アジアの社会と文化Ｂ」これまで学習した中国語の文法知識を活かし、中上級の中国
語を目指します。また、「聞く、話す、読む、書く」の総合的な能力の養成に重点を置きま
す。日常生活、観光、ビジネスなど様々な場面にふさわしい表現を学習します。
さらに、日本と中国の社会や文化の相似点や相違点についても考えていきます。このよ
うに、中国語で自由に表現できる総合的な語学力を向上させ、今後の就職活動または
交換留学などに役たつ。

FD研修に参加し、日々の授業に還元することができた。とくに学生を主導にグループ
ワークを行うなど双方向の授業展開を心かけ、Google Classにおいて課題のフィード
バックなどの活用ができた。また、毎回授業ごとに配布し回収するコメントペーパーを丁
寧に読み返しながら、授業展開に活かしていくことを心掛けしている。
家族社会学において親子関係、夫婦関係、こどもの教育法と、ICTの活用が家族に与え
る影響、国際結婚、セクシュアルマイノリティなどについて、専門ゼミで文献購読、また
実証研究を行ないその知見を共有するための活動に積極的に取り組んでいる。

（１）学生による授業評価
授業「中国語1,2」では、受講生から「丁寧に一から教えていただいたので楽しく学べた」
や「中国語の曲を聴くことによってリスニングに対しての意欲が継続しやすく取り組みや
すかった」などのコメント頂きました、中国語教授法に様々な工夫の余地が示唆されまし
た。次年度にも新たな創意や工夫を施しながら授業改善にはかりたいと考えています。

（２）同僚教員等による授業評価
本学において実施されていない評価項目のため、特にありません。

教育業績

学生には参加意識を持って、自発的積極的に臨めるよう心かけている。担当する学
生の問題意識と多様なニーズに十分応えられるように、豊富な内容、広い幅、情報量
の多い講義を行ない、受講生一人ひとりに見合った成果や高い満足度が得られる教
育を目指している。

これまで前職で担当した「ダイバーシティを考える」の授業では、ダイバーシティにかかわる社会
問題を理解してもらうことがねらいとしているため、事例を挙げて詳細に解説することが重要だと
考えている。例えば、少子高齢化社会、多様な働き方の現状やその課題については、講師から
の説明だけで不十分なので、新聞やニュースを一緒に読み、グループディスカッションを行うこと
で理解を深まる。

坂本有芳・石井クンツ昌子編著『キャリア・デザインと子育てー首都圏女性の調査から』(2016)の
「第3章　働く母親の利用資源　第1節　日々の育児を支える資源－親族と職場のサポート」
（p.86-99）を共著で執筆。

中国語１・2・3・4、データサイエンスⅡ、基礎ゼミナール、グローバルスタディーズ専門
ゼミナール、卒業研究プロジェクト、民族と社会Ⅱ、ライフデザインⅡ、アジアの社会と
文化B

教育理念、方針、方法

教
育
能
力

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価
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2010年

2011年

2012年

2014年

2016年

（１）著書

（２）学術論文

研究業績

研
究
実
績

f. Fathers’ Supportive, Parenting Practice and its Effect on Emotional Dependence and Self-
reliance of High School Students: A case of Rural Families in China,Center for Applied Ethics
and Philosophy,2012.

g.父子関係にみる思春期の子どもの教育達成 －中国山西省における都市農村の地域・戸籍・
階層格差に注目して,家庭教育研究所紀要,35,23-34,2013.

h.中国山西省における教育不平等生成メカニズム－固定給有層と固定給無層の比較から,日中
社会学研究, 22, 30-40,2014.

i.解析当下内阁政府育儿支援政策　－围绕放宽政策以及保育士不足问题－,中日教育協会,中
日教育論壇,第6期,69-75,2016.

共著『キャリア・デザインと子育てー首都圏女性の調査から』お茶の水女子大学学術事業会、坂
本有芳・石井クンツ昌子編著,pp.86-99,2016.

a.現代中国の農村部における父親の養育行動と高校生の自尊感情―山西省運城市での調査を
通して,家庭教育研究所紀要,32,23-32, 2010.

b.現代中国における父親の養育行動と高校生の自尊感情－山西省の農村部と都市部の比較－,
お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム「格差センシティブな人間発達 科学の創成」公募
研究成果論文集,16,33-42,2011.
c.IT Use and Father’s Involvement in Child Care through Social　Networks,お茶の水女子大学
グローバルCOEプログラム「格差センシティブな人間発達 科学の創成」公募研究成果論文
集,17,41-50,2011.

d.父親の養育行動が思春期子どもの情緒と生活面での自立に与える影響　-中国山西省の調査
から-,お茶の水女子大学グローバルCOEプログラム「格差センシティブな人間発達 科学の創成」
公募研究成果論文集,20,41-51,2012.

e.浅谈男性的家务劳动参加―从美中日三国社会背景和文化研究比较来看―（中国語）（薛成
水・劉楠,语言文化比较研究,創刊号,161-168,　2012.

研究の特徴

　博士論文では中国山西省における父親の養育行動と青年期の子どもの学業成績
の関連について、社会階層の視点からの分析を試みた。そこで、階層別にみると農
民、臨時雇いといった固定給無層の親の養育行動は、子どもの自尊感情と学業成績
に対する影響力が弱く、子どもは家庭教育よりも学校教育に対する依存度が高い。他
方で、政府機関や企業団体に勤務する比較的高収入の固定給有層の父親は、子育
てを重視する傾向が高く、子どもに対する家庭教育をより多く行っている。そして、自
営業の父親に関しては、豊なネットワーク資源も持っていることが示されている。
　その後、2014年～2016年科研費若手（B）で採択された研究では、5ヵ年後時系列的
に追跡調査を行った。現代中国における青年期の子どもを持つ父親に注目し地域格
差と社会階層差を家族社会学の視点から捉えようとする研究が少ないなか、本研究
は独創性をもつ研究である。政策面において個人の収入格差の是正など社会環境改
善政策への提言、理論面においてブルデューの理論における親階層のこども世代へ
の伝達への貢献、父親の養育行動が成人子の社会適応性と職業選択意識に影響す
るという家庭教育における実践的な端緒となった。

研
究
経
歴

現代中国における父親の養育行動と高校生の自尊感情：都市部と農村部の地域差
から

中国都市部における父親の養育行動と思春期の子どもの家庭生活への影響

父子関係にみる思春期の子どもの教育達成-中国の地域間格差に注目して-

父親の社会階層と青年期から成人期へ移行する父子関係―中国山西省における実
証的研究

潜在保育士の復帰難問題とその解決策
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（３）報告書

（４）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

a.国際会議発表

2011年 9月

2011年 10月 The 6th International Conference on Applied Ethics

2011年 11月 73rd National Council on Family Relations Annual Conference

2012年 10月 74th National Council on Family Relations Annual Conference

2013年 5月

2014年 3月 Hong Kong Association of Asian Studies 

2014年 7月

2014年 11月 The 9th International Conference on Applied Ethics

2017年 8月 19th ARAHE Biennial International Congress

2018年 11月 中国社会学学会中日社会学专委会2018年年会暨国际学术研讨会

研
究
実
績

j. 認定こども園の認知度の規定要因―行政と市民のコミュニケーションの課題―
,2015年度参加者公募型二次分析研究会　子育て支援と家族の選択　研究成果報告書,
東京大学社会科学研究所付属社会調査・データアーカイブ研究センター,141-150,2016.

Third International Symposium on Urban Society: International
Conference of Urban Child, Youth and Family Studies Under the Context
of Globalization Confirmation of Attendance

International Sociological Association　“JS-70 Children's Agency through
Daily Life Interactions”

e.平成26年度～30年度科学研究費補助金基盤研究成果報告書 科研費基盤研究Ａ　『IT社会の
子育てと家族・友人関係：日本、韓国、米国、スウェーデンの国際比較から』,2019.

International Sociological Association Research Committee 06 “CFR
Kyoto Seminar 2011 on Reconstruction and Intimate and Public Spheres
in a Global Perspective”

m.現代中国における「九〇後」子どもを持つ父親の学校外の教育投資　-父親の職業階層と投資
リターンを中心に-,生活社会科学研究,24,53-64,2017.

n.中国農村部の留守児童問題と中華全国婦女連合会の支援活動,日中社会学研究,26,109-
124,2018.

o. 青年期から成人期へ移行する親子関係とIT利用－越「域」する地方の若者の自立を中心に,
21世紀東アジア社会学2019巻10号,28-39,2019.

a.平成 19年度～20年度科学研究費補助金基盤研究成果報告書　基盤研究Ｃ『IT 社会における
育児のインフォーマルネットワークと世帯間関係：日米比較から』、25-33,2009.

b. 平成22年度～24年度科学研究費補助金基盤研究成果報告書　基盤研究Ｂ『情報社会におけ
る育児期の親のIT利用と家族関係：日米比較から』（研究代表者：石井クンツ昌子），28-34,9-
10,157-169,2013.

c.山形県保育士実態調査報告書（平成26年度山形県委託事業）,特定非営利活動法人やまがた
育児サークルランド，河野銀子・野口比呂美・宮地信子・高山栄子・劉楠共著,36－86,2016.

d. 2016年度～2018年度科学研究費補助金基盤研究成果報告書　基盤研究C『中国内陸地域の
過疎化の現状と要因に関する社会経済学的研究』,72-85,2019.

k.潜在保育士の就業意向はどのように高められるか－年代と就業を中心に－,山形大学紀要（社
会科学）,47（1）,19-33,2016.

l.現代中国農村における「留守児童」問題に関する研究動向と課題 : 家族関係、子どもの教育と
ジェンダーを中心に,山形大学紀要（社会科学）,47(2),21-39,2017.
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研
究
実
績

2009年 9月 第19回日本家族社会学会大会 

2010年 9月 第20回日本家族社会学会大会 

2010年 10月 日本家政学会家族関係学部会第30回セミナー 

2011年 9月 第21回日本家族社会学会大会 

2012年 6月 日中社会学会第24回大会

2012年 9月 第22回日本家族社会学会大会

2013年 4月 2013年度日中教育研究協会大会

2013年 6月 日中社会学会第25回大会

2013年 7月 第3回社会理論研究会

2013年 9月 第22回日本家族社会学会大会

2013年 12月 2013年度国際ジェンダー学会教育分科会定例会

2014年 6月 日中社会学会第26回大会

2014年 10月 日本家政学会家族関係学部会第34回セミナー

2015年 9月 国際ジェンダー学会2015年大会

2016年 6月 日中社会学会第28回大会

2016年 9月 第26回日本家族社会学会大会

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

競争的資金 採択課題

c.　2011年8月　お茶の水女子大学大学院研究奨励金（平成24年3月まで）（内容：「現
代中国における父親の養育行動が高校生の自立に与える影響－山西省農村部の調
査から－」について）（100,000円）

d.　2011年5月　お茶の水女子大学グローバルCOE拠点「格差センシティブな人間発
達科学の創成」公募奨励金（平成24年3月まで）（内容：「中国都市部における父親の
養育行動と思春期の子どもの家庭生活への影響」について）（300,000円）

b. 学術論文査読
2015年、『ソシオロゴス』（東京大学文学部社会学研究室）、査読論文１本
2016年、『人間文化創成科学論叢』（お茶の水女子大学）、査読論文１本
2017年、『人間文化創成科学論叢』（お茶の水女子大学）、査読論文１本
2017年、『日中社会学研究』（日中社会学会）、査読論文１本
2019年、『日中社会学研究』（日中社会学会）、査読論文１本
2020年、『日中社会学研究』（日中社会学会）、査読論文１本

競争的資金 採択課題

a.　2010年5月　お茶の水女子大学グローバルCOE拠点「格差センシティブな人間発
達科学の創成」公募奨励金（平成23年3月まで）（内容：「現代中国における父親の養
育行動と高校生の自尊感情：都市部と農村部の地域差から」について）（350,000円）

b.　2010年8月　お茶の水女子大学大学院研究奨励金（平成23年3月まで）（内容：「現
代中国における父親の養育行動が思春期の子どもの学業成績に与える影響  ―山
西省の都市部と農村部の比較から―」について）（100,000円）

g.　2016年度（一社）日本家政学会東北・北海道支部研究助成金（内容：「潜在保育士
の復帰難問題とその解決策」について）（50,000円）

e.　2012年8月　公益財団法人小平記念日立教育振興財団　日立家庭教育研究所研
究奨励金（平成25年8月まで）（内容：「父子関係にみる思春期の子どもの教育達成-
中国の地域間格差に注目して-」）（100,000円）

f.　2014度～2016年度科学研究費補助金若手研究（B）『父親の社会階層と青年期か
ら成人期へ移行する父子関係―中国山西省における実証的研究』(2,860,000円)
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2016年 10月 日本家政学会　東北・北海道支部第60回　臨時支部総会・研究発表会

2016年 10月 日本家政学会　第36回家族関係学セミナー

2017年 9月 日本家政学会　東北・北海道支部第61回　臨時支部総会・研究発表会

2018年 6月 日中社会学会第29回大会　シンポジウムにて招待講演

2018年 9月 国際ジェンダー学会2018年大会

2019年 6月 日中社会学会第30回大会

2020年 6月

2008年 4月

2010年 4月

2013年 4月

2014年 4月

2016年 4月

該当なし

現代中国社会における父親の養育行動と青年期子どもの発達の関連に関する研究は、

家族社会学における父親研究への貢献に高い評価を得て、2013年お茶の水女子大学

家庭経営学奨学金を授与された。また、地域包括子育ての研究と父親研究の評価を受け、

地方国立大学で男女共同参画推進に関する実務を担い、女性研究者の支援と女性の

管理職登用に向けての制度設定、支援活動を務めた。

サービス活動業績

2019年 4月 国際交流室運営委員会　国際交流担当主任

2019年 4月 学生サービス部運営会議　委員

2019年 4月 入試・広報部運営会議　委員

2020年 4月 遠隔授業プロジェクトチーム　メンバー

外国人留学生のアドバイザー（2019年4月～現在）

学
会
等
発
表
・

役
員
参
加

アジア政経学会2020年春季大会「中国農村社会における生活組織と女性
団体の役割」分科会

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の

実
績

大学院生指導

研
究
能
力
に
対
す

る
評
価

学
内
委
員

会
・
作
業
部

会
等
活
動
実

績

科学研究費補助金基盤研究C『IT 社会における育児のインフォーマルネッ
トワークと世帯間関係：日米比較から』（研究代表者：石井クンツ昌子）、連
携研究者としてデータ分析および報告書の執筆。

科学研究費補助金基盤研究B『情報社会における育児期の親のIT利用と
家族関係：日米比較から』（研究代表者：石井クンツ昌子）、連携研究者とし
てデータ分析および報告書の執筆。

お茶の水女子大学社会連携外部受託研究 「企業組織におけるダイバーシ
ティ推進支援」（代表：石井クンツ昌子）の一部として「子どもの発達段階に
応じた女性のキャリア・デザイン」（研究代表者：坂本有芳）研究会のメン
バーとしてデータ分析および報告書の執筆。

科学研究費補助金基盤研究A『IT社会の子育てと家族・友人関係：日本、
韓国、米国、スウェーデンの国際比較から』（研究代表者：石井クンツ昌
子）、連携研究者としてデータ分析および報告書の執筆。

科研費基盤研究C『中国内陸地域の過疎化の現状と要因に関する社会経
済学的研究』　(研究代表者:堀口正)、連携研究者として報告書を執筆し
た。

アドバイザー活動実績

上述の学生さんには学習や進路指導を丁寧に対応し、学生一人一人の都合や面談
内容にあわせて行っている。

1年次、2年次、3年次、4年次学生と全学年外国留学生のアドバイザー
（2019年4月～現在）
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2017年 5月

2017年 10月

2018年 5月

2018年 6月

（２）出前講座

特になし

（３）公開講座

2016年 11月

（４）学外審議会・委員会等

2016年 9月 山形県置賜地区高畠町 男女共同参画推進委員

2018年 4月 ながさき女性活躍推進会議ワーキング・グループ 委員

2019年 4月 日中社会学会　理事（研究・大会担当）

（５）その他

2016年 6月

2016年 6月

2017年 6月

2018年 2月

2018年 9月

2018年 11月

2018年 12月

社
会
貢
献
活
動

社
会
貢
献
活
動

山形大学在籍中、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携
型）担当した。2016年男女共同参画フェスタにおいて、管理職セミナーの企
画・実施と、ＬＧＢＴに関するパネル展・上映会の企画および進行を務めた。

メールマガジン「ぱれっと通信」子育て日記の執筆、編集を担当（2017年3
月まで）。

山形西ロータリークラブ成立60周年寄稿「男性も女性も働きやすい社会環
境になりますように」,『六十年史　1957～2017山形西ロータリクラブ』p.98。

笹川平和財団「男女平等における男性の役割」事業への協力し、上海市婦
人連合会などの見学のコーディネートを担当した。また、その後、研究会へ
の参加とアドバイザーを務めた。

長崎大学在籍中、長崎県、ながさき女性活躍推進会議と共同運営し、イク
ボス養成セミナー（会場：長崎大学）を開催した。

LGBT相談員研修会、学内者限定のLGBT研修会の企画実施を担当し、
LGBTフォーラム（長崎県教育委員会・長崎大学共催）の企画に携わった。

2018年「ジェンダーギャップ指数」で、日本の順位は調査対象149か国のうち110位という不名誉
な最下位グループにいる現状にあり、改善が期待される。日本社会において男女の働き方の見
直し、仕事と育児・介護・治療の両立体制を整える必要があると考える。そこで、イクメン・イクボ
スを推進するために、男性の役割に関する研究成果を報告しつつも、中国における男女共同参
画社会の実態を紹介するなど講演会の講師を務めた。

山形西ロータリークラブ,（招待講演）「男性も女性も誰もが働きやすい日本
になっていただきたい」

2017年度笹川平和財団「男女平等における男性の役割」事業研究会,
（招待講演）「中国における男性性の視座」

大阪市立大学,（招待講演）「中国の父親はどこにいったか」

日中社会学会第29回大会,日中社会学会シンポジウム「中国の人口政策
の転換と社会問題」, （招待講演）「中国農村部の留守児童問題に関する研
究動向と政府の取組」

平成30年度長崎大学市民公開講座「今の時代が求めるダイバーシティマ
ネジメント～男性も輝く、女性も輝く、社会づくり～」の企画・実施を務めた。

後進育成活動実績

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

米沢市ファミリーサポートセンター主催「サポート会員養成講座」において
「現代社会における子育ての現状～これから求められる子育て支援～」

大学院での講義や演習を担当したことがないため、具体的な形での後進育成活動の
実績がありません。
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専門的目標

専門的目標

専門的成果

最新データ入力日

成果と目標

①社会階層の視点から見た、中国における父親の養育行動が子どもの発達に与える
影響に関する研究。1970年代後半まで「教育平等理念」の社会主義国家であった中
国は、現在において教育界でつくがえるような変化が起こり、職業・収入・学歴といっ
た父親の社会階層は子どもの学業達成と緊密にかかわってきた。博士論文では、現
代中国において父親の階層が子どもの学業達成に影響していることに焦点を当て父
親の社会階層と親の養育行動、子どもの学業達成との関連を検討した。親の社会階
層が家庭教育を介して子どもの学業達成に影響するため、親世代の階層格差が子ど
も世代の教育機会の不平等につながる可能性が高く、中国の家庭教育における隠さ
れた問題点が存在すると分かった。2013年3月に博士（社会学）の学位を取得した後、
科研費若手（B）として「父親の社会階層と青年期から成人期へ以降する父子関係－
中国山西省における実証的研究」が採択されることをきっかけに、同じ対象者を縦断
的、時系列のデータが収集でき、研究がさらに進められた。

②潜在保育士（保育士として働いていない有資格者のことを指す）の掘り起こす方策
についての研究。増加する待機児童および潜在的待機児童を解消するため、政府
は、「エンゼルプラン」（1995年）、「子ども・子育て応援プラン」（2005年）、「新待機児童
ゼロ作戦」（2008年）などの取組みを行ってきており、保育ニーズのピークを迎える
2017年度末までに約40万人分の保育の受け皿を確保することが目指されている。し
かし、最近になっても、保育園入所できなかった保護者が、「保育園落ちた日本死ね」
とブログに書き込むなど、待機児童問題は依然として解決していない。限られている
財源のなか、保育の質を保持しながら保育士の人材を確保できる最善策は、潜在保
育士の復帰にほかないと考えている。他方で、保育士の早期離職が非常に高い現状
にある。早期離職率を下げる取り組みと、保育士雇用の安定を図る施策は、待機児
童問題解決の要になる。

①父親研究における家族社会学分野での展開。現代中国における経済収入格差の
問題、とりわけ教育における父親世代から子ども世代へ引き継がれる階層格差問題
に対する警鐘を耳にし、一人の社会学研究者として、何らかの取り組みをする必要性
を感じた。教育格差や階層格差問題は、中国の社会問題のみならず、日本やその他
の国にも、共通した深刻な問題。こうした問題を解消することは、家族社会学研究者
が長い期間にわたり、政策提言や国際理解への努力の必要性があると考えている。
そのため、今後の研究方向として、教育・家族の研究を続け、教育格差の解消への提
言に貢献していきたい。

②潜在保育士の掘り起こす方策についての研究。多くの女性が働きやすい社会を目
指すには、まずは、保育士が働きやすい社会を目指さなければならないため、今後
は、山梨県における潜在保育士の復帰支援に着目し研究を進めていきたい。

③中国語に関する教育では、読み書き聞く話すといった基本学習のほか、会話と講読
の演習を行ない、作文や会話における表現力の向上、コミュニケーション力のアップ、
グローバル人材の育成を目指す。さらに、協定校との交換留学・短期研修プログラム
に活用できる言語力のレベルアップを目指した教育法を工夫することである。

2020年5月1日
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1968年 3月 立教大学文学部教育学科卒業

1971年 4月 立教大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程入学

1973年 3月 立教大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了

1968年 4月 東京家庭裁判所調査官補（1971年3月まで）

1973年 4月 立教大学文学部助手（1976年3月まで）

1976年 4月 関東学院女子短期大学幼児教育科専任講師

1980年 4月 関東学院女子短期大学幼児教育科助教授

1989年 4月 関東学院女子短期大学幼児教育科教授（1990年3月まで）

1990年 4月 立教大学文学部助教授（学校・社会教育講座教職課程）

1991年 4月 立教大学文学部教授（現在に至る）2010年3月まで）

1991年 4月 関東学院女子短期大学非常勤講師（1994年3月まで）

1991年 4月 東横学園女子短期大学非常勤講師（2000年3月まで）

1993年 4月 放送大学非常勤講師（1997年3月まで）

2000年 4月 明治学院大学非常勤講師（2005年3月まで）

2000年 4月 日本女子大学非常勤講師（現在に至る）2013年3月まで）

2010年 4月 山梨英和大学教授（現在に至る）

同上 4月 立教大学兼任講師（2012年3月まで）

2011年 10月 豊島区文化功労者

年 月

年 月

2005年 9月 日本教師教育学会事務局長（2008年9月まで）

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

e-mail 非公表

学
　
歴

受
賞
歴

学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

実
務
経
験

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾋﾛｼ
近藤　弘

男 1944年 教授 人間文化学部人間文化学科

取得学位称号 文学修士 専門分野
教育社会学，子ども社会学，
ジェンダー論，教員養成論

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦） 職名 所　属
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（１）教育方法実践例

特になし

（２）作成した教科書、教材等

特になし

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

特になし

（2020年度）

教職実践演習（中・高）、教育制度論、教育実習、教育課程論

【教育制度論】

（概要）

（到達目標）

特になし

（１）学生による授業評価

特になし

（２）同僚教員等による授業評価

特になし

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力
に
対
す
る
評
価

研究業績

1990年代初めよりジェンダー（社会的に形成された性別）に関心を持ち、ジェンダー形
成と教育の関係を中心に主として教育社会学的手法を用いて分析を行っている。近
年は「男女共同参画社会」に関する研究を進めている。特に「男女共同参画基本計
画」に関する政策的な分析を進めていく。

研究の特徴

教育業績

教職免許取得希望者（教職課程受講生）に教職に関する基本的な理解を深めること
を第一に据えている。その際、教職の現実をしっかり把握することを受講生に根づか
せたいと考えている。そのために受講生の既成の教職観を一度突き崩して改めて教
職に関する各人の考え方を確立することに焦点を当てたいと考えている。講義が中心
となるが、できる限り双方向の授業を試みたいと考えている。

教
育
能
力

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

教育制度は基本的に法制度によって創設され、展開していることを考察する。
そのことを通して法と制度が教育を教育として成り立たせるために今日必要不可欠なものとして存
在していることを考察する。

１．日本の教育法制の基本理念・体系の特徴を理解できる
２．学校教育をめぐる法と制度についてその特徴を理解できる
３．社会教育をめぐる法と制度についてその特徴を理解できる
４．教育行政をめぐる法と制度についてその特徴を理解できる

教育理念、方針、方法

担当授業科目
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2002年 4月 立教大学ジェンダーフォーラム所長（2010年3月まで）

　年

　年

（１）著書

1995年 3月 教育原理（短編著：東京書籍）

2003年 9月 教師学と私［第2版］（共著書：学文社）

2005年 10月 教育とジェンダー形成（編著書：ハーベスト社）

（２）学術論文

1990年 12月 「近代家族」と子ども－アリニス『＜子ども＞の誕生』読解の試み

（単著論文：立教大学教育学科年報第34号40～60頁）

2010年 3月

2010年 9月

2011年 3月

（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

2009年 9月 日本教師教育学会年報編集委員（2005年8月まで）

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月 特になし

年 月

年 月

年 月

年 月

特になし

競争的資金採択課題

大学院生指導

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の
実
績

「男女共同参画社会」をめぐる一考察ー「第三次男女共同参画基本計画」
策定の年にあたってー（単著論文：「大衆文化」第4号37〜45頁）

男女共同参画社会とはどのような社会かー男女共同参画社会基本法・男
女共同参画基本計画を中心にー（境界を越えてー比較文明学の現在：単
著論文31〜46頁）

平成16〜18年度（2004〜2006年度）「感情」の社会化に関する総合的研究：「文化とし
ての涙」の形成過程に着目してー研究分担者

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

2001年 10月
近藤弘他「大学におけるジェンダー教育実践の課題ー受講生の意識変容
を中心にー」第53回日本教育社会学会大会

研
究
実
績

6月
子どものジェンダー形成（単著論文：日本子ども社会学会編『いま、子ども
に何がおこっているか』北大路書房66～74頁）

2000年 3月
男女共同参画社会・エンパワーメント・ジェンダー（単著論文：立教大学ジェ
ンダーフォーラム年報第1号3～15頁）

男女共同参画社会とはどのような社会かー「男女共同参画社会基本法」制
定10年を迎えてー

2002年 3月
大学におけるジェンダー教育実践の課題－受講生の意識変容を中心に
（単著論文：立教大学ジェンダーフォーラム年報第3号34～43頁）

1999年

研
究
経
歴
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サービス活動業績

年 月 特になし

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

特になし

特になし

2018年 2月 「男女共同参画とは何か」（八潮市男女共同参画職員研修）

（２）出前講座

年 月 特になし

（３）公開講座

年 月 特になし

（４）学外審議会・委員会等

2008年 10月 八潮市男女共同参画苦情処理委員（現在に至る）

2015年 8月 羽村市子ども・子育て会議委員（〜現在に至る）

成果と目標

アドバイザー活動実績

後進育成活動実績

専門的成果

研
究
能
力
に
対
す
る
評
価

1999年に制定された「男女共同参画社会基本法」は21世紀の日本社会を男女共同参画社会の実
現に向けて形成していくことを国家的な目標とし、具体的には「男女共同参画基本計画」において政
策的に実現を目指すことが決められている。しかし、現実にはその歩みは遅々としており、特に女性
の意思決定過程への関与は国際的にみても大きく遅れている。そうした現実をふまえてどのように
男女共同参画社会の形成を進めていくのかを研究課題として研究を進めている。立教大学ジェン
ダーフォーラムの所長時代にはそうした課題を授業実践、ジェンダーセッション、講演会等を通して
進めていくことを試みてきた。所長を8年にわたり務めることができたのも、そうした姿勢が評価され
た結果ではないかと自負している。

社
会
貢
献
活
動

（１）講演会

①「男女共同参画社会」とはどのような社会であるかについて、「男女共同参画社会
基本法」及び「男女共同参画基本計画」等の分析を通して解明を試みてきたが、その
結果として「男女共同参画社会」とは突き詰めると「性差別のない社会」ではないかと
いう結論にいたった。

②教員養成に係わって、特に教員の資質・能力の向上が常に謳われているが、はた
して教師の資質・能力に関してコンセンサスが確立しているのかといえば、必ずしも確
立しているとは言えない現状である。むしろ、それは不可能に近いのではないかとさえ
思える。その点を常に意識しながら解明を進めてきたと言える。

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会

等
活
動
実
績
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専門的目標

①「男女共同参画社会」を「性差別のない社会」ととらえたとき、具体的にどのようにし
てそのような社会を形成していくのかを特に「男女共同参画基本計画」の分析を通して
解明していく。

②学校教育の成否は詰まるところ教師の在り方によるというパラダイムは強固であ
る。そうしたパラダイムをどのように崩していくのかを特に教員の資質・能力とは何か
を中心に考察していき、新しいパラダイムの提起ができればと考えている。

2020年5月1日最新データ入力日
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2000年 4月 国際基督教大学教養学部教育学科入学

2004年 3月 国際基督教大学教養学部教育学科卒業（教養学士）

2004年 4月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程入学

2006年 3月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程修了（教育学修士）

2006年 4月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士後期課程入学

2012年 3月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士後期課程修了（教育学博士）

2006年 4月 国際基督教大学教育研究所助手　（2014年3月まで）

2010年 4月

2012年 4月 明星大学 非常勤講師（教育心理学Ⅰ・Ⅱ）　（2019年3月まで）

2013年 4月

2013年 4月 東京農業大学 非常勤講師（カウンセリング論・心理学概説）　（現在に至る）

2013年 4月 山梨英和大学・人間文化学部人間文化学科・専任講師　（2014年3月まで）

山梨英和大学大学院・人間文化研究科・専任講師（兼任）

2014年 4月 山梨英和大学専任講師（2019年3月まで）

2015年 6月 山梨大学（幸福福祉概論＊オムニバス講義）（2018年6月まで）

2017年 9月 山梨県立大学（教育心理学）（現在に至る）

2018年 8月 聖学院大学（学習・言語心理学＊夏季集中）（現在に至る）

2019年 4月 山梨英和大学・人間文化学部人間文化学科・准教授

山梨英和大学大学院・人間文化研究科・准教授（兼任）

年 月 特になし

年 月

2013年 4月 日本コミュニケーション障害学会

2013年 3月 日本行動計量学会

2013年 3月 Sign Language Linguistics Society

2009年 4月 日本認知心理学会

2009年 4月 日本教育心理学会

2008年 4月 日本環境心理学会

2008年 4月 日本応用心理学会

2007年 4月 日本教育工学会

2006年 4月 日本感情心理学会

年 月

年 月

e-mail 非公表

（現在に至る）

専　任　教　員　職　務　業　績　集

山梨英和大学

ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

性別 生年（西暦）

教育心理学・教育工学・特別支援教育

ﾂｷﾀﾞﾃ　ﾅｵﾀｹ
槻舘　尚武

男
人間文化学部人間文化学科

人間文化研究科臨床心理学専攻

専門分野

職名 所　属

非公表

日本社会事業大学 通信教育科 社会福祉主事養成課程（心理学）

明星大学 非常勤講師（心理学調査法・心理統計学Ⅰ・Ⅱ）　（2014年3月まで）

所
属
学
会

資
格
・

免
許
・

特
許
等

受
賞
歴

准教授

取得学位称号 博士（教育学）

学
　
歴

実
務
経
験
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○教育業績

　　　教育理念、方針、方法

　　　教育能力

教育方法実践例

作成した教科書、教材等

教育方法や実践に関する発表、講演等

　　　担当授業科目

　　　代表的なシラバス

　　　教育改善活動

　　　教育能力に対する評価

○研究業績

　　　研究の特徴

　　　研究経歴

　　　研究実績

著書

学術論文

その他の研究活動

　　　競争的資金採択課題

　　　学会等発表、役員参加

　　　共同研究・受託研究の実績

　　　大学院生指導

　　　研究能力に対する評価

○サービス活動業績

　　　学内委員会・作業部会等活動実績

　　　アドバイザー活動実績

　　　後進育成活動実績

　　　社会貢献活動

　　　専門的成果

　　　専門的目標

○添付資料

○最新データ入力日

目　　次

○専門的活動（教育業績、研究業績、サービス活動業績）の統合による成果と目標
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（１）教育方法実践例

ａ．グループワーク、ディスカッションを取り入れた講義経験

b．達成目標を意識させた講義

ｃ．情報保障を前提とした講義経験

（２）作成した教科書、教材等

特になし

（３）教育方法や実践に関する発表、講演等

特になし

2020年度：

「教育心理学」

（１）学生による授業評価

教育心理学，心理学概論Ⅰ，感情・人格心理学Ⅰ，学習・言語心理学Ⅰ，学習・言語心理学
Ⅱ，心理学実験Ⅰ・Ⅱ，心理学統計法Ⅰ・Ⅱ，心理学データ分析演習Ⅰ・Ⅱ，心理学統計法特
論，基礎ゼミナール，専門ゼミナール,卒業研究，修士論文

教育心理学とは，教育現象を心理学的に研究する実証科学であり，主に学習，評価，発達，社会の４領域
から成り立っています。この４領域に沿って，教育心理学の発展に寄与した代表的な心理学者たちを取り上
げながら，人（学習者）の 個人差と適切な学習への援助について，その方法，基本的な概念や理論，具体
的な技術に関して学びます。

日本社会事業大学GP　大学教育・学生支援推進事業［テーマA］大学教育教育プログラム外部委員（2009
年〜2011年）：外部委員として、ソーシャルワーク・コミュニケーション検定、e-ポートフォリオの検討を行っ
た。最終年、2011年には公開シンポジウムのパネリストとして他分野の専門家の方々とともに最終結果の
検討を行った。

教
育
能
力
に

対
す
る
評
価

５－８名から成る学生グループを対象に研究計画の立案からデータ収集の実施・分析、論文の作成、研究
発表（口頭・ポスター）までの一連の指導を各研究法で実践する演習型講義を行ってきた。国内学会発表、
卒業研究に十分対応できる力を養っている。

聴覚障害者大学教育支援プロジェクトにおいて高校生の難聴者・聾者対象に，情報保障を前提にした講義
を行っている。パワーポイントの利用や指示語の配慮など速記者の負担を減らす工夫や難聴者・聾者のた
めに提案された日本福祉工学会マニュアルに準拠した講義経験がある。

担当授業科目

代
表
的
シ
ラ
バ
ス

ＦＤからは苦労をするが得るものが多いという主旨のコメントが目立ち、自身の教育目標はある程度達成で
きていると感じている。一方で、授業についていくことができない学生が確実に存在すること、また学生の過
度の負担を減らすためにも、配信型の予習教材の作成が今後の課題である。

教
育
改
善
活
動

教
育
能
力

教育業績

教育理念、方針、方法

知識を一方的に与えるのではなく、最終的には学生が自ら主体的に学ぶことができるように、
学生の思考力と自信を育むことを目標としている。必ずしも回答が１つに絞れないような、学生
が試行錯誤できる課題を提示することを心がけ、学生には、時として答えに至る最短の道では
ないとしても、グループワークやディスカッション等、他者との関わりの中で、付随するさまざま
なものを学んでほしいと考えている。勉強面だけに留まらない全般的な人間教育への貢献を目
指している。

授業の最初に大きな設問を与え、講義を通してその設問への答えを得るという形式で講義を行っている。学
生が漫然と授業を聞くことを減らし、授業内容を自身の問題に引きつけて考えるきっかけとしている。
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（２）同僚教員等による授業評価

2006年

2009年

2012年

2012年

2012年

（１）著書

（２）学術論文

教
育
能
力
に

対
す
る
評
価

K. Hanabusa, M. Oi, N. Tsukidate, Y. Yoshimura (2018). Association between maternal Autism Spectrum
Quotient scores and the tendency to see pragmatic impairments as a problem, 13(12): e02909412

研
究
実
績

T. Yamada, Y. Miura, M. Oi, N. Akatsuka, K. Tanaka, N. Tsukidate, T. Yamamoto, H. Okuno, M. Nakanishi, M.
Taniike, I. Mohri, & E. A. Laugeson. (2020).Examining the Treatment Efficacy of PEERS in Japan: Improving
Social Skills Among Adolescents with Autism Spectrum Disorder.  Journal of Autism and Developmental
Disorder, 50, 976-997.

槻舘尚武（印刷中）．検査性能に関わる諸概念　コミュニケーション障害学，37, 117-121.

槻舘尚武（印刷中）．研究と実践をつなぐ検査：座談会に代えて　コミュニケーション障害学，37, 152-154.

金沢大学 大井研究室と語用障害児のためのチェックリストの作成とその利用に関する研究に
従事（現在に至る）

研究業績

研究の特徴

国際基督教大学博士後期課程在籍時、同大学教育研究所研究員として認知負荷理論に基づ
くマルチメディア教材の効果測定の研究に従事（現在に至る）

研
究
経
歴

本学では教員による相互評価のシステムはないため、その評価を得ることが出来ていない。

社会事業大学　斎藤研究室と手話理解ならびに聴覚障害児に関連する各種共同研究に従事
（現在に至る）

共立女子大学 権藤研究室とASD児の言語発達の研究およびCCC-2の評定者間一致率の研
究に従事（現在に至る）

Pedagogical Agentsと総称されるキャラクター教材を題材とした応用研究や、絵や図といった視
覚刺激と音やナレーションといった聴覚刺激の組み合わせから効果的なメディア教材の設計原
理を提案する基礎研究を行っている。近年は、視線の動きを指標とした手話理解の研究や語用
障害をキーワードに、ASD児の感情音声理解に関する実験的研究を行っている。またコミュニ
ケーション障害の検査の作成といった学際的な共同研究に従事している。

東京学芸大学 松井研究室とアイトラッキングを利用したASD児のプロソディに基づく感情理解
の研究に従事（現在に至る）

大井学・藤野博・槻舘尚武・神尾陽子・権藤桂子・松井智子(2016）.子どものコミュニケーションチェックリスト
第２版(CCC-2)日本語版　日本文化科学社

M. Oi, H. Fujino N, N. Tsukidate, et al., (2017). Quantitative communicative impairments ascertained in a
large national survey of Japanese children. Journal of Autism and Developmental Disorder, 47, 3040-3048.

権藤桂子・槻舘尚武・綾野鈴子・田中早苗・大井学（2016）.日本語版CCC-2子どものコミュニケーション・
チェックリスト評価の母親と専門職の評価者間比較による幼児コミュニケーション評価　コミュニケーション障
害学，33，155-163．

槻舘尚武(2019). ペダゴジカルエージェント研究についての一考察．山梨英和大学紀要，17，65－73．
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（３）その他の研究活動（国際会議発表、学術誌編集、学術論文査読等）

1．国際会議発表

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　編集委員(2015年)（現在に至る）

4．学術査読

K, Saito & N, Tsukidate, Eye Gaze and Eye Movement in Japanese Sign Language. Theoretical Issues in
Sign Language Research (TISLR) Conference 11, London, UK, July, 2013.

研
究
実
績

田坂麻紘・小松由樹子・武井友希・槻舘尚武(2011). 青年期の愛着スタイルからみた恋愛におけるロマン
チック希求度の検討--ロマンチック希求尺度の作成を通して. 教育研究, 53, 101-111.

T. Matsui, N. Tsukidate, & H. Fujno, Recognition of Emotion from Lexical Meaning and Tone of Voice. The
2019 Society for Research in Child Development (SRCD), Biennial Meeting, Baltimore, Maryland, USA,
March 21-23, 2019.

M. Oi, H. Fujino N, & N. Tsukidate, Quantitative Communicative Impairments Ascertained in a Large
National Survey of Japanese Children, XI Autism-Europe International Congress, Edinburgh, UK,
September, 2016.

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　査読者（2019年）

K. Gondo, T. Matsui, R. Kojima, & N. Tsukidate, Longitudinal Study on Expressive Vocabulary Acquisition
among Japanese Children with ASD. 15th International Clinical Phonetics & Linguistics Assosication 2014,
Stockholm, Sweden, June, 2014.

H. Shimauchi, N. Tsukidate, K. Hishiyama, M. Oi, Y. Yoshimura, M. Kikuchi and C. Hasegawa, Discovering
Knowledge of ASD from CCC-2: Ensemble Learning Approach for Analysis of ASD, ACM ICPS ICISS'20,
128-132, Cambridge, UK. March 19-22, 2020.

2．招待講演

電気情報通信学会　コミュニケーションクオリティ研究会　特別招待講演　槻舘尚武　コミュニケーションと自
閉スペクトラム症　～CCC-2によるASDスクリーニングの試み～　オンライン開催　6月25日

3．学術誌編集

N. Tsukidate & Y. Morishima, The effect of an embodied agent’s performance on self-efficacy　in human-
agent interaction. The 3rd IET International Conference on Intelligent Environment, Ulm, Germany,
October, 2007.

綾野鈴子・権藤桂子・槻舘尚武・大井学・田中早苗（2014）.Children's Communication Checklist-2（日本語
版）による幼児コミュニケーション評価―養育者と保育者の比較―　コミュニケーション障害学，31，140-
149．

N, Tsukidate. (2010). The Effects on the Human-Agent Interaction of Users' Imagination of Sensations
Experienced by the Animated On-Screen Agent. Educational Studies, 52, 89-96.

N. Tsukidate, Consideration of the redundancy principle in foreign language narration. The 4th
International Conference on Cognitive Load Theory 2010, Shanhai & Macao, November, 2010.

槻舘尚武・大井学・権藤桂子・松井智子・神尾陽子（2015）.Children's Communication Checklist-2 日本語
版の標準化の試み：標準化得点の検討　コミュニケーション障害学，32，99-108．
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研
究
実
績

日本学術振興会(JSPS)平成27年度科学研究費補助金，基盤研究(B)「語用論発達評価法の開
発：障害種別を超えて」　分担研究者　2018年4月-2019年3月まで

日本学術振興会(JSPS)平成30年度科学研究費補助金，基盤研究(B)(特設分野研究)「手話の
オラリティとアジアろうコミュニティでの社会貢献への応用」　分担研究者　2018年4月-現在に至
る

日本学術振興会(JSPS)令和2年度科学研究費補助金，基盤研究(B)「視覚・聴覚等に障害をも
つ人の英語能力の測定法の開発」　分担研究者　2020年4月-現在に至る

日本学術振興会(JSPS)平成29年度科学研究費補助金，新学術領域「共創的コミュニケーショ
ンのための言語進化学」　B 03認知発達班（代表：小林春美）協力研究者（2018年より連携研究
者から名称変更）　2017年9月-現在に至る

日本学術振興会(JSPS)平成29年度科学研究費補助金，基盤研究(C)「コミュニケーションのセッ
ティング・スイッチ・マーキングとしてのゲイジングの研究」　分担研究者　2017年4月-2019年3
月

競
争
的
資
金
採
択
課
題

日本学術振興会(JSPS)平成25年度科学研究費補助金，挑戦的萌芽研究「言語的・パラ言語
的・非言語的視線の記述システムの開発」　分担研究者　2013年4月-2016年3月

日本学術振興会(JSPS)平成25年度科学研究費補助金，基盤研究(B)「子どものコミュニケー
ション・チェックリスト日本版の標準化と日英語用障害などの比較」　分担研究者　2013年4月-
2014年3月

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　査読者（2017年）

日本語用論学会　『語用論研究』　査読者(2016年）

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　査読者（2016年）

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　査読者（2015年）

日本人工知能ファジィ学会　『知能と情報20　ソーシャル・エージェント特集号』　査読者(2008年)

日本学術振興会(JSPS)平成20年度科学研究費補助金，基盤研究(B) 「手話・舞踊・演劇に見る
言語性と非言語性の相互関係を利用した異文化理解教育」　分担研究者　2009年4月‐2011年
3月

コミュニケーション障害学会　『コミュニケーション障害学』　査読者（2018年）

言語科学会　国際年次大会　査読者(2017年)

日本社会事業大学共同研究資金「脳科学を福祉教育に活かす～コミュニケーション能力を高め
る授業をめざして」　共同研究者　2009年4月‐2011年3月

認知科学会　『認知科学』　査読者(2012年)

日本学術振興会(JSPS)平成24年度科学研究費補助金，基盤研究(B)「視覚・聴覚障害児の認
知能力を利用した小学校英語バリアフリー教授法・教材の開発」 分担研究者 2012年4月-2017
年3月

みずほ福祉助成財団研究助成「聴覚障害者のスキルアップ・ステップアップのための書記日本
語教育法およびマニュアル開発～エラーアナリシスを中心に」　共同研究者　2011年4月-2012
年3月

日本学術振興会(JSPS)平成22年度科学研究費補助金，挑戦的萌芽研究「視線の段階的言語
化理論の構築」　分担研究者　2010年4月‐2012年3月
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3月

3月

6月

学
会
等
発
表
・
役
員
参
加

2020年 6月

2009年

2009年

2010年

2010年

2011年

2011年

2013年

2013年

2015年

2016年

2017年

2018年

2018年

2019年

7月

9月

9月

9月

10月

3月

9月

7月

菱山完・槻舘尚武・大井学・島内宏和　CCC-2を用いたSVMによるASD分類　電気
情報通信学会2018年総合大会　学生ポスターセッション　東京電機大学

槻舘尚武・松井智子・藤野博・東條吉邦・計野浩一郎　標準語・方言による声かけ
がASD児の信頼に及ぼす影響　発達心理学会第29回大会　東北大学

自閉症スペクトラムセッション　口頭発表座長　第43回コミュニケーション障害学会
愛知淑徳大学

槻舘尚武・大井学・権藤桂子　Children’s Communication Checklist-2日本語版検
査項目における内的整合性の検討　第39回日本コミュニケーション障害学会学術
講演会 　上智大学

長塚円花・槻舘尚武　スクールカウンセラーに対する相談の阻害要因に関する検
討-不安に着目をして-　日本コミュニティ心理学会第22回大会　追手門学院大学

槻舘尚武　コミュニケーションと自閉スペクトラム症　信学技報, vol. 120, no. 76,
CQ2020-8, pp. 43-46, 2020年6月.

7月

3月

綾野鈴子・権藤桂子・槻舘尚武・大井学　CCC-2日本語版による幼児のコミュニ
ケーションの養育者と保育者の評定者間比較　第39回日本コミュニケーション障害
学会学術講演会　上智大学

鈴木 聡・笹島 康明・小方 博之・槻舘 尚武　教師役の身体化エージェントの外観と
言葉遣いがユーザの学習に及ぼす影響：役割語に着目して　情報処理学会第166
回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会　関西学院大学

1月

小松由樹子・武井友希・田坂麻紘・槻舘尚武　青年期の愛着スタイルと恋愛へのロ
マンチック希求度の関係 日本発達心理学会第22回大会　東京学芸大学

武井友希・田坂麻紘・小松由樹子・槻舘尚武　恋愛におけるロマンチック希求尺度
の作成の試み　日本パーソナリティ心理学会第19回大会　慶応義塾大学

槻舘尚武　アニメーション教育エージェントが示す遂行と非言語による理解度表出
が学習者の自己効力感に及ぼす影響　日本教育工学会第26回　金城学院大学

槻舘尚武　教育用エージェントの理解度表出が学習者の自己効力感に及ぼす影
響　日本教育工学会第25回大会　東京大学

槻舘尚武・佐藤彩華　身体化エージェントの発話をユーザの感覚と結びつける演出
がそのインタラクションに及ぼす影響　日本応用心理学会第75回大会　横浜国立
大学

槻舘尚武　韻律を手がかりとした感情の同定： ASD児の特徴　ラウンドテーブル：
語用論発達の測定と評価　企画：大井学・藤野博　第26回発達心理学会　東京大
学

槻舘尚武　マルチメディア学習におけるナレーションと字幕の言語の組み合わせが
保持・転移課題成績に及ぼす影響－外国語ナレーションにおける冗長性効果の検
討－　日本教育工学会第27回大会　首都大学東京
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年 月

年 月 特になし

年 月

特になし

2020年 4月 大学評価担当主任

2020年 3月 山梨英和大学新型コロナウィルス感染症対策本部実施員

2019年 4月 ＦＤ・ＳＤ推進委員会　委員長（2020年3月まで）

2018年 4月 オープンラーニング科目連絡者（現在に至る）

2017年 10月 公認心理師カリキュラム作成ワーキンググループ委員(2018年3月まで)

2017年 4月 学部入学者選抜委員会　委員（2018年3月まで）

2017年 4月 入試・広報部運営会議　委員（現在に至る）

2016年 4月 山梨英和大学心理臨床センター紀要編集委員（現在に至る）

2015年 6月 授業アンケート改訂ワーキンググループ委員（2015年12月めで）

2015年 4月 教職課程運営会議　委員（現在に至る）

2015年 4月 ＦＤ・ＳＤ推進委員会　委員（現在に至る）

特になし

特になし

年 月

（２）出前講座

2019年 3月 県立富士河口湖高等学校　『心理学入門』

2018年 9月 県立吉田高等学校　楽問楽学講座

2018年 3月

2016年 6月 山梨英和高等学校　『教育心理学のあれこれと最近の話題』

2015年 6月 山梨英和高等学校　『教育心理学と最近の話題』

（３）公開講座

2019年 12月 山梨英和大学　12月進学相談会　チャレンジ特待生講座　数学

甲斐清和高等学校　『心理学入門』

ＡＳＤ児を対象とした共同研究および子どものためのコミュニケーションチェックリスト第2版を指標とした共
同研究は順調に進展しており、一定の評価を得ているものと思われる。上記の研究課題に関しては論文の
作成・出版が進んだものの、ろう者を対象とした手話研究の成果報告が進んでいない。同様に、個人研究
であるメディア教材を題材にした認知負荷理論の検討およびペダゴジカル・エージェントの効果測定に関す
る研究はデータの整理、追試が追いついていない状況にあり、自身の研究課題と共同研究とのバランスを
とること、また各研究の成果を論文にまとめる作業が追いついていないことが課題であると考えている。

社
会
貢
献
活
動

サービス活動業績

（１）講演会

共
同
研
究
・

受
託
研
究
の

実
績

研
究
能
力
に
対
す
る

評
価

学
内
委
員
会
・
作
業
部
会
等
活
動
実
績

アドバイザー活動実績

大学院生指導

後進育成活動実績
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2017年 12月

2017年 10月

（４）学外審議会・委員会等

2018年 1月

（５）その他

2019年 12月

2018年 12月

4月2015年

10月

2009年 4月

2018年 9月

2017年 12月

5月

5月

社
会
貢
献
活
動

メイプルカレッジ　日常を豊かにする心理学：第１回
『検査を通じて学ぶ心理学のキホン～平均値と分散のはなし～』

山梨県中央児童相談所での調査データの集計・分析の実施

メイプルカレッジ　量で紐解く臨床心理学　第１回

メイプルカレッジ　日常を豊かにする心理学：第１回
『検査を通じて学ぶ心理学のキホン～平均値と分散のはなし～』

最新データ入力日

成果と目標

専門的成果

①検査における研究と実践について学術誌にて特集号の編纂を行った。

②語用障害の指標からASD者を高い精度で分類できる可能性を示し、その成果を国際会議に
て報告した。

専門的目標

①新規CCC-2とASDの対応データを得るためのフィールドの確立およびこれらデータに機械学
習や統計モデリングの手法を適用し、今後の研究のための知見を得る。

②教授エージェントの効果に関するデータをまとめ、学術誌にて成果報告を行う。

③視線情報を使った英語能力の測定について予備的研究を実施する。

2020年5月1日

③ASD児に対するＳＳＴの効果研究の分析を補助し、その成果が学術誌にて報告された。

メイプルカレッジ　日常を豊かにする心理学：第１回
『こころの測り方　心理検査と簡単な統計の話』

山梨県中央児童相談所での調査データの集計・分析の実施

日本社会事業大学GP　大学教育・学生支援推進事業［テーマA］大学教育教育プ
ログラム　外部委員（2011年3月まで）

山梨県生涯学習推進センター　平成30年度生涯学習講座
「気持ちとストレスと健康」－上手に付き合うための基礎知識～

日本発達心理学会ニューズレター委員会　委員（2020年1月まで）

山梨市教育委員会生涯学習課事業　山梨市生涯学習アンケートの作成・分析の実
施(2016年3月まで)

県民コミュニティカレッジ　サイコロジー・トゥデイ：第２回
　『学ぶことの心理学：これまでとこれから』

メイプルカレッジ　量で紐解く臨床心理学　第２回

山梨県中央児童相談所での調査データの集計・分析の実施

12月

6月2018年

山梨ことぶき観学院　大学連携講座　講師
「社会心理学～状況に適応するひとの心～」

2018年

2018年

2019年

2014年
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